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「アナタのことが、好き。だから……付き合ってください」

　その声の主は真剣な顔をしていた。丸い眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに、強い意志が輝きとなって現れている。冗じよう談だんや悪ふざけの発言でないことは明らかだった。

「嫌だって、何度も言ったでしょ？　あたしには……心に決めた相手がいるの」

　対する少女もまた、口元を一文字に引き結び、真剣。炎を宿しているかのような真まっ赤かな瞳で、自分に迫る相手を見上げている。

「分かってる……分かってるけど、諦あきらめきれないの。お願い」

「願われてどうにか出来ることじゃないわよ、こればっかりは」

「なら、付き合ってくれなくてもいい。代わりに結婚してくれるだけでも」

「余計に嫌よ！　それ、全然妥だ協きようになってないから！」

　愛の告白という甘あま酸ずっぱいシチュエーションにありながら、二人の周囲の空気は死し合あいの場であるかのように張りつめている。

　よもや学園の図書館でこんな場面に遭そう遇ぐうするとは夢にも思っていなかった。知識の象しよう徴ちようたる厳げん粛しゆくな聖域において色恋に現うつつを抜かすなど、なんと不道徳な。

　まあ、本棚の陰かげから覗のぞき見みしている私に言えたことではないが。

「あわっ、あわわわわっ。こ、こくっ、告白ですよ、告白！　初めて見ました！　どうなるんでしょう、どうなっちゃうんでしょう、ドキドキしちゃいますっ！」

「ミャー。あまり興奮して身を乗り出すな。背中に君の胸が……いや、もっと体重をかけても構かまわないぞ。そのほうが見やすいだろう？」

　ミャーことアルレイミャー・クロアラーナの囁ささやき声ごえは頭上から聞こえた。しゃがんでいる私に、彼女がのしかかっているような体勢なのである。私がミャーに体重を預あずけるわけにはいかない以上、背中に極ごく上じようの柔やわらかさを誇ほこる二つの球体の感触を感じてしまうのもやむを得えない。不ふ可か抗こう力りよくである。

「す、すごいですねぇ……！　告白のシーンなんてマンガでしか……あれ？　そー言えば、マンガの中では女の子が男の子に告白してましたけど……」

　女の子同士でも告白ってするんですね、とミャーは無む邪じや気きに言った。

　多分、この子は告白という行為の意味をよく理解していないのだと思う。それこそ漫画でもあるまいし、女子が女子へ恋愛感情を抱いだき、ましてやそれを直接相手に伝えるなど、そうそうあることではない。

　だが、得てして現実は奇きなるもの。学校の階段の踊り場にパンツ――女性用下着が落ちていることだってあるのだ。それに比べれば、百ゆ合りの花が咲き乱れているような光景のほうが余よ程ほど現実的であろう。

　告白されている相手が、天あま津つ風かぜ魅み雷らいであるという一点を除のぞけば……だが。

「だから嫌だって！　結婚も別べつ居きよ婚こんも事じ実じつ婚こんも全部イヤ！　夫婦別姓にすればいいとかそういう問題でもない！」

　断固とした姿勢で相手の言葉を撥はね除のける小こ柄がらな少女。髪も瞳も制服も、全てが赤で統一されている。彼女自身が燃もえ盛さかる炎であるかのようだ。

　その姿、その横顔は、我が腐くされ縁えんの幼おさな馴な染じみ、天津風魅雷に間違いなかった。

　いつものトリプルテールは解ほどかれていて、長い赤髪は素す直なおに下ろされている。それだけで随ずい分ぶんと印象が変わるものだ。一歩も引かぬという様子で、胸の下で腕を組んでの仁に王おう立だち。なるほど、確かにあの大きな胸なら威い嚇かくには十分な効果を発はつ揮きするだろう。

「都内の一戸建てに、家族で乗れるワンボックスカー、それに大きな白い犬もつけるわ。それでも駄だ目め？　なんなら魅雷が受取人の生命保険に入ってもいいから」

　こちらも決して譲ゆずらぬと言った様子で、告白……と言うより粘ねばり強い交渉を続ける女子。横顔しか分からないが、見覚えのない顔だ。

　ほとんど無改造の高等部女子用制服を身に着け、腰まで届く黒髪は緩ゆるい三つ編み。そして、大きなレンズの丸眼鏡……断言しよう。彼女は学級委員長に違いない。もしくは図書委員。少なくとも趣味は読書だ。絶対。













　ただ、長い三つ編みの中の一ひと房ふさだけがピンク色に染められているのが気になる。

〈アガレの法ほう力りき〉ならば髪の色など自由自在だし、視力の矯きよう正せいだって容易たやすい。眼鏡も現代では視力矯正具としての存在意義を失い、単なる装飾品という身分に堕だしているほどだ。とすると、あの野や暮ぼったい格かつ好こうも彼女なりのオシャレなのかもしれない。

　会話内容からして、三つ編み女子の魅雷へのアタックは今日に始まったことではないようだ。全学園生からの尊そん敬けいや憧どう憬けいや信仰を一手に引き受ける〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉の一柱たる魅雷は、男子はもとより女子からの人気も高い。だが、まさか、こうまで熱烈な恋れん慕ぼを抱いている者がいようとは。

　それも、三つ編みの彼女が、おそらくは複数回目の告白の場に選んだのは、カップルの密会場所として活用されることの多い、ここ〈西せい方ほう図書館〉なのである。

　皇おう家か院いん学園高等部の四大図書館に数えられる西方図書館は、書物の保管にのみ特化した施し設せつである。館内の環境は書物にとっての最適な状態に保たもたれており、窓は一枚もなく、照明も最低限、空気は冷え切り、肌が罅ひび割われそうなくらい乾かん燥そうしている。体が紙で出来ていない人間にとっては、なるべく長居したくない環境だ。当然の如ごとく生徒や教師らには人にん気きがない。故ゆえに人ひと気けもない。色にボケたカップルならば、背の高い本棚が作り出す暗がりの中で、冷えた体を温め合いたくもなるだろう。

　そんな場所で告白の現場に出くわしたのだから、私も最初は濡ぬれ場ばへの期待感……もとい、風紀委員の一員としての義務感に駆かられ、不ふ道どう徳とくな行いを正すために最後までじっくりねっとり監視せねばなるまい、と思ったのだが、片方が魅雷だと分かった時点で半なかば興味は失うせてしまった。

「でも、どうして魅雷さんはお断りしているんでしょう？　マンガだと、男の子がボクも好きだよって言って……ちゅ、チュウとかしちゃうのに！　ちゅー！」

「……ミャー、あとでその漫画貸してくれ」

　処分するから。君にはまだチュウなんて早すぎます。

　距離があるので会話が明めい瞭りように聞こえるわけではないが、聞き耳を立てるまでもなく、三つ編み女子の想いが叶かなわないであろうことは火を見るより――いや、炎の化身のような魅雷の態度を見れば明らかである。

「そう……やっぱり無理なのね」

　三つ編み女子が、俯うつむき、肩かたを落として呟つぶやいた。魅雷は姿勢も表情も変えず、無言でいることで答えを返した。

　小さな声で二言三言の言葉を交わすと、三つ編み女子はその場から逃げるように駆け出した――私とミャーがいるほうに向かって。

「あっ、えっ、あっ、どうしよう！　こっち来ます！　か、隠かくれなきゃ！」

　そんなに慌てなくても、覗きはもうバレていると思うがな。ミャーは囁いているつもりだったかもしれないが、結構大きな声で話していたし。

　だが、そう思ったのは間違いだった。私がミャーを宥なだめようと立ち上がったところへ、本棚の角を曲がった三つ編み女子が走り込んできて、

「――おわっ!?」

「――きゃんっ!?」

　正面衝しよう突とつ。一瞬、息が詰まった。私とミャーの存在に全く気づいていなかったのだろう、全力疾走での体当たりを食らってしまった。

　ミャーが「大丈夫ですか!?」と声を上げた。幸さいわい私のほうは胸に強烈な頭ず突つきを受けただけで済んだが、三つ編み女子は弾はじかれたように転倒、その場に尻しり餅もちをついてしまっていた。「いたたた……」と、ぶつけた頭と臀でん部ぶの辺あたりを摩さすっている。

　なんともお約束な光景に妙みような既き視し感かんを覚えた。『出会い頭に曲がり角でゴッツン』は二次元世界だけの情景だと思っていたが……否いな。これは違う。これが漫画的お約束なのだとしたら、彼女のスカートは大きく捲めくれ上あがっていたはずだ。パンチラのない『曲がり角でゴッツン』など認めない！

「すまない。怪け我がはないか？」

　現実の理り不ふ尽じんさに対する怒りはとりあえず心の奥にしまい込み、三つ編み女子に手を差し伸べる。この時点で、ようやく彼女の顔を正面から見ることが出来た。

　ずれた丸眼鏡の効果か、幼さの残る愛らしい顔立ちをしている。目立つ容よう貌ぼうではないものの、隠れファンが多くいそうだ。年上には見えないから、多分、一年生だろう。

「あ……ありがと…………うッ!?」

　彼女は礼を言いながら私の手を取ろうとしたが、目が合った瞬間、そのバツの悪そうな微笑ほほえみが驚きよう愕がくへと変わった。

「たっ……たたたっ…………橘たちばな荘そう司じ郎ろう!?」

「うん？　如い何かにも私は橘荘司郎だが……どこかで会ったことがあるかな？」

　全く見覚えのない女性から唐突に名を叫ばれるとは稀け有うな体験である。もしや、これが噂うわさに聞く逆ナンというやつだろうか。これは困った。初めてなので何かと不ふ慣なれですがよろしくお願いします。

　微び妙みような照てれ笑わらいを浮かべてみたが、三つ編み女子はハッと気づいたように両手で口を塞ふさぎ、慌てた様子で何度か転びそうになりながらも立ち上がると、脱だつ兎との如ごとく走り去っていった。風の妖精と見み紛まごうような速さだった。

　あとに残されたのは、事態が呑のみ込こめないまま固まる私とミャーだけ。

「えっと……逃げちゃい、ましたね」

「なんだったんだろう。…………む？」

　三つ編み女子の座り込んでいた所に、掌てのひらサイズのメモ帳が一冊、落ちていた。

　握にぎろうとした手に逃げられ、差し出したままだった右手で拾ひろってみる。

「今の女の人の落とし物でしょうか？」

「そうだろうな。かなり慌てていたようだったから……」

　メモ帳には、中ほどに数枚の写真が挟はさまれていた。特に目的があるわけでもなかったが、なんとはなしに開いて確認してみた。

　写真には分厚いファイルが満まん載さいされた書棚が写されている。室内のようだが照明が暗く、ピントも少しずれているようだ。なんの趣しゆ向こうか分からないが、中には扉や壁、天てん井じようだけを写している写真もあった。

　写真が挟まれていたページには、アルファベットの羅列が書かれている。『Blanche-neige』とか『Zazilia Kleinod』など、文章ではなく何かの名称かと思われるが、私には読み方すら分からない。英語でないことだけは確かだ。

「立ち聞きなんて趣味が悪いわね、アンタたち」

「――ひゃうっ!?」

　知らぬ間に近くまで来ていた魅雷に声をかけられ、ミャーは飛とび跳はねんばかりに驚いた。覗き見ていたという疾やましさ故の反応だろう。私は格別驚きはしなかったが、なんとなくメモ帳を閉じて上着のポケットにしまい込んだ。

「み、みみみ魅雷さんっ。これはその立ち聞きとか覗きとかそういうことではなくって、偶ぐう然ぜん通りかかっただけと言うか、真剣な表情でお話ししているからなんだろうと思っただけと言うか、声をかける前に愛の告白をされているんだと気づいて思わず隠れちゃったと言うか、マンガでしか見たことない告白シーンに興味があったと言うか、立ち入っちゃいけないような雰ふん囲い気きにドキドキしたと言うか……」

「ミャー。落ち着け。全部白状してしまっているぞ」

　にゃうっ!?　と、もう一回飛び跳ね、ミャーはすまなさそうに項うな垂だれた。

「別に怒ってるわけじゃないって。最初から気づいてたしね」

　近くで見ると、魅雷の頰ほおは少し赤らんでいる。私と目が合うと、弾かれるように目を逸そらして、俯いてしまった。

「……………………」

　スルスルと、私たちの間に沈黙の緞どん帳ちようが下りてきた。

　なんだろう、凄すごく照れくさい。魅雷の顔を直視出来ない。そのくせ、頰は勝手に引ひき攣つり、ニヤニヤという笑みを形作ろうとする。隣となりで押し黙っているミャーも同じであるようだ。ほっぺたがミカンみたいな橙だいだい色いろに染まっている。

　私たちが目撃したのは同性同士の告白現場。見てはいけないものを見てしまったような、禁断の花園に知らず迷い込んでしまったかのような……そんな気分だった。

「……一応言っておくけど、あたしは純然たるノーマルだからね」

　沈黙を破るように、先制攻撃的に魅雷が念を押した。

　そうは言うけど……ねぇ？　と私とミャーが照れ笑いを浮かべた顔を見合わせると、

「大体、相手が男だろうと女だろうと、あたしが靡なびくなんてことは世界が滅ほろんだってありえないッての！　あたしは生まれた時から荘司郎一筋なんだからねっ！」

　ズビシっと私の鼻先を指さして言った。

　頼むから、そういうことを、ほっぺたをリンゴみたいな色に染めながら言うのはやめてくれないかな。恥はずかしさが伝でん染せんするんだよ。

「で、でも……あの女の人は真剣でしたよ？」

「あの子だってノーマルよ、ノーマル。さっきのは……その……事情があんの！」

　事情よ、事情！　と連呼し、ゴリ押しでミャーを納得させようとする魅雷。説明するのが面めん倒どう臭くさい時によく使う手だ。どうでもいいけど、ミャーも「そうですかぁ。事情があるんじゃ仕方ないですね」ってアッサリ納得するなよ。

「まあ、話したくないなら無理に聞こうとは思わんが……結局、そのノーマルなあの子とやらはどこの誰だれなんだ？　知らない顔だったが」

「は？　知らないって……本気で言ってんのアンタ」

　目ぇ腐ってんじゃないの、とでも言いたげな表情だった。

「知らないから訊きいている。さっきから頭の中で検けん索さくかけているが、そもそも眼鏡っ娘この知人自体が少ない」

　現代日本人の常時眼鏡着用率は限りなく低いのだ。

「ふぅン……。ま、気づいてないなら気づいてないで後々面白いことになるかもしれないし……教えてやんない」

　フフン、と意地の悪いシャム猫のような笑顔を浮かべて言った。含ふくみのある言い方が気にはなったが、問い詰めたところで答えてはくれまい。しつこい、と一いつ蹴しゆうされるだけだ。魅雷の〝一蹴〟とは本当に一回蹴飛ばすという意味なので、やめておこう。

「それで……アンタたちのほうはこんなとこで何やってんの？　ひぃ、ふぅ、みぃ……七冊？　やたらと本を借りまくってるみたいだけど」

　魅雷は傍そばに置いていた籠かごを覗き込みながら言った。利用者ならば誰でも自由に使える車輪付きの籠である。一度に大量の書物を借りたい時に便利だ。

「えっとぉ……はくぶつがくけんきゅーかい、の入部試験なんです」

「おお、嚙かまずにちゃんと〈博はく物ぶつ学がく研けん究きゆう会かい〉って言えたな。えらいえらい」

　えへへー、とニッコリ照れ笑いのミャー。可愛いなぁ。二人目の妹にしたい。

「へぇ……玉たま子こ、博物学研究会ハクケンに入るんだ？」

〝玉子〟とは魅雷がつけたミャーの綽あだ名なである。髪と瞳が玉虫色であることに由来する。

「でも、ハクケンの入部試験って大変じゃない？　あたしも荘司郎と同じ部活に入りたくて受けたんだけど、三十七回も挑戦して駄目だったから流石さすがに諦あきらめ――」

「ところでッ!!　師匠は今ご実家に帰られているということを知っていたか魅雷!!」

「なっ、何よ、急に大声出して。知るわけないでしょ、そんなこと」

　危ない危ない……もうちょっとで話がまずい方向に進むところだった。

　魅雷には決して知られてはならないのだ。博物学研究会の入部試験が、実は彼女と弥み撒さ祈き先せん輩ぱいを入部させないための口実であるということは。

　聡そう明めいにして賢けん明めいなる我が師匠――博物学研究会の部長は、二人を私と同じ部室に収めれば、必ずや超大型ハリケーン並みのトラブルを巻き起こすであろうということを、よく理解しておられる。そこで、試験という形で無む理り難なん題だいを突き付け、入部を諦めさせているのだ。

　二人以外の入部希望者は、師匠との面談で適性アリと判断されれば、名目上の入部試験――実情はちょっとした雑用をこなすだけで入部が許される。ミャーの場合は、師匠の研究に必要な資料を、四大図書館を回って集めることだった。

　第一期適性試験を一週間後に控ひかえ、高等部は午前のみの短縮授業となっている。私とミャーは、昼食を終えたのち、広こう大だいな高等部敷地内を案内がてら資料を集めてしまおうと西方図書館まで来たところ、先ほどの光景に出くわしたのである。

「裏り界かいで私が見てきたことについては魅雷にも話しただろう？　師匠にもご報告差し上げたのだが、何か思うことがおありになったようでな、ご帰き省せいなさっているんだ」

「だから、アンタんとこの部長なんざどうでもいいっての。……でも、そうか。あれからもう十日も経たつんだっけ。玉子はどう？　学校には慣れたの？」

「はいっ！　とっても楽しいです！　クラスメイトの皆さんも優しくしてくれますし、荘司郎さんと同じクラスですから」

　天てん真しん爛らん漫まんそのものの笑顔で答えるミャー。無む自じ覚かくだろうが、編入したその日からクラスに打ち解けられたのは、この笑顔の威い力りよくによるところが大きい。

　ミャーことアルレイミャー・クロアラーナは〈裏界〉の住人である。

　私たちの暮らす〈表ひよう界かい〉と対をなし〈アガレの法力〉の根源たる世界から、ミャーは崩壊の危機にある二つの世界を救うために渡り来たのだ。

　偶然にも彼女と出会い世界の危機を知った私は、ミャーの力も借りて裏界へと渡り、どうにかこうにか二つの世界を救ったのである。

　まあ、協力を申し出たのは、女性用下着パンツを拾っただけの善良な一学生たる私を殺害せしめんと追い駆けてくる修しゆ羅らと狂きよう信しん者しやの魔の手から逃れるためであったのだが。

　それと、子供の頃からの疑問の答えを得るためにミャーを利用したと言われれば否定出来ないが……ともかく、結果的に世界を救ったのだからいいじゃないか。

　一連の事件――私は〝パンツ騒動〟と呼んでいる――のあと、ミャーは弥撒祈先輩の力ちから添ぞえもあって、希望通り皇家院学園高等部に編入することになった。私と同じ第十三教室棟の二年Ｘ組である。初登校から四日しか経っていないが、すっかりクラスの人気者だ。可愛さは武器だとつくづく思う。

　ただ、表界の暮らしに慣なれぬミャーが何かと私に甘えてくるお陰で、同級生からの嫉しつ妬との視線が威い力りよくを増したことには少々辟へき易えきしている。話しかけても舌打ちを返されるだけで無視され、投とう函かんされる不幸の手紙は数を倍にし、二週間に一度程度の頻ひん度どで襲撃してくる謎の覆面集団も武装を鉄パイプから鉈なたや斧おのなどの刃物に替えてきた。

　ミャーと距離をとれば解決する問題なのかもしれないが、「そーじろーさんっ！　ここ教えてくださいっ！」と、舌足らずな発音で私に頼ってくる天使の如き少女を一体どうして拒こばめようか。勉強や一般常識だけでなく、あんなことやそんなことまで教えたくなるのも無理からぬことである。

「ね、その玉子の着てる改造制服、カワイイわね。避ひ暑しよ地ちのお嬢様って感じで、玉子の雰囲気によく合ってる」

「あ、ありがとうございますっ！　ちょっと恥ずかしいんですけど……えへへ」

　魅雷の褒ほめ言葉に、照れ笑いを浮かべた天使がその場でクルリと一回転。舞い上がるスカートの裾すそから覗く太ももが目に眩まぶしいことと言ったらない。出来れば、もっとローアングルから観賞させていただきたい……などと考える不ふ埒らちな輩やからが集まってこないように私がミャーを守らねばな。うん。

　ミャーの着ている改造制服は純白を基調としており、袖そで口ぐちや襟えり元もとなどに配された緑色がよく映える。デザインした弥撒祈先輩の趣しゆ味みなのか、所々に鏤ちりばめられたリボンやフリルも着用者の可か憐れんさを上う手まく引き立てているようだ。

　ただ、魅雷はスルーしたが、特注のベルトに差された〈勇者の剣〉だけが異様に浮いている。ミャーは「悪の組織に奪われたりしたら大変なことになりますからっ」と常に帯剣しているのだが……この異物感、どうにかならんか？

「魅雷さんも、今日は髪を下ろしているんですね。よくお似合いです！　いつもはこう、三つに結ゆっててカッコイイ感じだから、最初は違う人かと思っちゃいました」

「そう？　さっきまでプール入っててさ、ちゃんと乾かわくまで放っとこうと思ってただけなんだけど。ま、褒め言葉と受け取っとくわ。……で、荘司郎はなんか言うことないわけ？　普段と違う幼馴染みの姿にクラッとこない？」

「いや、まったく。家で毎日のように風呂上がりの姿を見ているだろう」

　ちぇっ、つまんないの……と、魅雷は口を尖とがらせた。だが、その……正直に白状すると、魅雷が話しかけてきた辺りから私の心拍数はとんでもないことになっている。毎日のように見ているからって、見慣れているというわけではないのだ。湿しめった髪の貼はりつく艶なまめかしい首筋に、ついつい目がいきそうなのを堪こらえるのに苦闘中である。

「それはそれとして……だ。魅雷はこのあとどうするんだ？　もし暇ひまなら、入部試験の手伝いをしてくれないか？　ちょうど本を運ぶための人手がほしかったんだ」

　内心の興奮を悟さとられぬよう、さりげなく話題を逸らしつつ提案してみた……が、これは自分の墓ぼ穴けつを掘る発言だと言ってから気づいた。

「んー、別にいいけど……ってか、それよりアンタ、ミャーの試験より自分の試験のことを心配しなさいよ。勉強は捗はかどってるんでしょうねぇ？　第一期試験はもう来週なのよ？　連続不合格記録を三回に伸ばすつもり？」

「ぐぬ……し、しているとも。試験対策はバッチリだぞ。なんの問題もない」

「本当に？　噓うそだったら目玉焼き潰つぶすわよ？　弱火でじっくり時間をかけて」

「ごめんなさい。噓です。全然勉強してません」

　即座に白状した。だって、魅雷の奴、行こう使し紋もん様よう展開してるんだもん。死にたくない。

「やっぱり噓じゃないの！　……まあ、すぐ吐いたから許すけどさ。いつも言ってんでしょ？　私は義母おかあ様からアンタの成績がこれ以上落ちないように監かん視ししてくれって頼まれてるの！　それに……成績が上がれば玉子と別のクラスになるだろうし……あたしだって一緒のクラスになりたいのに、玉子ばっかりズルいし……」

　そっちが本音か。授業中でも平然と遊びに来るくせに、まだ足りないのか。

「しかしだな、私も何かと忙しい身なんだよ。師匠の研究のお手伝いや、師匠の紋様開発のお手伝いや、師匠のフィールドワークのお手伝いや、師匠のデータ集めのお手伝いや、師匠のサンプル採取のお手伝いやらで……」

「全部おんなじでしょーがっ！　あの女は実家に帰ってんでしょ!?　関係ない！」

「あ、あの……魅雷さん、私が悪いんです。荘司郎さんに無理を言って、入部試験の手伝いを頼んだりして……」

「ミャーは悪くない！」「玉子は悪くないわよ！」

　私と魅雷の声が綺き麗れいに重なった。ミャーはキョトンとした表情。

「だいったいね……！　アンタの成績が落ち始めたのってハクケンに入ってからでしょ？　わけの分からない研究にばっかり夢中になっちゃってさ！　あたしとも全然一緒に遊んでくれなくなって……どれほど寂さびしい思いをしたか分かる!?　分かんないでしょ!?」

「いや、魅雷、それはだな――」

「あたしはね！　高校に入ったら、アンタと一緒にアレもしようコレもしよう、二人でアレを見たい、あそこに行きたいって、ずぅぅーっと楽しみにしてたのよ!?　それなのに……そんなに先代理事長の孫娘がいいってわけ!?　そりゃ、背はあたしのほうが低いだろうけど……胸の大きさでは楽勝なんだからねっ！」

　どうも、話題がド派手な脱線事故を起こしているな……。こうなると、魅雷が全部吐き出すのを待つしかないかもしれない。

　そんな風に考えながら、魅雷の独どく演えん会かい『荘司郎はもっとあたしを構うべきである』を拝はい聴ちようしていると、上着の内ポケットに入れていた携けい帯たい電話が震えた。

「ちょっと！　あたしの話聞いてんの!?　最低でも週三は放課後デートを――」

「あー、待て待て。急ぎの用かもしれん。八や重え委員長からのメールだ」

　ライダー女から？　と、魅雷は露ろ骨こつに嫌そうな顔をした。

「なんでライダー女からメールがくんの？　緊急招集は免めん除じよされてんでしょ？」

「緊急招集命令……ではないな。これは委員長からの私信だ」

　珍めずらしいな、と携帯電話の画面を確認しながら思った。〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉である八重委員長は、携帯電話よりも通信行使の〈交信ユー・オー〉を多く用いる。そのほうが便利なのだ。

　メールの内容は、風紀委員としての招集命令ではなく、八重委員長個人からの呼び出しだった。

「どうやら、大きな窃せつ盗とう事件が発生したらしい。『なるべく急いで西方図書館の第二十二分館まで来てください』だそうだ。人手が足りない……ってことはまずないだろうが、何か用事があるのかもしれない」

「西方図書館ここの分館？　なんだ、すぐ近くじゃん」

　そうでもない。今いる本館からは五百メートル以上離れているはずだ。分館と言っても元は教員棟で、本館に収おさまらなくなった書物や資料を収蔵している。

「どうすんの？　行くの？」

「一応な。魅雷、すまないけど、私の代わりにミャーと入部試験の続きを――」

　クイクイ――不意に袖を引かれた。

　上目遣いに見つめてくるのは、玉虫色の天使。

「ん？　どうした、ミャ」

「事件ですか？　ワトソン君」

　ああ……どうしよう、これ。

　ミャーがキランキランと輝く瞳で私を見ている。右の玉虫色には〝興味〟の二文字。左の玉虫色には〝津しん々しん〟の二文字。二つ合わせて〝興味津々〟。

　もしも「ミャーは魅雷と二人で入部試験を続けなさい」なんて言ったら、それこそブラックホールみたいに落ち込むこと必ひつ至しって感じだ。

「ミャーも……よかったら一緒に来るか？」

「えっ？　いいんですかぁ!?　行きます！　すぐに行きます！　私の灰色の脳のー細さい胞ぼーが事件を解決しちゃいますよ！」

「ははは。お手柔らかにな」

　喜んでいただけて何よりだ。私も君の笑顔が見れて嬉うれしいよ。

「魅雷はどうする？　こうなったら二人も三人も同じだ。一緒に――」

「行かない。絶対。死んでも」

　胸の前で両手をクロスさせてバツ印を作りながらの拒否。魅雷は風紀委員たちが苦手なのだった。向こうからはとても好かれているのに。気持ちは分かるが。

　八重委員長の用事が済んだら本館の前で落ち合おうと約束し、私とミャーは魅雷と別れた。魅雷は近くの学内ファストフードで時間を潰すという。

　ちなみに、西方図書館で借りた本は、図書委員が博物学研究会のある部室棟まで届けてくれるそうだ。普段はそんなサービスは行っていないはずだが、受付の女子に魅雷が頼むと、一も二もなく請うけ負おってくれた。

　しかし、あの子、私が籠かごを借りようとした時は、まるで蛆うじ虫むしを見るような目で見られたんだがなぁ。えらく態度が違うなぁ。これってイジメかなぁ……。




　　　　　▽




　皇家院学園高等部内で事件に巻き込まれた時、最も頼りになる組織は、教師連でも、学園専属の警備会社でも、学内警察でも、日本軍の皇家院学園駐ちゆう留りゆう部ぶ隊たいでもなく、我らが風紀委員会である。

　属する委員たちは数多く、また如い何かなる苦く難なんにも耐たえうる強きよう靭じんな精神力を有する精せい兵びようばかり。彼らを統とう率そつする吾あが妻つま八重委員長は優れた〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉であり、委員会の組織力・戦闘力・事件に際しての捜査能力は、学徒とは思えぬレベルに達している。

　高等部で発生した事件は、よほどの重大事件か、風紀委員が関わったものでない限り、その捜査は風紀委員会に一任される。信頼は相当に厚い。

　だが、同時に、風紀委員会は謎の多い組織としても知られている。私も、かの組織に属して一年以上が経過しているが、未いまだにその全ぜん容ようを知ることは叶わない。

　委員会を構成する屈くつ強きようなる委員たちは、八重委員長の招集命令を受けると、その時々に応じて必要な数だけが必ず集まる。五十人なら五十人、百人なら百人と、そこに誤差が生じることはない。しかも、集まる委員の顔ぶれは毎回異なり、必ず一人は新顔がいるのだ。当初、私は委員たちの名前と外見的特とく徴ちようを逐ちく一いち記録し、数の把は握あくに努つとめたが、千を超えた時点で投げ出した。

　委員長に直接訊たずねたこともあるが「委員の数？　うーん……数えたことないから分かんないや」とのお答えを頂戴した。摩ま訶か不ふ思し議ぎである。

　その委員長自身にも謎はある。私が委員長と出会ったのは入学直後、委員長が二年生の時だ。その時、彼女は既すでに委員長であったのだが、それ以前の風紀委員長が誰だれだったのか、知る者はいない。記録にも残されていない。

　またしても直接訊ねると「前の委員長？　そんなの知るわけないよ。だって、私は入学したその日から委員長だったしね」とのお答え。意味が分からない。

　私は、それきり風紀委員の謎に迫ることを諦めた。恐ろしくなったのである。

　炎天下の中をミャーと歩き、辿たどり着ついた西方図書館の第二十二分館。

　外見はごく一般的なオフィスビルと相そう違いない。正面の入り口に張られた『捜査中につき立ち入り禁止　風紀委員会』という黄色いテープをくぐり、建物内へと入る。中は本館と同じく冷蔵庫みたいに冷え切っていて、外との気温差に目め眩まいがしそうだった。

「随分と遅かったのですね。それも、女連れでの重役出勤ですか。見み下さげ果はてました、スケコマシ先輩」

　殺風景な一階ロビーで私とミャーを出迎えたのは、そんな突つっ慳けん貪どんな声だった。

「挨あい拶さつもなしにいきなり罵ば倒とうか、一いちノの宮みや」

「事実を述のべただけです。悪口だと感じるのはクソムシ先輩の側に疚やましいところがあるからではないのですか？」

　抑よく揚ようのない冷淡な口調で語る彼女は、私の数少ない眼鏡っ娘の知人、風紀委員に属する一年生の、一ノ宮霧きり梨りである。

「大した怪我でもないくせに、委員長に招集命令を免めん除じよしてくれと懇こん願がんしたという話は本当ですか？　怠たい慢まんの極きわみですね。貴方あなたのような素晴らしい先輩は、姦かん通つうがバレて魅雷お姉様に焼き殺されてほしいと私は毎晩願わずにはいられません」

　名前の通り、キリリとした吊つり目が特徴的な、黙ってニッコリ笑っていれば可愛らしい少女だ。だが、実際には今のように表情を仏ぶつ頂ちよう面づらで固定し、流りゆう暢ちような罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き連ねる、デレのないツンツン美少女である……のだが。

「ふぅん？　一ノ宮、君……知らない間に随ずい分ぶんと辛しん辣らつなことを言うようになったな」

　真ま面じ目めな印象を与える紺こんのネクタイをつかみ、グイッと引き上げる。

「あっ……な、何を……やめて、ください……」

「やめて？　おかしいな。君はこういうのが好きなんじゃなかったか？　乱暴にされるのが嬉しいのだろう？　素直に言ったらどうだ？」

「ちが……違います……わ、わたし……」

「ほら、言ってごらん？　どうしてほしいのか、何が欲しいのか……自分がどんな存在かを、正直に」

「私は……その……め、め…………た……です」

「聞こえねーよ！　はっきり言え！」

　ロビーに響き渡る恫どう喝かつに、遂に一ノ宮の怯おびえきった目に涙が潤うるみ――

「メスブタですぅぅっ!!」

　あられもない悲鳴を発してしゃがみ込むと、私の足に縋すがりついた。

「わっ、私は卑いやしい女です！　先輩に罵ののしってもらいたくて生意気なことを言う、い、卑しいメスブタですぅ！　変態でごめんなさい！　叱しかって！　叱ってください！　この浅ましいメスブタを……に、二度と先輩様に逆らわぬよう躾しつけてくださぁぁいっ!!」

　一ノ宮は息を荒げながら叫ぶと、あまりの快楽に掠かすれた喘あえぎ声を上げ始めた。キリリと吊り上がった瞳には悦よろこびの涙が膜まくを張はり、知性の輝きは失われている。

「ふえ？　えぇ……っと？」

　私の横に立っていたミャーは、一ノ宮の豹ひよう変へんに目を丸くして驚いていた。

「あ、あの……コチラの……一ノ宮、さん？　……は、どうしちゃったんですか？」

「訊くな。挨拶みたいなものだと思ってくれればいい」

「はあ……挨拶？　ですか」

　一ノ宮霧梨は、言葉攻めを受けたいがためにツンツンした態度をとる、言わば〝ツンＭ〟の美少女なのである。私だって後輩を罵ったりなどしたくないが、いつまでも突っ慳貪なままでいられると話が進まないので、仕方なく罵倒しているのだ。

　風紀委員は、その構成員の全てが、一ノ宮と同じく極端な被ひ虐ぎやく趣しゆ味みを有している。

　平たく言えば、私と八重委員長を除のぞく全員が、いわゆるドＭなのだ。

　そりゃ、如何なる苦難にも耐えうるだろうさ。彼らにとっては苦痛こそが快楽なのだから。おまけに、放っておいても勝手に放置プレイだと思い込んで快楽に変換してしまうのだから、もう手におえない。

　魅雷でなくても苦手意識は抱くであろう。まして、彼女は女子委員たちから「いい攻めをしそう」と勝手に見込まれ〝魅雷お姉様〟などと呼ばれて慕したわれているのだから。

　私は、靴くつにキスをされる前に一ノ宮の襟えり首くびをつかんで立ち上がらせ、窃盗の被害に遭ったという七階の資料庫までの案内を命じ……頼んだ。

「はぁい……ご案内……いたします、ね…………はぁはぁ」

「いや、待て。その前に……ミャー、ちゃんと自己紹介をしておきなさい」

「あっ……す、すみません忘れてました」

　慌てて頭を下げ、ミャーは自己紹介をした。

「えと……あるれ……じゃない、黒くろ奈な美み矢やです。よろしくお願いします」

　ペコリ、と一礼。一ノ宮も自己紹介を返した。息は荒いままだったが。

　原則、皇家院には外国籍の人間は入学出来ない。そも、日本人の血をひいていなければ法力が使えないからだ。そのようなルールがあるため、ミャーは黒奈美矢という名前で編入したのである。もっとも、編入初日からミャーという綽名が定着したので、特に問題は生じていない。

　罵倒による快楽の余よ韻いんがまだ抜けないのか足下がフラついている一ノ宮に続き、一階ロビー奥のエレベータに乗り込む。

「窃盗の現場となった七階は、フロア全体が一つの資料庫になっております。事件発生時の詳しい状況などは委員長から直接お聞きください。鑑識作業は終えておりますので、手袋等は着用なさらずとも結構です」

「そうか、説明ありがとう。……あと、いい加減に息を整えろ。聞き取りづらい」

　善ぜん処しよします、と甘ったるい吐息を零こぼしながら、一ノ宮は答えた。

　言っておくが、書記のような仕事を任されることが多い一ノ宮霧梨は、委員の中では比較的マトモなほうである。彼女以外にも、私が名前を覚えている者（招集命令常連組や、常に風紀委員会の本部に詰めている者）は、相対的に言ってドＭ度は低めだ。

　他の委員たちも、重度のマゾヒストであることを除けば、皆、優秀なのだが……。

「荘司郎さん、荘司郎さん！　なんだか私ドキドキしてきましたっ。カンシキって言葉、ドラマ以外で聞いたの初めてです！　アレですよね？　黒い粉をパタパタってかけて指紋を採取したりするんですよねっ？」

「そうだよ。けど、はしゃぎすぎて迷惑をかけないようにな」

　はーいっ！　という元気な返事が返ってきたが……大丈夫かなぁ。

　七階に到着し、エレベータの扉が開くと、まず最初に目に飛び込んできたのは本棚だった。天井に達するほどの高いスチール製の本棚が整然と立ち並んでいる。収められているのは、書類などをまとめたファイルだ。

　ふと、妙な既視感を覚えた。この光景、つい最近、どこかで見たような気がする。

「先輩。委員長は向かって左手、奥の壁際のほうでお待ちです」

　声をかけられて思考は一時中断した。特に珍しい景色というわけでもないし、あまり気にするようなことでもないか。

「ミャー。私は八重委員長に会ってくるから、待っている間、一ノ宮に現場を見せてもらうといい」

「えっ!?　いいんですかっ!?　本当ですか!?　わーいわーいっ!!」

「はいはい、嬉しいのは分かったから飛び跳ねないの。……一ノ宮、ミャーのこと頼んだぞ。事件の捜査について色々と教えてやってくれ」

「はい。承うけたまわりました。……黒奈先輩、こちらへ」

　まだ夢見心地な表情の一ノ宮にミャーを預け、私は資料庫の奧へ向かった。

　何人かの委員とすれ違いながら、本棚を壁とした通路を進んでいくと、前方が、薄暗い照明の中で奇妙に明るくなってきた。

　やがて、南側の壁際まで辿り着くと、その明るさの正体が分かった。

「……あ。来てくれたんだ。意外と早かったね」

「風紀委員は拙せつ速そくを尊とうとぶ、でしょう？　……白状すると、偶ぐう然ぜんすぐ近くにいただけなのですが。それより、これはまた、酷ひどくやられたものですね」

　風紀委員長・吾妻八重先輩と短く挨拶を交わす。委員長は今日も完全無改造の女子用制服を身に着け、長く艶つややかな髪をポニーテールに結い上げ、羽をあしらったデザインの腕章には『風紀委員長』と大書されている。相も変わらず、学園の正義を自らの身で象徴するかのような、一分の隙すきもない立ち姿だった。

　十日前の〝パンツ騒動〟の折には、ヒモパンなどという学園の風紀を司つかさどる者にあるまじき公こう序じよ良りよう俗ぞくに反した下着を身に着けていた委員長であるが、本人曰いわく「あれは友達から貰もらった物で一度は穿はかないと悪いと思った」だけで、もう二度と穿くつもりはないらしい。私が毎朝スカートの中を確認する必要もないというわけだ。……チッ。

　奇妙な明かりの正体は、委員長のすぐ傍にあった。と言うより、委員長が明かりの正体の傍に立っているのだ。――壁に開けられた大穴の傍に。

「もしや……と言わずとも、この穴が窃盗犯の侵しん入にゆう経けい路ろ、ですよね？」

「だろうね。ここまで大おお袈げ裟さなのは初めてだよ」

　資料庫の壁に開けられた大穴は、上下は床と天井に接するほど、横幅は軽トラックが余裕で通れそうなほどの大きさだった。そこから、七月の強烈な太陽光が差し込み、資料庫の床を照らしている。穴に近い本棚は撤去したらしく、空間が開けていた。

「穴の縁ふちに焦こげ目はないし、破は片へんが内側と、外側――下の道路の両方に落ちていたから、多分、爆発物とかじゃなくて法力だと思う。ジロー君はどう思う？」

　委員長は私のことをジロー君と呼ぶ。橘、荘司郎、ソウジ、ジロー、以上四つが私の呼び名である。他にもあるが、小学生の頃のトラウマネームなので、秘密。

「おそらく、震動系の共用行使を用いたのでしょう。〈励振ゲ・ヒテイ・ア〉か〈激震シフ・パツ・セ〉か……特定は難しいかもしれません」

　かなり乱暴な手口ではあるが、高度なセキュリティシステムで守られていても、建物自体を破壊するような手口にはどうしても後手に回らざるをえないから、賢いやり方と言えるかもしれない。

「そうだ。セキュリティはどうなっていたんです？」

「建物の振動検知には反応があったんだけど、犯行時間が凄く短かったみたいで、通報を受けて駆けつけた時には、もう犯人は逃げたあとだったんだ」

　委員長は、続けて事件のあらましを簡単に説明してくれた。

　犯行時刻は今朝、授業が始まる前のことだった。現場は酷く荒らされており、特に壁の大穴の付近は、幾いくつもの本棚が倒れ、床は書類などで足の踏み場もなかったという。委員長は「資料庫の中で竜巻が起きたみたいだった」と表現した。

　盗まれたのは、本棚に収められていた書類と思われるが、何なに分ぶんしっちゃかめっちゃかに荒らされていたことに加え、書類の一部が建物の外にまで飛散しており、何がなくなっているのかを特定するにはまだ時間がかかるらしい。

　ただ、この資料庫に保管されていたのは、学園内の建造物の設計図や、構造計算書、防ぼう衛えい行こう使し管かん理り票ひようの類たぐいだ。売り払って金銭に換かえられるような物ではない。

　さらに、風紀委員の鑑識係によると、指紋や足跡、毛髪などの、犯人が残したと思われる痕こん跡せきは、何一つ発見されていないという。これは少し異常だった。

　例えば、手袋をしていれば指紋は残らないが、手袋をした手で触れたという痕跡は残る。法力捜査が発展している現代の日本で、まったくなんの痕跡も発見出来ないというのは、およそ現実的な話ではない。

「そうなると、犯人が法力で痕跡を消したという可能性も考えなくてはなりませんね。しかし、それだと今度は犯行時間の短さがネックか。……ところで、この資料庫に、犯行前最後に人が入ったのいつですか？　無論、正当な手段で」

「んーとね……一応、ここの資料って持ち出しが禁じられているんだって。それで、閲覧する時も司書さんに立ち会ってもらう必要があるの。最後に人が入ったのは一週間前だね。大学部の学生さんだって」

　一週間か。それだけ経っていれば、犯人の残した新しい指紋を、犯行前についた古い指紋と見間違えたということもないだろう。

　そんな風に委員長と真面目な会話をしていると、ミャーの明るい声が聞こえた。

「これが……これがそうなのですねっ!?　指紋をとるための黒い粉！」

「着色粉末です。使う場所によって、シルバーやグレー、蛍光色に変えることもあります。手につかないように気をつけながら……そうですね、この辺りに振りかけてみてください」

「こ、こうですか？　こんな感じですかっ？」

「それであとは、このテープを貼りつけてください。ゆっくり」

「ペターっと……お……おお…………おおっ！　凄いですっ、指紋ゲットです！　物的証拠です！　犯人はオマエだぁっ!!」

　はぁ……はしゃぎすぎるな、と言ったのに。あとで叱しかっておかないと。

「あれ？　今の声ってミャーちゃんだよね？　一緒に来たの？　……あ、そっか！　入部試験か！　西方図書館に行くって言ってたもんね！」

　ポンと手を叩きながら言った委員長も、博物学研究会の部員の一人なのである。

「すみません、委員長。迷惑にならないようにとは言ったんですが……」

「うん？　いいよいいよ。むしろ、これをきっかけに風紀委員の活動に興味を持ってくれたら嬉しいな。……そう！　風紀委員の正義の活動にね！」

　そっちですか。正義とか勇気とか、ミャーは喜んで飛びつきますよ、その手の単語。

　委員長は、ガッツポーズをした右手を下ろし、壁の大穴から外に広がる青空を見つめ、少し遠い目をした。

「ミャーちゃんと言えば……この間はビックリしたよ。戦いの音を聞いて駆けつけたら〈水すい盆ぼんの杜もり〉はなくなってるし、怪物の死体がゴロゴロ転がってるし、おまけにジロー君はボロボロになってるんだもん。何事かって思ったよ」

　微笑みを浮かべながら話すことでは全然ないですけどね。

　十日前の〝パンツ騒動〟の折、裏界に赴いて世界を救った私を待ち受けていたのは、赤の修羅、青の狂信者、緑の魔王らを裁判官とした、死の法ほう廷ていであった。

　弁護士もつけてもらえぬ非道な裁判の結果、三重の死刑が確定した私であったが、すんでのところで委員長に命を助けられたのである。お陰で、入院四日、全治に八日の怪我だけで済んだ。まさに奇跡である。委員長と最新鋭の法力医療に感謝だ。

「ジロー君は、もう怪我は大丈夫なの？」

「ええ。再生補助器具も一昨日おととい外しましたから。ご心配をおかけしました」

　再生補助器具とは、腕や足などに継続的な法力治療を施ほどこすための器具で、分かりやすく言えばギプスのようなものである。

「そっか。安心した。変な後こう遺い症しようが残ったりしないかって心配だったんだ。なにせ、ジロー君には私の跡あとを継ついでもらわなきゃいけないからね」

　委員長の口からさりげなく重大発言が飛び出した。

「跡を継ぐ……？　それは、私に風紀委員長の席を譲るということですか？　まさか、引退をお考えで？」

　そうか……委員長も来年には卒業してしまうのだし、他の委員や部活では後輩への引き継ぎが始まる頃だものな。

「ん？　あははっ、そんなに不安そうな顔しないでよ。なにも、明日っから君が風紀委員長だっ、なんて言うつもりはないからさ」

　快活に笑う委員長。むぅ……妙な感かん慨がいが表情に出てしまっていたか。

「私は卒業ギリギリまで風紀委員長としての職しよく務むを全うするつもりだし、言っても大学部に上がるだけだからね、ちょくちょく様子は見にくるつもり。ジロー君が立派な委員長になれるように、出来る限りのサポートはするから、安心してねっ」

　そう言って、委員長は私の頭を優しく撫なでた。身長は私のほうが高いが、まるで姉に慰なぐさめられる弟のような気分だ。少し気恥ずかしいが……胸の辺りが、ほぅっと微かすかに温かくなったように感じた。

　それにしても、ちゃんと卒業後のことなどを考えているのだなぁ。強すぎる正義感ゆえの常時暴走状態といった感じの姿からは想像もつかない。委員長の優しげな微笑が、今日だけはやけに大人おとなびて見えた。

「と……ところで、私を呼んだのは何か用事があったからではないのですか？　見たところ捜査の手は足りているようですし」

　ムクムクと矢庭に膨ふくらんできた気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、話題を変える。これ以上頭を撫でられていると、泣き出してしまうか、委員長のことを『お姉ちゃん』などと呼んでしまいそうだった。それはそれで反応を見てみたいと思わなくもないが。

「あー、うん。そのこと……なんだけど、ね」

　急に委員長の表情が曇くもった。私の頭を撫でていた右手を下ろし、気まずそうに頰を掻かく。なんだろう。恥らっている……のか？

「実を言うとね……この窃盗事件、今回が初めてじゃないの。ここ数日、同じ手口の窃盗事件が何件か発生しているんだ」

　私は報告を受けただけで、捜査は現場近くの教室棟に通う委員が担当していたんだけれど……と語る委員長の言葉は妙に歯切れが悪かった。らしくもない。

　おや？　いつの間にか、十数名の委員が近くに来ていた。全員が女子で、まるで私と委員長を取り囲むように円形に立ち並んでいる。何故か、皆、厳しい表情で私のことを睨にらんでいた。一ノ宮霧梨と、頭上にクエスチョンマークを浮かべたミャーもいた。

「同じ手口の犯行……ということは、連続窃盗事件であると？」

「うん。それでね、盗まれた物っていうのが……その」

　委員長は頰を赤らめ、しばし逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて意を決したように言った。




「女の子の、下着なの」




　嫌な予感が、一筋の汗となって背を伝った。

「あとは……キリちゃん、説明してくれる？」

　促うながされ、一歩前に進み出た一ノ宮は、眼鏡の奥の瞳に軽けい蔑べつの色を宿して私を見る。君は、そのような視線を向けられることにこそ悦びを感じるのではなかったか。

「現在確認されているだけで、同手口と思われる窃盗事件が他に五件発生しています。犯行現場は、高等部各所にある運動場などの女子更こう衣い室しつです。被害に遭あったのは、当時、それらの施設を利用していた女子生徒のブラやショーツ、タイツ、靴下といった衣類でした。その数は、およそ六十着にも及およびます」

　淡々とした感情のこもらぬ口調での説明。なのに何故だ？　全身を針で刺されているかのようなこの鋭さは？　暑さとは無関係に流れる汗が止まらない。

「現在捜査中であり、容疑者は特定されておりませんが、最初に犯行があったのは、今からちょうど五日前。……橘先輩。貴方が退院された日ですね。偶然にも」

「ちょ!?　ちょっと待て！　まさか、私を疑っているのか!?」

　委員たちは、誰一人肯こう定ていも否定もしなかった。ただ、私の肌に突き刺さる軽蔑の眼まな差ざしが、これ以上ないほどあからさまに肯定していた。

「い、委員長！　なんとか言ってやってください！　これは冤えん罪ざいです！」

「う、うん。そりゃ、勿もち論ろん、私はジロー君のこと信じてるよ？　でも……」

　視線に追いつめられ、縋りついた委員長は、私と目を合わそうとしなかった。

「あのね、複数の目撃証言が出てるんだって。犯行時刻の前後に、現場の近くでジロー君に似た人を見かけたって。それに……この間も、わ、私のスカートの中、覗いたりしたでしょ……？　だから、そういうの、好きなのかなぁって……」

「誤解ですッ！　あれは不可抗力だったんです！　落とし物を持ち主に届けるという、言わば社会正義に則のつとった行為で、いかがわしい気持ちなどこれっぽっちも抱いておりません！　皆かい無むです！」

「しゃ、しゃかいせーぎ？　それじゃあ仕方ない……かな？」

　おお！　口からでまかせ……じゃない、真しん摯しな抗こう弁べんが通じた！

「委員長。橘先輩が悪あく辣らつかつ卑ひ劣れつかつ品性下劣な下着泥棒であるという証拠は他にもあったはずですが」

　混ぜっ返すんじゃないよ一ノ宮！

「そ、そうだったね。えとね、前にジロー君から預かったパンツ、あったでしょ？　風紀委員の本部に保管してたんだけど、いつの間にかなくなってて……もしかしたら、あのパンツも盗まれちゃったんじゃないか、って」

　パンツと聞いて思い浮かぶのは一つしかない。〝パンツ騒動〟のきっかけとなった薄桃色のパンツだ。持ち主が見つからず、遺い失しつ物ぶつとして委員長に預あずけていたのだ。

「あのパンツが……？　しかし、本部の保管庫を開けられるのは…………げッ!?」

「そう、私とジロー君だけだよね、鍵かぎを持っているのって」

　あまりの事態に、目の前が暗くなり、足下がフラついた。

　すると、胸元を軽い振動が襲った。携帯電話だ。

　冤罪をかけられている現実から逃れるような気持ちで、電話に出た。

『やあ、荘司郎君。楽しんでもらえたかな？』

　朗ほがらかな声の主は、高等部三年生の璃り天あま弥撒祈先輩であった。

「弥撒祈先輩？　……どうしました？　楽しんだ、というのは？」

　一瞬、先輩に助けを請こおうかという考えたが頭を過よぎったが、やめた。十日前の悪夢も同時に脳のう裏りに浮かんだからである。

『勿論、私の下着を使って楽しんでくれたかな、ということだよ。ふふっ』

　いきなり何を言い出すんだこの人。

『今日はこの夏一番の暑さだろう？　そこで、由ゆい子こと一緒にプールで涼をとっていたのだが、上がってみると私の下着だけがなくなっていたんだ。ブラもショーツもね。だから、今度こそ君が持ち去ったのだろうと思ったのだが……違うのかい？』

「すみません先輩。今ちょっと立て込んでいるので、あとで掛け直します」

　私は大急ぎで電話を切った。けれど……携帯電話の音声って、何故かやたら大きいよね。静かな場所だと周りにいる人たちに会話内容が漏もれてしまうのが困りものです。

「ジロー君……まさか、弥撒祈ちゃんの下着まで……？」

　つまり、私への容疑がまた一つ増えたわけだ。

「冤罪ですからッ！　第一、なんの証拠もないでしょう!?　目撃証言と言ったって、どれだけ信用を置けるものか――」

　疑惑を超え哀あわれみの視線で私を見る委員長に必死で訴える。しかし――

「私、見ましたよ。本部で橘先輩……もとい変態先輩が、保管されていたショーツを顔に押し当て、下げ卑びた笑みを浮かべながら匂においを嗅かいでいるところ」

「一ノ宮!?　君まで何を言い出す!?　つーか今、私を変態呼ばわりしなかった!?」

　私の人格が疑われるような証言をしたのは一ノ宮だけではなかった。

「ボクも!!　陸上部がいつも使っている運動場の女子更衣室の前で、ブツブツ言いながらウロつく先輩を見かけたよっ!!」

　そう叫んだのは、一年生の竹たけ田だ畝うね美みである。陸上部に所属し、好きなものは先輩からのシゴきで、好きな言葉は〝可愛がり〟という、体育会系のドＭだ。

　さらには、他の女子委員たち――種々様々なタイプのドＭどもまで、

「先日……プール上がりの女子をギラついた目で見つめておられましたよね？」

「この前、盗撮犯を取り逃がしたんだけど、後ろ姿が先輩に似ていたなぁ」

「リニアの駅の階段……屈かがみ込こんで……スカートの中……覗こうとしてた……」

「この前ぇ、五万でどぉ？　って言われましたぁ。どういう意味ですかぁ？」

　次々と、全く身に覚えのない、私の変態的行動を証言する。本当に、全く、完全完璧に、覚えがない。……と言うか、全て事実だとしたら、私は今頃檻おりの中である。

　何故だ？　彼女たちは何故、私を追いつめるような虚偽の証言をする？　尊敬や憧憬とまでは言わないが、それなりに慕われていたはずだ。「言葉攻めが上手い」「Ｍ心を分かってくれる」「奴隷にしてください！」という形の慕い方だが。

「ジロー君、みんなもこう言ってるし……」

「委員長まで!?　私は無実です！　潔けつ白ぱくです！　信じてください！」

「信じてるよ。当たり前じゃない」

　委員長は真剣な顔で言った。

「でも、だからこそ、ちゃんと調べを受けてほしいんだ。そうすることが、真犯人の逮捕にも繋つながると思う。だから……ね？」

「い、いいんちょう……！」

　涙が出そうだった。委員長だけは私を信じてくれている。慈じ愛あいに満ちた柔らかな微笑みに、私はそう確信した。

　そして、泣きながら委員長の胸に飛び込もうと――

「へー。荘司郎さんって、やっぱりパンツ大好きさんだったんですねー」

　明るい口調の可愛らしい声がした。

　一瞬、息が詰まり、私の目から、涙が消えた。代わりに恐怖が顔を出す。

　震えながら、恐る恐る声のしたほうを見ると、そこにいたのは少女。ニコニコと聖女のような柔らかな笑顔を浮かべている。けれども、放たれる殺意のオーラは人間のそれではなく、純白の衣装をどす黒く染め上げていた。

　魔王。

　緑の魔王が、勇者の剣を握り締め、ご降こう臨りんましました。

「荘司郎さん？　またですか？　またですね？　もー、仕方のない人ですねー」

　ギュオオオオッ!!　という、魔獣の遠吠えのような音を響かせ、安っぽいプラスチック製の勇者の剣が、重々しく禍まが々まがしい、持ち主の背丈ほどもある大剣に姿を変えた。

「みゃ、ミャーちゃん、どうしたの……？　その剣は……？」

　流石は八重委員長だ。頰を引き攣らせながらも、魔王スイッチの入ったミャーに話しかけられるなんて。私は恐怖で歯の根が嚙み合わずマトモに喋しやべれそうにない。

「なにって……勇者の剣の最終段階ファイナル・シークエンス、その名も〈処刑執行形態エグゼキユーシヨンモード〉ですよ？　これで、エッチさんな荘司郎さんをお仕置きするんです♪」

　ニッコリ笑って剣を一振り。ゴオォッと資料庫内に暴風が巻き起こる。狂気を孕はらんだ殺意の波動に、さしもの委員長も「そ、そっかー」と言って後ずさった。

　あの剣……あの禍々しい剣だ。十日前、ミャーはあの剣で私を何度も……ひいぃ！

　い、いかん！　おぞましい過去のフラッシュバックに震えている場合じゃない。このままじゃ前と同じような目に遭うのは確定。言葉を弄ろうしたとて説得が不可能なのは実証済み。であれば、やはり――

「三十六計……逃げるに如しかずッ!!」

　私は素晴らしい兵法を編み出してくれた古代中国の賢けん人じんたちに感謝しつつ、ミャーに怯えている女子委員らの隙をつき、壁の大穴から身を躍おどらせた。

「――あっ!?　待ちなさい！　逃がしませんよ！」

「ジロー君!?　駄目、待って！　無茶だよっ!?」

　無茶は承知ですとも委員長。ここは七階。身体強化の常用行使に頼っても大怪我は必ひつ至しだ。しかし、これくらいの無茶を通さねば、魔王の手からは逃れられない！

　瞬またたく間に近づく、アスファルトで固められた地面。私は意識を集中し、紋様を構築せずに第八級行使〈突風レ・ツテ・ジー〉を発動した。

　足元から発生した強い風圧で無理矢理に体を支え、落下速度を減速。それでも着地時の衝撃に足が痺しびれたが、怪我はなし。戯ぎ風ふう系の行使は、中学生の頃、スカート捲めくりのために必死で練習したからな。思春期の男子が必ず一度は通る道である。

「あんな無茶をして逃げるなんて……やっぱり疾しいことがあるんですね!?　こうなったら……霧梨さん！　それに、委員の皆さんも！　一緒に荘司郎さんを追いますよ！」

「えっ!?　私たちもですか!?」

「違います！　返事は『らじゃー』です！」

「ら、らじゃー！」

　そんなやり取りが遙はるか頭上から降ってきた。

　よかったな、ドＭども。魔王モードのミャーは、きっと攻めるのが上手いぞ。

　無論、彼女らの追撃を待つ気はない。痺れる太ふとももをパンと叩いて活かつを入れ、全力疾走でその場を離れる。そして、向かうのは、連続下着窃盗事件が発生した現場だ。

　魔王と化したミャーを説得するためには、私の無実を証明する以外にない。そのためには、物的証拠やアリバイなどより、真犯人を差し出すのが最も確実なのだ。

　それに、真犯人には、どうやって女子更衣室の防衛行使を突破したのか聞き出さねばならない。あくまでも、今後の風紀委員の活動に役立てるためである。他意はない。

　加えて、真犯人が盗んだ約六十着という下着も、私自らの手で押おう収しゆうし、迅じん速そくかつ綿めん密みつに検分しなくてはならないだろう。そのためには、自宅へ持ち帰ることも考えなくてはな。風紀委員の仕事に公私の区別はないのだ。決して他意はない。

　下着、下着、下着である。おまけに十日前に拾ったパンツも盗まれた。この下着窃盗事件は、間違いなく〝パンツ騒動〟の続きである。パンツの呪いかもしれない。

　待っていろよ、真犯人め！　次期風紀委員長であるこの私が、必ずやお前を逮捕し、か弱き乙女たちの下着を手に入れ……もとい、取り戻してみせる！




　　　　　▽




　皇家院学園の女子更衣室は、鉄壁の要よう塞さいだ。

　建物自体に何か仕掛けが施されているわけではないが、盗聴や盗撮、不法侵入などの犯罪に対する防衛行使が、恐ろしく強きよう固こなのだ。

　許可を得ずに男子や男性教諭が足を踏み入れようものなら、即座に通報され、同時に映像記録も撮られてしまう。そして人生のバッドエンドを迎えることになる。

　仮に、不埒な考えを抱いたのが女性であったとしても、盗聴器や盗撮器の類たぐいを持ち込んだ時点でアウト。強度を高められた壁に穴を開けるのも困こん難なん極きわまる。

　だからこそ、今回の下着泥棒が、どうやってその鉄壁の防衛行使を突破したのかを知りたかったのだが――

「……おかしい」

　第四十四中規模運動場の女子更衣室を調べながら、私は首を捻ひねりつつ呟いた。

　他の四つの現場は既に調べ終えている。各施設の管理者（全員女性）に生徒証を見せて風紀委員であることを説明し、許可をとって女子更衣室の中を見せてもらった。

　ところが、どの女子更衣室にも、破壊の痕こん跡せきがなかったのである。

　資料庫の窃盗事件と同じ手口であるならば、女子更衣室の壁にも大きな穴が開いているはずだ。しかし、穴そのものはおろか、穴を塞ふさぎ壁を修しゆう繕ぜんした跡さえないというのは、どう考えてもおかしい。

　さらに、当時の現場の状況を知るために話を聞いた管理者の女性たちは、皆、口を揃えて「下着の窃盗事件など知らない」と答えたのだ。ますますおかしい。

　まさか、事件自体が女子風紀委員らの捏ねつ造ぞう？

　いや、流石にそれはなかろう。我欲の充足のためだけに風紀委員に属しているドＭたちと言えど、刹せつ那な的てき快かい楽らくを求めて犯罪行為に走ったりはするまい……と思いたい。

「すぅ――――――――はぁ――――――――…………」

　考えながら、女子更衣室の真ん中で深呼吸する。まずは冷静にならなければ思考が纏まとまらないからな。内部の構造は男子更衣室とさほど変わりないのに、空気の清涼感が違うように感じた。それに、ほのかに良い香りがする。

　ここ、第四十四中規模運動場の女子更衣室の壁にも、やはり破壊の痕跡は見られなかった。だが、念のため、隣接したシャワー室も含めて、入念に調べておこう。

　まず、一つ一つロッカーを開けて中を確認。……うむ、下着の忘れ物などはないな。もしあったら、遺失物として預かっておかねばならないのだ。本部の保管庫まで窃盗の被害に遭っている以上、保管場所はより安全な私の自宅ということになるが、これも風紀委員としての職務である。致いたし方ない。

　次に、ベンチの下やゴミ箱の中も調べる。……こちらも、下着の忘れ物などはない。

　続いて、シャワー室を調査。……やはり、下着の忘れ物は見つからなかった。

　そうして、心ゆくまで女子更衣室を堪たん能のう……もとい、調査したが、何者かが侵入したという証拠を発見することは出来なかった。下着も発見出来なかった。

「仕方ないな。次は……弥撒祈先輩が下着を盗まれたというプールに向かうか」

　今後の行動を声に出して確認し、女子更衣室から出る。と――

「ひぅっ!?　だ、誰……？　なんで……女子更衣室から……？」

　扉のすぐ外で、気弱そうな女子と鉢はち合あわせした。

　小さな紙袋を抱えた腕は震え、まるで山で熊に遭遇したみたいに怯えている。

「あ、いや、私は風紀委員で――」

　怖がらせないよう優しく説明しようとしたが、ふと彼女の持っている紙袋が視界に入り、私は言葉を止めた。大事そうに抱えられた小さな紙袋には、ロゴマークのようにデザインされた書体で『Blanche-neige』と書かれていたのだ。

　謎の三つ編み女子が落としたメモ帳に書かれていたのと、それは同じ文字列だった。

「君っ！　ちょっとその紙袋を見せてくれ！」

「ひゃあぁ！　な、なんな、なんですか、なんですか!?　こっち来ないでください！」

　何故かは分からないが、紙袋に書かれた文字がとても重要なことに思え、私は彼女に詰め寄った。すると、彼女は怯えて後ずさる。私はさらに詰め寄る。後ずさる。詰め寄る。後ずさって――彼女の退路は廊下の壁によって阻はばまれた。

「あうあうぅ……！　や、やだぁ……肩かた、摑つかまないでぇ……！」

「すまない。けど、どうしても教えてほしいんだ！　その紙袋！　その紙袋になんて書いてあるのか、私に教えてくれ！」

「か、かか、紙袋？　これ、これは……そのえと『ブランシュネージュ』って……」

「ブランシュネージュ!?　語感からしてフランス語か？　どういう意味なんだ？　何かのブランド名か？」

「し、下着……下着ですぅ！　人気の下着メーカーですぅ！　か、可愛いって評判聞いて……でも、高くて……お小こ遣づかい貯ためて……いやぁ！　顔、近づけないでっ！」

「下着!?　それは女性用下着か!?　パンツやブラジャーを売っているのか!?」

「当たり前じゃないですか……って！　な、中を見ようとしないでくださいっ！　もういやぁっ！　痴ち漢かんですぅ！　誰か助けてっ！　犯されるーっ！　売られちゃうぅ!!」

　錯さく乱らん状じよう態たいに陥おちいり、人聞きの悪すぎる悲鳴を上げる彼女。

「……おい！　そこで何をしている！」

　それを聞いて駆けつけた運動場の管理者や警備員らに捕まらぬよう、猛ダッシュで逃走しながら、私は考えた。

　女性用下着のメーカーだって？　言われてみれば、確かに聞いたことがあるような気もしないでもない。ひょっとして、他の文字列も何かのメーカー名なのか？

「待て！　そこの痴漢！」「本部に応援を要請しろ！」

　追い駆けてくる警備員らを撒まくために、細く入り組んだ道を選びながら走り、路ろ地じ裏うらの狭い広場に置かれていたゴミ箱の陰に隠れて、追跡をやり過ごす。そうしながら、携帯電話を開き、ネットでメモ帳に書かれた他の文字列を検索してみた。

　……くそ。もっと早くに気づくべきだった。やはり、メモ帳に記されていたのは全てメーカー名――それも女性用下着のメーカーばかりだった。

　それに、中ほどに挟はさまっていた数枚の写真。これは、窃盗事件のあった資料庫を隠し撮りしたものだ。最初に資料庫に入った時に感じた既視感の正体はコレか。

「間違いない……！」

　魅雷に告白した謎の三つ編み女子は、おそらく連続下着窃盗事件の関係者だ。

　隠し撮りした写真は、資料庫内部の構造と、盗み出すつもりの資料がどこに収められているかを確認するためのものと考えて間違いなかろう。下着メーカーのメモはよく分からないが、もしかすると、無作為に盗みまくるのに飽きて、ターゲットを厳選しようと思ったのかもしれない。……いや、そうに違いない。

　身に着ける下着に投資を惜おしまないのは、大抵が美人だ。魅雷や弥撒祈先輩だって、常々、下着へのこだわりを口にしている。下着泥棒の立場に立って考えれば、より美人のブラやパンツが欲しいと思うのは当然のことだ。

　あれだけの大掛かりな犯行なのだから、単独犯の線は薄いと思ってはいたが……なるほど、女子の協力者がいたのなら、女子更衣室の内部構造も把握出来る。

　加えて、真犯人が第二十二分館に盗みに入った理由も察さつしがついた。あそこには、学内の建造物の設計図等が保管されている。当然ながら、学内各所にある女子更衣室の設計構造図も……だ。

　どうやら、犯行現場を見て回るよりも先にやることが出来たようだ。

　まずは魅雷に会いに行こう。あの三つ編み女子が何者なのか確かめるんだ。

　追手の姿がないか確認しつつ、ソロリソロリと路地裏の公園から表通りへと出る。

　なんでこんな犯罪者のような気分を味わわねばならないのだろう。私は何もしていないのに。悪いのは全て真犯人だ。早いところ捕まえて、落とし前をつけさせてくれる。そして盗品の下着を押収するのだ。

　今いる場所から西方図書館まではかなりの距離がある。とりあえず、近くにあった学内の案内板で最寄りの〈皇家院リニア〉の駅を探した。

　第四十四中規模運動場の方向に戻るのはまずいから、大通りに沿って北に進み、教室棟地下の駅からリニアに乗ろう。この距離なら、歩いても数分とかからない。

　目的地を定め、追手への警戒は怠らないようにしつつ、歩き出す。

「……………………………………暑い」

　今朝の天気予報で、最高気温は三十度を超すとか言っていたな。おまけに、警備員相手に追い駆けっこなぞをしたせいで、全身汗だくだ。

「なんのために〈大だい天てん蓋がい〉なんてシステムがあるのか分からんな、これじゃ……」

　言うだけ無駄だってことは承知の上。けれども、こうも連日猛暑が続けば、高等部敷地の中央にそそり立つ巨塔を、恨めし気に見上げたくもなろうというものだ。

　五年前から実用試験中の気候制御システム――〈大天蓋〉。

　広大な皇家院学園は、ちょうど本州を東と西で分断するようにして存在している。北は日本海、南は太平洋に面し、敷地には北陸などの豪雪地帯も含まれていることから、同じ学園内でも場所によって気候にかなりの差が生じることになる。その差を埋めるためのシステムが〈大天蓋〉なのだ。

　とは言え、その能力はあくまでも気候の制御にのみ用もちいられているため「最近暑い日が続いているから今日はちょっと涼しくしよう」なんてことは出来ない。精せい々ぜい、降雪量を学園の運営に支障をきたさない程度にとどめたり、台風などの自然災害の影響を抑える程度だ。そういう意味では、防災用のシステムともとれる。

〈大天蓋〉という名称で呼ばれてはいるが、学園全体を何か膜まくのようなもので覆っているわけではなく、その主しゆ幹かんとなるのは〈支し柱ちゆう〉と呼ばれる巨大な塔である。大学部に四本、初等部に三本、中等部に二本、高等部に一本と、各学部に敷地の広さに応じた本数の〈支柱〉が立てられ、皇家院学園の〈大天蓋〉システムを維持している。

　全十本の〈支柱〉の中で、最も高いのが、我らが高等部の中央に屹きつ立りつする一本である。天てん衝つく塔の高さは地上千メートルにも達し、世界で最も背の高い人工建築物だ。

　ともかく、学園生にはあんまり恩おん恵けいを与えてくれない、巨大な〈支柱〉の威い容ようを眺めながらリニアの駅へと向かっていると、またしても携帯電話が震えだした。

　今日のケータイ殿は獅し子し奮ふん迅じんの大活躍ですなー、などと冗談を言いながら、携帯電話を開き、知らない番号からの音声通話に出る。




『助けてッ!!』




　甲かん高だかい声が鼓こ膜まくを叩き、全身の血の気が引いた。

『いやっ、いやあっ!!　助けて……こわいよぉ！　荘司郎さぁんっ!!』

　響いてくる声は、高すぎて罅ひび割われている。それでも、誰の声かは分かった。

　ミャーだ。これはミャーの声だ。ミャーの悲鳴だ。

「ど、どうした!?　何があったんだ、ミャー!!」

『わかん……わかんないですっ!!　い、いきなり怖い人が来て……！　助けて、荘司郎さん！　こんなのヤダっ!!　いやあああああっ!?』

　泣いている。私に助けを求めている。音声の罅割れが、彼女の心に入った罅であるかのように感じた。

　ミャー。ミャー。まずは落ち着いてくれ。深呼吸をするんだ。何があった。どこにいるんだ。近くに誰かいるのか。ミャー。ミャー。泣かないでくれ――

　助けて。助けて。荘司郎さん。こわいです。わからない。何も。こわい。もういや。来ないで。やめて。ヤダ。荘司郎さん。荘司郎さん。そーじろーさん――

　そして、ミャーの悲鳴は途切れた。

「――ッ!?　ミ、ミャー!?　どうした！　ミャー！　応こたえてくれッ!!」

　無音。声も息遣いも聞こえない。まるで、ミャーが消えてしまったかのように。

　私は声の限りに叫んだ。近くを歩いていた生徒が、何事かと振り返った。

『くっ……くくくっ。猿さるのようにキーキー喚わめくな、橘荘司郎。己おのが無能を証明するだけだぞ？　くは、くははははっ』

　男の声が応えた。聞き知った男の声だった。

「お前かッ!!　伊い集じゆう院いん叡えい智ち!!」

『仮にも先輩に向かってお前呼ばわりとはな。これだから格の低い家の出は困る。無名の女が稼かせいだ小銭程度では品格は買えぬという証明だな、貴様の存在は』

「お前のような人間になるための品格など要いるものか！」

『口の利きき方には気をつけたほうがためだぞ？　僕はあらゆる意味で貴様より有利な立場にいるんだ。黒奈美矢の身を案じるのなら、尚なお更さらな』

　伊集院叡智。皇家院学園高等部三年生。

　この男は、どういった理由からかは知らぬが、我が師匠――博物学研究会の部長を一方的にライバル視し、私を含む博研部員に対して嫌がらせじみた攻撃を繰り返している。それも、自ら宇宙真理探究会なる部を設立して、その部員たちに協力させてまで。

　だが、まさか、ミャーの――女子生徒の誘ゆう拐かいまでやらかすとは思わなかった。

　そこまで愚かな男だったとは、知らなかった。

「ミャーを！　ミャーをどうした！　何をした!!」

『ふん。心配するな。どうもしていないし、何もしていないさ』

　――もっとも。

『それを証明することは出来んがな！　くははははははははははっ!!』

　不ふ愉ゆ快かいな笑い声を聞き、状況を理解した左手が、携帯電話を握る力を弱めた。私の中の誰かが、冷静さを捨て去るにはまだ早い、と訴えていた。

　――こんなことをしてただで済むと思っているのか。正気ではない。自分の名を、家を、積み上げてきた全てを灰かい燼じんへと帰し、犯罪者に身を落とすつもりか。

　そう怒ど鳴なりつけたい衝動を、口を閉ざして沈黙で押し潰す。

　叡智は分かってやっているんだ。後先を考えぬ馬鹿とは違う。

　馬鹿ではない男が、誘拐などという馬鹿なことをしでかしたということは、その行動の裏には、ただの馬鹿には思い描けぬ狡こう猾かつな計算があると見るべきだ。

『なんだ？　だんまりか？　面白くもない。それとも、もう一度、黒奈美矢の悲鳴を聞けば、またお喋りしてくれるのかな？　ん？』

　伊集院叡智という男の性格を、私は知っている。

　この男は、自分の優秀さの証明を欲しがっているのだ。そのために他人を見下す。上にいる者を追い落とすだけの実力がないから、自分よりも弱い者を探して、痛めつけて、さあ見ろ僕はこんなに強いんだぞ、と威い張ばり散ちらす。

　今は、私を屈くつ服ぷくさせたがっている。そのためにミャーを攫さらった。

　私は、こんな状況でも理性を失わずに思考出来る自分に感謝した。

『どうした？　黒奈美矢の声を聞きたいだろう？　特別だ。聞かせてやるよ。……おっと、しまった。先ほど、少し強くしすぎたようだ。声を出せるような状態じゃない。もうしばらく休ませてやらなくてはなぁ。くっ、くくく……』

　あからさまな挑発を聞き流しながら、私はミャーに連絡をとれるかどうか試みた。

　叡智の知らぬであろう〝裏うわ技らざ〟を使って。

「……対誘拐犯の交渉術ネゴシエーシヨンの基本を知らないのか？　お前のペースにいちいち乗ってはやらん。お喋りがしたいのなら、要求を言え、叡智」

　口では叡智との会話を続けつつ、心の中で呼びかける。私の中にある裏界に。

　そして、裏界そのものでもある少女に。

　間の距離など無視し、いつでも、どこにいても、心の中だけでミャーと会話出来るこの〝裏技〟は、十日前の〝パンツ騒動〟で裏界へ行き〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の少女らと仲良くなった特典のようなものだった。

『生意気なことを……こういう場面で、僕のような立場の人間が言うセリフなど、そう幾いくつもパターンがあると思うのか？　黒奈美矢を無事に返してほしいのなら――』

「僕の命令に従え――そういうことか」

　けれど、何度呼びかけてみても、ミャーからの返事はない。本当に彼女がこの世界から消えてしまったのではないか――そんな錯さつ覚かくに襲われる。

　いや、それはない。ミャーはいる。叡智に捕らわれている。私の助けを待っているんだ。返事が返ってこないのは……まさか、叡智はミャーが裏界の住人であることを知っている？　ヤツが〝裏技〟を阻はばんでいるのか？

「叡智、何故ミャーなんだ？　ミャーを攫ったのは、彼女が特別だからか？」

　敢あえて遠回しな表現で叡智に問う。

『フン……そうでなければ意味がないじゃないか。僕にとって無価値でも、貴様にとって特別であることに意味があるのだ』

　私が使った〝特別〟という言葉を、叡智は〝橘荘司郎という個人にとっての特別〟という意味にとった。おそらく、ミャーを人質に選んだのは、私が親しくしている中で、最も容易たやすく身柄を拘こう束そく出来る人物だったからだろう。

　ミャーは裏界の住人であり、法力の腕も立つ。魔王モードは恐ろしい。だが、女の子だ。それも、切なくなるほど優しい。暴力沙ざ汰たとは無縁で、警戒心も薄い。

『時に貴様……自分で気づいているか？　抑えているつもりかもしれないが、貴様の声、焦あせりが混じっているぞ？　くくっ、そんなにあの女が大切か？』

「……だとしたら、どうだと言うんだ？」

『不愉快だな』

　叡智は即断した。

『魅雷君に想いを寄せられていながら応えようとせず、かと言って突き離しもせず、その上さらに他の女を誑たぶらかし、特別な存在だなどと嘯うそぶく。貴様は色狂いだ。淫いん乱らんだよ。どんな阿あ婆ば擦ずれや売ばい女たよりも、貴様にこそ相応ふさわしい呼び名だ』

　ああ……まったくもって、そのとおりだ。反論の余地すらない。だけど、私を処す権利があるのは、魅雷や弥撒祈先輩やミャーであって、お前ではないだろうよ、叡智。

『僕は魅雷君が不ふ憫びんでならない。貴様のような一いち六ろく制せい限げんのクズに、その輝かしいはずの人生を弄もてあそばれる彼女が。……救ってあげたいと、心から思う』

　この男が私を屈服させようとしている、その理由の一つが、これだ。

　伊集院叡智は、天津風魅雷のことが好きなんだ。

　そして、彼女が想いを寄せる橘荘司郎という男を倒せば、その心が手に入ると、そう思い込んでいる。天文学的なレベルの、途方もない勘かん違ちがいだ。

「……結局お前は、私に何をどうしろと言うんだ」

『今すぐに死ね』

　間かん髪ぱつを入れぬ即答だった。

『……と、言いたいところだが、直接僕の手で甚いた振ぶってやらなければ気が済まないんだよ。まずは……自然観察公園の〈七ソウマ〉に向かってもらおうか』

「時間は？　今いる所からでは遠い。時間がかかる」

『そんなことは知らないな。いいか、よく聞けよクズ。僕は、そこで待つ、とも、そこで待て、とも言っていないぞ？　貴様に出来ることは、ただ黙って僕の指示に従い、無ぶ様ざまに走り回ることだけだ。まあ、出来うる限り急いだほうがいい……とは言っておこうか。黒奈美矢を黒奈美矢のままで取り戻したいのなら……な』

　挑発だと分かってはいても、嚙みしめた歯は軋きしむ。爪は掌に突き刺さる。

『くくっ……。なあ、一人で来るのが不安なら、風紀委員の吾妻八重に縋りついてみたらどうだ？　貴様の得意技じゃないか。女を盾や矛ほことして扱うのは』

「自分の幼馴染みを道具にされてなんとも思わないのか、お前は」

　叡智は「なんとも思わないな」と鼻で笑った。

『鬱うつ陶とうしいんだよ、あの女は。おまけに恩着せがましい。いつまでもしつこく昔の関係を引きずって、僕の姉であるかのように振る舞うんだ。所しよ詮せんは、そうやって僕を見下したいだけのくせに……反へ吐どが出る』

　八重委員長は、この男のことをどんな風に言っていたか……。

　そうだ、確か「エーチ君も本当は悪い子じゃないんだよ」だ。

　それに「また昔みたいに仲良くなれたらいいなぁ。きっとジロー君ともいいお友達になれると思うよ」とも言っていたっけ。

『ふん……くだらん女のことを思い出したせいで、気分が悪くなってきた。もう、お喋りは終わりだ』

　ちょうどいい。私も、いい加減、携帯電話を耳から離したいと思っていたところだ。通話口から撒き散らされる言葉の数々に、これ以上、耳を汚けがされたくはない。

『では……橘荘司郎、貴殿の健闘を祈っているよ』

　精々あがくことだな――と、嘲ちよう笑しようの混じった声を残して、通話は切れた。

　ゆっくりと携帯電話を握った左手を下ろし、マナーモードを解除する。待ち受け画面に表示されているのは、妹の写真。先月、梅つ雨ゆの晴れ間を狙って、二人で遊園地に行った時に撮った写真だ。

　この写真を見たミャーは、とても羨うらやましがっていたな。それで、私は夏休みに入ったら連れて行くと約束したんだ。でも、その計画はアッサリ魅雷と弥撒祈先輩にバレてしまって、結局、四人全員で行くことに決まったんだよな。私の奢おごりで。

「約束は守るさ。せめて……な」

　見上げた空の青が、酷く淀よどんで見えた。頑張りすぎの太陽の光は、芯から冷え切った私の体をちっとも温めてくれない。遠くに聳そびえる〈支柱〉の威容は、こちらを見下し嘲あざ笑わらっているように見える。

　たったの数分、たった一本の音声通話が、私の現実を覆くつがえした。

　――助けて、荘司郎さん、助けて、タスケテ――

　私は走り出す。

　大切な、私の現実を取り戻すために。























　皇おう家か院いん学園高等部には、九つの大きな自然観察公園がある。

〈水すい盆ぼんの杜もり〉ほどではないにせよ、その面積は広く、中には湖や標高六百メートル超の小山を擁ようする公園もある。

　各公園には番号が振られ、漢数字に〈裏り界かい語〉の読みを当てて呼ばれている。叡えい智ちが指定したのは、七番目の自然観察公園、つまりは〈七ソウマ公園〉だ。

　園内には日本固有の自然環境が整えられており、敷地の九十九パーセントは森林で占められている。鬱うつ蒼そうとした森の空気は清せい浄じようで、ひんやりと静まりかえっていた。

　先ほどの通話のあと、ご丁てい寧ねいにも叡智からメールが届いた。そこに記しるされていたのは一つの座標で、園内の遊歩道から離れた森林の奥深くを指し示していた。

　下草を踏みしめ、灌かん木ぼくを掻かき分わけ、噎むせ返かえりそうな濃い草いきれの匂いの中を、ひたすら歩く。

　目的地に着くまでの間、私は伊い集じゆう院いん叡智のことを考えていた。

　そうしてミャーのことを考えないようにしないと、心が折れてしまいそうだった。

　伊集院叡智は成績順で分けられたクラスのトップ、Ａ組に属している。高等部全体で見ても指折りの優等生で、〝唯ゆい制せい限げん〟を受ける法力行使者だ。

　第二級の〈法力行使者適性試験〉に合格した者は、正式には『第一級のみの法力行使制限』――略して〝一いち制せい限げん〟の法力行使者と呼ばれる。だが、この呼こ称しようはゴロが悪いと不人気で、主に〝唯制限〟と呼ばれている。

　つまり、叡智は、〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の一歩手前の実力を持っているということだ。

　ただ、私の知る限り、叡智は決して武闘派ではない。やり方次第では、行使者としての力量で劣おとる私でも叡智を倒すことは出来るはず。そうしなければミャーを助けられぬのなら……どんな手を使ってでも。

　辿り着いた指定の場所は、僅わずかな傾けい斜しやがある以外、特に変わりのない森の中だった。

　落葉樹が生おい茂しげり、頭上を覆おおう枝えだ葉はで太陽光が遮さえぎられているためか、涼やかな空気が肌に心地よい。微かすかな木こ漏もれ日がキラキラと輝いていて、こんな状況でなければ、ハンモックでも吊るして昼寝としゃれ込みたいところだ。

　周囲を改めてみたが、人の姿も気配もなく、罠わなの類たぐいも見当たらない。

　足下に転がっていた拳こぶし大だいの石を拾い上げ、私は再び黙考の海に沈む。

　伊集院叡智には拘こう泥でいしているものが二つある。

　一つは天あま津つ風かぜ魅み雷らいへの恋慕。そして、もう一つが、我が師匠に対する執着だ。

　誤解しないでもらいたいのだが、師匠のほうは叡智のことなどなんとも思っておられない。無視だ。一いつ顧こだになさらない。わざわざ気にかけるほどの存在ではない。

　それは他の博研部員たちにとっても同様で、叡智率ひきいる探究会が仕掛けてくる嫌がらせ――それはもう、列れつ挙きよするのも馬鹿馬鹿しく思えるほどの阿あ呆ほらしい嫌がらせ――を受けても、溜ため息いき一つ吐ついて遣やり過すごすことにしている。

　皆、大人なのだ。少なくとも叡智よりは。

　だが、師匠に対する叡智の執着は、実は憧どう憬けいの裏返しなのではないか……と近頃は思う。だとすれば、ヤツの言うところの〝一いち六ろく制せい限げんのクズ〟である私を殊こと更さらに憎にくむ理由にも納得がいく。

　何な故ぜなら、私は師匠の唯一にして一番の弟子として、かの御方の寵ちよう愛あいを一身に受けているからだ。

　自じ慢まんではないが、私ほど師匠を愛し愛されている者は、この世界のどこを探しても他にいない。なにせ、師匠の御み手てに触れさせていただいたことさえあるのだ。もっとも、あまりの恐れ多さと感動に、その場で失しつ神しんしてしまったのだが。

　……っと、いかん。今の状況を忘れるところだった。師匠の嫋たおやかな御手の感触を思い出して感涙している場合ではない。

　目尻を拭ぬぐい、頭を振って、緊張を取り戻し――背後に気配を感じた。

「ああ……不ふ愉ゆ快かいだ」

　芝しば居いがかった男の声がした。草を踏みしめ、近づいてくる音を伴ともなって。

「僕は貴様の顔を見るだけで、不愉快な気分になるんだ。こんなことなら、貴様の大切な黒くろ奈な美み矢やと遊んでいたほうがよかっ――」

「ぬんっ！」

「――たのわっ!?」「きゃあっ!?」

「…………ちっ。外したか」

　全力で投げた石は、二人の人物の間を抜けてブナの木の幹みきにめり込んだ。

「……あなっ……な、ななっ……い、いいいいきなり何をするんだ貴様っ!?」

　私の先制攻撃に激しく動揺しながら抗議をする男が、伊集院叡智だ。

　線の細い、中性的に整った顔が、驚きに強こわ張ばっている。肌が病的なまでに白いせいで薄茶色の瞳だけがやけに目立つ。身に着けているのは、上着の後ろ裾すそが長く、燕えん尾び服ふくのようにも見える改造制服。色は、肌の白さが余計に際立つ黒色。

　容姿の印象を言い表すとしたら『余命一年と宣告されたヴィジュアル系ロックバンドのボーカル』といったところか。比較的華きや奢しやな体格で、長めの髪の後れ毛を一部分だけ銀色に染めているのも、実にそれっぽい。

「叡智様！　ご無事ですか!?　お怪け我がはっ!?」

　より早く驚きから抜け出し、叡智の身を案じる少女は、春日かすが井い九く々く。

　長い黒髪を、動きやすいようにか頭の後ろで一つに纏まとめている。引き締められた表情と、叡智のそれと同じ意匠の改造制服のせいで、かなり大人びて見える。

　叡智と同じく高等部の三年生であり、宇宙真理探究会の副部長だ。

　部長に付き従うその態度は、まるで躾しつけられた従じゆう僕ぼくのようだが――

「くっ……五う月る蠅さい！　僕に構うな！」

「――っ。も、申し訳ありません、叡智様。出過ぎた真ま似ねをいたしました……」

　叡智の言葉と腕に突き離され、春日井は俯うつむいて後ろに下がった。

「情けないな、叡智。女にあたるなよ」

「貴様も黙れ！　一六制限のクズが！」

　叡智の身長は私よりもミリ単位だが低い。それを本人も気にしているらしく、ヤツが立っているのは私から見て傾けい斜しや地ちの上方。行使者としての実力的にだけでなく、物理的にも私を見下していないと気が済まないようだ。

「いいか？　自分の立場を理解しろよ。僕への攻撃は、即すなわち黒奈美矢への攻撃なんだぞ？　あの女を監禁している場所には、僕の部下を残している。僕の機嫌を損そこねれば、どうなるか……試してみたいのか？」













「好きにすればいいだろう」

　叡智のリアクションは、「な、なんだって？」という個性のないものだった。

「お前が私より有利な立場にあるのは確かだ。しかし、それはミャーが無事であるという保証あってのこと。もし、ミャーを妄みだりに痛めつけるようなことをすれば……叡智。私は恥を知らぬ男らしく、魅み雷らいや弥み撒さ祈き先輩に頼ってでも、お前を潰つぶすぞ」

「ぐっ……ぬぅ、貴様！」

「いいか？　自分の立場を理解しろよ。ミャーへの攻撃は、即ち伊集院叡智への攻撃になるんだからな」

　私は拳を強く握りしめていた。体の震えを、叡智に悟さとられてしまわぬように。

　誘拐犯との交渉では、決して下した手てに出てはならない。こちらにとって大切な人は、誘拐犯にとっても大切な人質――命綱だからだ。殺してしまっては目的を達成出来ないし、特に叡智の場合、ミャーを殺すのは自殺に等しい。いや、ミャーを誘拐したというだけでも十分か。もし今、私が魅雷か弥撒祈先輩に助けを求めたら……十日前に見た、二人に蹂じゆう躙りんされた業ごう魔まの死し骸がいが、目の前の叡智の姿に重なる。

　しかし、私が二人に連絡を取ったことを知れば、叡智は自や棄けになってミャーを傷つけるようなことをするかもしれん。救助要請は最後の手段にしておくべきだろう。

「ふんっ、偉そうに言うじゃないか、クズが。まあいい。貴様如きを相手にするのに、人質の存在を盾にするなど、それこそ恥だからな」

　今更恥を知ったのか、と言いかけて、思いとどまる。下手に出るつもりはないが、だからと言って無駄に怒らせるのも賢明ではないだろう。それよりも、先制攻撃の動揺が残っている間に、もう少し揺さぶっておこうか。

「叡智。お前、ミャーをレイプしたのか？」

　一瞬の間があった。

「れい…………っ!?　れ、れれっれっれれれれれっれれれっれれいぷぅぅぅ!?」

「え、叡智様！　お気を確かに！　……橘たちばな荘そう司じ郎ろう！　叡智様のお耳になんて汚らわしい言葉を！　ああっ、叡智様、御お髪ぐしが乱みだれておりますっ」

　あ、これ、ミャーは無事だな、うん。確信すると同時に脱力した。

「きさっ、きさ、貴様！　ぼ、僕がそんな……れ、れれれれいぷ……などという、いやらしいことをすると思うのか！　僕は貴様のような破は廉れん恥ち漢かんとは違う！　そ、そそそそのような……いやらしい、汚らわしい、非道で外げ道どうで品がないことを……」

「ついさっき、人のことを色狂いだの淫乱だのと罵ののしった男が言うことか？　それに、年若い女性が拉ら致ち監かん禁きんの憂き目に遭っていると聞けば、誰だって想像するだろう。悪戯いたずらされたり強ごう姦かんされたり調教されたり……」

「悪戯……ご、強姦……ちょ、ちょちょちょ調、教……あぶぶぶぶぶ」

「叡智様!?　叡智様ぁ！　お、お戻りください！　逝いってはなりません!!」

　どれだけ初う心ぶなんだ、叡智のヤツ。

　ミャーの監禁場所についての情報でも得られればと思っただけなのに。まさか、泡を吹いて倒れるとは。私秘蔵の割と暴力的なほうのエロ漫画でも見せたら、心臓麻ま痺ひで死ぬかもしれないな。

　この様子なら、ミャーには指一本触れていないだろう。悲鳴を上げさせるために怖がらせたりはしたかもしれないが。暗い部屋に閉じ込めたり、ホラー映画を見せたり。

「く、くそう……この変態めっ!!　淫いん猥わいなる話術で僕を亡なき者にしようとするとは！　許さんぞ橘荘司郎！」

「そうか。怒ったのか。じゃあ、部下に連絡してミャーをレイ――」

「言うなぁ!!　僕はそんなことしないしさせない！　僕は伊集院家の次期当主だぞ!?　我が家名に懸かけて、人質は下にも置かぬ丁てい重ちような扱あつかいで遇しているわ！」

　か弱き女性を誘拐し拉致監禁するのは、家名を汚す行為ではないのか？

　春日井も「ご立派です、叡智様！」じゃあないだろう。これ、なんかのコントか？

「どうでもいいが……結局、お前は私に何をさせたいんだ、叡智」

　いい加減、横道に逸それた話を本道に戻すと、叡智は我に返った様子で、オホンと慌てて咳せき払ばらいした。コイツ……自分が何をしにここに来たか忘れてたな。

「ふっ……殊しゆ勝しような態度だな、クズ。ようやく自分の立場を理解したと見える」

　表情は不愉快な嘲ちよう笑しようだが、声が震えている。動揺から立ち直るのが遅い……いや、根が臆おく病びようなのか。

　以前、師匠は仰おつしやられた。




『馬鹿は失敗を恐れない。失敗しても気にしないから。天才は失敗を恐れない。失敗しないから。馬鹿よりは賢く、けれど天才にもなれない者だけが、失敗を恐れる』

（橘荘司郎著『我が師匠、魂の名言集』第三巻二〇二頁より抜ばつ粋すい）




　叡智は優秀だ。だからこそ、失敗を恐れている。持っているものが多く、それが失われると理解しているからこそ、叡智は失敗を恐れるのだろう。

「黒奈美矢は今、とある場所に監禁してある。無論、世話役として数人の部下をつけているから不自由はないはずだし、貴様が妄想するような汚らわしい行為は何一つ行われていない」

　普通、そういうのは監禁ではなく軟なん禁きん、もしくは歓かん待たいと呼ぶのでは？

「無事に返してほしければ命令に従え……とは言ったが、よく考えると、貴様如きクズのために僕の貴重な時間を浪費するのは惜しい。そこで――」

　言葉を句切り、叡智は口の端はしを嘲笑に歪ゆがめた。

「部下の中に、どうしても貴様と遊びたいという者がいてね。貴様の処しよ遇ぐうは彼に任せることにした」

　ズズン、と重々しい足音を立てながら、叡智と九々の背後、森の暗がりから姿を現したのは、身長二メートルはあろうかという、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男だった。

　私も知る叡智の配下――宇宙真理探究会の部員に間違いなかった。

「私の処遇と言うと、この場で私刑リンチして吊し上げるということか？」

「馬鹿を言うなよ馬鹿。遊びだと言ったろう。まあ、ルールは僕が決めたのだがな」

「……どう見ても、これから楽しく遊ぼうという空気ではないがな」

　やはり、こうなるか。叡智は武闘派ではないし、自分の手は汚さないタイプだ。

　しかし、たった一人というのが気にかかる。探究会の部員は、部長である叡智も含めて三十七名。博研の三倍以上だ。これが私個人ではなく博研全体への嫌がらせだとしたら、他の部員にちょっかいをかけているのかもしれない。

　どっちみち、ミャーを助けるためには、この大男を倒すしかない……か。

「くくっ……そう怖い顔をするなよ、橘荘司郎。魅雷君が懸け想そうし、魔女の一番弟子を名乗る貴様だ。じゃれついてくる僕の部下をあしらうことなど、造作もないだろう？」

　本気でそうとは思っていないことがアリアリと分かる表情だった。

　だから、私は言ってやることにした。傍にいる者たちが言ってやらないのなら、敵対する私が指摘してやるしかないだろうから。

「叡智……私を屈くつ服ぷくさせたところで、魅雷がお前に惚ほれることはないし、お前が師匠よりも優秀だと証明されるわけではないぞ？」

　叡智は、フンッ、と鼻を鳴らしただけで答えなかった。そんなことは分かっている、とでも言いたげな仕し草ぐさだったが、この男は何も分かっていない。自分以外の全てを見下そうとする人間なら、そんな勘違いもするのだろう。

「これは遊びだが……あまり時間をかけるのは賢明ではないと言っておこうか。不自由のないようにしろと命令はしたが、黒奈美矢を見張っている部下たちが焦じれて……何かしないとも限らないしな」

「何か……というのは、具体的になんだ？」

「ぐ、具体的？　それは………………あー……………………くすぐったり、とか？」

「……それはそれで若じやつ干かんエロいな」

　ちょっと想像しちゃったじゃないか。

「う、うるさいうるさいうるさい！　黙れ、このクズ！　変態め！」

「自分で言ったことだろう。私が変態ならお前も変態だ」

　それにしても、脳内でちょっとばかしミャーをくすぐってみたが、喘あえぎ声ごえちっくな悲鳴を上げたりしてなんともエロ……辛つらそうだ。まさかとは思うが、本当にくすぐられてしまう前に助け出さねばな。ミャーの初めて（初くすぐられ）を守るのだ。

「え、えぇい！　僕はもう行く！　鏑かぶら木ぎ！　あとは任せた！　たっぷりと時間をかけて遊んでやれ！」

「はっ。承知」

　大男は軍人のように胸を張って答えた。コントラバスみたいに低く威厳のある声だ。高校生の声帯から発せられるべき声ではない。

　顔を紅潮させ、肩をいからせながら大おお股またで立ち去ろうとする叡智に、春日井九々が続く。だが、三歩ほど進んだ所で立ち止まり、振り返った。

「……………………」

　そして、何か言いたげな表情を浮かべ、無言で私を見つめる。

「……春日井。君にも叡智に従う理由があるのだろうが、師匠曰いわく、愚ぐ王おうの下もとに賢けん人じん集つどわず……だぞ？」

「貴方あなた、気づいていないの？」

「なにが？」

　ミャーが助けたお礼にくすぐらせてくれる可能性になら気づいているぞ？　それも、かなり高いと予想している。

　心の中だけでそう答えていたのだが、春日井は「何をしているッ！」という叡智の怒鳴り声にハッと我に返った様子で、駆け足で去って行った。

　折せつ角かく、師匠の金言を引用させていただき、賢くあろうとするなら叡智という愚王の下に居続けるな、と警告してあげたというのに、お礼もなしか。仕方ない、あとで師匠の素晴らしいお言葉を纏めた『我が師匠、魂の名言集』（現在五巻まで発行）を送っておこう。着払いで。

　そうして叡智と春日井の後ろ姿を見送ると、二人の背後に控えていた、逞たくましい体格の大男が大股で一歩、前に進み出る。

「久しいな。いつ振りか？　お主と敵同士として相あい見まみえるのは……。まっこと、血ち湧わき肉にく躍おどるとはこのことよ！　ぐわっはっはっはぁ！」

　豪ごう快かいな笑い声が、地鳴りのように響いた。

「……お前の笑い声は腹に響いて痛くなるから二度と笑うなって、前に言ったと記憶しているんだがな、鏑木善ぜん治じ」

　皮肉を兼ねた抗議にも、鏑木は動ぜず「相も変わらず小こ生なま意い気きな坊ぼう主ずよ！」と、さらに大きな声で笑った。……なんだこのキャラ。山さん賊ぞくの親分か？

　二メートル超の長身に、丸太のように太い腕と足をぶら下げ、毛の薄い熊といった感じの大きく頑がん健けんな体には相応ふさわしい人格と言えなくもないか。ついでに、頭はざんばら髪で、口元は強い髭ひげで覆われている。どこからどう見ても高校生には見えない。ピッチピチの制服も恐ろしく似合っていない。

「この時を待ち望んだぞ、橘荘司郎。今日この日こそ、お主を討うち取り、かつての雪せつ辱じよくを晴らす吉日！　いざ尋常に勝負ぞ！」

　風紀委員もそうだが、なんでこう濃こゆいキャラばっかり私に絡からんでくるのかな。

　鏑木の言う雪辱というのは、去年の秋ごろに探究会が博研に吹っかけてきた喧けん嘩かでのことだろう。叡智は「行使者としての腕を競う、真っ当な競技だ」なんて主張していたが、鏑木を始めとした探究会の部員らは「果し合いだ」と言っていた。

　とにかく、その時に私は鏑木善治と戦い、迂う闊かつにも勝ってしまったのである。

　そもそも鏑木が戦いたがっていたのは八重委員長だったのだが……以来、この見た目三十代後半の高校生は、私に狙いを切り替えたらしい。マジで勘かん弁べんしてくれ。

「まあいいや。可愛らしい女の子を相手取るよりはいくらかマシ……か」

　泰たい山ざんの如ごとく悠ゆう然ぜんと佇たたずむ鏑木と向かい合う。その男臭い顔に浮かんでいたのは、戦いに挑む高こう揚ようと、歓喜の滲にじんだ武士もののふの笑顔。

「お主のような剛ごうの者と刃やいばを交える……これほど嬉うれしいことがあろうか！　まっこと感謝の極みよ！」

　鏑木が闘気を漲みなぎらせ、その巨きよ軀くが一回り大きくなったように感じられた。

　一般人なら、これだけで腰を抜かしそうな威圧感だが……魅雷や弥撒祈先輩のプレッシャーに比べたら、仔こ犬いぬに威い嚇かくされているほどにも感じない。

「なら、ちゃっちゃと始めよう。時間もあまりないし……どうせ、お前は〈獣化ロ・トン〉一辺倒だろう？　正直、もう見み飽あきているんだよ」

「がははははっ!!　言いよるわ！　ならば……とくと見さらせぃ!!　某それがしが極きわめし、馬鹿の一つ覚えをッ!!」

　胴どう間ま声ごえが木々を震ふるわせ、鏑木は灰色の行使紋様を展開した。筋肉の塊かたまりである大柄な体たい軀くを包み込む、それは無ぶ骨こつな鎧よろいに見えた。

　放射が四条、破線が二十二行、二重円環が歪いびつな直線の六連、固有系統グァ・エ・イ、接続は三十四から五十……と、観察するまでもない。毛深い肌に直接突き刺さっているように見える人体干かん渉しよう線……やはり第六級〈獣化ロ・トン〉第二属か。

「ぬっぬおおおおおおおおおおおお――――――――ッ！」

　やがて、暑苦しく叫ぶ鏑木の全身を包み込んだ灰色のラインが、強烈な輝きを放ち始める。銀光にも似た灰色の閃せん光こうが収まると、そこには――

「ふぅぅぅ……！　ふふっ、ふはははははぁっ!!　力が、力が溢あふれてきよるわっ!!　いざ、橘荘司郎！　尋常に勝負せい!!」

　変異系行使〈獣化ロ・トン〉の効果により、半獣半人と化した鏑木が、両手を突き上げて歓喜の雄お叫たけびを上げていた。

　腕や首の辺りから顔面に至いたるまで、露出している部分の肌は、全て灰色の毛に覆われている。牙きばの生えた口は、黒く幅広の鼻と一緒に前に突き出し、先の尖とがった耳の近くまで大きく裂けている。見開かれた目は鈍にぶい銀色で、ギラつく野生の光が宿っていた。

　元から大きかった体も、制服がはち切れんばかりに膨ふくらんでいて、毛の薄い熊のようだった鏑木が、十歩くらい羆ひぐまに近づいた姿に変化していた。

　ただ、その姿は、変身途中で月を隠されてしまった狼男みたいで、どこか滑こつ稽けいだ。

「何を呆ほうけているかッ！　ゆくぞっ!!」

「――ッ!?　ちぃっ!!」

　中途半端な狼男の、先制の初撃となる猛烈な突進。

　戦車が突進してくるような圧力に驚きながらも、紙一重でなんとか躱かわす。

　私を摑つかもうとした鏑木の右手は空を裂き、勢い余ったのか、近くにあった太い木を摑み取ると、そのままへし折った。私の胴回りほどはある太さの木だった。

「前に戦った時よりも、スピードとパワーが増している？　馬鹿の一つ覚えと言った癖くせに、ちゃんと進歩しているじゃないか。……厄介な」

「当然よぉ！　この鏑木善治！　戦士として常の精進は怠おこたらぬわっ!!　二度も同じ相手に敗やぶれるわけには……いかぬからのぅ!!」

　おや？　今、妙なところで息いき継つぎをしたな。まるで、息切れしたみたいに。

　手間取るかと思ったが、この様子なら問題なさそうだ。どうやら、進歩したとは言っても、〈獣化ロ・トン〉の最大の弱点までは克こく服ふく出来なかったらしい。

　これなら、前と同じ戦法が使える。

　即すなわち――逃げるが勝ち戦法である。

「ぬおっ!?　待て！　また逃げると言うのか！　えぇい、この卑怯者！　惰だ弱じやく者もの！　男らしく正々堂々と真まっ向こうから挑いどんでこんかぁっ!!」

　鏑木に背を向けて全力で走り出す。熊男との追いかけっこが始まった。

〈獣化ロ・トン〉の効果で身体能力が向上している鏑木は、進行方向の木々を薙なぎ倒たおしながら突進してくる。だが、あの速度ならば追いつかれずに済みそうだ。

「ま、待たんかぁ！　うぬぬぅ……！　えぇいっ！　どぉうりゃああああっ!!」

　鏑木は近くにあった一抱えほどもある樹木を力ずくで引っこ抜き、投なげ槍やりよろしく私に向かって投とう擲てきした。凄すさまじいパワーだ。

　だが、頭上を覆うように生い茂る枝えだ葉はは、大質量の物体の移動をそう容易く許しはしない。届いたのは、枝が折れ幹が裂ける大音声と、幾枚かの葉っぱのみ。むしろ、距離が開いて逃げ切れる可能性が高まっただけだった。

「お……おのれぇ！　橘荘司郎！　貴様も日本男児ならば、尋常に勝負をした上で玉ぎよく砕さいしてみせんか！」

「私は自他共に認める現代っ子だ！　時代錯誤アナクロな考え方にはついていけん！」

　熊男との距離は十分。挑発的な言葉を返す余裕も生まれるというものだ。

　そして――逃走を開始してから、五分ほどが経過した。

「……待て…………待って…………待って、ください……ぜー……ぜー……」

　まだ二キロも走っていないうちに、鏑木善治の体力は尽きた。

　目は虚うつろで、半開きの大きな口から涎よだれをダラダラと流し、木に凭もたれかかってなんとか立っているという状態。

「大したもんだ……。かなり鍛きたえたじゃないか。前は三分でへばっていたのに」

〈獣化ロ・トン〉のように自分の体を著いちじるしく変化させる行使は、発動中、体力を激しく消しよう耗もうする。限界を見誤れば死に直結してしまうほどに。魅雷のような化け物ならいざ知らず、全身を獣化して尚なお五分も走り続けられる鏑木の体力は、十分に驚嘆に値あたいする。

　ちなみに、〈獣化ロ・トン〉という行使が最も多く用いられているのは、秋葉原のメイド喫茶だ。メイドたちが本物の猫耳や犬尻尾しつぽを生やすために使うのだという。そもそもが、全く実用的でない、ほとんど趣味の行使なのだ。

　何故、鏑木のような男が、そんな行使にこだわっているのか不思議だが……いや、あまり詮せん索さくしないでおこう。誰にでも触れちゃいけないところってあるよね。

「ふ……不覚……また、しても……このような…………不ふ甲が斐いない、敗北を……」

　鏑木は、もう喋るな、と言ってやりたくなるくらい辛そうだった。

「引導を渡すというわけではないが……一刻も早くミャーを助け出すためだ。とどめは刺させてもらうぞ」

　私は、鏑木に向けて弓を射る姿勢をとった。

　左手を真横に上げて弓を構え、胸に一文字を引くように右手を動かし矢を番つがえる。

　そして、紋様を構築。師匠と揃いの印章色シンボル・カラーに染められた、黒のラインを逬ほとばしらせる。

「ぐぅ…………既に勝負は決しておるというのに……油断のない男め……！」

「なんとでも言え。こう見えて、私は結構怒っているんだ」

　十日前の〝パンツ騒動〟で、私は二つのことを学習した。

　一つは、落ちているパンツを無闇に拾ってはならないということ。

　もう一つは、この世界には命の危険などというものはどこにでも転がっていて、そのための備えが必要だ、ということだ。

　学んだことを活いかし、私は幾つかの備えを用意した。その内の一つが、戦闘用の弓矢を具現化するための行使紋様である。

　最初に考えたのは、弓矢を法力で縮小して携帯することだった。

　しかし、この方法だと、まず縮小化を解き、それから弓矢を強化するための紋様を編まねばならない。命のやり取りは常に秒単位で行われる。そんな悠長なことをしていたら、弓矢を構える前に食われてしまうだろう。

　そこで、第十級の基礎行使〈具現ザラ・イ・ル〉を用い、最初からある程度強化された弓矢を、直に具現化してしまおうと考えたのである。

「ぬぅぅぅおおおおおおッ!!　某は……まだ、倒れん!!」

　見た目と同じく獣じみた咆ほう哮こうを上げ、立ち上がった鏑木が、鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうを浮かべてコチラに突っ込んでくる。やはり、僅かに体力を残していたか。

　だが、焦あせりは生まれない。ただ集中し、紋様構築の完了した行使を発動させる。

　黒のラインが暗い輝きを発する。左手に弓の感触、右手に番えた矢の感触。視界を黒に染め上げる光が、収しゆう斂れんされるようにして弓矢を形作っていく。

　やがて具ぐ現げん化かされた、実用一点張りで装飾性皆無の、黒い和弓。

　あらゆる法則を覆し、無から有を生み出す奇跡――これこそが〈アガレの法ほう力りき〉だ。

　無論、神ならぬ身の人間の業、どんな物体でも具現化出来るというわけではない。中学三年間で慣れ親しみ、その素材や構成まで知り尽くしていたからこそ、私は弓矢を具現化することが出来る。弓矢具現化のための正しい紋様を描ける。

　以前、天才肌で細かい調整の苦手な魅雷が、自分の下着を具現化しようとしたのだが、出来たのは、触れれば火傷やけど必至の燃えるような熱を持つパンツだった。ホットパンツとかけたジョークなのか、とツッコみたくなった。

　それはさておき、眼前には迫り来る熊男――鏑木。その分厚い胸板に狙いを定める。

　呼吸を整え、意識を集中する。時間の感覚が伸張し、突進してくる鏑木の動きが、跳ね上がる泥どろが、舞い落ちる木この葉はが、全てがスローモーションで見える。

　五感は鋭く冴え渡るのに、心は無となって、弓矢の一部になったような感覚。

　ピンッ――剛力を秘めた矢を解き放つ。弓ゆん弦づるの弾はじかれる音は、琴の音ねのように清涼。

　玲れい瓏ろうを連れ、大気を巻き込み暴風を伴った黒矢は、獲物を食い破らんと、飛んだ。

「ふぬぉおっ!?」

　驚いたことに、鏑木は矢を摑み取ろうとした。だが、発する風圧に弾かれる。

　それでも、胸板に命中した矢の力に抗あらがおうと踏ふん張ばったようだが、無駄な抵抗だ。

「ぐ……おあああああああああぁぁぁぁぁぁぁ――!?」

　半獣の巨体は、風の砲弾と化した矢の圧力に押され、悲鳴だけを残して吹っ飛んでいった。激突した木々を全部へし折り巻き込んでいったものだから、飛んでいった方向に一本の道が生まれたほどだ。

「少し……威力の調整間違えたかな？」

　まあ、獣化してるし、大丈夫……だよな？

　業魔を倒した時よりも効率と構築速度を重視した分、威力はかなり落としているし、鏃やじりを丸くして先端に風の壁を発生させているから、刺さってはいないと思うんだが。

　どうか生きていますように、と祈りながら、矢と鏑木によって作られた道を歩いて行くと、〈獣化ロ・トン〉の解けた山賊の親分が、大の字で横たわっていた。

「おい。頼むから生きていてくれ。殺人者の汚名まで着たくはない」

　恐る恐る足で脇腹辺りを小こ突づくと、鏑木はゆっくりと目を開いた。

「…………むぅ。なんとか、生きておるわ。……だが、小指の一本も動かせん。さっきから尻しりが痒かゆくてかなわんのだ。代わりに掻かいてくれんか？」

「……………………」

「待て待てぇい！　行くな！　冗談だ！」

　鏑木は全身に傷を負い、特に胸には大きな火傷が出来ている。おそらく、矢の強烈な回転と風圧で発生した摩ま擦さつ熱ねつのせいだろう。肋ろつ骨こつの数本は折れているかもしれんが、意識ははっきりしているようだし、命に別状はなさそうだ。

「負けよ、負け。またしてもお主の勝ちだ。されど、負けはしたが、此こ度たびの手合わせ、まっこと愉快であった！」

　次こそは雪辱を果たしてみせよう！　……と、敗北の悔しさなど微み塵じんも感じさせぬ男臭い笑顔で、鏑木は言った。

「全力で遠慮させてもらいたいが……鏑木、一つ訊ききたい」

「うむ？　なんぞ？」

「お前は、どうして叡智に従うんだ。私には、あの男が、お前の言う武士として忠を誓うに足る人物とは思えない」

　鏑木が答えを返すまでに必要とした時間は、ほんの一瞬だった。

「簡単なこと。某は、あのお人を好いておるのだ」

「気持ち悪いことを言うな！」と、切って捨てたいところだったが、言いたいことは分かった。だが、だからこそ、分からなかった。

　率直に「分からんな」と言ってやると、鏑木は笑みをいっそう濃くして答えた。

「それで良い。某も、お主が何を好きこのんで、かの凶まがき漆黒の魔女に師事しておるのか、一向に分からん。それと同じよ」

「……そうかい」

　分からないままでも良いことが、少なからずある。納得さえ出来れば良いことが。

　それにしても、凶き漆黒の魔女とはな。探究会の連中は蔑称のつもりで魔女と呼んでいるのだろうが、師匠には似合ってしまうから不思議だ。

「無駄話をしたな。ミャーの監禁場所……の、鍵を預かっている人物……の、名前を教えてもらおうか」

「うむ。雪せつ辱じよくをと挑んでこの大敗。最も早はや、申し開きも出来ぬわ」

　そう言って、鏑木が告げた名前は――




　　　　　▽




　律りつ令りよう。

　姓が律、名が令、という二つの漢字を組み合わせただけのシンプルすぎる名前は、私にとって、学園で最も危険な人物の名であった。

　何故ならば、彼女は『璃り天あま弥撒祈ファンクラブ』の会長だからだ。




〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉が一柱、璃天弥撒祈は、学園の女神である。

　彼女を敬愛する者、信仰する者、尊そん崇すうする者……示す言葉は違えど、璃天弥撒祈を慕う者たちが集うのが、璃天弥撒祈ファンクラブだ。

　かつては、初・中・高・大学部を問わず、学園には無数のファンクラブが存在していたという。しかし、それらは皆、自分たちこそが正当だと主張して譲ゆずらず、日夜衝突が絶えなかったらしい。

　斯か様ような事態に心を痛めた賢くお優しい弥撒祈先輩は、当時三百を数えていたというファンクラブの中から、最も信頼の置ける者が会長を務める組織を、公認ファンクラブとしてお認めになったのである。

　誰だって、公認と非公認なら、よほど特殊な理由がない限り前者を選ぶ。抗争を繰り返していた無数の非公認ファンクラブは、数週間と待たずに自然消滅したという。

　そして現在、学園で最も部員数の多い部となった璃天弥撒祈ファンクラブの会長を務めているのが、高等部三年生、律令なのである。




　自然観察公園〈七ソウマ〉をあとにした私は、部室棟ハの一番区画の屋上までやってきた。ここにあるペントハウスが、璃天弥撒祈ファンクラブの総本部だ。

「ペントハウス？　なんか、普通の豪ごう邸ていなんですけど」

　どっかの高級住宅街にあった十億円くらいの豪邸をトラックで運んできてクレーンでそのまま載っけてみました……という感じの建物が、皇家院では珍しい西洋風の屋上庭園の真ん中に、ででんと構えていた。とても地上二十七階の高層建築の屋上にあっていい景色ではない。

「よし……いくぞ、橘荘司郎」

　気を引き締めて豪邸へと向かう。どこから攻撃されても即応出来るよう構えながら。

　弥撒祈先輩に好かれ愛され度たび重かさなる誘惑を受けながら、応えようとせず、かといって拒みもせず、他の女――特に魅雷――とも親しい付き合いをしている私に、弥撒祈先輩のファンクラブの会員たちがどのような感情を抱くか……説明が必要ですか？

　公認のファンクラブとあって統とう制せいはとれているのか、闇討ちを受けたようなことはないが、それでも警戒するに越したことはない。ほったらかしにされている魅雷の非公認ファンクラブの会員には、何度か夜道で襲われたことがあるしな。

　会長である律令には、幸い未いまだ学園内でエンカウントしたことはない。だが、会員よりも弥撒祈先輩への想いは強いはず。無事に辿り着けたとしても、鍵かぎと引き替えにどんな要求をされるものか……せめて貞てい操そうだけは守りたい。

　敵国のゲリラ部隊が潜ひそむ密林へ分け入るような気持ちで歩を進め、総本部の正面近くまで来ると、入り口の大きな扉の前で、一人の女子生徒がウロウロしていた。

「どーしよ……あぅ…………やっぱ正直に……でも……」

　なにやらブツブツと呟きながら、扉の前を行ったり来たりしている。声の届く距離まで近づいているのに、私に気づいていないようだ。

　総本部に入るのを躊躇ためらっているのだろうか？　全身青色ずくめの出で立ちからしてファンクラブの会員だと思うのだが……。

「あの、すみません――」

　なけなしの勇気を振り絞り、女子生徒に声を掛ける。

「ッ!?　ひゃうあうえうわわうっ!?」

　青色ずくめの彼女は二十センチほど飛び跳ねて、驚きのあまりか奇声を発した。

「ごごごご、ごめんなさいすみません許してくださいつい出で来き心ごころでぇぇぇっ!!」

　衝撃波が発生しそうなほどの速度で振り返り、何度も何度も頭を下げる。その小さい頭は、海賊みたいなスタイルでバンダナに包まれていた。当然の如く青色で、ファンクラブのマークが白で染め抜かれている。

「悪気はなかったんですちょっとした悪戯いたずら心ごころだったんです誰も見てないしいいかなって思ったんですだから切腹だけは勘かん弁べんして……えっ？」

　そこで初めて、彼女の涙目と目が合った。

「お、おおおおお、お前っ!?　橘荘司郎！」

　惜しい。そのリアクションは今日二回目。

　声は鼻にかかる感じで可愛らしいが、正面から向き合ってみると、意外とキツめの美人だった。

「こんな所に何しに来たんだ！　殺されに来たのか！　ようし、私が殺してやる！」

　だからって性格と言葉遣いまでキツくなくてもいいじゃない。

「結論が突とつ飛ぴすぎ！　君、混乱して自分が何を言っているのか分かってないだろ！」

　私が、律令に会いに来たということ、喧嘩を売りに来たわけじゃないということ、まだ殺されたくないことなどを説明すると、彼女は少し落ち着いた。

「会長に会いに来たぁ？　……なんの用だ。斬ざん首しゆが希望か。それとも股また裂さきか」

「伊集院叡智という男が預けた物を取りに来たんだ。理想の死に方は腹上死です」

　彼女は、しばし考え込んだ。顎あごに右手を添えるポーズが可愛らしい。

「ふーん……よし！　それなら土下座しろ！　私に懇こん願がんしろ！　そうすれば、中にいる会長に取り次いでやる！」

「そうか、分かった」

　私はすぐさま地面に膝ひざと手をつき、

「どうかお願いです。この卑いやしい男に会長様のご尊顔そんがんを拝する機会をお与えください」

　と、額ひたいを煉れん瓦が敷じきの地面に擦こすりつけながら言った。一応、靴くつも舐なめておいたほうがいいだろうか。

「うやあうわうあっ!?　な、ななになななになになになななにやってんだっ!!」

「何って……言われたとおり土下座したんだが。靴も舐めるか？」

　会長に会いたくば腕の一本を置いていけ、くらいのことは言われるかと覚悟していたから、土下座程度安い物だと思ったんだけども。

　あと、この子、驚くと奇声を発する癖くせがあるみたいだな。ナイスギャップ。

「お前、私のことを馬鹿にしているんだな!?　そうに違いない！　くっそー、一年生だからって見下してるな!?　火ひ炙あぶりにしてやろうか！」

「なんでそうなる？　君、ちょっと落ち着け。錯さく乱らんしてるぞ」

　ところで、彼女は気づいているだろうか？　こんなに近くで土下座していると、ローアングルから彼女を見上げる格好になるから色々と見えて――ほほう。青の水玉か。スカートの中まで青にこだわっているんだな、感心感心。しかし、弥撒祈先輩はブランド物の下着しか穿かないということまでは知らないようだ。

「私は落ち着いている！　錯乱なんかしてない！　挙きよ動どう不ふ審しんでもないぞ！　隠し事なんて一切まったく全然ないんだからな！　絞こう首しゆ刑けいになんかされない！　……はず！」

　この子、何か疚やましいところでもあるのかな？　……あっ！　今、シャツの裾すそが翻ひるがえってヘソが見えた！

　私の背後から声がかかったのは、そんなことを考えていた時だった。

「君たち、こんなところで何を騒いでいるんだい？」

　どこかで聞いた覚えのある声……に、とてもよく似た声だった。

　その主を確認しようと振り返るよりも早く、バンダナの女子が今度は三十センチ以上跳び上がった。……くっ！　流石にブラチラまでは無理か！

「にゃうわらむらはまりゃんくにゃーっ!?　か、かっかかかかかっ、会長!?」

　そこまで長い奇声だとちょっとわざとっぽい……って、会長？

　立ち上がると同時に振り返り、後方二メートルほどの位置に立っていた人物を目にした瞬間、驚いて私まで奇声を発してしまった。

「みっ！　弥撒祈、先……ぱい？」

　夏の陽光照らす庭園の中、悠然と佇たたずむ美女。その身を包むのは、深い海を思わせる青く流麗なラインの改造制服。短めの髪は天の青を写し取り、優しげな瞳はサファイアの輝き。美び貌ぼうに微笑みを湛たたえるその人こそ、学園の女神、璃天弥撒祈――

「おや、荘司郎君。君がここへ来るなんて珍しいね。もっと頻繁に訪れてくれても構わないのだよ？　私はいつだって君を待っているのだから……」

　――の、コスプレをした、ちっちゃい女の子だった。

　いや、もうこれはコスプレなんてレベルじゃない。髪型も制服も靴も全て同じ。瞳や髪の青色も完全に同色。喋り方や立ち居振る舞いまで弥撒祈先輩そのものだ。

「どうしたんだい？　……ああ、この服装に驚いたのか。私にとって尊敬と憧どう憬けいの対象である弥撒祈さんに、少しでも近づけたらと思ってね。姿形だけでなく中身も……と努力してはいるが、なかなか難しい」

　顔立ちだけは弥撒祈先輩より大分幼いが、はにかんだような笑い方は、記憶の中にある先輩の笑顔と完璧に重なった。

　憧れの人に近づきたいという気持ちは、理解出来なくもない。私だって、白だった印章色シンボル・カラーを師匠と同じ黒色に変えている。だが、それをここまで極きわめた例も珍しい。

　弥撒祈先輩本人と異なる点と言ったら、身長と、本人のそれよりも若じやつ干かん目立つ胸部の膨らみくらいか。間違い探しかよ、とツッコみたい。

「そちらの君は一年生かな？　荘司郎君に随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうなことを言っていたようだが……親しみを込めた冗談、なのだろうね？」

「えうい!?　え、それは……でも……あの、その………………はい、そうです……」

　バンダナ女子を窘たしなめる表情や鋭い視線まで同じだ。ところで、さっきは総本部の中にいる会長に取り次ぐ、とか言ってなかったか？　でも、その会長が現れたのは私の背後……しょうもない噓を吐くなよ。

　それと、今気づいたが、会長は登場してからずっと背伸びしっぱなしだ。身長まで近づけようと常時背伸びしたままなのだろう。ヒールを履はけばいいのに、と思ったが、弥撒祈先輩はヒールを履かない人なのだった。

　一ひと頻しきり感心したところで、私は話を先に進めるため、彼女に話しかけた。

「あの……律令、先輩…………ですよね？」

「おっと、そうだったね。こうして君と会うのは初めてだった」

　そう言って、律先輩はスカートを摘つまみ上あげながら優ゆう雅がに一礼した。

「はじめまして。私は、皇家院学園高等部三年生の、姓は律、名は令、律令だ。璃天弥撒祈ファンクラブ会長を務めている。荘司郎君から見れば先輩に当たるわけだが、気軽に呼び捨ててくれて構わないよ。むしろ、そうしてくれたほうが嬉しい」

　発音も、口の動かし方も、どこか陶酔したような笑顔も、撮影した映像を見せられているみたいに、弥撒祈先輩そのものだった。

「それで、荘司郎君は何か用事があって来てくれたのかな？　私に会いに来た……と言ってくれると、この上ない喜びなのだけれどね」

　ああ、本当に、弥撒祈先輩が言いそうなことを、弥撒祈先輩が浮かべそうな表情を浮かべて言う。ただ、普段はほとんど目線の高さにある顔を、今は見下ろしているという違和感に、目め眩まいがしそうだ。

　どうにもペースが狂わされるが……露骨に殺意を向けられたり、問答無用で斬りかかられたりするよりはマシか。

　私は、誘拐の件は伏せ、手短に来意を説明した。その間、バンダナ女子は、まるで律先輩の目から逃れるように、私の背に隠れていた。

「なるほど……。伊集院君からの預かり物とは、おそらくコレのことだろうね」

　律先輩は手に持っていた鞄かばんから――これまた弥撒祈先輩のと同じ鞄だ――小さな鍵を取り出した。凹おう凸とつがないことから見て、おそらく電子ロックのキーだろう。

「それがどこの鍵なのか、先輩はご存じですか？」

「ああ、よく知っているよ。この部室棟の地下――視聴覚ホールの鍵だ」

　各部室棟の地下には大型スクリーンを備えた視聴覚ホールがある。監禁場所という言葉のイメージにはそぐわないが、完全防音のホールなら人質に騒がれても問題ないという判断だろう。

「つい昨日のことだよ。伊集院君本人が総本部まで来て、預あずけていったんだ。コレを渡すことを条件にすれば橘荘司郎を好きなだけ甚いた振ぶれるぞ……と言ってね」

　叡智の野郎……！　どれだけ私を痛めつけたいんだ!?

「凄いじゃないですか、会長！」

　戦せん慄りつを禁じえない私の後ろで嬉しそうな声を上げたのは、バンダナ女子。

「それじゃ、今からソイツを使って、この弥撒祈先輩に集たかる蛆うじ虫むし野郎を嬲なぶり物にするんですね!?　まずは何からいきましょうか！　水責め？　火責め？　あっ、吊つるし責ぜめなんかもイイですよね！」

「喜き々きとしてえげつない拷問法を提示するな！」

　ホントに実行されたらどうするんだ!?

　律令先輩は、中身まで弥撒祈先輩に近づこうとしているだけあり、表面上は私に対して好意的な態度をとっているが、その裏で一体どれほどの怨おん念ねんを抱いているか分かったものではない。人間は表と裏を使い分けられる生き物だ。

　心情としては今すぐここから逃げ出したい。しかし、ミャーを助けるためには鍵が必要だ。ここは……耐えるしかあるまい。火傷や凍傷には慣れているし、ちょっと千ち切ぎられたり毟むしられたりするぐらいなら我慢出来る。だが、抉えぐられたり刳くり貫ぬかれたりするのは嫌だなぁ。

　そんな風に考え込んでいると、

「ふむ……荘司郎君が必要なら持って行くといい。私には無用の物だ」

　そう言って、律令先輩は鍵を私に向かって差し出した。

「……ほえ？」

　一瞬、何を言われているのか分からず、変な声が出た。

「にょわうえうえぇぇぇぇぇぇぇ!?　どど、どうしてですか会長!?　その鍵があればコイツを石打ちにだって出来るんですよ!?」

「誰に何を言われようと、私が愛する荘司郎君を痛めつけたりするわけないだろう？」

　いえ、割と頻ひん繁ぱんに凍らされたりしましたが……などと思いつつも、律令先輩の小さな手から、鍵を受け取る。だが、どこか釈しやく然ぜんとしなかった。

　彼女は、弥撒祈先輩の私への愛情までをも真似ているのか？　そんなこと、出来るわけがない。仮に出来たとしても、やってはいけないことだ。

　公認ファンクラブの会長である律令は、弥撒祈先輩が認めた人物なのだから。弥撒祈先輩が認めたのは、ファンクラブそのものじゃなく、律令という一個人なのではないのか？　それなのに、その一人格を放ほう棄きするような真似を弥撒祈先輩が許すわけがない。

「この鍵は、律令先輩にとっても無用の物なのですか？　……弥撒祈先輩ではなく、律令先輩にとっても」

　じっと、私は青い瞳を見つめた。弥撒祈先輩によく似た、けれどもまったく違う、律令先輩の蒼眼を。

　その目が、何かを諦めたように、伏せられた。

「……………………」

　少女は俯き、無言。背伸びしたままの脹ふくら脛はぎが、プルプルと震える。

　やがて、律令先輩は顔を上げて――

「たちばなそーじろー！　あたちはアンタのことだいっきらいよっ!!」

　叫んだ。キッと私を睨にらみつけた青い目には、涙が溜まっていた。

「「あ……あたち？」」

　なんの前まえ触ぶれもなく晒さらされた律令先輩の地に、私もバンダナ女子もリアクションをとるのを忘れるくらい驚いた。

　構わずに、律令先輩は叫ぶ。

「アンタなんかだいだいだいだいだいだいだいだいっっっっっっっきらいっ!!」

　弥撒祈先輩には到底作ることの出来ない、拗すねた子供のような幼い表情で、叫ぶ。













「きらいよっ！　弥撒祈さんに好かれてるくせに、愛されてるくせに、アマツカゼミライなんてバカ女とばっかりイチャイチャイチャイチャして！　弥撒祈さんがどれだけ辛い想いをしているか考えもしない最低最悪のクズやろー!!」

　――でも。

「弥撒祈さんは、そんな最低人間のこと、本気の本気で愛してる。アンタのことを話してくれた時の弥撒祈さんの笑顔……あたちの知らない笑顔だった。自分の全部で恋をしている人の顔だった。あたち、泣きたい気持ちだったのに、笑っちゃったもん。幸せで幸せすぎて、周りの人まで幸せにしちゃう笑顔だった」

　――だから。

「あたちには、こんな鍵モノいらない。あたちは、大好きな弥撒祈さんを悲しませるような、最低最悪のクズになりたくないもん」

　一息に言って、律令先輩は押し黙り、また俯いた。彼女の脹ら脛がプルプル震えているのは、背伸びしているからだけではない。今は、細い肩も震えている。その震えが、彼女の中のどんな感情を押さえ込んでいるためのものなのか、私には分かった。

　そして、弥撒祈先輩が彼女を信用している理由も、分かった。

「か、会長ぉ……！　その気持ち、わかりますぅ……うじゅじゅぅ～……」

　律令先輩の瞳に溜まった涙は零こぼれ落おちなかったというのに、バンダナ女子は見事に貰もらい泣きしていた。さりげなく私の背中で鼻水を拭こうとするな。

「先輩、ありがとうございます」

　私は深く頭を下げた。そこには、謝罪の意味も込めたつもりだった。

　律令先輩が顔を上げると、既に涙は残ざん滓しすらない。

「なに、私が君に尽つくすのは当然のことさ。お礼など言われたら逆に困ってしまうよ。……それより、急ぐ用事があるのだろう？　別れは惜おしいが、その分、次に会えた時の喜びは大きくなるからね」

　これなら、律令先輩のファンクラブが出来てもおかしくないな……と、そう思えるくらい、飛び切り素敵な笑顔だった。

　もう一度、感謝の意を告げ、走り出す――と、その前に。

「そこの……名も知らぬバンダナを着けた女子」

「ああ？　なんだよぅ。さっさとどこへでも行っちゃえ！」

「知らないだろうが、弥撒祈先輩はブランド物の下着しか穿かないぞ」

　硬直するバンダナ女子。その隙すきに全力でダッシュ。一撃離脱だ。

「にゃらうらうっ!?　……こ、このっ！　待てっ！　お前、私のパンツ見たなぁっ!?　弥撒祈先輩が〈Hexaヘキサ×Hexaヘキサ〉ってブランドの高そうな下着を着けていることくらい私だって知ってるんだぞ!!　くそったれー！　ペリロスの牡お牛うしの中で焼け死んじゃえ、痴漢野郎!!」

　真っ赤な顔で喚わめき散ちらすバンダナ女子と、

「ほぉ……？　私の愛しい人に向かって死んじゃえとは、穏おだやかでないね」

「わまめれんにゅ!?　いえ、い、今のは違くて……」

　それを弥撒祈先輩ばりの恐ろしげな視線で諫いさめる律令先輩。

　遠ざかる少女二人の楽しげな会話に、少し後ろ髪を引かれながらも、私はミャーを助けるために全力で走った。エレベータを待つのも億おつ劫くうで、転がり落ちるような勢いで階段を下り、向かうは地下、視聴覚ホール。

　ミャーと……おそらくは叡智の待つ場所へと。

　あの男は私を痛めつけたがっている。だから、鍵を律令先輩に預けた。しかし、その思惑は外れた。どこかから私の様子を見ていたとしたら、思い通りに進まぬ事態に、さぞや苛いら立だっていることだろう。

　あの男は、律令先輩ほど強くないから。




　――ん？　待てよ？

　あのバンダナ女子……どうして弥撒祈先輩の愛用ブランドを知っていたんだ？























　視聴覚ホールに着いた私は、何よりもまず、玉虫色の煌きらめきを探した。

　再び具ぐ現げん化かさせた弓矢を握にぎり、観かん音のん開びらきの分厚い防ぼう音おん扉とびらを開くと、そこは横の幅が広い体育館のような空間だった。正面奥に見えるのは、大がかりな演劇にも使える奥行きのある舞台だ。座席は、今は床下に収納されている。

　床は足音を消すための灰色の絨じゆう毯たん、四方を囲う壁は白色、舞台の手前に立ち、同じデザインの改造制服を身につけた男女は、黒。

　玉虫色は、どこにもなかった。

「予想していたよりも早かったな。一いち六ろく制せい限げんのクズの割にやるじゃないか。それとも、僕の部下が不ふ甲が斐いなかっただけかな？」

　白い顔に口元だけで笑みを形作り、伊い集じゆう院いん叡えい智ちが言った。

「鏑かぶら木ぎ一人で私を倒せると踏んだ部長の判断ミスではないのか？」

「減らず口を……！」

　忌いま々いましげに呟つぶやく叡智は、左手で、右袖そで口ぐちのボタンを弄いじくっている。

「ミャーはどこだ？」

　叡智の右みぎ眉まゆが跳はね上あがる。整った美形が、不ふ愉ゆ快かいに歪ゆがむ。遠目からでも、ヤツが歯は軋ぎしりしたのが分かった。叡智の腰の左右両側に、太い鞭むちが二本、携たずさえられているのも。

「ふんっ。注意力のない男だな。さっきからそこにいるだろうが」

　吐き捨てるように答え、叡智は自分の右後方を指し示した。

　それは白い物体だった。一メートルと少しくらいの高さで、白く見えるのは、何か大きな布……シーツのような物をかけられているためだ。

　よく目を凝こらすまでもなく、その物体には頭部と肩らしきラインが見て取れる。誰かが椅い子すに座らされた状態で、頭から足あし下もとまでを完全に覆う大きさのシーツを、スッポリと被かぶせられているのだ。

　弓を握る手に、力がこもった。

「騒がれては五う月る蠅さくて適かなわないからな、椅子に縛りつけた上で眠らせている。無論、薬品ではなく法ほう力りきを用いた。後こう遺い症しようは残らない」

「言い訳のつもりか」

「僕の矜きよう持じの問題だ」

　正直に言って、ミャーの姿が見えないようにしてくれたのはありがたかった。

　もし、囚とらわれのミャーの姿を直視してしまっていたら、きっと私は暴走していただろう。我を忘れて叡智に挑み、呆あつ気けなく返かえり討うちに遭あっていただろう。

　怒りの感情とは、脳ではなく肉体から湧わき起こるものだと、私は知った。

「橘荘司郎、貴様だって、特別な女の前で、無様に地に這はいつくばる姿を見せたくはないだろう？　僕は優しいんだ」

　シーツを被せられたミャーの後ろ、一歩下がった位置に、春日かすが井い九く々くが立っている。俯うつむいていて表情は読み取れないが、武器も持っていないし、戦いに参加する気はないと見える。

「ここまで御お膳ぜん立だてをしておきながら、最後は部長様御自ら手を汚すか。随ずい分ぶんと杜ず撰さんな計画だったな、叡智」

「黙れ。貴様如ごときが僕の計画を全て知り尽つくしたように語るな。どのような経路を辿たどろうと、貴様が僕の前で這いつくばり、血ち反へ吐どを吐き、惨みじめったらしく許しを請こうという結末は変わらないんだ」

　叡智は、腰の鞭の柄を握り、軽く一振りした。ビュオウッという風を切る音ともに、纏まとめ上あげられていた太い鞭が解かれる。巨大なニシキヘビを思わせる太さと長さ。とても普通の鞭として扱あつかえる代しろ物ものには見えない。法力で強化することが前ぜん提ていの武器だろう。

　私は弓を構え、矢を番つがえる。同時に、二射目三射目を続けて放つために、矢だけを具現化する紋様を展開する。

「弓矢か……くくっ。貴様のような低脳には相応ふさわしい、野や蛮ばんな武器だな」

「鞭が高貴な武器だとも思えんがな」

　叡智との距離は十メートルも開いていない。叡智の身体強化なら、この程度の距離は一瞬で詰められる。そう考えると、コチラから先制攻撃を加えたいところだが、位置がまずい。ここから叡智を狙ねらうと、矢の風圧にミャーを巻き込んでしまう。

「くはははっ。無い知恵を無理に絞しぼっているようだなぁ。そら、頑がん張ばって僕に勝てる方法を捻ひねり出だしてみせろよ」

　確かに、一六制限と唯ゆい制せい限げんの差は、絶望的なまでに大きい。扱える供きよう用よう行こう使しの種類にも万単位の差があり、身体強化も効力に仔猫とライオンほどの違いが出るだろう。

　唯一のつけいる隙すきと言えば、私はある程度荒事に慣れていて、叡智はそうでもないということ。そして、私の目的はミャーを取り戻すことであって、叡智を倒して優越感に浸ひたりたいというわけではない、ということだ。

「そうだ。どうせ僕の勝利が決定づけられた戦いなのだから、貴様には、一つ実験台になってもらおうか」

　今度こそ、叡智はその白い顔いっぱいに笑みを浮かべた。嘲笑をだ。

「僕が開発した新行使の獲物にな！」

　叡智の右腕から銀色のラインが逬ほとばしった。伊集院叡智の印章色シンボル・カラー。

　行使者に似て神経質そうな行使紋様は、瞬またたく間に分岐して枝を伸ばし、右手に握られている太い鞭を覆い尽くした。見覚えのない固有系統。描かれる幾き何か学がく模も様ようは未知のものだ。認定前の新行使というのは本当らしい。

　通常、一般の研究者などが開発した独自の行使は、国の定める〈行使認定審査〉を受けなくてはならない。国立法力研究所で行われるその審査をパスしたのちに等級が与えられて、制限される行使に含ふくまれるようになる。

　つまり、認定審査を受ける前の新行使は、たとえどれだけ危険性の高い行使でも、受ける制限に関係なく発動出来るということだ。ただし、法ほう力りき省しようの認可を受けた特定の研究機関や実験施設でなければ、未認定行使の発動は犯罪になる。

　皇家院学園は、その全域が、法力省認可の特殊実験施設に指定されている。

　叡智の持つ鞭を覆い尽くし、強い銀の輝きを放って発動された行使は、鞭の組そ成せいに干かん渉しようして、その構造を大幅に改変する行使であるように見えた。

『キシュオォォォォォォ――――――――……』

　鋭い刀を擦すり合あわせたような音が、視聴覚ホールに響き渡る。

　銀の光が収まった時、現れたのは――蛇へび。

　皮の光こう沢たくを放っていた鞭は、全身を銀色の鎧で覆われた蛇に姿を変えていた。

　鈍い光を放つ装そう甲こう板ばん、爛らん々らんと輝く青い目は無機質、宙に浮かんだ体がのたうつ度たびに、ジャリジャリと不快な金属音がする。

　それは、機械の体を持つ大蛇だった。

「くっははははは！　いいぞ、橘荘司郎！　貴様のその表情！　蛇に睨まれ恐怖に震える猿さるの顔だ！　僕の〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉を前に、声も出ないか！」

　機械蛇の体長は私の身長よりも長大。金属で構成された体は重そうで、単純な体当たりでも大ダメージは必ひつ至し。その上、自由に宙を舞えるとしたら、細長い体たい軀くは弓で狙い撃つのも困難だ。確かに……これはまずい。

「さて、これでもう僕の仕事はなくなったよ。この〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉は、紋様に組み込んだ指示に従って自立稼働する。あとは……分かるだろう？」

　機械蛇と目が合う。私の頭を丸ごと飲み込めそうなほど、口が大きく開かれる。

「止めるための方法は二つ。〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉自体を破壊するか、僕が自分の意思で行使を解除するか……それだけだ」

　弓矢を構える両手の指先が焦しよう燥そうに痺しびれる。一滴の汗が、顎あごを伝って、落ちた。

「そう言えば……さっきは妙なことを言っていたな。僕が自分の手を汚す……とかなんとか、意味の分からないことを」

　叡智が笑う。

　機械蛇が、その長い体を一瞬、縮ちぢめた。

「貴様如き……僕が相手にするわけないだろうがッ!!」

『ギュシュオオオオオンッ!!』

　叡智の叫びに鳴き声を重ねた機械蛇が、爆発的な速力で突進してきた。

　私は弓矢で機械蛇の頭を狙おうとしたが、すぐに構えを解いた。

「く……そ、ちぃっ！」

　機械蛇の動きが速すぎて、猛烈な突進を躱かわすので精一杯だったからだ。

　勢い余った機械蛇は、ミサイルよろしく頭から床に突っ込んだ。

　金属の塊かたまりが激突する凄すさまじい轟ごう音おんと衝撃。まるで、すぐ目の前で乗用車同士の正面衝突事故が起きたみたいだった。

　床を突き破り、のたうつ尾だけが見える光景は滑こつ稽けいだが、まったく笑えん。もし、突進を避よけきれず、掠かすりでもしていたら、それだけで肉を抉えぐられていたかもしれない。

　ガッシャガッシャと音を立て、床から引き抜かれた頭がコチラに向けられ、その青い目が私を捉とらえてビコーンと光った。

　ああ……３Ｄアクションゲームのキャラの気持ちが少し分かったような気がする。

　タゲられるって、こういう状況のことを言うのか。

「なんだ！　なんだなんだなんだなんだ！　逃げるだけか！　無抵抗の猿を嬲なぶっても、つまらないじゃないか、橘荘司郎！　もっと必死に抗ってみせろ！　くははっ！」

　機械蛇の再びの突進に、慌てて立ち上がり、弓矢を抱えて逃げ出す私を見て、叡智が歓声を上げた。

　ゴドンッ!!　ゲームのＳＥとは違い、空気の振動を伴ともなう轟音。機械蛇の攻撃は単純な突進だけだが、動きが速すぎる。弓矢で反撃するどころか、紋様を構築する暇ひまもない。

　おまけに掠っただけで致命傷必至の攻撃力に、鎧で覆われたボディは生なま半はん可かな攻撃などでは揺るぎもしないように見える。

『キシュ……キシュシュォォォンッ！』

　甲かん高だかい鳴き声と共に執しつ拗ように繰り返される突進。集中していれば避けるのは難しくないが、数分に満たぬ攻防で、既に視聴覚ホールの床や壁は穴だらけだ。

　私の集中力と体力が永遠に持続するわけもなし、こうなったら行使者の叡智を直接狙うしかないか？　だが、ヤツはさっきからミャーの近くを離れようとしない。強化された弓矢の威力では彼女も巻き込んでしまう。

　卑ひ怯きよう、卑ひ劣れつ、姑こ息そく、汚い……そう罵ののしってやりたいが、私が叡智の立場でも同じようにするだろうな。有効な戦法だ。

「――うおわっつ!?」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回された尻尾の先が、私の足下すぐ横の床を叩いた。叩くと言うより、薙なぐが近いか。大きな金属製の斧を振り下ろしたかのように、床が抉れていた。

「さっきからどうした？　自分の愚おろかさばかり証明しているぞ？　〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉には学習機能こそないが、状況に応じて攻撃パターンを変えるくらいのことは出来るんだよ！　ただ逃げるだけの貴様よりは賢いんだ！」

　これは本格的にまずいかもな。叡智の暴言に苛立ち始めている自分がいる。

「なら、やっぱり賭かけに出るしかないか」

　勝率は二割がいいところだけど……と呟きながら、弓矢の具現化を解除する。空気中に溶け出すように、漆しつ黒こくの和弓は消滅した。

「ほお……？　何かする気か？　面白い！　やってみろよ！」

　ホール中を走り回りながら、行使紋様を展開する。叡智が見せつけてくれた、鞭を機械蛇にする行使〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉の紋様を思い出しながら。

「むっ？　あの独特な、気味の悪い紋様は……くくくっ……くははははははははッ!!」

　私の企たくらみを見抜いたのだろう。叡智は、そのまま後ろに倒れるんじゃないかというくらい踏ふん反ぞり返って大笑いした。

「〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉かっ！　これはこれは……一六制限の貴様が第一級行使を使おうとするとは、面白い趣しゆ向こうじゃないか！」

　――〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉。

　我が師匠が開発した、空前絶後にして究極の固有行使である。

〈アガレの法力〉の行使によって生ずる奇跡は、等級や系統とは別に、大まかに〝瞬発性〟と〝継けい続ぞく性せい〟の二種に分類出来る。

　具体的には〈突風レ・ツテ・ジー〉や〈発破ヴイ・ヴイ・エイー〉のように、効果が一瞬ないしは数秒で切れるものが〝瞬発性行使〟。〈波濤パー・リヤ・リ〉や〈獣化ロ・トン〉のように、永続的ないしは、行使者本人の意思で解除するまで続く行使を〝継続性行使〟と呼ぶ。

　師匠の〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉とは、その継続性行使を強制的に解除するという、驚きよう嘆たんすべき奇き絶ぜつの行使なのである。

　叡智が発動した〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉は、間違いなく継続性行使だ。さらに、私はその行使紋様を目の前で見て、把握している。つまりは、師匠の〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉でもって解除可能ということだ。

　しかし、問題はある。

〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉は、とっくの昔に第一級と認定されてしまっていて、一六制限の私には発動出来ないのだ。

『キィィィシュオォォォォォッ!!』

　機械蛇のしつっこい突進を躱す。段々と尻尾の動きも読めてきた。機械蛇のほうは相変わらずブレーキ性能が悪いようで、そのまま何度目かの床下ダイブを敢行した。

　紋様の構築はもうすぐ終わる。師匠オリジナルの〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉から継続性行使解除の効果だけを抽出し、私が開発した新行使だと胸を張って言えるくらい大だい胆たんなアレンジを加えた紋様だ。

　――もしかして、ひょっとしたら、万が一、ここまでアレンジすれば制限に引っかからないんじゃないかな～……と、期待しつつ。

　頭を床から引き抜いた機械蛇が、私の背よりも高い空中で鎌首を擡もたげる。走り回るのをやめた私を見つけて、ニンマリと笑ったような気が、した。

　キシキシと金属の体を軋きしませながら、首を窄すぼめ、力を溜ためるように静止し、

『ギュイィギィィィィシュオオオオオオオオオオッ!!』

　獲え物ものたる私を飲み込まんとするかの如く大口を開き、突っ込んでくる。

　私は待った。斜ななめ上方から飛び込んでくる銀色の大蛇を。目を見開き、恐怖を押さえつけ、臆おく病びような足を叱しつ咤たして。

　機械蛇の顎あぎ門とが眼前にまで迫り――私は避けた。

「ッ――おぉッ!!」

　ほんの数センチだけ体を動かし、身を躱す。

　襲い来る風圧。足下から伝わる激突の衝撃。蹌よ踉ろけそうになりながらも、尻尾で打たれるよりも早く、我が流りゆう〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉の紋様の端はしを、機械蛇の装甲の隙間へと滑り込ませる。

　そして――発動。

　周囲が黒い光に満たされる。私と機械蛇を包み込む。ラインを通して機械蛇の体の中へと進入していき――そのまま、消えた。

　ともに消えるはずだった、のたうつ機械の大蛇を残して。

　耳みみ障ざわりな叡智の哄こう笑しようが、遠くに聞こえた。

「ちくしょう」

　駄目か。やっぱり。……負まけ惜おしみでなく、そう思った。

　以前に試したことがあったのだ。同じことを。師匠の御前で。結果も同じだった。

　けれど、その時、無ぶ様ざまな失敗を演じた私に、師匠は仰おつしやった。




『駄目だな。まだ駄目だ。だが、明日や明後日あさつてや明々後日しあさつても駄目かは分からない。明日は今日よりもマシな駄目でいられるよう、努力すればいい』

（橘荘司郎著『我が師匠、魂の名言集』第一巻七十二頁より抜ばつ粋すい）




　そう。私には次がある。確かに駄目ではあったが、まだ駄目というだけだ。

　叡智との戦いもまだ続く。ミャーを助けるまで、まだまだ続く。

　師匠の御言葉を思い出し、折れそうになる心の支ささえとし、戦い続けるために、一旦、機械蛇から距離をとろうとした――その時。

「気が変わった」

　背後から、笑いの滲にじんだ声がして、

「――ぐぶっ!?」

　胴どうが千ち切ぎれたのではないかと思うほどの衝撃が、腰の辺りを襲った。

「僕も……手を汚してみたくなったよ、橘荘司郎」

　いつの間にか、私の背後にまで来ていた伊集院叡智が、左手の太い鞭を、大きく振り上げるのが見えた。

　ビュオンッ、という風切り音がして、今度は背中を打うち据すえられた。悲鳴も上げられぬほどの激痛に、体が勝手に仰のけ反ぞる。

　笑顔の叡智は、また鞭を振る。一回、二回、三回……。

「くはははははははははははははははははははははははははッ!!」

　火傷にも似た全身の痛みに霞かすんだ意識の中、叡智の哄笑と、太い鞭が風を切る音だけが聞こえる。体を打たれる音は、体の内側から響く、私自身の悲鳴のようだった。

　機械蛇の行使を解除した鞭も加わり、嵐のような二本の鞭の連打の中、私の体は風に翻ほん弄ろうされる木この葉はの如く舞っていた。

「クズに！　相応しい！　格好だな！　くははっ！　愚かで！　無ぶ様ざまで！　滑稽で！」

　浴あびせられる鞭の乱打で視界は激しくぶれ、耳だけが正常で、狂ったような叡智の笑い声と、その向こうに女性の声が聞こえた。

「おやめ……ください！　叡智様！　もう、おやめください！　勝負はついていますから！　それ以上は、殺してしまう……」

　悲痛な泣き声だった。けれど、その声は、鞭の風音にすぐ掻かき消けされてしまった。

「どうだ！　どうだ！　どうだ!!　これが僕の力なんだ！　貴様も、あの魔女も、吾あが妻つま八や重えも、魅み雷らい君も！　全ての人間が平へい伏ふくすべき者の力だッ！　優れたる者の力だッ！　見下すことも！　哀れむことも！　誰にも何にも許されていないんだッ！」

　叡智は酔いしれていた。他者を思うさま蹂じゆう躙りん出来るという快楽に刺激され、欲望を解放し、自身の願望をさらけ出す。

　やがて、何か重たい物が倒れる音と、背に感じた柔らかな絨じゆう毯たんの感触に、私は鞭の嵐がやんだことを知った。倒れたのは自分の体だということも。

　視界を取り戻しても、恐ろしくて自分の体を確認することが出来ない。腕の感覚も、足の感覚も、痛みも何も感じなくて、ひょっとしたら、両腕両足ともに千切れてしまっているんじゃないかと思った。

　数秒して、ジワリジワリと感覚が戻ってきた。痺れるような痛みが、手足から脳に向かって這い上がってくるように感じた。激しい疼とう痛つうが、四し肢しの存在を教えてくれた。

「はぁ……はぁ……！　思い知ったろう、橘荘司郎。自分の立場を」

　荒い呼吸音混じりの声。叡智が私を見下ろしていた。

「よく覚えておけ。この状態が、僕と貴様の力関係なんだ。貴様は僕の足下で、無様に惨めったらしく目立たぬように生きていればいい」

　見上げた叡智の瞳は暗く濁にごっている。しかし、その満足げな笑顔に、私は安あん堵どした。

　――よかった。これで終わりだ。

　私が求めたのは勝利じゃない。ミャーの解放だ。私は彼女を助けに来た。

　確かに、叡智を倒せばミャーを助けられる。でも、私が倒されても、結局ミャーは助かるんだ。私を好きなだけ痛めつけて満足すれば、叡智にはもうミャーを監禁しておく理由がない。

　だからミャーは解放される。私の怪我はじきに治る。それで全ては解決だ。

　私としても、ミャーを取り戻して、お礼に脇腹とかをくすぐらせてもらえればそれでいい。あとのことは八重委員長にでも任せよう。

　出来るなら、叡智をぶっ倒してカッコよくミャーを助けたかったけど、そういうのは私には似合わない。

　だから、これでいいんだ。カッコ悪いし、体中が痛むが、これでいい……。

「ふん、無様な姿だ。コレを見れば、魅雷君も貴様への懸け想そうが過あやまちにしかならないと気づいてくれるだろう。……女というのは面倒臭いものだな。僕と貴様、どちらのモノになっていれば幸せかなんて、そんな簡単なことも分からないのだから」

　目の奥で火花が散ったような気がした。

　ガチンという重々しい音を立てて、脳が今まで封じてきた何かを解放した。

「……叡智。これで……気が、済んだか？」

　私は、自分の顔に、哀れみの表情が浮かんでいることを自覚した。

　叡智は時が止まったかのように硬直し、白い顔から表情が消え失せた。

「……き、さま」

　徐じよ々じよに、虚うつろな顔に感情が満たされていく。抑おさえの利きかない憤ふん怒どが。

　鞭に力が込められる。銀色のラインが太い鞭にまとわりつき、人を殺す威い力りよくが、意志が、与えられる。

「僕を！　僕を見下すなぁぁ――――――――ッ!!」




　瞬間、ホールの天てん井じようが、爆発した。




　頭上から発した爆発音と衝撃が、ホールの空気を掻き回す。

「――っつあ!?　な、なんだっ！」

　叫んだ叡智の手は止まっていた。何が起きているのか分からないのは、私も同じ。

「くっ……なっなにが、天井が!?　くそっ！」

　空が、落ちてくる？　いや、天井が崩落しているんだ。

　落下の衝撃に砕けた建材の破は片へんが飛んできて、叡智は顔を庇かばいながら悪態を吐ついて私から離れた。身動きのとれない私は破片の礫つぶてと粉ふん塵じんをもろに浴あびた。

　天井に残されたライトが明滅する中、崩落が収まり、顔を上げて辺りを観察する余裕が生まれてから、ようやく、私はこの現象の原因を知った。

　天井が爆発したのではない。何かが天井を貫つらぬいてホールに突入してきたんだ。

　その何かが、ホール中央で山を成す瓦が礫れきの上で、ゆっくりと立ち上がった。

　目についたのは、棚引く赤。頭の後ろと左右で三つに束たばねられた深しん紅くのトリプルテール。はためくも赤。その小柄な体軀を包む、烈火の改造制服。そして、煌きらめくもまた、赤。睨む全てを射い竦すくめ圧す、炎を秘めし紅蓮の瞳。

　叡智と春日井は驚愕している。目を見開いて、言葉もないとばかりに。叡智は口をあんぐりと開き、春日井はシーツを被せられたミャーを崩落の衝撃から守るような立ち位置で、同じような顔をしている。

　この場で、私一人だけが――呆れていた。

「君の登場は頭上からというのがデフォルトなのか？　……魅雷」

　史上希まれに見る暴力的な登場を果たした深紅の隕いん石せきは、天あま津つ風かぜ魅雷であった。

「別に、ちょっと急いでただけよ。エレベータで降りてくるよりも早かったでしょ？　そんなことよりさ――」

　ほとんどテロ攻撃のような行為を〝そんなこと〟の一言で片付けて、魅雷は軽やかなステップで瓦礫の山から降り立った。

「――ソウジ、なんでボロボロになってんの？　満まん身しん創そう痍いじゃん」

「……察さつしてくれ」

　説明する気力はなかった。

　魅雷は私の近くに腰を下ろすと、腕を持ち上げたり、顎あごを左右に動かすなどして、私の怪我の様子を確認した。実に手慣れた動作である。魅雷は父親の影響もあって、介かい護ごや救急救命などの資格を持っているのだ。

「な……何故！　どうして魅雷君が、ここに……？」

　私も訊きたいと思っていたことを、叡智が代わりに訊いてくれた。しかし、魅雷は答えない。私の傷の具合を見ることに専念している。

「骨は大丈夫みたいね。腹はどう？　この辺りは？　押すと痛むとか、逆に何も感じないとか、ない？　頭は……打ってないみたいだけど、痛んだり違和感とかない？」

「あ、はい。大丈夫です」

　何で敬語なのよ、と魅雷は少し笑った。

「見た目ほど酷ひどい怪我は負ってないみたいね。打ち身がほとんどで出血もなし。まあ、アンタの身体強化って、いっつも防御に極ごく振ぶりでしょ？」

　ええ、そうです。君や弥撒祈先輩に殺されないよう、私も必死なのです。

「しばらくすれば動けるようになるわよ。一応、法力で応急処置はしとくけどね」

　ポンポンと、安心させるように私の胸を軽く叩く。どうやら一区切りついたようなので、私は無視された叡智に代わって問うた。

「そうか……で。治療の前に訊きたいんだが、君はどうしてここに？」

「決まってるじゃない。下着泥棒をとっ捕まえに来たのよ」

　私は跳ね起きた。

「誤解ですから!!」

　そして土下座した。痛みも痺れも吹っ飛んでいた。

「冤えん罪ざいなんです！　無実の罪なんです！　風紀委員のドＭどもにハメられたんです！　信じてもらえないかもしれないけど本当なんです！　命だけはとらないでッ!!」

　魅雷は私を殺しに来たのだ。彼女の下着には興味を示さないくせに他の女の下着を盗んだとして、制裁を加えるつもりなんだ。優しく治療してくれているのは、より長く地獄の責め苦を与えてから殺すために違いない。

「分かってるわよ。アンタが無実だってことくらい」

「そうなんです無実なんですッ！　…………って、え？　分かって……る？」

　空耳……じゃ、ないよな？

「それはつまり、私が下着泥棒でないと信じてくれる……ということ？」

　そう言ってるじゃない、と魅雷は微笑んだ。裏のない笑みだった。

「だって、淫いん売ばい――璃天弥撒祈の下着も盗まれたんでしょ？　あたしのならともかく、あの貧ひん乳にゆうクソババアのぺったんこブラなんか、アンタが盗むとは思えなかったし」

　そういうことかよ。私としては、女性の胸の良よし悪あしを大小の差のみに求めるのは愚おろか者のすることだと思うが。

　だが、じゃあ、なんで「下着泥棒を捕まえるために来た」と言ったんだ？

「こんな所で出会えるとは奇遇だね魅雷君！」

　叡智が大声で会話に割って入ってきた。

「もしやこの偶然は君と僕の相性の良さを示す現象かもしれないきっとそうだところで今日も赤い髪が素敵だね宝石のルビーのように輝いているでも僕にとっての一番の宝石は君自身だその美しさに目を奪われてしまうんだ」

　私は戦せん慄りつした。

　こんな棒読みのセリフ聞いたことない。抑よく揚ようが全くの皆かい無むで、通話前の受話器から聞こえる『ツ――――』という電子音を聞いているみたいだった。

　魅雷を……好きな女の子を前にして、上手く喋しやべれなくなるほどに緊張しているのか？

「僕はこの世界で僕ほど君に相応しい人間はいないと考えている能力や家柄からしても妥当な結論だそれに僕は第一級相当の新行使を開発したんだこれが認定されればそれを功こう績せきとしてアガレエクラテスに必ずなれるだから僕のぱ、ぱっぱパートナーに……」

　私は慄りつ然ぜんとした。

　叡智は魅雷を口く説どこうとしているのだと気づいたからだ。……ここまで傲ごう慢まんで嫌みったらしい口説き文句を聞かされたのは初めてだが。

　ただ、それでも叡智は大真面目であるらしい。顔を耳まで真っ赤にして直立不動。これで魅雷が応えてくれると信じているように見えた。幼おさな馴な染じみが暴行され、その暴行した犯人に口説かれ喜ぶ人間がいると、本気で思っているように見えた。

「……………………」

　魅雷は無言だった。叡智のほうを見もしない。

　叡智も無言だった。魅雷の答えを待っている。

　春日井も無言だった。見ていられないとばかりに、叡智から目を逸らしている。

　凪なぎのような沈黙を破ったのは、カチャリ……という扉が静かに開かれる音だった。




「しつれーしまーす……」




　控ひかえめに声をかけ、中の様子を窺うかがうように、扉の隙すき間まから顔を覗かせる少女。

　皆の視線を一いつ斉せいに向けられ、怯ひるんだように震えた。

　その時、一緒に揺れた長い髪の色は、玉虫色。

「あっ、玉子。遅いじゃない。こっちよ、こっち」

「み、魅雷さーん！　先に飛んでっちゃうから心配しましたよー」

　同じく玉虫色の瞳を安堵に潤ませ、トテトテと小走りにコチラへやって来る。

「あれ、荘司郎さんも……えッ!?　そ、荘司郎さん!?」

　私の姿を認めて一瞬浮かんだ笑顔が、掻き消える。驚きに見開いた目から玉の雫しずくを溢あふれさせ、少女は飛び込むようにして私に縋りついてきた。

「どうしたんですかぁっ！　何があったんです!?　なんで、なんで、こんなボロボロに……ああっ！　け、怪我してるじゃないですか！」

「ちょ、ちょっと玉子。荘司郎は大丈夫よ。見た目ほど酷くないから平気――」

「だいじょぶじゃないですっ！　ぜんぜんへーきじゃないですよっ!?　こんな、こんな怪我したら……荘司郎さんが……そーじろーさんが、死んじゃうぅぅっ!!」

　遂ついに、少女は声を張り上げて泣き始めた。綺き麗れいな顔を溺おぼれそうなほどの涙と鼻水で汚す姿に、私の胸は締めつけられる。

　身みも蓋ふたもなく泣きじゃくる彼女の頭を撫で、死なないから、大丈夫だから、泣きやんでくれ……そんな言葉を繰り返す。

　少し落ち着くのを待ってから取り出した奥の手は、約束のこと。

「おぼえて……ます……そーじろーさんとの約束！　そーじろーさんは、約束を守ってくれる人です！　守ってくれました！　私の所に戻ってきてくれましたっ！」

「だろ？　それじゃ、もう泣きやんでくれるよな？」

「あう……うじゅじゅ…………は、はいっ！　荘司郎さんっ！」

　慌てて目の周りをゴシゴシ。涙を拭って、ニコーっと笑顔。

「……ったく。荘司郎の言葉は聞くんだからさ……ほれ。顔貸しなさい。キレイにしてあげるから、もう」

「わぷっ……す、すびばぜん……魅雷さん……」

　魅雷の赤いハンカチに顔を拭いてもらい、鼻に当てられたティッシュで、ちーん！

　二人の少女は、仲なか睦むつまじい姉妹のように見えた。

「それで……だ。ミャー、君に訊きたいことがある」

「はい？　なんですか？」

「君は、どうして、ここにいるの？」

　玉虫色の少女はキョトンとした様子で、ふにっと首を傾かしげた。

「私が、どうして、ここにいるのか？　うーん……あっ、わかりました！　それはズバリ哲学的命題ですね!?　存在が存在するのは存在の存在が存在しないという……」

「いや、違うから」

　ちょっと頭の中で整理してみよう。

　そもそも、私は叡智に誘拐されたミャーを助けるため視聴覚ホールへとやって来た。

　しかし、現在、ミャーは私の目の前にいる。見る限り、拘束されていた様子もない。触れられるということは幻覚でもないだろう。

「なら……アレは、誰？」

　私が指差し、皆の視線が集まるのは、白いシーツを頭から被かぶせられた人物。

　ミャーだと信じていた人物が、教師に指された生徒のように、スックと立ち上がり、私たちのほうへと駆けてくる。純白の布が落ち、その下から現れた姿は――




「そぉじろぉ～～!!　我が友よぉ～～～～!!」

　博物学研究会部員ナンバー五、高たか須す優ゆう一いちだった。




「必ず来てくれるって信じてたぜ、荘司郎！　俺っち、感動しちまったよ！　裏切り者だなんだって言っても、やっぱ俺のこと親友だとおぼぶふぉあっ!?」

　笑顔で駆け寄ってくる高須に、私は回し蹴りを見舞った。

「ごはっ！　いっ……てぇぇっつーの!?　い……いきなり何しはりますのん!?　荘司郎はん!?　思わず見み惚ほれっちまうくれーの見事な蹴り技でしたけど!?」

「黙れ、カスイチ！　このロリコンがっ!!　どこから湧わいて出た！」

「湧いて出るとか、人を害虫みてーに言うなよ！　荘司郎は俺を助けに来てくれたんだろう!?　親友として！」

「なぁにが親友だ！　幼い魅雷の写真と引き替えに私を売り払った男がッ！」

　高須は、ひどいわヨヨヨ……と、わざとらしく泣き崩れた。カスイチの綽あだ名なに相応しい軽薄っぷり。頭ず蓋がい骨こつの中まで軽量化してやがるのだ。

「くっはははははは！　クズはクズ同士で仲がいいようだなぁ！」

　いつもの口調を取り戻したらしい叡智が哄こう笑しようをあげた。魅雷を口説く時以外はマトモに喋れるのか。随ずい分ぶんと都合のいい言語回路を搭載しているな。

「叡智……お前が誘拐したのは、ミャーではなく高須だったんだな？」

「見て分かるだろう、愚か者め。大体、誇り高き名家である伊集院家の次期後継者たるこの僕が、婦女子の誘拐などに手を染めると思うのか？」

　確かに、ミャーを攫うのは死罪に匹ひつ敵てきする悪行だが、高須のような変態ロリコン野郎を誘拐するというのは言わば公園のゴミ拾いにも似た善ぜん行こうである。

「だが、それなら、電話で聞かせたミャーの声はなんだったんだ？」

「あんなもの、ただの合成音声に決まっているだろう、クズが」

　合成音声！　法力を用いれば、少ないボイスサンプルからでも相当リアルな音声を作り出すことが出来、合成した声に会話の受け答えをさせることも難しいことではない。

　だが、それにしたって、なんたる迂う闊かつ。法力で合成した音声には、特徴的なノイズが混じる。注意深く聞いていれば、たとえ電話越しでも聞き取れるはずなのに。

　自分では冷静なつもりだったが、その実かなり動転していたということか。

「くくっ……ものの見事に騙だまされて、必死に駆けずり回る貴様の滑稽な姿……なかなかに面白い見せ物だったぞ？　特に、貴様がこのホールに入ってくる時の憤怒を必死に押さえつけた表情などは傑けつ作さくだったなぁ！　くは、くはははっ、くははははははは！」

　今回ばかりは、私も言い返す言葉がなかった。多分、数分前までの私を客観的に見せられたら、自分でも叡智のように笑ってしまうだろうから。ぷぷっ、コイツ裏切り者のロリコン野郎のために体張っちゃってるよ、ゲラゲラゲラ。

「あ、あの……荘司郎さん？　誘拐ってなんのことですか？　よくわかりませんけど、そんなに落ち込まないでください。元気出して！」

「ありがとう、ミャー。君はいい子だね」

　頭をナデナデ。ミャーは、まだちょっと目の周りが腫はれているが、ニコー。

「ふぅん……ま、あたしは今の話聞いて大体事情は分かったけどね」

　そう言って、おそらくは登場してから初めて、魅雷は叡智の顔を見た。

「まさかね……こういうのを〝呆れてものが言えない〟って言うのかしら。宇宙真理探究会ってのは犯罪者の集団なわけ？　窃盗だけじゃなく誘拐までしでかすなんてね」

　魅雷は叡智の傍らにいる春日井に目を向けた。彼女は魅雷の視線から逃れるように顔を背けてしまう。不快一色だった魅雷の横顔に、ごく僅わずかな悲しみが浮かんだ。

　しかし、そのことよりも魅雷のセリフのほうが気になった。

「窃盗だけじゃなく？　その窃盗って、もしや……？」

　資料庫の？　と訊くと、魅雷はアッサリ頷うなずいた。

「詳しいことはあとで話すけど、あの事件、風紀委員の捜査で容疑者が浮かんだのよ。荘司郎とは別のね。……ほら、玉子」

「ごめんなさいっ！　荘司郎さんはエッチさんじゃありませんでした！　それなのに、お仕置きするなんて言ったり、追いかけたりして……本当にごめんなさい！」

「そんなに気にしないでくれ、ミャー。一番悪いのは真犯人なんだからね」

「で、その真犯人なんだけど」

　魅雷が話を本筋に戻した。

「現場最寄りのリニア駅、そこの乗降記録を風紀委員が調べたのよ。過去二週間分くらい。そしたら、駅の近くに自分とこの教室棟があるわけでもないのに、ほぼ毎日、それも一日に何度も乗り降りしている生徒がいたの」

　確かに怪しい。だが、容疑をかけるほどではないと思うが。

「一人じゃなかったら、どう？　そういう妙な行動している奴が、一人じゃなく複数いて、しかも全員が同じ部に所属していたとしたら？」

「部員全員が共犯……とも考えられるか」

　今回の窃盗事件はかなり大がかりなもので、犯人は複数である可能性が高い……という推理にも合がつ致ちする情報である。

「部単位での集団窃盗とは、前代未聞だが……それはどこの部だ？」

　魅雷は、視線を春日井に固定したまま答えた。




「宇宙真理探究会」




　私は叡智の顔を見た。宇宙真理探究会の部長は、薄笑いを浮かべていた。

「くくっ……想定していたよりも露見するのが遅かったな。吾妻八重の能力も、所詮はその程度ということだろう」

　絶句――私も、魅雷も、ミャーも、そしておそらくはほとんど事態を飲み込めていないであろう高須でさえ、絶句していた。

「もっと早くに疑いをもたれるよう、分かり易やすいヒントをそこここに鏤ちりばめておいたのだが……〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉が聞いて呆れるなぁ！　くはははっ！」

　沸ふつ々ふつと怒りが湧き上がってきた。その奔ほん流りゆうに身を委ゆだね、私は叫んだ。




「お前が真犯人だったのかッ！　この下着泥棒がッ!!」




「そうだとも！　僕こそが真の下着ど……下着泥棒!?　な……なんだそれは！　どういう意味だ!?　僕は下着など盗んでいないぞ！」

「しらばっくれるな！　確たる証拠を見るがいい！」

　わざとらしく狼ろう狽ばいの演技をする叡智に、三つ編み女子が落としたメモ帳を突きつけた。

「えっ……あっ!?　そのメモ帳は!?　どうして！」

　んんっ？　どうして春日井が動揺するんだ？

　いや、当然か。自分たちの卑劣なる犯罪が明るみに出ようとしているのだから。女子部員、それも副部長までもが下着の窃盗に荷か担たんするなど、なんたることか。

「これは西方図書館で拾った物だ。このメモ帳には、西方図書館第二十二分館七階資料庫……即すなわち、今日の窃盗現場の写真が挟はさまれていた。穴を開けられた壁を写した写真もある。つまり、犯人が現場を下見した際に撮影したものと考えるのが妥当！」

　おそらく、メモ帳を落とした三つ編み女子も探究会の部員だったのだろう。彼女は現場の下見を担当していたのだと思う。

「そしてさらに……ここに書かれた文字を見るがいい！」

　叡智だけでなく、皆が私の掲かかげ持つメモ帳を見た。

　何故か春日井だけが「うああああ……」と絶望的な呻うめき声を発して蹲うずくまった。

「ぶ……ぶら、ち……？　なんでしょう、読めません」

「あ。これって、ひょっとして……」

「そう、ここに記されているのは、全て有名下着メーカーの名前だ！　それも、女子高生の間で人気の高い、女性用下着専門のメーカーばかり！」

「それがどうしたというんだ！　僕には関係ない！」

「まだ惚とぼけるのか叡智！　お前は資料庫の窃盗が自分の手に為なるものだと自供しただろう！　ならば必然、同じ手口の連続下着窃盗事件もまた、お前の犯罪！」

　そう指摘すると、呆れたことに叡智のヤツは、連続下着窃盗事件など初耳だ、などと曰のたまった。あくまでも白しらを切りとおすつもりか、往おう生じよう際ぎわの悪い奴め。ならば、言い逃れの出来ぬよう、私の推理を聞かせようではないか。

「叡智、お前は大方、無む造ぞう作さにただ下着の数だけを集めるのに飽あきたのだろう。六十着も盗んだのなら当然だ。私だって飽きるだろう。そして、盗む下着を厳選することにした。そう……ハンティングからコレクションへと切り替えたのだ！」

　目に浮かぶようではないか。額がく縁ぶちに飾ったパンツとブラを眺め、ニマニマといやらしい笑みを浮かべている伊集院叡智の姿が。

「そのために、お前は自分の部下である女子部員に、まずは人気の下着メーカーを調べさせた。部長の命令に逆らえない哀れな彼女は、調べた結果を自分のメモ帳に記録したのだろう。次に狙う資料庫の下見写真を栞しおりにして……」

　それこそが、このメモ帳なのだッ！　……と、再度メモ帳を突きつける。

「知らない！　僕はそんなメモ帳見たこともない！」

　叡智は尚も見苦しく狼狽の演技を続けようとしたが、私は構わずに言い放った。




「伊集院叡智！　犯人はお前だッ！」




　決まった……！　ズギャギャーンという効果音が頭の中で響くくらいに。

「きゃーっ！　荘司郎さんカッコイイー！　名探偵さんみたいですっ！」

　はっはっは。照れるじゃないか。なあに、この程度の推理、騒ぐほどのことでもないさ。探偵事務所を開いた暁あかつきにはミャーを助手として雇ってあげよう。

「ふ、ふざけるなぁッ！　僕が！　伊集院家次期当主たるこの僕が！　し、した……した、下着泥棒などするわけがないだろう！」

「では、資料庫の窃盗についても否認するのか？」

「あれは僕の成したことだ！　僕の偉大なる事業の一部だ！」

　言うに事欠いて〝偉大なる事業〟だと？　女性用下着を積み上げてピラミッドでも作るつもりか。空くう前ぜん絶ぜつ後ごの変態だ。

「だったら、下着泥棒でもあるということだろうが！」

「そうです！　貴方あなたは下着泥棒さんです！」

　ミャーが私に追従し、ズビシッと人差し指を突き出した。

「うっ……くぅ、だから……違うと……」

　女子からの指摘にはショックを受けたのか、叡智……もとい下着泥棒は後ずさり、救いを求めるような顔で魅雷を見た。

「み、魅雷君。君なら信じてくれるだろう？　天才と謳うたわれる君なら、僕が卑ひ劣れつな性犯罪者などではないと――」

「話しかけないでくれる？　この連続下着窃盗魔」

　天津風魅雷が、その場で初めて伊集院叡智に言ったセリフが、それだった。

「そ……んな……」

　打ちのめされた叡智は、他に味方はいないかと周囲を見回すが、当然、この場にも、この世界のどこにも、下着泥棒の味方をする者などいない。副部長である春日井は、まだ蹲ったままだった。

　そうして、追い詰められた叡智は――

「お…………覚えていろよぉ！　貴様らぁぁぁぁぁっ!!」

　小悪党じみた捨てゼリフを残し、視聴覚ホールから飛び出していった。

　その目から、光る雫を散らしながら……。

「……あっ！　え……叡智様！　お待ちください！」

　我に返ったらしい春日井が、叡智のあとを追い走り出す。

　しかし、それを意外な人物が呼び止めた。

「九々……アンタはこれでいいの？」

　そう呟いたのは魅雷。

　彼女は、自分のすぐ横を走り抜けた春日井に、振り返らぬまま語りかけたのだ。

「…………魅雷……」

　春日井の足は、止まる。

「魅雷なら……分かるでしょう？　私は叡智様のこと――」

「だから、これでいいのかって訊いてるのよ」

　感情の籠こもらない魅雷の言葉に、春日井の肩が跳ねた。

「好きな男をあのままにしておいて、本当にいいの？　一緒になってどん底まで落ちてやるなんて、そんなの愛情じゃ――」

「私は魅雷みたいに強くないの！」

　ホール中に響き渡る大声に、叫んだ本人が一番驚いているようだった。

「魅雷……お願いだから、私と叡智様の絆きずなを切ろうとしないで」

　そう言い残して、春日井は走り去った。

「馬鹿……。そんなの絆じゃなくて、ただ鎖くさりでつながれてるだけじゃん……」

　呟いた魅雷の顔は、幼馴染みである私にさえ見せたことがないほど、とても深い悲しみに彩いろどられていた。

「……………………」

　えっと、なんでしょう。今のは。青春映画のワンシーンみたいだったが。もう喋ってもいいんですよね？　と言うか、魅雷は春日井のこと知っていたのか？　今の様子を見ていると、友人か、それ以上の関係に見えたのだが。

「魅雷？　君は、春日井と――」

　気になったことを素直に訊こうとしたら、急に足下がフラついた。……あれ？　世界が傾かたむいている。バランスが取れない。隣のミャーに凭もたれかかってしまった。

「荘司郎さんっ！　大丈夫ですか!?　しっかり！」

「いや、大丈夫……だと思うが…………足が……」

「ああもう！　何やってんのよ！」

　脇わきの下に潜り込むようにして、魅雷が私の体を支えてくれた。見下ろした彼女の顔は、いつもと同じ。深い悲しみなど、欠片も見当たらなかった。

「大したことないっつっても怪我人なんだから、大人しくしてなさいよ。……玉子！　あたしがコイツ支えてるから、あの椅子持ってきて！　座らせとく！」

　魅雷の体は私よりも一回り以上小さいのに、まるで大木に背を預けているような安心感を覚えた。脇腹辺りに、昇天しそうなほど柔らかい球体が二つほど押しつけられているせいかもしれない。

　ミャーは大急ぎで高須が座らされていた椅子を持ってきて、魅雷と協力し、体が思うように動かせない私を座らせてくれた。

　ちなみに、その間、傍にいた高須も「お、おお……しっかりしろよ荘司郎。天津風、俺も手伝うぜ」と、私の身を案じてくれていたのだが、魅雷にもミャーにも完全に無視されていた。同情はしない。

「すまん……二人とも。迷惑、かけるな……」

　迷惑じゃない、と魅雷とミャーは声をハモらせた。

「アンタの無茶は今に始まったことじゃないでしょが。迷惑だって思ってりゃ放ほっぽっとくっての。黙って治療されときなさい！」

「そうですよ！　私と魅雷さんで、痛いの痛いの飛んでけーってやっちゃいますから、任せてください！」

　何よりも、その言葉と彼女たちの笑顔に癒いやされる。美少女二人の手厚い看護を受けられるんだから、叡智に騙された甲か斐いもあったかなぁ……と思った。

　まず、怪我の具合を見るため、二人に上半身の衣服を脱がされる。すると、魅雷は忌々しげに顔を顰しかめ、ようやく乾いたミャーの目に再び涙が溜まった。

「ちっ……あの変態下着泥棒、やっぱ殺しときゃよかった」

「魅雷、そう殺気を放ちながら言ってくれるな。見た目ほど痛くはないんだよ」

　私の体は、胸も腹も背中も腕も、どす黒い痣あざで塗り潰されていた。

「玉子。まずは皮ひ下か組そ織しきの損そん傷しようを治すから。痣を消すのはそのあと。〈治癒アガ・キヤエ〉は使えるわよね？」

「は、はいっ、使えまじゅっ！」

　ミャーの返事は鼻声だった。けれど、表情は真剣で、怯ひるみは見えない。

「ソウジ。細かい調整はあたしよりアンタのほうが上手いでしょ。教えてあげて」

「分かった」

　治療は魅雷の的確な指示の下で進められた。懸命な様子のミャーも、私の教えをすぐに飲み込み、法力での治療に専念している。〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉と〈幻の七人目イ・グーヌス・アガレ・アウタ〉の二人による応急治療とは、なんとも豪ごう勢せいだ。

　優秀なミャーは、何度か紋様の種類などを教えてあげただけで、私の手て解ほどきを必要としなくなったので（チッ！）、気になっていた連続窃盗事件の詳細について、魅雷に訊ねてみた。

　そもそも、どうして魅雷が風紀委員の捜査に協力しているのだろう。

「アンタたちと別れたあと、図書館近くのカフェで時間潰してたらさ、いきなり玉子から連絡が来たのよ。エッチさんを成せい敗ばいするので手伝ってください、って」

「あうぅ……魅雷さん、それは言わないでって……」

　会話をしながらも、二人の手つきに乱れはない。既に、全身の痣を消す作業に入っていた。ミャーが上半身を、魅雷はしゃがみ込んで足を治療していく。

「で、事件のこと聞きに行ったのよ、現場まで、嫌々ね。したら、風紀委員の女子連中が顔を合わせた瞬間に白はく状じようしたの、荘司郎に濡ぬれ衣ぎぬを着せたって」

「……あの子ら、君にお仕置きしてくれって言っただろ」

「まーね。死んでもしてやんないけど。……で、ソイツら以外の委員たちはライダー女の指揮下で捜査続けてて、宇宙真理探究会が怪しいって証拠が幾つか出てきたわけ」

「それが、リニアの乗降記録と、現場近くの防犯カメラの映像だったと」

「うん。プラス、資料庫の壁に開けられたデカい穴ね。使われたのは震動系行使、第四級の〈激震シフ・パツ・セ〉だったわ。しかも、最低二キロは離れた位置からの遠距離発動。アンタじゃ無理でしょ？」

「一六制限だからな。だが、二キロか。一いち三さん制限以上の行使者であったとしても相当の技術が要求され……あ、そうか。叡智なら」

　唯制限で、新行使を開発出来るほど紋様を熟知している。あの男なら可能か。

「そ。あと、資料庫の中に犯人の痕こん跡せきが残ってなかったでしょ？　それは、戯風系行使で部屋ん中を掻き回して、必要な資料だけを盗み出したから……ってことね。多分、建物の下で、降ってくるファイルを回収した仲間がいたんでしょ」

「なるほど。その手口なら、嵐のあとのような現場の惨さん状じようにも説明がつくか」

　だが、手を使わずに風で盗むって……どこかの怪盗じゃあるまいし。

「盗まれた資料の特定は出来たのか？」

「それがいっちばん時間かかったわよ。法力でどうにかなることじゃないしさ。でもま、風紀委員の人海戦術で、盗まれたのは〈大だい天てん蓋がい〉の主しゆ幹かん制せい御ぎよ塔とう〈支柱〉のファイルだって分かったの」

　えっ？　〈支柱〉のファイル？　てっきり、犯人（叡智）が下着の窃盗を続けるために、他の女子更衣室の資料を狙ったものだと思っていたが。

「ファイルには〈支柱〉の構造図やら、法力機関の接続図面やら、防衛行使の紋様数表やらが、諸もろ共とも纏まとめて入ってたみたい。なんでこんなもん盗んだのかしらね」

　同感だった。〈大天蓋〉を支える巨大な制御機関である〈支柱〉は、同時に巨大な商業施設でもある。中にはショッピングモールや映画館、ホテルや美術館までも擁ようしているのだ。しかし、私の知る限り〈支柱〉に女子更衣室はない。従業員用の更衣室くらいはあるだろうが、叡智（犯人）が欲しているのは現役女子高生の下着であろう。

「あ、あの！　それとですね！」

　急にミャーが会話に割って入った。仲間外れにされているようで嫌だったのだろう。

「弥撒祈さんの下着が盗まれた事件と、八重さんに預けていた下着がなくなっていた事件は、それぞれ別の犯人さんがいるってことがわかったんです」

「そうなのか？　では……叡智の犯行は、資料庫の窃盗と、五箇所の女子更衣室の窃盗だけということになるな」

　魅雷の補足によると、弥撒祈先輩と風紀委員会本部の事件は、手口が全く違うものであったらしい。

「話を元に戻すけど、ともかく資料庫の事件に探究会が絡んでるってのは確実になったわけだから、事情を聞きに行こうってことになったの。でも、行ってみたら部室は蛻もぬけの殻から。居場所の手がかりがあるかと思って生徒会の部活動管理課に問い合わせたら、視聴覚ホールの使用許可が下りてるって言うじゃん。で、玉子と一緒に大急ぎでかっ飛んできたら、荘司郎がボコられてた……ってわけ」

　急ぐのは結構だが、天井ぶち抜いての登場はやりすぎだろう。修しゆう繕ぜん費ひの請求はどこに行くんだ？　まさか風紀委員じゃないだろうな？　私が次期の会長になるかもしれないのに、借金を残されるのは困る。

「そうか……まあ、事情は分かった。けどな、疑いが晴れたのだったら、もっと早く連絡してくれればよかったんじゃないのか？」

「ふーん？　アンタ応じたんだ？　あたしから、犯人じゃないって分かったから戻ってきてって法力通信がかかったら、それを信じて戻ってくると？」

　皮肉のたっぷり込められたセリフに、何も言い返せなかった。魔王モードのミャーから逃げている最中にそんな連絡が来たら、まず確実に罠だと判断していただろう。そして海外に逃亡していただろう。

「でも、まあ、こうして犯人が分かったついでに、アンタにも冤罪が晴れたって知らせることが出来たし、結果オーライかしらね」

　魅雷は、治療の手を淀よどみなく動かしながら、そう締しめ括くくった。

「ところで！　……ですけど。荘司郎さんのほうは何をしていたんですか？　さっき、誘拐事件がって言ってましたけど」

　ミャーは話に割り込む隙を窺っていたようだ。その様子に苦笑しつつ、私は、ミャーの誘拐事件と見せかけた、とあるロリコンの誘拐事件について説明した。

　魅雷はあまり興味なさそうに、ミャーは終しゆう始しポーっとした顔で話を聞いていた。

「荘司郎さん……！　私を助けるために頑張ってくれたんですねっ！　ありがとうございます！　嬉しいです！　えへへー♪　……あっ、でもでも！　こんな大怪我しちゃうようなら、頑張っちゃ駄目です！　無茶なことは、めっ！　です！」

　ムスーっと頰を膨ふくらませて言うミャーだが、目だけは嬉しそうに笑ってしまっているので、なんだか妙な表情になっていた。

　ミャーの顔を笑いを堪こらえながら見ていたら、一つ思い出したことがあった。

〝裏技〟のことは魅雷にも話していないので、どうして連絡に応じなかったんだ、と責めているという印象を与えないようにしながら訊いてみた。

　すると、ミャーは周しゆう章しよう狼ろう狽ばいした。

「えっ……それ、は……そのですね、だから、荘司郎さんが、またエッチさんになっちゃって……私だって、その……怒るって言うか、むむむーって気持ちになっちゃうって言うか……うぅ……ごめん、なさい……」

　そういうことですか。これも、私の自業自得なのかなぁ。

「君が謝るようなことではないよ。そもそもの諸しよ悪あくの根こん源げんは叡智なのだから」

　一応、フォローらしきセリフを吐いてみたが、ミャーは全然聞いてない。

　胸の前で両手の人差し指をクリクリしながら、「大体、荘司郎さんだって悪いもん」とか、「綺麗な女の人とばっかり仲良くしてるし、すぐエッチさんなお顔になるし、前だって……」などとブツブツ呟いている。全部聞こえてますよー。

　思うに、ミャーの胸中は複雑なのだろう。私の呼びかけを無視したという罪悪感を覚えながらも、同時に、疑われるような言動が目立つ私（そんなつもりはないのだが）に苛立ってもいる……のだと思う。断言は出来ない。

　ただ、ミャーの精神が、このように私の想像も及およばないくらいに複雑になっていくのは良いことだと思う。人間的な成長とは、即ち人格の複雑化だからだ。

　同時に、人格の複雑化は、ミャーの独立をも促すことになるかもしれない。裏界という個から自立し、真の個性を獲かく得とくする……。ミャーにとっても裏界にとっても、それは喜ばしいことではないだろうか。無論、私も嬉しい。

「そ、そそそーいえばー！　さっきの女の人、魅雷さんのお知り合いなんですか？」

「なによ、そこであたしに振るわけ？」

　ミャーが唐突に話題を切り替えた。思わず吹き出してしまいそうなくらい不器用で露骨で愛らしい話題変更だったが、私は敢えて乗っかることにした。

「そうだな。見たところ、ただの知り合いというわけでもなさそうだが？」

「んー……別に隠すようなことじゃないけどさ。初めて会ったのは、去年の今頃だったかな。きっかけは、あたしのロッカーに差し込まれてたラブレター」

「ほぉ、珍しいな」

「ラブレターですか！　素敵ですね！」

〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉の一柱である魅雷は、高たか嶺ねの花すぎるためか、告白されたりラブレターをもらうのは希まれだ……という情報を幼馴染みである私は摑んでいる。

　ちなみに、皇家院学園の教室棟は基本土足可なので、下駄箱がない。ラブレターを送るとしたら、相手の机の中か、各教室の隣に一部屋ずつ設けられたロッカールームが一般的だ。生徒一人に一つの鍵つきロッカーが割り当てられ、その扉の隙間から、そっと愛を認めた手紙を投とう函かんするのである。私のロッカーは、魅雷や弥撒祈先輩のファンから送られた不幸の手紙で常に満杯になっている。

「やっぱ珍しいしさ、内容も凄く丁てい寧ねいに書かれたから、告白を受け入れる気なんて微み塵じんもなかったけど、どんな奴が書いたのか確かめてみたくなったの」

　今、さりげなく酷いことを言ったな。

「手紙に書かれてた待ち合わせ場所に行ったら、そこで九々が待ってたんだ。女かよって一瞬ドン引いたけど、九々は物凄い真剣な顔で、こう言ったのよ――」

　――天津風魅雷さん！　高等部二年生、伊集院叡智様の代理告白です！　貴女のことが好きです！　結婚を前提に付き合ってください！

「代理……告白？　叡智の？」

「そ。あたし、大笑いしちゃった。呆れもしたんだけど、おかしくってさ。だって、九々ってば決闘でもするみたいに大真面目なんだもん。そのギャップがツボに嵌はまっちゃって……」

　魅雷は、語りながら思い出し笑いを浮かべた。彼女がその思い出をどれだけ大切にしているかが分かる、綺麗な笑みだった。

「九々は、真剣な告白なのに笑うなんて酷い、って怒ったんだけど、それがまたおっかしくて……。でもね、あたし、笑いながら気づいたのよ」

　――そっか。この子は、その叡智ってヤツのことが好きなんだ。

「なんでかは分かんないけどね」と、魅雷はくすぐったそうに言った。

「告白は当然断ったんだけど、それからも何度かラブレターで呼び出されたわ。あたしも、九々がどうして代理告白なんて珍妙な真似したのか気になってたから、告白を受け流したあとに雑談したりして、色々と訊いたのよ」

　私は叡智様や伊集院家に仕つかえるものだから……と、春日井は語ったらしい。個人単位の話ではなく、春日井という家そのものが、伊集院家に仕えているのだそうだ。

「御お側そば付づき、なんて仰々しい呼び方だけど、江戸時代じゃないんだし、役割としては伊集院叡智の身の回りの世話とかをするだけなんだって。それに強制的ってわけでもなくて、九々は自分で御側付きになることを選んだって言ってた」

　伊集院叡智と春日井九々の関係は、単なる部長と副部長という間柄を超えていた。春日井が叡智のことを『叡智様』と呼ぶ理由もそこにあったのか。

「でも、あたしは、九々が御側付きって立場を言い訳にしてるって思った」

　――私は御側付きなんだから。叡智様の従者なんだから。叡智様のことを……叡智様の幸せを第一に考えなくちゃ。主人である叡智様に恋心を抱いたりするなんて、絶対にいけないことなんだ。

「そうでなきゃ、代理告白なんてしないもの。自分の好きな男が他の女とくっつくのを応援するなんて、出来ないよ。あたしは、九々が御側付きって言葉を使う度に、ほんのちょっぴり悲しくなった」

　魅雷と春日井の関係に変化が訪れたのは、去年の夏休みが明けてしばらくのことだったという。

「九々ってば、いきなり『貴女あなたを攻略させてもらう！』とか言い出したの。恋愛について勉強しているうちに、ギャルゲーに行き着いたんだって。真ま面じ目めだし頭もいいのに、どっかズレてんのよね」

　春日井は、まずは自分が魅雷の攻略法を見み出いだし、それを叡智に伝でん授じゆするのだ、と息巻いていたらしい。

　その日から、春日井は暇さえあれば魅雷に会いに来るようになったという。攻略したいキャラに会い続けるというのはギャルゲーの基本だ。ゲームだと、会って話をするだけで何故か好感度が上がるのである。現実も同じだったらいいのに。

　休日には、遊園地や水族館、動物園などでデートもしたという。

「あたしの最優先はいつだって荘司郎だけど、出来る限り九々には付き合うようにしてた。楽しかったし、荘司郎をデートに誘う時の参考にもなるかなって」

　私は想像した。デートらしくめかし込んだ格好の魅雷と春日井が、動物園を歩いている様子を。

　デジカメを片手に、パンダやライオンの檻おりの前ではしゃいでいる二人。近くにいた女性に頼んでツーショット写真を撮ってもらい、疲れたらベンチで休憩しながらソフトクリームを食べるのだ。

　駆け寄って仲間に入れてくれと頼みたいくらいに、それは楽しそうな光景だった。

「そんな風にして九々に付き合ってたらさ、いつの間にか、春日井九々はあたしの友達だ……って、胸を張って宣言出来るくらい、あの子のこと好きになってた。もしかしたら、あたしってば、本当に九々に攻略されちゃったのかもね」

　そう言って浮かべた魅雷の笑顔が、想像の中で春日井に笑いかける魅雷の顔と重なった。いつも私に向けてくれる笑顔とは、少し違って見えた。

　その笑顔に、一つ気づいたことがある。魅雷が天井をぶち抜いてまで、視聴覚ホールへ急行してきた理由。彼女は春日井のためにここに来たんだ。自分の気持ちを殺し、ただの従者として叡智の犯罪に荷か担たんする、親友のために。

　けれど、伸ばした手は撥はね除のけられた。春日井は魅雷との繋がりを振り切って、叡智を追った。あれは、友情の終わりを描いた場面だったのだろうか。

「言っとくけど、あたしはまだ九々を友達だと思ってるからね」

　魅雷が、私の心を見み透すかしたように言った。

「ふんっ。見み縊くびるなっつーの。この程度で絶ぜつ縁えんなんかしないわよ。男のために友情失うなんてオリジナリティのないこと、あたしがすると思う？」

「魅雷……。そ」

「そうです！　魅雷さんと九々さんが仲直り出来るよう、私もお手伝いします！」

　そうだな、とだけ言おうとした私より先に、ミャーがズレた発言で話の腰を折った。

「玉子……アンタ、あたしの話聞いてた？」

「ふえ？　聞いてましたよ？　魅雷さんは九々さんと仲直りしたいんですよね！」

　私も魅雷も、苦笑するしかなかった。傍はたから見ていたら、とても苦笑には見えない、愛らしい小動物を愛めでているような微笑みに見えたかもしれないけれど。

　一頻り笑ったあと、もう少しで応急処置は済むから、と教えてくれた魅雷が、しゃがみ込んだままの体勢で言った。

「ところでさ……ソウジ、まだ気づいてないの？　九々のこと」

「なにが？」

　春日井について気づいていないことなどない……と言うか、春日井の何かに気づく気づかないという話が出来るほど、私は春日井のことを知らない。

「ま、気づいてないなら気づいてないで別に構わないけどね」

　なんだろう。今の会話にデジャ・ヴュを感じた。特に思い当たることはないが……。

　師匠曰いわく、




『記憶とは考えて引き出すものではない。必要な時に必要なだけ浮かんでくるものだ』

（橘荘司郎著『我が師匠、魂の名言集』第一巻八十二頁より抜粋）




　今は忘れていても、必要な時には勝手に思い出せるだろう。そう考えて思考を中断し、そろそろ存在を忘れ去られているかもしれない馬鹿に話しかけた。

「さっきから横でゴチャゴチャ五月蠅いぞ、高須。大事な話をしているんだから、邪魔をする気ならとっとと失せろ」

「ひでーよ！　いくらなんでも酷すぎるよその言い方！　俺ちゃん傷ついちゃうぜ!?」

　鬱うつ陶とうしいなぁコイツ。妙な言葉遣いも大げさな身振り手振りも何もかもが鬱陶しい。

「さっきから俺、ところどころで相あい槌づち打うったりしてたよね!?　話の内容はよくわからんかったけど、頑張ってついてこうとしてたじゃないの！　なのに、お前らが無視してただけじゃないの！　あんまりの空気扱いに、俺様くん、透明人間になっちまったのかと不安になっちまったわいな！」

「なんだ、気づいてなかったのか。お前、もう半分くらい透すけてるよ？」

「マジで!?　か……完全に透けたらアレかなぁ！　初等部のプールに忍び込んでもバレないかなぁ!?　幼女エキスがたっぷり染み出した水を飲み干したい！」

「よし、通報しよう」

「やめてよっ!?　冗談じゃないのよぅ！　本気で携帯電話を取り出そうとしないでよぉん！　俺ちゃん流のジョークなのよぅ、荘司郎ちゃぁぁん!!」

「気味の悪い声を出すな、カスイチ。話が進まないから無駄なボケを差し挟むな、カスイチ」

「に……二度も俺タマのことをカスイチと呼んだな……？　へーへー、わっかりましたよ、掃除しろー君！」

　それは、私のトラウマネームの一つだった。小学生の頃は、同級生らに「荘司郎は掃除しろ！」などと言われ、掃除当番を押しつけられたりしたものである。

「そんで？　荘司郎、進めたい話ってなんなん？」

「おい。カスイチと呼ばれた怒りはどこへ行った。会話がワープしたぞ」

　話の腰まで軽いのか、この男は。

「んなこと気にすんなよ。俺も気にしねーし。ボケは一回ツッコんだら、あとには引きずらないのが礼儀だぜい。天てん丼どんを除いてな」

「……幼女エキスうんたらという行くだりはボケじゃなかっただろ」

「ザ・ノーコメントで！　ブタ箱エンジョイ、ノーサンキューよ！」

　高須はキラーンって感じの笑顔で言った。容疑を認めているも同じではないか。

「それなら、とっとと話を進めさせてもらうけどな。お前、どうして叡智に誘拐なんかされたんだ？　一万円あげるからって言われてホイホイついて行ったのか？」

　いかな高須とて、流石に菓子や玩具には釣られないだろう。ミャーだったら分からないが。あとで人ひと攫さらいの怖さについて教え込んでおこう。保護者の義務である。

「ちげーよ。罠にかけられたんだって！」

「罠だと？」

「宇宙真理探究会の奴ら、初等部の女子の使用済み体操着が欲しくないか、とかって話を持ちかけてきてさ！　そりゃー授業サボって連中の部室にだって行くだろ!?」

　一瞬、宇宙空間のような沈黙が訪れ、空気が爆死した。

「体操着だぜ、体操着！　それも使用済み！　思いっきりクンカクンカしてーじゃんよ！　幼女のスメルを胸一杯吸い込みてーじゃん！　だろ!?」

　私に同意を求めるな。

「そんで誘われるまま部室に入ったら、いきなり縄でグルグル巻きに縛られてさ。幼女ならともかく、女子高生のババアに縛られたって興奮しねーっつーのに！　……でもよ、俺っち諦めなかったぜ。アイツらからスゲー情報聞き出したんだ！」

「……………………」

「なんでも初等部には、制服や体操着なんかの学外流出を防ぐために敷地内に回収所があるらしい。サイズが合わなくなったりした制服なんかがそこに集められるんだと！　それもスク水や縦笛まで！　すっげぇだろ!?」

「……………………」

「夢みてーだよなぁオイ！　たまんねー！　くはっ、想像しただけで鼻血が！」

　魅雷が音もなく立ち上がった。

「荘司郎、やっぱ、このロリコン殺しておくから」

「……好きにしてくれ」

「へっ？　お、おい、なんだよ？　天津風、なんで指の骨を鳴らしながら近づいてくるの？　なんで拳を握り締めていらっしゃいますの？　……荘司郎！　助け――」

「くたばれ女児の敵ロリコンがぁッ!!」

　放たれた魅雷の右アッパーに悲鳴を上げることすら許されなかった高須は、打ち上げ花火よろしく直上に吹っ飛ばされ、ひゅるるるる～と、魅雷が突入した際に出来た天井の穴へと消えた。

「たーまやー！」と掛け声の一つでもかけたくなるほどの見事な飛びっぷりだった。

　さらば、カスイチ。永久とこしえに――




　ちなみに、当たり前だが、初等部に学用品の回収所などというものは存在しない。




　　　　　▽




「あっ！　見てください！　一番星です！」

「よく見つけたね、ミャー。きっと、あの星はカスイチの星だな」

「へー、カスイチさんはお星様になったんですねー」

　ミャーは高須の呼び方をカスイチに固定したようだ。素晴らしいことである。

　天にロリコンの星が生まれ、怪我の治療も終わり、私たちは部室棟の外へ出ていた。

　夏の空は、既に日が暮れ始めている。真上を見上げれば未だ空は青いものの、ミャーが指さす西のほうでは、濃い橙だいだい色いろが滲んでいる。

　徐々に広がっていく橙色の範囲を測はかる物もの差さしのように、気候制御システム〈大天蓋〉を支える〈支柱〉の威い容ようが望めた。

「ソウジ！　玉子！　なーに二人して空を見上げて黄昏たそがれてんの。こっから一番近いリニアの駅は向こうだって。早いとこ病院まで行くわよ」

「あ、はーい。……急ぎましょう、荘司郎さん」

　病院は逃げないよ二人とも、と心の中で呟きながら、魅雷に急せかされミャーに袖そでを引かれるまま歩き出す。向かうのは学内にある総合病院である。入学したその日からお世話になりっぱなしの〈ミカガミ記念総合病院〉だ。

　痛みも痣もすっかり引いているが、念のため医者に診てもらったほうがいいだろうと、魅雷が主張しミャーが賛同したためである。私としても特に異議はない。

　ミカガミ記念総合病院は、私にとっては、かかりつけを超えて既に行きつけとなった病院である。ほとんど隔週の頻ひん度どで運び込まれる内に、病院に勤める医者や看護師、医療事務員の皆さんとも顔見知りになってしまっているのだ。病院の受付で「お、また来たんだ」なんて親しげに声をかけられるのは私ぐらいのものだろう。

　今いる場所からだと、病院までは何本かのリニアを乗り継ぐ必要がある。案内板を確認した魅雷に従い、私たちは最寄り駅へと向かった。

「でも、よかったんでしょうか。犯人さん逃がしちゃって」

　歩き始めてからしばらくして、ミャーが心配そうな顔で言った。

　彼女は私の制服の右袖を控えめに摘つまんでいる。本当は手を繋ぎたいところを、魅雷に睨まれるので遠慮しているのだろう。その魅雷はと言うと、私たちを先導するように少し先を歩いている。

「別に構いやしないでしょ。どうせ逃げ場なんてないんだしさ」

　魅雷が振り返り、速度を緩めず後ろ歩きしながら答えた。フワリと棚引いた赤い髪が、西日に照らされて輝いた。

「今頃、風紀委員たちが探究会の部室を家宅捜索してるから、盗品の下着もすぐに見つかるんじゃない？　証拠さえ集まれば、あたしらが知らせるまでもなく風紀委員がとっ捕まえに行くでしょ」

「ですけど、あの犯人さん、荘司郎さんに酷いことをするような人なんですよ？　風紀委員の皆さんは危なくないんでしょうか」

「あのドＭどもなら、むしろ危ないほうが喜ぶわよ。しかも、相手の武器が鞭だなんて知ったら、犯人でなくても追っかけるわね、絶対」

　流石、魅雷の言葉には実感が籠もっている。

「アイツらは快楽を求めて、どこまでも追い縋ってくるのよ。抵抗や反撃は無意味。焼こうが焦こがそうが気持ち悪い喘ぎ声を上げるだけで全然堪えないし、どれだけ痛めつけてもしばらく経つと復活するし……！　思い出しただけで鳥肌が立つわ」

「風紀委員はゾンビか何かか？」

　まあ、似たようなものかもしれんが。

「叡智のことは、病院に着き次第、私から八重委員長に連絡しておくよ。誘拐事件についても併あわせて報告しなければならないからな」

　風紀委員の責務としては、本来なら叡智に逃げられた時点で即、委員長に知らせるのが筋というものだ。しかし、魅雷がそれを許さなかった。

　委員長に報告すれば、事件の当事者である私たちは直接話を聞かれることになるだろう。そうなると、必然的に風紀委員と合流することになる。それは、魅雷としてはどうしても避けたい事態であるようだ。

「魅雷も言ったが、叡智の行方ゆくえは風紀委員も既に捜し始めているはずだ。視聴覚ホールでのことも、部室棟の管理人が通報しているだろう。私たちが病院に着く頃には捜査が始まっているだろうな」

　私たちが視聴覚ホールから出た時、周辺には少なからず野や次じ馬うまが集まってきていた。風紀委員である私は現場保持のために残るべきだったのだが、魅雷の強きよう硬こうな主張により、仕方なく部室棟の管理人に立ち入り禁止措そ置ちをとるよう要請したのである。

「我が風紀委員の組織力と捜査能力は学園一だ。おまけに、率ひきいるのは正義の味方（自称）である八重委員長。姑こ息そくな下着泥棒くらい、瞬まばたきする間に捕まえてしまうさ」

「そっか……そうですよねっ。正義の味方さんは勇者様と同じくらい強くて、悪い人になんか負けませんよねっ」

　ミャーは胸の閊つかえがとれたように笑い、ブンブンと勇者の剣を振り回した。コラコラ道端でそんなことしたら危ないでしょう。私が保護者として注意すると、ミャーはすぐに勇者の剣をベルトに戻した。いい子いい子。

「上手いこと纏めたわね。年下の子の扱いには慣れているってワケ？」

　魅雷が後ろ歩きしたまま、下から覗き込むような目線で言った。皮ひ肉にくっぽい物言いである。心にもないことを、と言いたいのか、それとも、ミャーのことを妹みたいに扱う私に何か不満でもあるのか……どちらかは判別つかなかった。

「私だって風紀委員だからな。仲間や委員長のことは信頼しているさ。それより、魅雷はいいのか？　叡智に引き摺られている春日井が気になるのだろう？」

　軽い反撃のつもりで言うと、魅雷はクルリと半回転。背を向けてしまった。

「べっつに……言いたいことは、さっき全部言ったし。追っかけてっても、今の九々にはあたしの言葉なんか届かないだろうし」

　どこかしら、拗すねているような口調だった。

「九々はさ、あのエイチとかいうクソ野郎に惚ほれてるの。従者だから……とかってのとは関係なくね。これっぽっちも……ちっとも全く完かんっっっ璧ぺきに！　理解出来ないけど、好いた惚れたって話はいつもそうでしょ？」

「だから、叡智を見逃したのか？」

「そ。野郎をブチ殺して、それでみんな解決すんならそうしてたけどね。荘司郎のことをボコってくれやがったしさ。つーか、九々のことがなければ、あの場で殺してたわよ。速そつ攻こうで。確実に。弁解の余地すら与えずに」

　魅雷の殺気の籠もらぬ口調が、本音を語っているだけだと如によ実じつに伝えていた。自分の従者の存在に命を救われたのだと知ったら、叡智はどんな顔をするだろう。

「九々のことは、今はまだ放っとくしかない。九々が自分の気持ちに結論を出すまではね。さっき、九々と話したのはさ、あたしのことを忘れてもらいたくなかったからなのよ。九々が誰かを想うのと同じくらい、九々も誰かに想われてるんだって。そういう当たり前のことほど、意外と簡単に忘れちゃうもんだからさ」

　そう言って、魅雷は少し黙った。トリプルテールの一房を弄いじりながら。

　なんとなくだが、彼女は自分の友人たちのことを思い出しているのではないかと思った。誰かを想う魅雷のことを、想ってくれている人たちのことを。

　しばらくして、魅雷はパッと振り返った。

「だからね、玉子。変態下着窃せつ盗とう魔まが捕まって、九々が自分の気持ちにケジメつけたらさ、その時は、あたしと九々の仲直り大作戦に協力してよね！」

　一息で言い終えて、笑顔。その表情も言葉も仕草も、全てが照れ隠しだった。本心では、仲直りなんか必要ないくらい自分と九々の絆は強いと思っているくせに。

「もっちろんですよ、魅雷さん！　私に出来ることならなんなりと！　荘司郎さんも一緒にお手伝いしましょうね！」

「当然だな」と私は快かい諾だくした。

　春日井を大切に想う魅雷のことを、私もまた想っているのだと、伝えるために。

　魅雷は何も応えずに、また前を向いてしまった。自分で振ったくせに、素直に返されたもんだから、余計に照れているのだろう。

　私とミャーは二人で顔を見合わせて微笑んだ。魅雷が照れていることなど、前を向く直前の頰の色を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんであったからだ。

　そうして、しばらく歩いていると、幅が百メートル以上ある大通りに差し掛かった。

「駅は、この先にある大きな交差点を右に曲がったとこよ」

　試験前の午後とあってか、大通りは人も車も疎まばらで、閑のどかだ。自然と私たち三人の間にも沈黙が訪れる。

　沈黙は、いとも容易く思考の波を引き寄せ、私は黙考へと身を浴よくした。

　――そもそも、叡智は何故、下着の窃盗や誘拐などという犯罪に手を染めた？

　前者については分からなくもない。女子更衣室の強固な防衛行使を突破する手段があり、尚かつ証拠を一切残さずに事を成せるなら、私だって……もとい、一般男性ならば誰だって実行したいと思うだろう。女子高生の下着が欲しいと思うだろう。

　だが、後者――誘拐が分からない。家の名に誇りを持ち、自らの優秀さに過剰な自信を抱く叡智が、私を痛めつけるためだけに犯罪者に落ちることを良しとするだろうか。

　それに、資料庫から盗み出されたのが下着の窃盗と全く関係のない〈支柱〉のファイルだったという点も気になる。まだ、叡智の企みは終わっていないのか？

　やはり、何か裏があると見るべきだろう。そこには〈支柱〉も関係している。

「荘司郎さん？」

　不意に、強く袖を引かれた。

「大丈夫ですか？　なんだか、怖い顔してましたよ？　もしかして、まだ痛いところあるんですか？」

「あ……いや、そうじゃないんだ。少し考え事に夢中になっていて……」

「考え事ぉ？　どうせまた考えたって仕方のないことをウジャウジャ考えてたんじゃないの？　変態下着窃盗魔の動機は何か～とかさ」

「むっ……まあ、そうなんだが」

　コチラに振り向いて見事に図星を突いた魅雷は、足を止めていた。今気づいたが、私もミャーも立ち止まっている。先ほど魅雷が言った交差点に着いていたのだ。

「荘司郎さん、駅に着いたら少し休みましょう。それまでファイトですっ！　もし苦しくなったら、いつでも言ってくださいね。私、おんぶでも抱っこでもしますから」

　ミャーは心配そうな表情で私を見上げている。吸い込まれそうなほど綺麗な玉虫色の瞳の中に、私が映り込んでいる。

「ミャー」

　玉虫色の少女に与えられた名を呼ぶ。

「はい。なんですか？　荘司郎さん」

「ミャー」

「は、はい？　なんでしょう？」

「ミャー」

「え、あの……どうか、しましたか？」

　ミャーは名前を連呼されて困こん惑わくしている。けれど、彼女の困り顔が、私には嬉しい。

　何も言わずに、そっと、ミャーを抱き締めた。

「わっ？　ひゃっ……そ、そーじろーさん……？　……ん…………」

　一瞬、驚きに身を固くしたミャーだったが、すぐに体を預けてくる。私の背に腕を回し、その存在の全てを私に委ゆだねる。

　温かい。柔らかい。いい匂い。甘やかな息遣い。微かに感じる鼓動。日の光に映える玉虫色の煌めき。ミャーの存在を、私は全身で感じ取る。

「そーじろーさん……あったかい…………はぅ……ん、あ……」

　ミャーは、ここにいる。

　そして、彼女を感じられる私も、ここにいるのだ。

「なっ……な、ぬぁにやってんのよぉーッ!!　こっ、こんなっ……こんな、公衆の面前で、そんな羨うらやまし……うがーっ！　ずるいずるいずるいずるいずるいーっ!!　玉子だけずるい!!　あたしのことも抱きなさいよーっ!!」

　魅雷が真っ赤な顔で抗議の叫びを上げ始めた。

「分かった。それじゃあ、次は魅雷だな」

「あっ！　むぅ……や、こんな……ついでみたいの…………」

　最初の内は抗議するように身を捩よじっていた魅雷だったが、焼きたてのホットケーキの上に載せたバターが溶けていくように、ゆっくりと体を弛し緩かんさせていく。

「にゃぅ……そーじぃ……そーじの匂い……大好き…………えへへ……」

　温かさも、柔らかさも、いい匂いも、息遣いも、鼓動のリズムも、全てがミャーと違う、魅雷だけの感触。魅雷もまた、私だけの感触を感じていることだろう。

　こんなにも心地よいものだったか。

　誰かの存在を感じ取り、自分の存在を感じ取ってもらうことが。

「そ、そーじろーさん……あの…………私も……もっと…………」

　ミャーが物欲しげな表情でゴネ始めたので、二人を一辺に抱き締めることにした。

「えへっ、魅雷さん、そーじろーさんってあったかいですよねっ」

「そ、そりゃまあ……むむむ……もっと独り占めさせてくれたって……」

　魅雷は口を尖らせながら「ソウジの馬鹿」とか呟いていたが、私からも、ミャーからも、離れようとはしなかった。

　もし、この場に弥撒祈先輩や八重委員長がいたならば、彼女たちも纏めて抱き締めていただろう。皆、私にとって大切な人たちである。私の好きな人たちだ。それが恋愛感情であるか否かは別問題として。

　思えば、私は今まで、大切な人を失ったことがないのだった。父も母も健在で、よく出来た妹もいる。皆、病気らしい病気一つしたことがない。

　誰かを失うという当たり前の悲劇を、私は想像したことすらなかった。魅雷も弥撒祈先輩も八重委員長も師匠も、死に様を想像するは難き人ばかりである。

　だから、携帯電話を通してミャーの悲鳴を聞いた時に感じた喪そう失しつへの恐怖と、ミャーを奪おうとしている叡智への激しい怒りは、私にとって初めての感情だった。

　私がいて、ミャーがいて、魅雷がいて、弥撒祈先輩がいて、八重委員長がいて、師匠がおられ、風紀委員たちがいて、ついでに百万歩ほど譲ってカスイチがいる……そんな当たり前すぎる〝今〟の、大切さを知った。

　私は、そのことを教えてくれた叡智に感謝の念を抱いている。ヤツが風紀委員に逮捕された暁には、顔面をブン殴ってやることで、お礼に代えさせてもらうつもりだ。

　けれど、その前に、今しばらく、大切な人の存在を感じていようと思う。

「そーじろーさん……」

「ソウジ……」

　二人の囁きに、私も囁きで応える。

　彼女たちの名を、目一杯の優しさを込めて――
















　――カチカチッ――




　耳元で、軽い割によく響く音がした。

　耳の外からではなく内から発した、マウスのクリック音に似た音が二つ。

「ん……？　どしたの？　ソウジ」

「法力通信だよ。誰かから〈交信ユー・オー〉が掛かった」

　第二属以上の〈交信ユー・オー〉を用いた長距離法力通信時のみに聞こえる着信音だ。

　ゆっくりと二人から離れる。ミャーは「もう終わりですか？」と言いたげな切ない表情を浮かべ、魅雷は不満げな吐息を漏らして「むぅ」と抗議の声を出したが、無視するわけにもいかないだろう。

「誰なの？　そのお邪魔虫は。今すぐ焼き殺しにいってやるわ」

「やめておきなさいね。無理とは言わないが相当の覚悟がいる相手だぞ。八重委員長からだからな」

　うげっ、と魅雷は汚い物から遠ざかるように私から距離をとった。〈交信ユー・オー〉で通信中の人の肌に触れると、その通信に加わり一緒に会話することが出来るのだが、魅雷はよほど風紀委員と関わりたくないらしい。

「もしもし、橘ですが」

　右手の人差し指でこめかみの辺りを押さえながら、通信に出る。電話でも法力でも、やはり最初の言葉は「もしもし」だ。

『あ、もしもし、ジロー君？　八重です。今って、話してても大丈夫？』

　頭の中に直接聞こえてきた委員長の声は、普段より少しトーンが低めだった。

「大丈夫ですよ」と声に出して答える。

　法力通信なら、声に出さなくともテレパシーのように会話することが可能だが、私の場合、余計なことまで口走る――考え走ることがあるため、なるべく発声して会話するようにしている。

『ジロー君！　ごめんなさい！』

　なんの前置きもなく唐とう突とつに謝られた。

「はい？　なんで委員長が謝るん――」

『下着泥棒だなんて疑ったりして、本当にごめんなさい！』

　ああ、そうだった。今の私は下着泥棒の容疑をかけられて逃亡中ということになっているのだった。

「そのことなら、お気になさらず。もう容疑は晴れたのでしょう？」

『うん。委員のみんなも偽ぎ証しようしたことを認めてるし、いっぱい反省もしてるよ。ジロー君が戻ってきたら、どんなお仕置きでも受ける覚悟だって言ってる』

　何が覚悟だ。偽証の目的は最初からそれだろうに。全く反省してないな。

「なら、やっぱり委員長が謝ることではありませんよ。憎むべきは真犯人ですし、委員長は私のことを信じると言ってくれたではありませんか」

　少し間が空いて、返ってきた委員長の声は朗らかだった。

『ありがとう。そう言ってくれると思ったよ。ジロー君、優しいもんね。……でも、委員長である私には、みんなの噓に気づけなかった責任はあると思うんだ。だから、ちゃんと謝らせてほしい。……ジロー君、ごめんなさい』

　そう言いながら、委員長は頭を深く下げた……ような気がした。いや、確実に通信の向こうで頭を下げているだろうな。

「謝罪、確かに受け取りました、委員長。……それで、用件はなんですか？」

　委員長は謝るためだけに〈交信ユー・オー〉を掛けてきたのではない。きちんと謝罪しようと思ったのなら、直接会いに来る人である。

『まだ騒ぎにはなっていないと思うけど、大きな事件が起きているんだ』

　打って変わって緊張に引き締められた声に、事態が切迫していることを知る。

『説明すると長くなるから、一ひと先まずこっちに…………なにっ!?　どうしたの!?』

　いきなり委員長が叫んだ。私に対してではない。通信の向こう側、近くにいる誰かにだ。続けて「慌てないで！　状況報告！」と指示を下す鋭い声がした。

「委員長!?　どうしました、委員長！」

　何か尋常ならざる出来事が向こうで起きている。法力通信では相手の声しか聞き取れないのがもどかしい。漏れ聞こえてくる音で状況を知ることが出来ないのだ。届くのは緊張感と焦りに満ちた委員長の声だけ。

「ちょっと、ソウジ。なんかあったの？」

　魅雷が真剣な顔で問いかけてきた。ミャーも、不安げな表情を浮かべている。

「分からん。委員長のほうで問題が発生したらしい。〈交信ユー・オー〉は維持されているが、まともに会話が出来る状態では」

　なさそうだ――と、言いかけた時、全身を奇妙な圧力が襲った。一瞬のことであったがために、不意の突風かとも思ったが違う。全身にビリビリと震動を感じた。

　その感覚の原因を突き止めるよりも早く、今度は腹に響く重い音が聞こえた。

「爆発音だわ」

　魅雷が西方向の空を見上げながら、呟いた。

「衝撃波と音が届いた時間差から計算すると、ざっと距離は三キロってとこね。規模はかなり大きい。多分、炸裂系と炎熱系の行使を組み合わせてる」

　魅雷の言っていることを理解しようとしている間に、さらに二度、奇妙な震動――衝撃波に襲われた。数秒後、衝撃波と同時に発したであろう音が遅れて届いた。

『ジロー君！　ジロー君！　聞こえる!?』

「は……はい！　聞こえます！　何があったんです？　今のは爆発ですか？」

『そっちでも聞こえたの？　もしかして近くにいる？　怪我してない？』

「大丈夫です、無事です。委員長、そちらは――」

　魅雷は、私のすぐ横で西の空を睨んでいる。瞬きもしない深紅の瞳に、映り込む青色を、私は見た。

『ジロー君に、頼みたいことがあるんだ』

　心臓の鼓動が、一刻みごとに大きくなる。頭に直接響く委員長の声を、掻き消さんばかりに。

「荘司郎さん！　あ、あれ！　見てください！」

　ミャーが指さしたのも、西の空だった。

『風紀委員長としての命令じゃなく、吾妻八重としての、頼みが』

　遙か西方。魅雷が睨み、ミャーが指さすその先。

　皇家院学園高等部の中心に位置する、気候制御システム〈大天蓋〉の中ちゆう枢すう。

『さっき、エーチ君が……〈支柱〉を占せん拠きよしたって声明を送ってきたの』

　確として揺るぎなく、森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりに従いて其処そこに在るが必然と思わす威容でもって存在する〈支柱〉。その中ほどから、青天を浸食するかのように、三筋の黒い煙が染み出していた。

『ジロー君。エーチ君を止めるために……力を貸してほしい』

　法力通信を介した委員長の声が、今一度、私の現実の色を塗り替える。

　十日前、業魔を前にした時よりも濃いそれは、鮮やかな戦いの色だった。























『本日十八時二十二分、我々、宇宙真理探究会は、気候制御システム〈大だい天てん蓋がい〉の主しゆ幹かん機き構こう〈支し柱ちゆう〉を占せん拠きよした』

　伊い集じゆう院いん叡えい智ち本人から風紀委員会への犯行声明が出されたのは、十八時二十五分頃のことだったという。私たちが部室棟をあとにした直後だ。

　声明は、ただ〈支柱〉を占拠したという事実を知らせるだけのもので、要求も述のべず、人質の有う無むに関しても一切触れてはいなかった。

　八や重え委員長が集められるだけの委員を引き連れて〈支柱〉に到着したのが、声明が出されてから三分後のこと。

〈支柱〉の根本、東西南北のエントランス前は、中から避ひ難なんしてきた一般客や従業員で溢あふれていた。彼らの代表者――〈支柱〉の危機管理の責任者――は「内部で火災が発生したため、客と職員の全員を一時避難させた」と語った。

　事件発生当時に中にいて、避難した約三千名。その内の誰だれ一人として、〈支柱〉が宇宙真理探究会によって占拠されたことに気づいていなかったのだ。

　さらに、火災が発生したのなら、警けい報ほうが鳴ると同時に学園内の消防本部へと自動的に通報されるはずが、風紀委員が調べたところ、そのような記録は残されていなかった。

　以上の事実から、叡智ら宇宙真理探究会は、まず〈支柱〉の管理システムの末まつ端たんに侵しん入にゆうして、火災の誤ご報ほうを流したのだと思われる。そうして、中にいた人たちを全て避難させたのち、悠ゆう々ゆうと侵入して管理システムを完全掌しよう握あくしたのだろう。

　実質的に占拠するまでにかかった時間は、おおよそ数分程度であると思われる。

　現在、〈支柱〉は風紀委員が包ほう囲いしており、完全な閉へい鎖さ状態に置いている。要求を知らせてくる可能性もあるため電話回線は遮しや断だんしていないが、叡智からの二度目の連絡は未いまだない。故ゆえに、彼らの目的も不明である。

　ただ、航こう空くう偵てい察さつ部ぶ隊たいが〈支柱〉の頂ちよう上じよう、大だい展てん望ぼう台だいにいる叡智の姿を確認しているので、彼らが〈支柱〉内にいることだけは確かだ。

『さっきの爆発は〈支柱〉内部からで、上層と中層、それに下層の上のほうにある緊急時脱出口を使えなくしたんだと思う。エーチ君、外から私たちが突入するのを警けい戒かいしているみたいだ』

　以上の八重委員長による状況説明を、私は皇おう家か院いんリニアのボックス席で聞いた。高等部の中心である〈支柱〉方面に向かうリニアだ。ボックス席は三人掛けで、右手に魅み雷らい、左手にミャーが真剣な面おも持もちで座っている。

「委員長。〈支柱〉を占拠したのは宇宙真理探究会だけですか？　協力している組織がある可能性は？」

『絶対にないとは言い切れないけど、凄すごくちっちゃい確率だよ。キリちゃんが頑張って〈支柱〉の管理システムの一部を奪うばい返かえしてくれてね、監視カメラの映像を見れるようになったんだ。今のところ、一瞬でもカメラに映ったのは、お揃そろいの改造制服を着た三十六人。全員、探究会の部員だった。エーチ君も入れてね』

　探究会の部員は総勢三十七名である。欠けている一名は鏑かぶら木ぎ善ぜん治じだろう。

「三十六人？　たったそれだけ？　〈支柱〉じゃ犬に警備員をやらせてんのかしら」

　辛口の感想を漏もらした魅雷の左手は、私の右手と繋つながれている。私はミャーとも手を握にぎり合い、三人で委員長と会話が出来るようにしていた。

「そう言うな。〈支柱〉は確かに目立つが、あくまでも気候の制御だけで重要性は低い施し設せつだ。中で働いているのも、学園が運営する施設管理会社の一般従業員。こんなＢ級アクション映画のような展開、想定していないのが自然だろう」

〈支柱〉は学園内で最も高い建物であるから、上空からの攻撃に対する備そなえはしているはずだ。しかし、それは外側からの攻撃に対するもの。今回は内部から、それも管理システムに侵入し、誰にも攻撃だと気づかせなかった。防備うんぬん以前の問題だ。

　事件が発生したタイミングから考えると、視聴覚ホールで叡智と対たい峙じしていた頃には、探究会メンバーのほとんどが〈支柱〉内部に一般客として侵入していたに違いない。

　伊集院叡智らしいと言えば実にらしい、綿めん密みつかつ周しゆう到とうな計画だ。

　資料庫から〈支柱〉のファイルを盗んだのもこの占拠計画のためであろう。

　――チョンチョン。ミャーが、空あいている左手で私の腕をつついた。

「あの……荘そう司じ郎ろうさん。私はセンキョって、よくわかりませんけど……悪いことなんですよね？」

「ん？　まあ、そうだな。今のところ怪け我が人は出ていないが、お咎とがめなしで済すむことではない。思想犯罪防止法に引っかかってもおかしくない大罪だ」

「じゃあ、あの真犯人さんは、やっぱり悪い人だったんですね？」

　私が頷うなずくと、ミャーは左手で握り拳こぶしを作り、言った。

「それなら、私がやっつけちゃいます！　勇者様の剣を受け継いだ、それが私の使命ですから！　悪は絶対許しませんっ！」

　おおう。ミャーの瞳ひとみと背後に揺らめく炎が見えるぞ。

　けど、「許しませんっ！」というセリフは、なんとなく特とく撮さつモノのヒーローが悪役に向かって叫ぶのとトーンが似ていた。表情は真剣だが、叡智という悪に対して怒りを感じていると言うより、憧あこがれの勇者のように悪と戦えるシチュエーションに、ただ高こう揚ようしているだけのような気もする。要するに、子供っぽい。

「落ち着け、ミャー。何も君が戦う必要はないんだぞ？　風紀委員に任まかせ――」

「落ち着いてなんていられません！　あの真犯人さんは荘司郎さんにも酷ひどいことをしたんですよ？　私はとっても怒っているのですっ！」

　油断していた。今、ちょっと嬉うれしくなってしまった。

　私が間違っていたらしい。ミャーは本気で怒っている。悪人である叡智に対してではなく、私を痛めつけた叡智に対して。

　それとも、逆だろうか。私を痛めつけたから、ミャーにとって叡智が悪人になったのか。どちらにしても、ミャーの怒りは、彼女が私を大切に思ってくれていることの証明に他ほかならない。

「……あたしも、とっくの昔にキレてるからね。言っとくけど」

　右みぎ隣どなりの魅雷が、不満げに頰ほおを膨ふくらませながら言った。

「九く々くのことがなけりゃ、速攻で消けし炭ずみにしてるっての。あたしの好きな男にリンチくれやがったクソッタレなんざさ」

　分かっている、と答える代わりに繋いだ手に少し力を込めると、魅雷は微笑ほほえみながら、同じくらいの力で握り返してきた。

『ジロー君？　リンチって何？　エーチ君と何かあったの？　……そう言えば、どうして魅雷ちゃんとミャーちゃんが一緒にいるの？』

　今いま更さらですか、と言いたくなるような質問をされ、私は誘ゆう拐かい事件の経けい緯いについて、なるべく簡かん潔けつに説明した。

　説明を終えると、

『……………………』

　流石さすがの委員長も驚きを隠せないようだった。

　たっぷり一分ほど掛けて、ようやく絞り出された言葉は、

『エーチ君が、そんなことを』

　失望が唇くちびるから零こぼれ落おちたかのような呟つぶやきだった。

『なんでだろ……エーチ君、どうして、そんなことしちゃったのかな？　私、エーチくんのこと、いっぱい知っているつもりだったのに、もう……わかんないよ』

　頭に直接響いた声は、私の知る委員長の声とは到底思えなかった。まるで、失望の呟きとともに、自信さえをも吐き出してしまったかのように。

　法力通信で良かったと、私は心底から思った。心と体の強さのみで完成しているような委員長が肩を落とし項うな垂だれている様など、絶対に見たくない。

「腑ふ抜ぬけたこと言ってんじゃねーよ、ライダー女」

　思いやりの欠片かけらもない声で、魅雷が言った。

『魅雷ちゃん……？』

「なんでとか、どうしてとか、んなこと本人にしか分かんねーだろが。あたしだって、なんでソウジはあたしの下着を盗まないのかとか、どうして夜中に裸でベッドに潜り込んでも何もしてくれないのかとか、分かんねーことばっかだっつーの。考えても考えても答えなんか出ねーしさ、時間の無む駄だよ無駄」

　なんという、不器用な励はげましだろう。しかも、遠回りに私に対して嫌みを言っているように聞こえるが……まあ、いい。

「委員長、魅雷の言うとおりです。叡智の動機について考えを巡めぐらせるのはあとにしましょう。今は、貴女あなたがどうしたいのかだけを考えればいい。貴女は風紀委員長なんだ。貴女が正しいと思ったことが、常に正義なのですから」

　委員長を励ますのに、これ以上効果的なセリフはないという確信があった。委員長は正義の人なのである。私はそう信じている。だからこそ、悩んだり迷ったりしてほしくはないのだ。私自身が正しさを見失わずにいるためにも。

『そうか……そうだよ……私は風紀委員長なんだ……』

　嚙かみ締しめるような呟き。この場にはいない委員長の姿が目に浮かぶ。

　目を瞑つむって、拳を握り、自分の中にある正義を再認識して――

『私は、エーチ君を止めたい。そして、助けたいんだ』

　ポニーテールを揺らしながら、決けつ然ぜんと前を向く委員長の瞳には、一点の曇くもりも迷いもなく、ただ自信の輝きだけに満みち溢あふれていた。私のよく知る、私の一番好きな顔だ。

『エーチ君が誘拐なんてことまでしちゃったのなら余よ計けいにだよ。このまま警察か軍に捕まったら、きっと法力を取り上げられる。そうしたら、エーチ君、もう立ち直れなくなっちゃうかもしれないんだ』

　現行の刑法で定められている最も重い罰ばつ則そくが、永久完全行使制限――一切の法力行使を死ぬまで完全に制限されるという罰だ。今回の〈支柱〉占拠が思想犯罪だと判断されれば、首しゆ謀ぼう者しやである叡智は、その刑けい事じ罰ばつを課せられる可能性が高い。

　自分が法力行使者として優れているという事実に寄り縋すがって生きているような叡智のこと、法力を奪われても尚なお、自己を保たもつことが出来るかは疑問である。

『今、〈支柱〉は封ふう鎖さしてあるんだ。占拠されているって情報も外に漏れないようにしているの。警察や軍の駐ちゆう留りゆう部隊には、ただの事故だって知らせてある。爆発は火災に伴ともなうものだけど、もう鎮ちん火かされているから、風紀委員に任せてくれて問題ないって』

　地下を走る皇家院リニアの窓代わりである大型スクリーン。第一報道部が流している臨りん時じニュースは〈支柱〉で起きた火災のことだけを伝えていた。

『校則違反だってことはわかってる。職しよく域いき逸いつ脱だつだってことも。……でも、どうしても、エーチ君は風紀委員の――私の手で捕まえたい。エーチ君が間違ったことをしているなら、誰かが叱しかってあげればいいんだ。正してあげればいい』

　私には委員長がどんな顔をして語っているのかが分かった。きっと、資料庫で窃盗犯と疑われた私に「信じてるよ。当たり前じゃない」と言ってくれた時と、同じ顔だ。

『私は、幼おさな馴な染じみとして、エーチ君を更こう生せいさせたい。そのために、ジロー君。私に力を貸してくださいっ！』

「甘い」……と、相手が委員長でなければ私も即答していただろう。

　叡智は頭の悪い男ではない。

　周囲からの期待という重圧に耐たえきれずにストレスを溜ためていた優等生が、書店で万引きしたり、無防備にベランダに干ほされていた女性用下着に思わず手を伸ばしたりするのとは、わけが違う。

　伴うリスクや得られる利益を綿密に計算した上での犯行なのだ。説教しようが、善と悪について諭さとそうが、更生どころか反省すらするまい。そんなことは言われなくても分かっている、と開き直るだけだ。

　叡智のことを本気で想っているのならば、下手に庇かばったりせずに正当な罰を受けさせるべきだ――実際、そんなセリフが喉のど元まで出かかった。

　けれど、思ってしまったのだ。一瞬だけれど、脳のう裏りを過よぎってしまったのだ。

　――委員長なら、叡智を更生させられるんじゃないか？

　次の瞬間には疑ぎ問もん符ふが消えていた。『委員長ならば叡智を更生させられる』と、私の中にいる誰かが――他の誰よりも委員長のことを見ていた私が、断じていた。

「勿もち論ろん。頼まれなくても協力しますよ、委員長」

　頭を深々と下げた委員長に、言葉で手を差し出す。

『ジロー君……！　ありがとう！』

　顔を上げた委員長は、笑顔で私の手を取った。法力通信を介して、本当に委員長と握あく手しゆをしたような、そんな気にさせてくれる明るい声だった。

「元々、風紀委員会に入ったのは、委員長に助けてもらったのがきっかけですから。委員としての上下関係などなくても、困っていれば手を貸しますよ。それに……委員長は私にとって大切な人ですからね」

『たっ、大切な人!?』

「そうですが……どうしました？　声が裏返ってますけど」

『へっ？　な、なんでもないよ？　ちょ、ちょちょちょっと驚いただけだよっ!?』

　ちょっとの驚きとは全く思えないような慌てた声だが。

　それから、しばらくの間、委員長はボソボソとなにやら呟いていた。携帯電話よりもずっとクリアな音質の法力通信だが、「ジロー君のことは信頼しているけど、いきなりだと……」とか「でも、パンツも見られちゃったし……」とか「お祖じ父いちゃんの許可も必要だよね……」などの断片が微かすかに聞き取れるだけだった。

　そして何な故ぜか、魅雷に握られた右手と、ミャーに握られた左手が、万まん力りきで締しめ上あげられているかのような凄すさまじい圧痛を訴えてきた。痛い痛い。潰つぶれる潰れる。

　二人はニコニコと満面の笑みを浮かべていた。それはもう、一点の翳かげりもない天使のような笑顔でしたとも。

「八重さん。私にも是非お手伝いさせてください。勇者の剣で悪い人を懲こらしめちゃいますからっ。……そのあとで荘司郎さんも懲らしめます」

　なんでっ!?　私が一体何をしたと!?　……という抗議の言葉は口に出来なかった。歯を食い縛って痛みに耐えていたからである。

「更生させるって……どんだけ甘いのかしらね。でも、ま、ソウジが協力するなら、あたしも付き合うわ。ところで、ソウジ。右手を焼かれるのと、左手を焦こがされると、両手を溶かされるの、どれがいい？」

　どれも嫌すぎる！　なんで拷ごう問もんにかけられなきゃいけないの!?　下着の窃盗は無実だと証明されたじゃないの！　うわっ、今なんか右手ボキッていった！

『ミャーちゃん、魅雷ちゃん……ホントにホントに、ありがとうっ！』

　委員長は私の窮状に気づいておらぬ様子で、二人に礼を言った。その声が、少し鼻声だったのは、きっと聞き間違いではあるまい。

「ふんっ……べっつにアンタのためじゃないんだから、礼なんていらないっての。……そ、それよりっ！　やけにエイチとかいうクソッタレにこだわるけど、なんか理由でもあるわけ？」

　魅雷の話題変更はかなり不自然だった。おそらく、また貰もらい泣なきしそうになったのを誤ご魔ま化かしたのだな。プイッと顔を背けているし。魅雷は意外と涙なみだ脆もろいところがあるのだ。特に他人の涙に釣つられやすい。

　まあ、お陰かげで右手の圧痛は消えたわけだが、左手はミャーの柔らかい手にギリギリと締しめ付つけられたままだ。

「ひょっとして……あのクソッタレに惚れてるとか？」

『ううん。全然そんなことないよ。ただの幼馴染み』

　即答での完全否定だった。本音でないことを疑う余地など一ミリもない。

『それと、クソッタレじゃなくてエーチ君だよ』と、前置いてから、委員長は自分と叡智の関係について語り始めた。

　それは、同時に、吾あが妻つまと伊集院という二つの家の近代史でもあった。




『私とエーチ君は、幼馴染みって言うか姉弟みたいなものかな』

　吾妻家と伊集院家は、ともに日本で最も歴史の古い名家である。かの両家が昵じつ懇こんの仲であることは一般にも知られていることだ。

　仲の良さは当然の如ごとく両家の跡取りにも引ひき継つがれ、幼少期、祖父や妹の吉よし野のとともに伊集院の本家近くにある別荘で暮らしていた委員長は、ほとんど毎日のように叡智の所へ遊びに行っていたという。

　委員長の祖父――先代の吾妻家当主と言えば、元内ない閣かく総理大臣・吾妻関かん山ざんである。かの天あま之の上うえ彌み迦か神がみが自ら選定した、人民主権国家日本としての初代内閣総理大臣だ。そして、叡智の祖父――伊集院永えい大だいは当時の吾妻内閣の官房長官を務つとめていた。この二人もまた、孫らと同じく竹ちく馬ばの友と呼べる仲であったらしい。

『懐かしいなぁ。あの頃は、みんなで一緒にエーチ君家ちの裏山で探検ごっことかして遊んでたよ。私と、吉野ちゃんと、エーチ君と、あとクーちゃんと、四人でね』

「クーちゃん？」

『ジロー君も知ってるでしょ？　探究会の副部長の、春日かすが井い九々ちゃんのこと』

　春日井家は、元々は〝鎹かすがい〟という漢字を当てられていたという。かつて、吾妻家と伊集院家の仲を取り持ったのが、春日井九々の祖先であるのだそうだ。鎹の名が示すとおり、二つの家を繋ぎ止めたわけだ。

　以後、春日井家は伊集院家の分家のような扱いとなり、主に伊集院家当主の従者を輩出してきた。ただ、現代ではそのような役割は消失し、伊集院家とも吾妻家とも単なる親戚同士のような関係であったと、委員長は語った。

　委員長たち四人は家の垣かき根ねを越えた関係を築きずいていったが、叡智の祖父である伊集院永大は、叡智が吾妻家の人間と関わることを快く思っていなかったらしい。楽しげに戯たわむれる子供らに割って入り、叡智を強引に連れ帰ってしまうことも幾度かあったという。

　叡智本人は祖父を尊そん敬けいし、その厳しさも自分に対する思いやりだと考えていたらしいが、私は、伊集院永大が、委員長や吉野の祖父である吾妻関山に対して、なにがしかの悪感情を抱いていたのではないかと思った。

　現代では厚い友情の代名詞のように言われている関山と永大。だが、嫉しつ妬とや憎悪といった感情は、深い仲にこそ生じやすいものである。

『でもね、お祖父さんがエーチ君を叱りつけたりする時に、必ず味方になってくれた人がいるの。それが、エーチ君のお父さん』

　委員長の声は、憧れのアイドルについて語る時のように弾はずんでいた。

『小学校四年生くらいの頃だったかな、いつもの四人で裏山で遊んでて迷子になったことがあって、エーチ君は怪我しちゃうし、吉野ちゃんは泣き出しちゃうし、このまま帰れないんじゃないかって不安で私も泣いちゃいそうだった。そこにビューッて飛んできて助けてくれたのが、エーチ君のお父さんだったんだ。すっごくカッコよくって頼もしくって、正義の味方って本当にいるんだなぁって思ったよ』

　なるほど。委員長の正義の味方への憧れと執着は、その体験に根ざしたものであったか。てっきり、特撮ヒーローに影響されただけかと思っていた。

　叡智の父親――伊集院永えい璽じは、適性試験の問題に出るほど名の知れた人物である。

　弱冠二十歳で〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号を取得し、生涯で百種を超える新行使を開発した、非常に優秀な行使者だ。過去の〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の中でも十指に入るレベルであったと聞く。

　彼の成なした数々の偉業の中で、最も偉大とされるのが、生命創造系の第一級行使、〈鬼人開獄エー・レフア・テラ・ブレア・レイ〉の開発だ。

　自然の摂理にもクローニング技術にも頼らぬ、無からの生命創造。かつては神にしか許されなかった奇跡を、人類――日本人は〈アガレの法ほう力りき〉を用もちいることで実現した。

　人間の創造、獣の創造、鳥類の創造、植物の創造など、各分類ごとに複数の生命創造系行使が開発され、いずれも第一級に指定されている。その中で唯一、戦闘能力に特化した人造生命体――通称〈鬼人レフア・テラ〉を創造するのが〈鬼人開獄エー・レフア・テラ・ブレア・レイ〉である。

　生み出される〈鬼人レフア・テラ〉の戦闘能力の高さから、魅雷の扱あつかう〈焦熱地獄エー・ゲル・ヘ・ン・ツイガ〉と同じく〈六ろく獄ごく行こう使し〉に指定されており、〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉であっても使用には特別な許可を得る必要がある。

「ねぇ、ちょっと。さっきから話が逸それてない？」

　横道に逸れ始めた話を、魅雷がぶっきらぼうな物言いで本筋に連れ戻した。

『そだね。魅雷ちゃんの言うとおり。えーっと、どこまで話したっけ？』

「叡智の父親についてです」

『そうそう。……私もだけど、エーチ君も永璽さんに憧れてたんだ。お父様に負けないくらい立派なエクラになるんだ、って口くち癖ぐせみたいに言ってた。でも……』

　今から約五年前、叡智が皇家院の中等部に上がったばかりの頃だった。

　伊集院永璽は、国からの依頼を受けての仕事中、事故に巻き込まれて亡くなった。

　偉大な功こう績せきを残した〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉にしては、あまりに呆あつ気けなく、そして早すぎる死だった。

　当時、委員長と吉野は実家へと戻っていたが、葬式には参列したという。

『エーチ君、魂が抜けちゃったみたいだった。泣いてはいないんだよ？　挨あい拶さつだってしたし、お話もした。だけど……エーチ君は空っぽだった。見てられなかったよ』

　永璽の死を境さかいに、委員長は叡智や春日井と疎そ遠えんになってしまったという。それは、鎹に繋ぎ止められていたはずの両家が疎遠になっていったということでもある。

『二人に会おうと思ってもエーチ君の実家には永大さんの命令だからって入れてもらえないし、それならって手紙を書いたんだけど、全部受け取り拒否で戻って来ちゃった。お祖父ちゃんは、永大の奴は気が狂ふれちまった、なんて言ってたっけ』

　委員長が叡智や春日井と再会を果たしたのは、皇家院の高等部に入学してからのことだという。だが――

『エーチ君、人が変わったみたいだった。全然知らない人がエーチ君の名前を騙かたっているんじゃないかって思ったくらい。昔は八重お姉ちゃんって慕したってくれてたのに、入学式のあとで顔を見かけて話しかけたら、吾妻の孫娘が僕になんの用だって、睨にらまれちゃった。ビックリしたよ。悪い夢みたいだった』

　変わっていたのは叡智だけでなく、春日井も同じだったという。彼女もまた、旧交を温め直そうとする委員長を、素そつ気けなく拒こばんだ。

『嫌われちゃったのかなぁってずっと思ってた。宇宙真理探究会を作って博研ハクケンのみんなに嫌がらせみたいなことをするようになったのも、私のせいかなぁって。……あ！　今は、全然そんなこと思ってないんだけどね！』

　最後の一言は、慌てて無理に付け足したことがはっきりと分かる一言だった。当然、黙って委員長の話を聞いていたミャーにだって分かって、

「やっぱり、その人は悪い人ですっ！　大好きだったお父さんが死んじゃって悲しいのはわかります。すっごくわかります。……でも、だからって八重さんに冷たくするのは違うって思います！」

『ミャーちゃん……』

「だって、八重さんはちっとも悪くないのに、そんなの八つ当たりじゃないですかっ。独りじゃないよって教えてくれる人がいるのに、助けようとしてくれる人がいるのに、どうしてまだ悪いことするのか、私にはゼンゼンゼンゼンわかりませんっ!!」

　うじゅじゅ……と、ミャーは鼻を啜すすった。涙は堪こらえてみせたが、鼻水はどうしようもないものな。

　両手が塞ふさがっている私に代わり、魅雷がティッシュを鼻に当ててあげた。彼女もまた、貰い泣きを堪えている表情だったけど。

　どうせなら、法力通信の向こう側にいる八重委員長にもティッシュをあげたい。ありがとう、というミャーに対する感謝の言葉は、やっぱり鼻声だった。

　だが――私一人だけが、泣けずにいる。

　ミャーが「ゼンゼンわからない」と言った叡智の気持ちが、ほんの少しだけ分かってしまったから。分かってしまったと、思えてしまったから。

　少女たちの涙が乾くまでの僅かな間、私は考えていた。

　伊集院家の中で何があったのかは分からない。

　ひょっとしたら、自慢の息子を失って失意のどん底に落ちた永大が、深い悲しみと失望から逃れるため、叡智に過大な期待をかけるようになったのかもしれない。

　もしかしたら、父だけでなく祖父のことも尊敬していた叡智が、その期待に応えようと焦しよう燥そう感かんを募つのらせていたのかもしれない。

　結果として、父のようになりたいという夢が歪ゆがんで、父のようにならねばという強迫観念に変わったのかもしれない。

　一般家庭の生まれで、特に期待をかけられたこともない私には、想像すら難しい。

　けれど、たった一つだけ理解出来ることがある。

　叡智の中に生まれたであろう劣等感だ。

　そして、劣等感それを育んだのが〝唯ゆいの壁かべ〟であるということ。

　適性試験の第二級合格者と、第一級合格者〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉との間には、凡ぼん人じんには越えがたい壁が存在している。第一級試験は、第二級以下の試験とは違って、ただ筆記・実技・面接と精神面でのテストに合格すればいいというものではない。

　功こう績せきが必要なのだ。もしくは、確実に功績を残せると推測するに足る実力が。その者が〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号を得ることで、日本国の繁栄に貢こう献けん出来るという確たる証拠を示さねばならない。

　しかし、その判断基準は途と方ほうもなく厳しいもので、その厳しさは、唯ゆい制せい限げん行使者約八千人強に対し、完全無制限法力行使者がたったの二百二十二名という数字の差を見れば、誰にでも理解出来よう。

　故に、唯制限と〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の間には、限りなく高く果てしなく厚い壁があると言われ、それをして〝唯の壁〟と呼ぶのである。

　叡智は、中等部の二年生――十四歳の時に唯制限となった。それ以来、毎年三回ある皇家院の適性試験、全て第一級試験を受け、全て不合格だった。

　祖父の期待という重圧、家名を汚けがしたくないというプライド、父のようにならねばという焦燥感、そして目の前を塞ぐ〝唯の壁〟……どれだけ真っ当な人格者でも歪ゆがませるような環境が、叡智の周りには整備されていた。

　さらに悪かったのは、叡智の生まれた年が、いわゆる黄金世代の最初の年であったことだろう。弥み撒さ祈き先せん輩ぱい、八重委員長、そして師匠。十代で〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号を取得するという驚異的な才能を持つ少女らと、叡智は同じ年に生まれてしまったのだ。

　自分が〝唯の壁〟の前で苦悩しているすぐ横を、そんな壁などないかの如ごとく素通りしていく同学年の少女たち。叡智はさぞ不安になったことだろう。己が劣おとった存在なのではないかと。家の名にも偉大な父の息子にも相応しくない、劣等生なのではないかと。

　伊集院叡智が優秀さの証明にこだわる理由が、おそらく、そこにある。

　正直に白状すると、私は叡智と自分の境遇を少しだけ重ねている。魅雷という優秀すぎる幼馴染みを持つ私にとって、劣等感は物心つく前からのマブダチだ。

　ただ、私は叡智よりも大分劣っていて、確たる自信を持てず、何よりも、魅雷のことを好きになれた。自分に劣等感を感じさせる相手に好感を持てたのだ。

　もしも、叡智が委員長のことを好きになれていたら、好きだと思い込めていたなら、今のような事態を引き起こすことはなかったかもしれない。

『うぅ……ごめんね、ジロー君。なんか湿しめっぽい話になっちゃって』

「ああ、いえ。委員長の気持ちを聞かせてもらえたのは、正直嬉しかったです。ただ、覚悟だけは、もう一度確認させてください。委員長は――」

　伊集院叡智を更生させられるんですね？　無礼かとも思ったが、そう訊たずねた。

『トーゼンだよっ！　私は皇家院学園高等部三年、吾妻八重！　人呼んで、鋼はがねの風紀委員長とは、私のことさっ!!』

　ズババァァァンッ!!　という効果音つきで委員長の決めポーズが脳内で再生されるほど、それは力の漲みなぎった返事だった。




　その後、合流場所を〈支柱〉の南エントランス前の広場と決めたのち、委員長は法力通信を切った。

「さて……魅雷。ちょっと手を離してくれないか。通信は終わったし、携帯電話を使いたいんだが」

「……いいけど。それなら、玉たま子こも手ぇ離しなさいよ？」

　ミャーを巻き込むなよ。案の定、左隣から抗議の声が上がるし。粘ねばり強い交こう渉しようの末すえ、私の両手が解放されるまで一分を要した。

　やれやれ、とポケットから携帯電話を取り出す。が――

「あ、それ知ってます。すくらっぷ、って言うんですよね？」

　二つ折りの機種だったはずが、さらにコンパクトに四つ折りにされていた。割れたボディから基き盤ばんが覗のぞいているのがオシャレだね。

　間違いなく、叡智の鞭むちの殴おう打だを浴びたせいだった。首から下の全身を余すところなく打たれたから、その内の一発がクリティカルヒットしていたのだろう。

　どうしてくれるんだ、あの野郎。十日前に制服を台無しにしたからって、今の私はドケチな母親に小遣いの支給を止められているのだぞ？　こうなったら、とっとと委員長に更生させてもらって、弁べん償しようしてもらうしかない。

「しっかたないわね。あたしのケータイ貸してあげるわよ」

　魅雷が差し出したのは、私と同じ機種の赤い携帯電話だった。ちなみに、撲ぼく殺さつされた私の携帯電話は黒である。

「で、どこに掛けんの？」

「弥撒祈先輩だよ。頼みたいことがあってな。……そんなに嫌な顔するなよ」

　発信履歴が残るのすら嫌だ、と主張して携帯電話を取り返そうとしない辺り、魅雷も私が何を考えているのか理解しているようだ。

　当然の如く、魅雷の携帯電話には弥撒祈先輩の番号は記録されていない。いざという時のために暗記しているので問題はないが、まさか着信拒否されたりしないよな？

『――はい、もしもし？』

「あ、弥撒祈先輩ですか？　私です。橘たちばなです」

　心配は杞き憂ゆうに終わった。あまり電話口で聞くことのない、熱っぽさも冷たさもない先輩の声が、私には少し新鮮だった。

『ああ！　荘司郎君かい？　驚いたよ。知らない番号からだったからね。友達か誰かの携帯電話から掛けているのかな？』

　ここで素直に「魅雷の携帯電話からかけています」と言ったら話が進まなくなるので、「ええ、そんなところです」と受け流す。これも処しよ世せい術じゆつの一つだ。

『ふふっ。嬉しいな。今度は君のほうから掛けてきてくれるなんてね。この喜びを声でしか伝えられないのが心底もどかしいよ』

　いえ、十分伝わっていますよ。先輩の声は、通話口からガムシロップが流れ出しているのではないかと思うくらい甘ったるかった。

『ところで、荘司郎君。今の私がどんな格好で話しているか、分かるかい？』

「は？　いえ……さっぱり分かりませんが？」

『実はね、服を……着ていないんだ。生まれたままの姿で、君と話をしているんだよ』

「あの……先輩？」

『これから出かけようと思っていて、ついさっきシャワーを浴びたところなんだ。それで……だ。今から下着を身に着けようとしていたんだが……荘司郎君は、どちらが好きかな？　ブラだけを着けた私と、パンティだけを穿はいた私……それとも、飾らない姿が一番好きだと、言ってくれるのかな……？』













「……先輩。用件を済ませる前に一つだけよろしいですか？」

　数秒の間が空き、先輩は溜ため息いきを吐ついた。

『つれないなぁ、荘司郎君は。貞てい操そうを心配する必要がないのは嬉しいけれど、少し不安になるよ。私に魅力がないのでは……とね』

　いえ、そんなことはまったく全然これっぽっちもありません。現に、ブラよりもパンティよりもオーバーニーソックスだけを穿いた姿を見たいです、という要求を口にしかけましたよ。両隣からの視線の圧力が半端ないので堪えられましたが。……ホント、携帯電話の声って音量がデカすぎるよ。

「例の、先輩の下着が盗まれたという件なんですが――」

『ああ、そのことなら知っているよ。君は犯人ではなかったのだろう？　真犯人が自首してきたと八重君から報告を受けているよ』

「え？　真犯人、捕まったんですか？」

『捕まったのではなく、自首してきたのさ。詳しい話は八重君に聞くといい』

　意外な事実だった。魅雷から、叡智の連続下着窃盗事件とは別件だと聞かされてはいたが、既すでに解決済みだったとは。

『それで、君の用件というのは、伊集院叡智率ひきいる宇宙真理探究会による〈支柱〉の占拠事件に関連していることかな？』

「ご存じ……でしたか」

『ウサギのように長い耳は持っていないが、代わりに私の命令に従って機き敏びんに動き回ってくれる耳たちがいるのでね』

　学園内に忍ばせた、璃り天あま家に仕える人々のことだろう。

　それにしても、やはり風紀委員が情報を封じ込めているとはいえ、これだけの大事件を長時間隠し通すのは困難だったようだ。

「では、先輩は私の用件についても――」

『無論だよ。荘司郎君は、私に時間稼ぎをしてほしいのだろう？』

　承知していた、と言うよりも、見抜かれていた、って感じだ。

　弥撒祈先輩の実家である璃天家は、皇家院学園に最も多くの出資をしている。その次期当主である先輩は、生徒会や教師連にＰＴＡ、果はては理事会や教育委員会にまで強い影響力を持っているのだ。……否、現代の日本で、璃天家次期当主の名にビビらない組織なんてありはしないだろう。

　私は、そんなオールマイティパスみたいな先輩に、せめて風紀委員が叡智を逮捕するまでの間、警察や軍が動かないよう圧力をかけられないか頼むつもりだったのだ。

『安心したまえ。学園側と警察には既すでに手を回してある。ただ、学園駐ちゆう留りゆう部ぶ隊たいを動かしているのは軍、引いては政府、さらには天之上彌迦神だからね。確実に動きを封じるためには、私が直接出向く必要があるんだ』

　先輩はそこで言葉を切り、深い憂うれいの溜息を吐いた。

『荘司郎君。君は、これから伊集院叡智と対決することになるのだろう？』

「え……はい。おそらく、そうなると思います」

　改めて言葉にすると、俄にわかに名状しがたい、指先が痺しびれるような戦いの予感がした。しかし、怖いとは思わない。むしろ、気合いが入った。

『本音では、今すぐ君の元へ馳はせ参さんじたいんだよ、私もね。君が私の知らぬ所で傷つき苦しむなど、耐えられることではない。替えの利きかぬ我が身を、こうも煩わずらわしく感じたのは生まれて初めてだよ……』

　弥撒祈先輩は、私の現実にとって大切な人だ。けれど、私もまた、弥撒祈先輩の現実にとって大切な欠片なのだ。先輩の沈痛な呟きが、それを私に教えてくれた。

「ありがとうございます。先輩」

『ん……なに、荘司郎君を愛する者として当然のことをしたまでさ。それに、私は君に己の全てを捧ささげているのだから、もっと好きなように利用してくれていいんだよ』

　特に性欲を満たすために利用してくれると嬉しい――先輩のセリフには、微かすかにだが照れ隠しが混じっているような気がした。それと、口には出しませんが、その用途でなら既に利用させてもらっています。一人で。

「先輩の気持ちは、正直に言ってとても嬉しいです。でも、あまり頼りすぎて先輩との関係に遠えん慮りよが混じるのも嫌なんですよ」

　少し、会話に間が空いた。

『……君と出会い、言葉を交わしてから、時々思うことがあるんだ。もし君が、私のことを、本当に自分に捧ささげられた供く物もつのように扱ってくれたのなら、こんなにも切ない胸の苦しみを味わわずに済むのでは……とね』

　先輩の声は狂信者のものではなかった。

『けれど、この苦しみを失いたくないとも思うんだ。君に出会って初めて、この世には幸せな苦痛というものがあるのだと知ったよ』

　おそらく、それは魅雷と同じ、恋する乙女の声であったろう。

『愛しているよ。荘司郎君』

　別れ際の甘い言葉は、濃厚な蜂はち蜜みつのように、いつまでも私の耳の中に残っていた。私は、その蜜みつを心で味わう。濃密な甘さの奥に、ちょっぴり酸さん味みを感じ取れた。

　それから、〈支柱〉前の駅に着くまでの数分間、私は両隣からの突き刺すような視線に耐えねばならなかった。幸いなことに、再び握り締められた両手は、いつしか麻ま痺ひして痛みも感じなくなった。

　こんな鋼鉄の棘とげが生えているような両手の花ならばいっそ――と、どちらも捨てられずにいる私への、これは罰なのかもしれなかった。

　そうだとしたら、なんともまあ随分と軽い罰もあったものである。




　　　　　▽




　最高点は地上千メートル。太さは根本から頂点まで変わらず、直径百五十メートル超。法力によって強化された鉄てつ骨こつと建材が現出させる、その威い容ようは、まさに天を支える巨大な柱であった。

　気候制御システム〈大天蓋〉の主幹制御塔たる〈支柱〉。

　その構造は上・中・下の三層に分けられる。下層にはショッピングモールや映画館などのアミューズメントが充実しており、上層には世界最高の眺望を売りにしたホテルやレストラン、高名な絵画や彫刻を集めた美術館――その名も〈天空美術館〉がある。

　一般客の立ち入りが禁止されている中層は〈支柱〉の制御区画だ。実際に〈大天蓋〉をコントロールしている所である。〈大天蓋〉システムはあくまでも実験中の機構であるため、制御区画ではデータ収集や解析も行われている。

　間近に立って頂上を見上げようとすれば誰かに背中を支えてもらわなければならないほど巨大な〈支柱〉には、東西南北に四つのエントランスが設もうけられている。

　見上げた〈支柱〉の大きさに「凄いですっ！」を二十回くらい連発していたミャーの手を引き、南エントランス前の広場、中央の噴水脇に停められていた車両に乗り込む。通信指令室としても用いられる軍用の大型指揮通信車両だ。風紀委員の装備の一つだが、「なんでこんな物が風紀委員の活動に必要なの？」と訊いてはいけない。

　内部は外見の割に広々としていて、車両後方には通信機材と各種モニターが所ところ狭せましと並べられ、前方には立体映像を出力可能なスクリーンデスクが中央に置かれており、数人で会議を開けるようになっている。

　私たちを出迎えた委員長は、改めてと断り、頭を下げた。

「ジロー君、疑ってごめんなさい。みんな、協力してくれてありがとう」

　状況を弁わきまえている委員長は、私たちが恐縮するまでもなく、すぐに顔を上げてカラッとした笑顔を見せてくれた。次いで、車両後方から顔を出したのは、ツンＭの後輩委員、一いちノの宮みや霧きり梨りである。彼女はオペレータを担当しているのだ。

「申し訳ありませんでした。橘先輩を貶おとしめるような偽ぎ証しようをしたこと、心から反省しています。他十二名を代表し、私が謝罪いたします。皆、どんな厳しい処しよ罰ばつも甘んじてお受けする所存でおりますので……」

「うん。まあ、分かったから、息を整えなさい」

　一ノ宮は自分で言った処罰という言葉に自分で興奮しているのか、はあはあと息を荒げ、目を血走らせていた。ちなみに、魅雷は車両に乗り込んですぐ、前のほうの隅すみで目立たぬよう小さくなっている。そんなに風紀委員が怖いのか。

　状況が状況であるし、私は「今回は赦ゆるす。けど、次にやったら本当に折せつ檻かんするぞ？」と冗談めかして軽くデコピンするだけにした。一ノ宮は物足りなそうな顔をしていた。

「みんな、ジロー君のことが好きだから、たまに甘えたくなっちゃうんだよ」

　などと委員長は言っていたが、下着泥棒の濡ぬれ衣ぎぬを着せられて「甘えたかったの」なんて言われても「ははは、可愛い奴め」と受け入れてやれるような度量は生あい憎にく持ち合わせていない。だからと言って叱りつけても逆効果。面倒なことである。

　その後、前方のスクリーンデスク脇に移動し、委員長から状況説明を受けた。

「爆発があってからは、特に動きはないよ。エーチ君からの連絡もなし。全部の監視カメラを取り戻せたわけじゃないし、防衛行使が働いているから法力で中の様子を探ることも出来ないの。一応、無む人じん偵てい察さつ機きを飛ばしてあるけど、外から見えるのは頂上の大展望台だけだから」

「んな回りくどいことしてないで、さっさと突入すりゃいいじゃん。物量じゃドＭどものほうが圧倒してんでしょ？」

　現在〈支柱〉の周囲に展開している風紀委員の数は約千人。かつてない規模だ。

「それはそうだけど、向こうも〈支柱〉の構造を盗んだファイルで把は握あくしているだろうし、罠を仕掛けて待ち構えている可能性もあるでしょ？　それに――」

　あんまりエーチ君を追い詰めたくないんだ、と委員長は言った。

「エーチ君が自や棄けになって〈支柱〉を壊すようなことをしたら大だい惨さん事じになっちゃう」

　委員長は、今の叡智が正常な判断の出来る状態ではなくなっていると考えているようだった。それは概おおむね正しいと、私は思う。

「今、委員のサイバー対策班が管理システムを丸ごと奪だつ還かん出来ないか頑張っているから、その結果を待つしかないと思うんだ」

　悠ゆう長ちような話ね、と呟き、魅雷は壁に背を預あずけて腕を組んだ。相当焦じれている。

　会話に間が空いたので、私は、車両に乗り込んだきり「秘密基地みたいですっ！」と目をキラキラさせてアチコチ眺ながめていたミャーを落ち着かせてから、委員長に弥撒祈先輩の下着が盗まれた事件について訊いてみた。

「なんでも、真犯人が捕まったと聞きましたが？」

「うん。弥撒祈ちゃんのファンクラブの子でね、会長のリョーちゃんに付き添われて自首してきたんだ。女の子なんだけど、弥撒祈ちゃんの身に着けている物がどうしても欲しかったんだって」

「ファンクラブの？　それって、まさか、青い水玉……じゃない、青いバンダナを頭に巻いた女子じゃありませんでしたか？」

「あれ？　ジロー君の知っている子なの？　お友達？」

「え……ええ、まあ、ヘソチラ以上ブラチラ未満の関係です」

「チラ？」

　そうか、あのバンダナ女子、自首するべきか迷っていたから、あんなにも挙きよ動どう不ふ審しんだったのだな。弥撒祈先輩の愛用ブランドを知っていたのも、実際にその下着を盗んだからか。

　それにしても、いくらファンだからって、同性の下着を盗んで楽しいのかしらん？　私だったら、他人のブリーフやトランクスには指一本触れたくないがな。

　委員長によると、被害者である弥撒祈先輩には告こく訴その意思がないとのことで、刑事事件としては立件せず、お説教だけで済ませたらしい。

「となると……残る事件は、風紀委員会本部に保管されていた例のパンツが盗まれた事件だけになりますか」

「そうだね。でも、今のところ、手がかりらしい手がかりもないんだ。パンツには鑑かん札さつがつけられているから、見つかればすぐに分かるんだけど……」

「無人偵察機からの映像が届きました」

　車両後方から一ノ宮がやって来て、スクリーンデスクのスイッチを入れた。

　すると、偵察機が撮影した映像が、机の上に浮かぶホログラム――立体映像となって映し出される。ミャーが「ふわぁ……」と感かん嘆たんしたような溜息を吐いた。

　映し出されたのは〈支柱〉の頂上、大展望台の外観である。平面の床に、ドーム状の分厚いガラスが被せられこうして外から眺めるのは初めてだが、パッと見は半球体の巨大なスノードームにも見える。

　ガラス壁に近い所に、直通エレベータと非常階段を擁ようすペントハウスがある。東西南北のエントランスから通じる四つだ。曲面のガラス壁に沿そってキャットウォークにも似た回廊が渡されており、一度により多くの人が景観を楽しめる作りになっている。

　その大展望台が、さながら魔法使いの杖の先につけられた宝玉のように、中心部から淡い銀色の光を放っていた。

「エーチ君の印章色シンボル・カラーだ」

　呟いた委員長も、私も、魅雷も、ミャーも、一ノ宮も、映像を食い入るように見つめている。リアルタイムの三次元動画だが、画質はクリアだ。大展望台の中央に銀色の繭まゆのような発光体があり、近くに人の姿も見える。

「あれって行使紋様、ですよね？　でも、随分とその……」

「うん。かなりの大規模だね。多分、最低でも第二級」

　委員長の発言に閃ひらめくものがあった。叡智は確か、魅雷への棒読み告白の中で『第一級相当の新行使を開発した』とか言っていなかったか？　魅雷に確認をとると、

「は？　んなこと言ってたっけ？」という、にべもない返事。

「エーチ君が開発した新行使……それって、どんなものか言ってた？」

「いえ、ヤツが独力で開発した、としか」

　叡智は新行使を〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉になるための功績とする、とも言っていたな。だとすると相当に強力か、もしくは極めて画期的な行使であるはずだが。

「もしかして、あのクソッタレは新行使の実験をするつもりなんじゃないの？」

「それはないだろう。実験がしたいだけなら、生徒会の許可を取って高等部内の実験場を使わせてもらえばいい。わざわざ〈支柱〉を占拠してまで――」

「だからさ、許可が下りないくらいに危なっかしい行使なんじゃないか……って言ってんのよ」

　車両内がシンと静まりかえった。

　その場にいた誰もが、息とともに全ての音を飲み込んでしまったみたいに。

「あり……うる、な。第一級相当なら〈六獄行使〉の例もあるし、それか、余程人道や倫りん理りに悖もとる行使なのか……」

　今の叡智の心理状態を推すい察さつすれば、危険な実験を強行する可能性は高く思える。

「……突入しよう」

　委員長が、重苦しい沈黙を撥はね除のける力強い声で言った。

「エーチ君が何をしようとしてるのかはわからない。けど、やっぱり最悪の事態を想定した上で行動するべきだと思うんだ。……ジロー君。この映像から、エーチ君があとどれくらいで紋様を完成させられるかわかる？」

「おそらく四十分ほどかと。早くても三十分前後といったところでしょう。叡智の性格から考えて、実験段階の行使なら紋様構築にも万ばん全ぜんを期きそうとするはずです」

　委員長は頷き、一ノ宮を見た。

「キリちゃん。各エントランス前で待機させていた突入班に連絡。可か及きゆう的てき速すみやかにプランＢ実行の準備をすること。五分以内」

「はい。可及的速やかにプランＢ実行準備。了解しました」

　一ノ宮が真剣な表情で命令を復唱し、車両後方、通信機材の山の中へ消える。

「時間がないから、ちょっと危ないけど速度重視のプランＢにするよ」

　スクリーンデスクの映像を切り替えて〈支柱〉内部の構造図を表示させ、委員長は突入作戦の概要について説明してくれた。

　まず、委員で編成した四つのチームが、東西南北のエントランスから同時に突入。中層の制御区画まで攻め込み、〈支柱〉全体の電源および、法力を用いた特殊なシステムの全てを一元に司つかさどっている法力駆く動どうをカットする。それにより、対人対空迎撃兵装の使用や〈支柱〉の管理システムへの干かん渉しようを断つことが出来る。

　その後、委員長と魅雷を中心とした少数部隊が南エントランスから侵入。大展望台直通の非常階段を一気に駆け上がり、頂上にいる叡智を押さえる。

　つまり、最初の四チームが陽動と攪かく乱らんを担当。あとの少数部隊が本命というわけだ。

　大展望台の行使紋様が偵察機に撮影されることを見越した上での罠である可能性、委員の突入を察知した叡智が階下に逃げることなども考えられたが、外への脱出口を叡智自身が潰しているので、どのみち上と下からの挟み撃ちに出来る。委員長は、自分と魅雷なら、叡智が仕掛けた罠など障害にもならないと考えているようだった。

「後発の少数部隊の編成だけど、私と魅雷ちゃん、ジロー君と……あと、ミャーちゃんも入れたほうがいいかな？」

「いえ、ミャーは――」

　危険だから下に残しましょう、と言おうとしたのだが、

「モッチロンですっ！　立ちはだかる魔物たちをバッタバッタと薙なぎ倒たおし、巨大な塔の頂上に巣くう悪の首しゆ魁かいをやっつける！　これぞまさに勇者の仕事ですよっ！」

　敢かん然ぜんと勇者の剣を振ふり翳かざしたミャーの果か敢かんな宣言に、私の声は掻き消された。

「い……いや、あのだな。そのやる気は評価するが――」

「荘司郎さん！　魅雷さん！　さあ、十日前、ともに世界を救った伝説のパーティーを復活させる時が来ました！　雄お々おしく勇ゆう敢かんな同志たちよ、今再び我が勇者の剣のもとに集うのだっ！　ですっ！」

「はぁ？　あたしを巻き込まないでよ」

「何を言っているのですか魅雷さん！　……いえ、武闘家・魅雷よっ！　またしても悪の魔の手が世界を闇に覆わんとしているのですよ!?　ここで立ち上がらなくてなんとしますか！」

　ああ、こりゃもう駄だ目めだな。ミャーは完全に勇者モードだ。魅雷は十日前の一件で慣れているからいいとして、委員長はさぞ困惑――

「へー、伝説のパーティーかぁ。なんだか面白そうだね！」

　あ、あれ？　委員長？　何故に貴女まで目を輝かせていらっしゃる？

「八重さん！　今回は弥撒祈さんがいないので、八重さんも我がパーティーに加わってください！」

「えっ？　いいの？」

「当然ですっ！　職業は、そうですねぇ……戦士、いえ、バトルマスターなんてどうですか？　バトルマスター・八重！　カッコイイですっ！」

「うーん……バトルマスターかぁ。それもいいけど、やっぱり私は――」

　不敵な笑みを浮かべた委員長は、バババッと腕を振り回し、ズビシッと腕章を見せつけるようなポーズを決めた。

「弱きを助け強きを挫くじく正義の味方！　私の天職は風紀委員長さッ!!」

　それ、職は職でも役職です……とツッコむ気も起きなかった。

「お……おお～っ！　風紀委員長！　すっごくカッコイイ職業ですねっ！」

　アッサリ受け入れてるし。ミャー、君の世界観は一体どうなっているの？

「では！　風紀委員長・八重！　勇者様の意志を受け継いだこの私……勇者・アルレイミャーとともに、世界を救いましょーっ!!」

「オーッ!!」

　そうだったね。委員長もミャーの側だったね。なにせ正義の味方だものね。頭を抱えずにはいられない。

「やれやれね……。ま、玉子は行使制限かかってないんだし、アンタよりは役に立つんじゃない？」

「トドメを刺さないでくれないかな……」

　ミャーの保護者としては彼女の同行は不安だ。危険なことが起きても守りきれる自信がない。……って、そんな風に考えることの馬鹿馬鹿しさを、私も十日前に思い知ったのだった。

　ただ、一応……小こ細ざい工くはしておこうか。

「ミャー、盛り上がっているところ悪いが、ちょっといいか？」

「はいっ？　なんですか荘司郎さん！　……いえ、盗賊・荘司郎！」

　その設定、まだ生きてたんだ。下着泥棒の容疑は晴れましたよ？

「まあ、盗賊うんぬんは置いといて。……君の勇者の剣なんだけど、下に残る一ノ宮に預けておかないか？　壊れたりしたら大変だろ？」

「なっ!?　何を言い出すのですか荘司郎さんっ!?　勇者の剣とは、勇者様の意志、勇者様の正義、勇者様の勇気そのものですよ!?　単に敵を倒すためだけの道具ではないのです！　勇者の剣なくして悪を討うつことなど叶いません！」

「だからだよ。いざという時の切り札にとっておくんだ」

「だからじゃないで……切り札？」

「そう。切り札。奥の手と言ってもいいな。例えば、敵が物もの凄すごく強いとする。ミャーだけじゃなく、委員長も魅雷も私も敵かなわないような相手だ」

　ふんふん、とミャーは興味深げな表情。

「敵の強烈な攻撃で追い詰められるパーティー！　そんな時に、ミャーが勇者の剣を法力で転送――召喚するんだよ。そして、勇者の剣のパワーを解放して、大逆転勝利を収める！　どうだ？　カッコイイと思わないか？」

「カッコイイ……カッコイイですっ！　それ、すっごくカッコイイですぅ!!　わっかりましたぁ！　勇者の剣は霧梨さんに預けます！　切り札にします！　奥の手にします！　今すぐしまーす!!」

　ミャーは満面の笑みを浮かべて何度も頷き、すぐさま車両の後方へ向かって、一ノ宮に勇者の剣を押しつけ……もとい、預けた。

「ソウジ、アンタなんか企んでるでしょ」

「念のため、な」

　戦う相手が叡智だけなら、はっきり言って小細工など必要ない。魅雷と委員長がコチラのパーティーに加わっている時点で勝ちは決まっているのだから。だが、それでも、第一級相当の新行使とやらは気がかりだ。打てるだけの手は打つべきだろう。

「委員長。各先発突入部隊、部隊長より報告」

　ミャーから「もっと優しく！　赤ちゃんを扱うみたいにしてください！」との指導を受け、勇者の剣を両手で抱きかかえた一ノ宮が告げた。

「突入準備、万端滞りなく完了、出撃命令を待つ……とのことです」

「うん。わかった。通信をみんなに繋いで」

　一ノ宮からマイクを受け取り、委員長は姿勢を正した。目を瞑つむり、短い深呼吸を三度繰り返す。そして、その目が開かれた時、車両内の空気が一変したように感じた。

「総員に告ぐ！　これより、占拠された〈支柱〉の奪だつ還かん作戦を開始する！」

　気迫に満ち、凜りんとした声が空気を震わせ、私の体を通り抜け、爽さわやかな涼風のように心へと浸しん透とうしていく。

　奇妙な感覚だった。心臓の鼓こ動どうは常より早く高こう揚ようしているのが分かるのに、心は穏やかで感情の波は柔らかい。

「先発部隊！　直ただちに突入せよ!!」

　全身で自らの絶対正義を体現する存在、鋼の風紀委員長、吾妻八重。

「みんな！　頑張ろーねっ！」

　何より正しく、誰より優しい彼女の声が、今、戦いの始まりを告げた。




　　　　　▽




　歩みを早めた夕闇が、天を覆い尽くす。

　刻限を告げるかのような、梵ぼん鐘しようの音ねに似た重く鈍い音が鳴り響き、南エントランスの照明が、ふっつりと消えた。

「主要電源と法力駆く動どうの停止を確認。作戦開始から十二分と三十二秒か……想定よりも早かったね。戦闘は散発的だし、怪我人が少なく済みそうで良かった」

　風紀委員長・八重が、真剣な表情に安あん堵どを滲にじませて言った。

「今んとこ風紀委員側にしか怪我人が出てないってのは、正直凄いと思うわよ。とっ捕まえた探究会の連中は無傷なんでしょ？　けど、自分から進んで盾になろうとするとか、罠があるって分かっているのに突っ込むとかってのは、どーなのよ？」

　武闘家・魅雷が、どんだけドＭなんだっつーの、と吐き捨てた。

「通称〝肉の盾〟戦法だな。負傷者は二十五名だが、致ち命めい傷しようを負った者はいない。皆、悦よろこんでいるようだし、速やかに中層制御区画に到達出来たのだから良しとしよう」

　私こと盗賊・荘司郎が、緊張感を隠せぬ様子で言った。

「よぉっし！　それじゃーみなさん！　私たちも突入ですっ!!」

　勇者・アルレイミャーが、拳を突き上げて走り出し、十歩と進まぬところで派手に転倒した。膝ひざ小こ僧ぞうを擦すり剝むいてしまい、泣き出しそうになった彼女を「頑張れ！　君は強い子だろ！」と励はげますのに約三分を要した。

　委員長は颯さつ爽そうと、魅雷は猛もう然ぜんと、ミャーは鼻を啜りつつ、私はミャーの手を引きながら、南エントランスへと駆け込む。暗闇の中でも変わらぬ、広々とした南エントランスホールの豪華さに見み惚ほれている暇ひまはない。

　大展望台直通の非常階段はエレベータのすぐ隣にあった。

『非常時以外立ち入り禁止』と書かれた大きな防ぼう火か扉とびらを開けて飛び込むと、大勢の人が脱出する時のことを考えてか、優に五、六人が並んで歩けそうなほどに広い階段が、踊り場を挟んだ直角の螺ら旋せんを形成しつつ、遙か上方へと続いていた。果ては見えない。

　遠く微かすかに、風紀委員たちの戦闘音が聞こえる中、私たちは全速力で階段を上っていく。とは言え、私とミャーが二段飛ばし三段飛ばしで駆け上がっていくのに対し、魅雷と委員長は踊り場から踊り場へと一足で跳び上がれるようで、ほとんど階段に足をつけていない。身体強化の常用行使の出力に差がありすぎる。

　そもそも、魅雷と委員長なら階段を駆け上がるまでもなく、真ん中の吹き抜けを飛び上がれる。私とミャーのペースに合わせてくれているのだ。先に行ってくれ、と言いたいところだったが、万一の事態を考えると四人一ひと塊かたまりのほうが安全だろう。

「それにしても、エーチ君はどうして〈支柱〉を占拠したのかな」

　階段の上を軽やかに跳びながら、唐突に委員長が言った。私の後方からの声だ。

「実験場が使えないからって、学園には自然観察公園とか〈水すい盆ぼんの杜もり〉――の跡地とか広い場所が沢山あるのに」

　何故か、階段を上り始めてから、委員長は私より先に行こうとしない。もしや、私にスカートの中を覗のぞかれるのではと警戒しているのか？　この非常時に何を考えておられるのやら。確かに、さっきから前を行く魅雷のスカートがはためく度に眼がん福ぷく――もとい、はしたないなぁとは思っていたが。

　委員長の疑問に答えたのは、赤のレース……じゃない、魅雷だった。

「そりゃ〈大天蓋〉が、あのクソッタレの親父が作ったシステムだからでしょ。前に、九々が自分のことみたいに自慢してたわ」

「だい……てんがい？　この塔は〈しちゅー〉って言うんじゃないんですか？」

「今の発音だとコトコト煮込んだ料理を連想させるが……えーっとだな」

　一人困惑顔のミャーのため、私は〈大天蓋〉システムについて、有する機能から〈支柱〉の役割まで、基本的なことを含め簡単に説明した。

　計十本の〈支柱〉が完成し、システムの実験が開始されたのが五年前。叡智の父、伊集院永えい璽じが不慮の事故でこの世を去る、僅わずか二週間前のことだった。故に〈大天蓋〉は永璽の遺作とも言われているのである。

〈大天蓋〉は、永璽の遺い志しを受け継いだ者たちによって、現在も実験と研究が進められている。皇家院での実証試験が済めば、本土の主要都市だけでなく、世界各地の日本人居住都市にも〈支柱〉の威い容ようが現れることだろう。

　そういう意味で、この巨大な塔は、伊集院永璽の偉業を称たたえる記き念ねん碑ひとも言える。

「エーチ君、意外とロマンチストだからね……って、そう言えば魅雷ちゃん、クーちゃんのこと知ってるの？」

「ん……まぁ、ね」

　魅雷はそれきり黙った。説明するのが面倒臭いのだろう。照てれ臭くささも混じっているかもしれない。

「委員長。魅雷と春日かすが井いは友人同士なんですよ。きっかけは――」

　結局、私が説明することになった。

「へぇ、代理告白かぁ。クーちゃん、変わっちゃったって思ってたけど、エーチ君のことが好きなのは昔のままなんだね。そっかぁ……魅雷ちゃんとクーちゃんは友達になったんだ」

　喜びを嚙かみ締しめるように、委員長は「そっかそっか」と何度も頷うなずいていた。

「クーちゃんは、昔から本当にエーチ君のこと好きだったんだよ。いっつもエーチ君の後ろについて回ってね。従者とか御お側そば付づきとか、そういうのはもうやめようって頃だったから、九々ちゃんは叡智君の良いお嫁さんになるなー、なんて言ってる親戚の人もいたんだ。……でも、今のエーチ君は、魅雷ちゃんのことが好きなんだよね？」

　なんか難しいね……と委員長は微笑んだ。楽しかった日々を回かい顧こしての笑顔と、恋愛ごとの複雑さへの苦笑とが、ちょうど半々という表情だった。

「あの子はさ――」

　先を行っていた魅雷が、少しペースを落としながら呟いた。

「九々は、怖がってるのよ。あのクソッタレが大切すぎて、好きって言葉を告げられないの。ひょっとしたら良い方向に変わるかもしれないのに、その可能性だってあるのに。好きだから、好きすぎるから、失うのが怖くて踏み出せずにいるの」

　想像してしまう。想いを告げた時の、相手の嫌そうな顔を。失望した表情を。

　拒まれることを恐れ、嫌われることを恐れ、遠ざけられることを恐れ、春日井は自分の想いを封印している。全てを失うかもしれない無む謀ぼうな賭かけに出るくらいなら、今のままでいい。私は従者だから、身分違いだから――言い訳ならばいくらでもある。

　そこには、己を殺して好きな男に尽つくす自分への、微かすかな陶とう酔すいも含まれているのだろうが……春日井九々の恋愛は、既に依い存ぞんだ。

「変ですよ、それ」

　私の隣を行くミャーが、怪け訝げんそうな顔で言った。

「何が変なんだ？」

「だって……好きな人に好きって言うのが怖いなんて、おかしいです。私は全然怖くありませんよ？　普通に言えます。荘司郎さんのことが大好きですっ！　って」

　階段から足を踏み外して転倒しそうになった。

「わっ？　だ、大丈夫ですか？　荘司郎さんっ」

「い、いや……だいじょぶ。しかしな、ミャー。その……そういうことをいきなり言われるとだな、私もその……な？」

　驚くし動揺するしドキドキしちゃうんだよ。

「いきなりって……でも、私が荘司郎さんのことを好きなのは本当ですよ？　世界で一番、荘司郎さんが大好きなんですからっ！」

「うぐ…………そ、れは……」

　ミャー、そんな真まっ直すぐな瞳で見ないで。一切の汚けがれがない瞳ひとみで私を見ないで。顔が真っ赤になってるから。火を噴ふきそうだから。

「玉子ぉっ!!　ぬぁによアンタはッ！　空気を読まずにポケーっとした顔で抜け駆けみたいなことしてぇっ！」

　本当に火を噴き出しているように見えるほどの怒りの形ぎよう相そうで、魅雷が一気に駆け下りてきた。

「あ、ああ、あたしだってねぇ！　そっ……そそそんぐらいのこと、い、言えるんだからっ！　……荘司郎っ！」

「はいっ!?」

「あたしは……あ、アンタのこと、す……すすす、好きなんだからねっ!!　好き好き好き好き好き好き好き大好きなのっ!!」

「あっ！　魅雷さんズルいです！　そんなに沢たく山さん言うなんて！　それなら私だって……荘司郎さんのことが大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大大大大好きですっ!!」

　二人は踊り場で立ち止まって〝好き好き告白合戦〟を始めた。一刻を争うこの状況で何を子供みたいに張はり合あっておるのやら。まあ、私には何も言う権利はないんだろうけどさ。分かってるよ、それくらい。

「言っとくけど、あたしは玉子の一万倍は荘司郎のこと好きだから！」

「なら、私はさらにその一億万倍、荘司郎さんが大好きです！」

　ふむ、どうやって収しゆう拾しゆうをつけようか……と頭を捻ひねっていると、横から視線を感じた。

「委員長？　どうかされましたか？」

「……えっ？　あ、う、ううん！　全然なんでもないよ!?」

　実になんでもありそうな態度だ。何故か顔を赤くしていた委員長は、私の視線から逃れるように俯うつむいてしまう。

　だが、すぐに上うわ目め遣づかいに移行して、蚊かの鳴くような声で言った。

「ね、ねぇ？　一つ……訊いてもいいかな？」

「はい。なんでしょう？」

「ジロー君は……白しろ無む垢くとウェディングドレス、どっちが好き？」

「ウェディングドレスです」

　咄とつ嗟さに即答してしまったが、なんだ今の質問。心理テストか？

「そ……うなんだ。そっか、ジロー君はウェディングドレスが好きなのかぁ……」

　勿もち論ろん、白無垢だって捨てがたいとは思う。だが、女性にお姫様願望があるように、男にはお姫様抱っこしたい願望があるのだ。少なくとも私にはある。白無垢姿の女性は抱きかかえづらそうじゃないか。

　まあ、それはいいのだが、委員長は何故に、どこからか取り出した手帳にいそいそとメモっているのだろう。風紀委員の活動に関するアンケートか何かだったのだろうか。

「とにかく！　あたしが世界で一番荘司郎のことが好きなのよ！」

「だったら、私は宇宙一荘司郎さんのことが好きです！」

　委員長と話している間にも続いていた口論は、まだまだ決着がつきそうにない。

　ここで私が「もういい加減にしておけ」と口を挟むことも可能だが、その場合、まず確実に「それなら荘司郎に決めてもらいましょ」「ええ、いいですよ」という流れになって余計にややこしくなることは明々白々である。

　私に出来るのは、貝のように口を閉ざして嵐が過ぎ去るのを待つことだけだ。




　結局……委員長が二人を宥なだめて、再び非常階段を上り始めるまで、掛かった時間は約十分。この上なく無駄な時間だった……と、言う権利も私にはありませんよね。




　　　　　▽




〈支柱〉の登頂を再開してから数分後。

　私は死にかけていた。

「ぜはぁー……ぜはぁー……」

　体が重い。全身の血液を水すい銀ぎんに変えられてしまったかのようだ。霞かすんだ視界はユラユラと波に弄もてあそばれる小舟の如く安定しない。おまけに吐き気までしてきた。

「ぜぇいぃ……ぜぇいぃ……うっごほっ!?　ごほっえほっ、うえぇ……！」

「荘司郎さん!?　頑張ってください！　あともうちょっとですから！」

　喉のどが掠かすれて咳せき込こんだ私の背を、ミャーが優しく摩さすってくれた。彼女は、フラつく私の体を支えてもくれている。

「す……すまん……ミャー…………ありが、とう……」

　いくら法力で身体能力を強化出来ると言っても、やはり千メートルもの階段を一気に駆け上がるのは無理があったのだ。私の体力は、ちょうど上層に至いたった辺あたりで尽つきていた。今は、ミャーと委員長に支えられて、どうにかこうにか上っているという状態。

「頑張れジロー君！　あと一息だから、ファイト！」

「ったく……だっらしないわねー。部活の妙な研究にばっかりウツツを抜かしてるから、そんな体力ゼロのモヤシ野郎になっちゃうのよ。反省しなさいよね」

　君や委員長の基準で測はからんでくれ、と言いたかったが、何故かへたばっているのは私だけで、ミャーもピンピンしている。呼吸を乱すどころか汗の一粒もかいていない。

　くそぅ……この不条理どうしてくれよう。

「いっちに、いっちに、荘司郎さん、あとちょっと！　……はい、よく出来ましたぁ」

「ひぃ……ひぃ……はあぁぁぁぁ……」

　ミャーに励まされ、ようやく何百番目かの踊り場に到達した。

「魅雷さん、八重さん、荘司郎さんが苦しそうですし、少し休憩にしませんか？」

「んー、そうだね。えーっと……この扉の向こうはもう〈天空美術館〉か。なら、あと五十メートルもないと思うよ」

　委員長が重そうな防火扉を確認しながら言った。非常階段の頂点は大展望台だが、他の階層からでも逃げ込むことが可能な作りになっている。当たり前のことだけれども。

　私は体をくの字に折り曲げて顔を上げることすらままならなかったが、ミャーに背中を摩ってもらい、またしても委員長がどこからか取り出したスポーツドリンクで喉を潤うるおし、少しずつ呼吸も整ってきた。迷惑をかけてゴメンナサイ。

「荘司郎さん、大丈夫ですか？」

「ああ……ありがとう。少し楽になった。そろそろ先に――」

　その時、非常階段の上方で、何かが光った。

「ッ!?　ジロー君！　危ないッ!!」

「へっ――ぐぼふぉッ!?」

　委員長の鋭い叫び声がしたかと思ったら、横合いから凄すさまじい衝撃を食らい、視界がグルンと一回転。何が起きたかも分からぬまま、私の体は吹き飛ばされ、激突した防火扉を、弾はじき飛とばすほどの勢いで突き破った。

　その先は、非常階段とは打って変わって広々とした空間。天井は高く、壁には立派な絵画が掛けられており、どことなく静せい謐ひつな空気の漂う〈天空美術館〉のパノラマ展示スペースである。

　慣かん性せいの法ほう則そくに逆さからう術すべを知らない私の体は、モノトーンカラーの絨じゆう毯たんの上をゴロゴロゴロゴロと無ぶ様ざまに転がり、誰とも知らぬ作家の抽ちゆう象しよう画がが掛けられた壁に衝突して、ようやく止まった。おそらく、今の私は、清せい掃そう員いんが通りかかったらゴミと間違えて回収されてもおかしくない様そう相ようであろう。

「そっ、荘司郎さんっ！　しっかり！　まだ息はありますよ！」

　ミャーが駆け寄ってきて、ボロ雑ぞう巾きんのような私を抱き起こしてくれた。全身が、叡智の鞭むちの乱打を浴びた時以上に痛んで、うう、とか、ああ、とかいう呻き声で返事を返すのが精一杯だった。

　ミャーの後ろには、非常階段から駆け出てくる委員長と魅雷の姿。

「危なかったねジロー君！　さっきの光は敵からの攻撃だよ！　私が突き飛ばしていなかったら直撃していたかもしれない！　無事で良かった！」

　いえ、ちっとも無事ではないです。むしろ今日一番のダメージを受けています。

「……って、敵からの攻撃？」

　ミャーが〈治癒アガ・キヤエ〉での治療を始めてくれたお陰か、思考能力が戻ってきた。敵ということは、探究会のメンバーが待ち伏せしていたのか。

　振り向いて身構えた委員長と魅雷の視線の先、非常階段から、二人の人物が姿を現した。どちらも女性。燕えん尾び服ふくに似た後ろ裾すその長い上着――間違いなく、探究会のメンバーである。

「はんっ。たった二人であたしたちを止めようってわけ？　いい度胸じゃん」

「私たちはエーチ君の所に行きたいの。退どいてくれないと、怪我をするよ？」

　横に並んだ女子生徒二人は、魅雷と委員長から発せられる闘気にも怯まず、決然と睨み返し、堂々と名乗りを上げる。

「宇宙真理探究会、部員ナンバー三十五。高等部一年生、藤ふじ村むら紀き沙さ」

「同じく、部員ナンバー三十六！　高等部一年、藤ふじ村むら沙さ紀き！」

　三十五と三十六、つまり最も新しい部員ということか。

　名前も似ているが、二人の女子は鏡かがみ写うつしのようにそっくりの姿をしていた。両者ともに妙に肉感的で色っぽい体格をしており、胸などはブラウスがはち切れんばかりだし、短いスカートから覗く引き締まった太ふとももが目に眩まぶしい。けれど、顔立ちには少女らしい幼さが残っていて、その危ういアンバランスさが、男を虜とりこにする魔ま性しようを形作っている。

「うふ♪　光栄だわ、エクラの二人が相手なんて……でも」

「誰であろうと、僕たちがいる限り、ここから先には進ませない！」

　雄々しく宣言した二人の違いは、向かって右、紀沙と名乗った少女は短髪で、左側の沙紀と名乗った少女が長髪という点。それと、紀沙は抜き身の日本刀を構えているのに対し、沙紀は鋼鉄製の小手と脛すね当あてを装着しただけの徒と手しゆ空くう拳けん。どちらも物ぶつ騒そうな出で立ちには変わりないが、間違い探しのような二人である。

「荘司郎さん、凄いですっ！　双子さんです！　初めて見ました！」

　ミャーが私の治療をしながら、はしゃぎ声を上げた。君は何を見ても凄いと言うんだね。彼女にとって、表ひよう界かいにある物は全て「初めて見ました」なのだろう。

「あら、私たちは双子じゃないわよ。名字が同じで名前が似ているのはただの偶然」

「顔が似ているのもたまたまだぞ。皇家院の高等部に入学して初めて会ったんだ」

　それは……双子の姉妹よりもレアなんじゃないか？

　対峙する四名の女子は、既に戦いの決意を固めていた。彼女たちから放たれる闘気が全身を針で刺されているかのような緊張感となって、この空間に充じゆう溢いつしている。

　藤村紀沙が、艶えん然ぜんとした色いろ香か溢あふれる笑みを浮かべて、言った。

「ふふふっ……貴方あなたたちが少しよう数すう精せい鋭えいで非常階段を上ってくることなんて最初から分かっていたから、待ち伏せさせてもらったわ」

「えぇっ!?　紀沙、さっきまで僕のくじ運が悪いせいで一番敵が来そうにない場所を押しつけられたって怒ってたじゃないか！」

「馬鹿っ！　こういう場合は、何もかも見抜いてるって振りをして心理的優位を作るのよ！　それが戦いの基本だって少年漫画で勉強したでしょ!?」

「し……尻しり的てき、誘ゆう引いん……？　うーん、お尻で男を誘いたいなら、紀沙はもうちょいお肉をつけたほうがいいと思うな」

「余計なお世話よ！　……ってそうじゃないでしょ！」

　すぱぁーん！　紀沙が沙紀の頭を叩く音が響き渡り、緊張感が即死なされた。

　なるほど。これはアレか。

　この二人は、夫婦漫まん才ざいならぬ姉妹漫才ならぬ他人の空そら似に漫才要員か。

「荘司郎さん荘司郎さん。私、これ知ってます。お笑いコントって言うんですよね？　とっても面白いです！」

「うん。そうだよ。ミャーは色んなことを知っているんだなぁ」

　私が呆れ、魅雷が肩を落とし、ミャーが二人に拍手を送るという和なごやかなムードの中、最初に動いたのは委員長だった。

「ふっ――はぁっ！」

　目にも留とまらぬ速さで二人に肉薄すると、人体を一刀両断するぐらいの勢いで、やっぱりどこからともなく取り出していた木ぼく刀とうを振り下ろす。

　委員長の剣けん閃せんは、常人には到底反応不可能な速度であったが、紀沙と沙紀は二手に分かれて横っ飛びして回避。

　この、受け止めるのではなく躱かわすだけという判断は、正しかった。

　目標を失った木刀が床を叩くと、百キロほどの錘おもりを投げ落としたかのように、大きく陥かん没ぼつしたのである。床が抜けたのではないかと思うほどの轟音とともに。

　委員長のスピードとパワーは凄まじいが、それに反応してみせた二人も相当な実力者であることが窺うかがえた。

「ジロー君！　道は開いた！　ここは私に任せて、君たちは先に行くんだ！」

「委員長!?　しかし！」

「大丈夫！　今みたいなセリフ、一度言ってみたかったんだっ！」

　さいですか。最初から非常階段の前に陣取っていた二人を退しりぞけるための攻撃だったということなのだろうが……ああ、もう、委員長ったら目を輝かせちゃって。そりゃ、好きそうな状況だとは思うがね。ミャーも羨ましそうな顔してるし。

　だが、呆あきれている暇も、迷っている時間も今はない。委員長ならば二人を相手にしても後おくれはとるまい。私は、ミャーと魅雷と頷き合って、立ち上がる。幸い、ミャーの治療のお陰でダメージは回復、体力も少し取り戻せた。

「あ、そうだ。ジロー君、これを持って行って」

「これって……木刀をですか？」

　差し出された木刀は、柄つかに『八や重え桜ざくら』という銘めいが彫り込まれていた。

「この木刀は、原木の段階から私が法力で強化した物なんだ。きっと、私の代わりにジロー君たちを守ってくれる。私は、武器がなくても戦えるからさ」

　受け取った木刀を握り締めると、力が流れ込んでくるような感触がした。

「ジロー君……エーチ君を止めてあげて」

　私は頷き、木刀と一緒に、委員長の想いを受け取った。

「部長を止める？　……馬鹿言わないで！」

「そんなこと、絶対にさせるものか！」

　紀沙と沙紀の二人が、日本刀と徒手、互いの構えをとり、叫んだ。その声は獰どう猛もうな獣の唸うなり声にも似ている。

　彼女らは本気だ。叡智のために、暴力も負傷も厭いとわない覚悟でいる。

「何故だ？　君らは、何故あの男のために戦える。〈支柱〉の占拠だけならまだしも、叡智は連続下着窃盗犯なんだぞ？　性犯罪の片棒を担かつぎたいのか」

　先を急がねばならぬのだが、問わずにおれなかった。相手が女性だからこそ。

「そんなの冤罪に決まってるわ。私たちの知っている部長は、少年誌の巻頭に載ってるグラビアアイドルの水着写真を見て卒倒するような人だもの」

「部長は女の子に免めん疫えきがないんだ。ブラやパンティなんか、手に持っただけで心臓が止まっちゃうかもしれない。普通に僕たちと話す時でさえ、顔を赤くして目を逸らしちゃうくらいウブで可愛いんだ」

　まあ、そりゃあ、君らのワガママボディは叡智でなくても目に毒だよ。

「君たちの言うことを……気持ちを信じるなら、エーチ君は下着泥棒じゃないのかもしれない。でも、今はこうして〈支柱〉を占拠している。これは悪いことだよ。誰かが止めてあげなきゃいけないことだ」

　委員長が紀沙と沙紀に向かって一歩進み出ながら言った。放つ気迫は対たい峙じする相手の気力を奪うに十分な威力。だが、それでも紀沙と沙紀は怯まない。

「悪いとか悪くないとかは関係ない！　僕たちは、ただ部長のことが好きなだけ。大好きな部長の手伝いをしたいだけ。他の部員たちも、きっと同じ気持ちだ！」

　鏑木善治と同じことを同じ表情で、沙紀が言った。そのあとを、紀沙が引き継ぐ。

「私たちも馬鹿じゃないのよ。こんな大それたことをして、風紀委員に追い詰められて、見逃してもらえるなんて思ってないわ。それに……橘荘司郎。部長が貴方に何をしたのか――鏑木先輩に何をさせたのかも聞いた。だけど――」

「――僕たちは、お前なんかよりもずっと部長のことを知っているんだ。その僕たちが味方をしてあげないで、誰が部長の味方になってくれる？　誰が部長のために戦ってくれる？」

　いるだろうよ。君らの目の前に。吾妻八重という人が。……そう叫びたかったが、聞きはすまい。彼女らには彼女らの理由が、そして信念があるのだろうから。

　私が黙する横で、意外にも魅雷が、沙紀の言葉に反はん駁ばくした。

「はっ！　楽でいいわよねー、誰かに従っているだけの連中って！　好きな人のためとか言ってっけど、単に自分に酔っているだけってわっかんねーのかよ」

　その言葉はきっと、春日井にこそ言いたかったことなのだろう。

　沙紀は、魅雷の嘲ちよう笑しように不敵な笑みでもって応えた。

「お生あい憎にく様さま。他の部員はどうか知らないけど、僕たちの理由は〝部長のため〟だけじゃないんだ」

「もっとずーっと個人的な欲求よ？　ちょっとだけ〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉ってのがどれほどのものか……確かめたいと思ってるの」

　真っ赤な舌で上唇を舐なめ、纏まとわり付つくような視線を委員長に送りながら、紀沙が言った。構えた日本刀が、照明の落ちた暗闇の中にありながら、ギラリと輝く。

　今気づいたが、紀沙と沙紀の一人称は常に「私たち」と「僕たち」だ。二つの意志が統合されていることを示す証しよう左さか。他人の空似で性格が正反対でも、本物の双子以上に通じ合っているのかもしれない。

　委員長は、殺意すら滲む二人の視線を真っ正面から受け止め、

「よかった……。安心したよ。探究会の子たちは、みんなエーチ君のことが好きで戦っているんだね。強制的にじゃなく、自分の意思で」

　笑顔。弟に友達が出来たことを喜ぶ姉のような、笑顔。

「よし！　君たちが自分の信じる者のために戦っているのなら、私も全力で立ち向かおう！　私の心に宿る……正義の力で!!」

　気迫。息苦しく感じるほどの濃密な闘気が、瞬く間に広々とした展示スペースに充満する。空調も止まっている室内で、一陣の突風が吹いたような気さえした。

　私も、ミャーも、魅雷も、皆、委員長から目を離すことが出来ず、グッと息を呑のんでいる。正面から対峙する紀沙と沙紀が感じている重圧が如い何かほどのものか、想像するのさえ恐ろしい。逃げずにいられるだけでも賞しよう賛さんに値する。

「いくよ――」

　微かな呟き。静まりかえった室内で、誰かが唾つばを呑む音が聞こえた。




「へぇ～～～～～～ん、しんッ！　とおぅっ!!」




　両手で頭の上に円を描くようなポーズから、掛け声とともに跳躍。高い天井近くまで跳び上がる。そのままクルクルと回転しながら、重力に逆らうことなく、跳ぶ前と同じ位置、一センチとずれることなく着地。

　そして――




「鋼の風紀委員長!!　吾妻八重!!　見参ッ!!」




　ビシィッ！　バシィッ！　ズバババァーンッ!!




　……と、ポーズを決めながら叫んだ。

　すると、どこからともなく威勢の良い音楽が流れてくる。歌だ。やたらと『風紀委員長』と『正義』という二つの単語を連発する歌詞に、委員長の歌声はちょっと……いや、盛大にメロディから外れていた。

　風紀委員会の会歌『風紀委員のテーマ　～戦え！　鋼の風紀委員長！～』である。

「な、何よ、この歌？　それに、変身……ですって？　どこも変わってないじゃない」

「あっ！　あれを見て紀沙！　風紀委員の腕章が赤いスカーフになってる！」

　そりゃ、初めて見た二人は驚くよね……。

　私と魅雷は委員長のノリには慣れているから、肩を落として脱力するだけだが、紀沙と沙紀の二人は完全に委員長のペースに呑まれている。ツッコんだ時点で負けなのだ。

　ちなみに、ミャーはと言うと――

「カッコイイ！　八重さんすっごくカッコイイですぅ！　今度私にもポーズを教えてください！　あと『ミャーちゃんへ』って書いたサインもください！」













　ヒーローショーに夢中になる子供か、君は。

「さあ！　紀沙ちゃん沙紀ちゃん！　どこからでもかかってきなさい！　正義の風紀委員長は逃げも隠れもしないぞっ！」

「くぅっ……ば、馬鹿にしないでよっ!!」

　委員長の〈変身〉と態度を、挑発と受け取ったらしい紀沙が、灰色のラインで行使紋様を構築した。第六級〈岩礫デ・アン・エフ〉か。〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉と戦ってみたいと言うだけあって、構築速度はかなり速いな。

　灰色のラインが輝きを放ち、紀沙の周囲の空中に、表面のゴツゴツしたサッカーボール大の岩が、六つ出現した。

　紀沙が優雅に腕を振るうと、猛もうスピードで委員長に向かって飛ぶ。

「――ッはあ!!」

　しかし、仁王立ちする委員長の体に触れる直前、全ての岩が一瞬で砕かれた。

　破は片へんが見えなくなるほど、粉々に。

「うんっ！　いい攻撃だ！　次は私の番だねっ！」

　爽さわやかな笑顔を浮かべた委員長が、自らの拳で、六つの岩塊を、瞬き以上のスピードで破は砕さいしたのだ。

「「……………………」」

　行使を発動した紀沙も、岩に対処する隙すきを狙って動いていた沙紀も、顎が外れんばかりに口を開いて、言葉を失っていた。

「えーっと……気づかなかっただろうが、先ほどの〈変身〉な、あれ委員長の固有行使なんだよ」

　唖あ然ぜんとしている二人の様子があまりに哀れを誘うので、解説してあげることにした。

「第一級〈神威憑依シヤ・ラン・ネイーパ〉をも超える、最強の身体強化系行使で、ジャンプしてクルクル回転している間に行使紋様も展開されていたんだ」

「あの……最強の身体強化というと、具体的にどの程度でしょうか？」

　そう問うたのは、呆然とした様子で固まった沙紀である。

「なんで急に敬語になるのか分からんが……そうだな、単純な殴り合いでなら天之上彌迦神にも勝てる程度、と言えば分かりやすいか」

「「マジで!?」」

　紀沙と沙紀の、驚愕の声と表情とリアクションは、全て完璧にハモっていた。

「駄目だよジロー君」

「は？　駄目？」

「そーゆー時は、最初に『解説しよう！』って言わなきゃ」

「……そうですね。すみません。次から気をつけます」

　もう何も言う気になれん。体力は回復したが、気力はかなり消しよう耗もうしてしまった。それは魅雷も同じであるようで、さっさとミャーを引っ張って非常階段へ向かった。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　先代理事長より上とか冗談じゃないわよ!?」

「うん。冗談じゃないよ。私は全力で君たちと戦う！」

「そうじゃなくって……うわぁ!?　く、来るなぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!」

　紀沙と沙紀の本気の悲鳴をＢＧＭにしつつ、私も魅雷たちの後を追い、非常階段を上る。ロスした時間は大きいが、偵察機からの映像を常時監視している一ノ宮から連絡がないことからして、叡智の紋様はまだ完成していないのだろう。

　まだ委員長の戦いを見たがっている様子のミャーの手を引き、颯爽と階段を駆け上りながら、魅雷が言った。

「ねぇ、ライダー女は任せてとか言ってたけど、あの程度の雑ざ魚こ二人だけなら、瞬殺してすぐに追いつけるんじゃないの？」

「そうでもない。委員長……と言うか、鋼の風紀委員長は正義の味方だからな。正義の味方というのは、どんな敵が相手でも、必ず一度は窮地に陥るものだろう？」

「あっそ……」

　おあとがよろしいようで。




　　　　　▽




　大展望台は鮮やかな三色に彩られていた。

　天を望めば夜闇の黒。地平を眺めれば夕焼けの橙。中央に満つるは異質な銀。

　巨大な繭か、もしくは卵のようにも見える行使紋様。放つ銀の輝きが、ドーム球場ほどもある広さの展望台、その全体を煌こう々こうと照らしている。

　非常階段から飛び出した私たちが銀糸の塊を目にした時、細い体たい軀くの男の影が一つ、行使紋様を仰ぐように見上げ、コチラには背を向けて、立っていた。

「追い詰めたぞ叡智！　この下着泥棒めッ！」

「どっちにしろ焚ふん殺さつ決定なんだから、手こずらすんじゃないわよ、下着泥棒！」

「私が来たからには悪事はそれまでです！　観念なさい、下着泥棒さん！」

「僕を下着泥棒と呼ぶなぁッ!!」

　下着泥棒こと伊集院叡智は、首だけで私たちのほうに振り返り、叫んだ。その声には、微かに懇願と涙声が含まれていた。

「どこまでも無礼な連中だ！　……まあいい。今の内に精せい々ぜい吠ほえておくがいいさ。この紋様が完成すれば、否応なしに己の卑ひ賤せんさを思い知らされるのだからな」

　すぐに冷静さを取り戻した叡智のセリフを、私は最後まで聞いていなかった。

　神経質なまでに幾き何か学がく模も様ようにこだわった銀の紋様の中に、あってはならぬものを見たからである。

　春日井九々。

　巨大な繭の中央、同時に大展望台の中央、まるで銀色の茨いばらに囚とらわれた姫君のように、悲しげな表情で目を伏せた彼女が、立ち尽くしていた。

「こっ……ンのクソッタレがぁぁッ!!　九々に何してやがるッ!!」

　想定の埒らち外がいにあった、親友の痛ましげな姿。それを見せつけられた魅雷が、激げき憤ふんに紅ぐ蓮れんのオーラを纏わせ、一も二もなく叡智に飛びかかろうとして――

「待てっ！　魅雷！」

　私は両手でしがみつくようにして止めた。魅雷から放たれる怒りの熱波に制服が焦げたが、構ってはいられない。

「何よ!?　なんで止めるのよっ、ソウジ!!　九々が……九々がッ!!」

「紋様をよく見ろ！　人体干かん渉しよう線だ！」

　春日井は紋様の繭に覆われているのではない。数十本もの銀糸が絡みつき、その内の数本は彼女の肌に深々と突き刺さっている。鏑木善治の〈獣化ロ・トン〉と同じ、人体の組そ成せいを変化させる行使だ。

「それが……それがなんだってのよっ!?　九々の体をどうにかしようってんなら、尚なお更さらあのクソッタレをブッ殺さなきゃ！」

「君の攻撃を受けて叡智が紋様を消すならそれでもいい！　だが、もし紋様が不完全のまま無理に発動しようとしたら、春日井の身がどうなるか分からん！　君はそれでもいいのか！」

「ぐ、ぅぅぅ……！」

　歯が砕けんばかりに嚙み締め、爪が手に食い込むほど強く握り締め、魅雷は必死に怒りに耐えていた。己の体を内側から焼かれているかのような苦く悶もんの表情を浮かべて、親友を助けられない自分に対する怒りに、耐えていた。

「魅雷さん……魅雷さん……！」

　いつの間にか、ミャーもまた私と同じように魅雷の体を押さえていた。宥なだめるように魅雷の名を呼び、彼女は怒りではなく涙を堪えていた。

「くっははははは!!　そうだよ、大人しく待っていてくれ、魅雷君。すぐに、そこのクズよりも僕こそが君に相応ふさわしいのだと、証明してみせるからね」

「叡智、お前は……！」

　何が楽しい。何が楽しくて笑っているのだ、あの男は。魅雷を見ろ。彼女は苦しんでいる。好きな女が苦しみに耐えているのを見て、何故笑える？　鏑木善治や、藤村紀沙と沙紀の二人に、好きだと言わしめるお前が、何故？

　怒りと疑問と無力感。渦巻く激情の中に、私は自分のするべきことを探す。

　師匠は仰った。

『まず観察しろ。観察しなければ、何を考えればいいのかも分からないから』

（今夏発行予定の『我が師匠、魂の名言集』第六巻に収録予定）




　私は目を見開いて、銀色の繭を睨みつけた。

　観察するんだ。あの行使紋様が、どのような奇跡を起こすべく編み上げられたものなのか。私にはそれしか出来ない。私にはそれが出来る。

　放射、波線、二重円環、全て五重複層索結線。放射が二十二の三乗、波線が八十九の二乗、二重円環は六連、二十四連、三十連の円弧の多重型、左右対称の六角連結？　やはり無茶はしないか。固有系統は該がい当とうなし。近いのはサ・ハ・テン。反整流線が四点分岐して増幅経路を形成、伝達補助線を経由、多面体形状……八百二十四の迂回路から緩衝線を保持したまま接続、五百十から六百九十一、反動抑制の重ねがけ。逆流制御線が春日井の体に絡みついている。五十九の八乗、並列曲線、そこから……増幅経路とＹ字結線？　そのまま人体干渉線に繋ぎ、先端は表皮、皮ひ下か脂し肪ぼう、骨こつ格かく、さらに奥へ？　深すぎる。あれだと脊せき柱ちゆうを伝って――まさかッ!?

　精神干渉！　人体干渉線を脳にまで食い込ませている！

「なっ……なんて……叡智、お前は……そこまで」

　春日井の肉体だけでなく、心までをも侵そうというのか。

　非人道の極きわみの光景が、そこにあった。

「くくくっ……くはははっ……くははははははははははははははははははははは!!」

　目を逸らしたい衝動と戦いながら観察を続けていた銀色の繭。

　その中を駆け巡っていた銀のラインの動きが、止まった。

　伊集院叡智の新行使が、完成したのである。

「出来た！　出来た！　出来たッ！　出来たぞぉッ!!　僕のオリジナル、僕だけの第一級行使がッ!!　見るがいいクズ！　見てくれ魅雷君！　これが、これが、これが……これが僕の優秀さの証明だッ!!」

　叡智が喝かつ采さいを叫ぶ中、銀色の行使紋様が放つ光が徐々に強くなっていく。非生物的な銀の光が、天の黒を、地平の橙を、大展望台を染め上げて、中心に立つ春日井の体を呑のみ込こんでいく。

「九々ッ!!」

　怒りに叫んだ魅雷も、悲しみに震えるミャーも、どれだけ光が強くなろうと、その中に春日井の影が消えようと、目を逸らそうとはしなかった。私もまた、無力感に打ちひしがれながらも、目を見開いて、自分のすべきことをし続けた。

　叡智の哄こう笑しようが響き渡る。魅雷の体が震えているのが分かる。銀光が収まっていく。




「どうだ！　素晴らしいだろう!?　これが僕の第一級行使〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉だ!!」




　それは、いつもは結い上げている髪を下ろしていた。

　それは、拘こう束そく具ぐのようにも見える銀色の鎧に両腕両足を覆われていた。

　それは、何も映さぬ意思なき人形の目をしていた。

　それは、心を銀に奪われた、春日井九々だった。

「く……く……？」

　魅雷の呟きは、涙が滴したたり落ちて床を打つ音に似ていた。けれど、親友はその声に応えない。ただ虚ろな表情で、焦点の合わぬ瞳で、私たちのほうを眺めていた。

「分かるか、橘荘司郎。この〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉の素晴らしさが！　他人を強化するなどというつまらん行使ではないぞ？　これはな、対象者を人間という種の枷かせから解き放ち〈擬ぎ神じん化かした存在〉へと昇華させる行使なのだ！」

「何を……何を自慢しているんだ、お前は」

　こんなことをしでかして笑っていられる叡智に、本気で吐き気がした。

「春日井から自我を奪い取り、意のままに動かせる人形にするのが素晴らしい？　人間を……強制的に法力を行使させられるだけの兵器と化すことを、お前は昇華などと呼ぶのかッ！」

「ふんっ……やはり、クズには理解出来ないか」

　同感だと叫びたかった。この男の価値観は、既に理解の範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつしている。悠長な会話など中断し、魅雷の体を押さえるのもやめて、とっとと私の目の前からこの不ふ愉ゆ快かいな男を消し去ってしまいたい。

　だが、それでは駄目だ。紋様を観察して分かったことを魅雷とミャーに伝え、同時に叡智から情報を引き出さなければ。春日井を――魅雷の親友を助けるためにも。

「クズだろうとなんだろうと、その〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉とやらが継続性行使であることくらいは分かる。叡智、仮にお前を殺したとしても、春日井が解放されるとは限らないこともな」

「なんだ、その程度しか分からないんじゃないか。橘荘司郎、貴様、もう口を開かないほうがいいぞ？　言葉を発する度に己の無能さを証明するだけだからな」

「あ、貴方はどうして……！」

　叡智の嘲笑に、涙を浮かべたミャーが反駁しようとしたのを、私は彼女の肩に手を載せて制した。叡智の言葉に含まれる毒は、ミャーの真っ白な心に傷をつけ、膿うみ腐くさらせてしまうだろうから。そんなことをさせてはならない。

「くくっ……蒙もう昧まいなクズどもの相手は疲れるが、まあいい。どうせ貴様らには実験台になってもらうんだ、教えてやる」

　真っ赤な舌で唇を舐めた叡智は、今の状況に酔よい痴しれている。陶とう酔すいしている。

「僕の〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉によって支配下に置かれた存在――〈擬神リ・グエ・ラ〉は、行使制限の縛いましめから解き放たれるんだ。即ち、完全無制限法力行使者――〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉と同格の力を得るのさ」

　私は春日井を見た。彼女は確か一いち四よん制限だったはず。もし、叡智の言っていることが本当なら、あの銀色の鎧は第一級〈皇鎧具現ゴルフオ・ヴイ・ンデ〉で作らせた物か。

「そうだッ！　分かるだろう！　僕は今や〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉を支配する術を得たんだ！畢ひつ竟きよう、この世界中で僕こそが！　〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉を操れる僕こそが！　最も優れた行使者であるという、その証明となる！　愚ぐ昧まいなる試験官どもに頭を下げてまで第一級試験を受ける必要もなくなったんだ！　くはははははははッ!!」

　金属同士を擦れ合わせる音にも似た、不愉快な哄笑を上げる叡智の目に、明確な狂気の色を、私は見た。

　ミャーは叡智の笑い声から発せられる悪意に、耳を塞ふさぎ目を閉じたいのを必死で堪えているようだった。魅雷の震えは止まり、無表情でただ変わり果てた春日井を見つめている。私も、もう一秒たりとてこの場にいたくない気分だった。

「だが、僕の〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉も、まだ完全ではない。試験が必要だ。生み出した〈擬神リ・グエ・ラ〉がどれほどの性能を発揮するのか、相応の敵を宛あてがってテストしなければ」

　笑い狂っていた叡智が、瞬時に落ち着きを取り戻して言った。

「元々の計画では吾妻八重を想定していた。あの女は、図々しくも僕の姉を気取っていたからな。〈支柱〉の占拠という犯罪行為を、僕に恩を売りつけるために隠し仰おおせようとする可能性は高いと読み……実際に予測は当たった」

「そういう……そういう企くわだてか、叡智」

　おそらく、後にも先にも、これほど胸むな糞くその悪くなる得心はない。

　叡智が開発した〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉は誰の目から見ても非道な行使だ。学園内の実験場の使用許可が下りるはずがない。さらに、生み出される〈擬神リ・グエ・ラ〉の性能を試すには、同等の力を持つ〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉と全力で戦わせる必要がある。

　二つの課題を一度に解決する手段が〈支柱〉の占拠だ。

　叡智が首謀者だと知れば、八重委員長は必ず止めに行く。春日井を助けるためにも彼女は全力で〈擬神リ・グエ・ラ〉と戦うだろう。そして、戦いの結果がどうあれ、委員長は叡智を自らの手で更生させるために事件を隠いん蔽ぺいする……。

「高たか須すを誘拐したのも〈支柱〉の占拠計画を確実なものにするためか」

「当然だろう？　僕は意味もなく貴様如きの相手をするほど暇じゃない。自うぬ惚ぼれるなよクズが。全ては〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉を完成させるための計画の内だ。もっとも、貴様が吾妻八重に助けを求めようとしなかったのは、計算外だったがな」

　それは叡智の失態だ。最初から、ミャーを誘拐したなどと噓を吐かなければ良かったのだ。彼女の悲鳴を聞かされて冷静さを失っていなければ、私は八重委員長に助勢を請うていたに違いない。

　その結果、風紀委員の目は誘拐事件へと向き、偶然にも一般客として風紀委員が〈支柱〉内にいるという可能性を減らすことが出来ただろう。

　風紀委員会の全貌は属している私ですら把握出来ないのだ。しかも、委員の多くは普段は腕章を着けていないので、誰が風紀委員なのか分からない。〈支柱〉内の一般客の中に紛まぎれ込んでいたとしても見分けがつかない。

　一人や二人ならばともかく、数十名単位の風紀委員が〈支柱〉内にいた場合、占拠計画は妨害され、声明を出す前に委員長が到着し、叡智が紋様を構築する間もなく探究会メンバー全員逮捕、という結末に至いたっていたかもしれない。

　しかし、実際にはそうはならなかった。私が委員長に助けを求めなくても、風紀委員のほとんどは別の仕事に駆り出されていたからである。下着泥棒として逃走中の私の捜索任務にだ。

「計画に多少の狂いはあったが……これでようやく、早そう逝せいした父に顔向け出来るというもの。偉大なる我が父……伊集院永えい璽じが成した偉業の上で、僕の創り出した〈擬神リ・グエ・ラ〉が、ついに〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉を超えるんだ！」

　叡智なりのセンチメンタリズムとロマンティシズムを満たし、同時に新行使の実戦的なテストが行えて、しかもリスクは最低限で済むよう組み上げられた計画。状況が状況でなければ、見事だと拍手の一つでも送ってやりたくなる。

　しかし――反へ吐どが出そうなほどのイカれた計画に違いはなかった。

「くくくっ……さあ、もうクズに語ってやることはない。魅雷君、君にはこれから、僕の〈擬神リ・グエ・ラ〉と戦ってもらうよ？　そして、僕の生み出した存在……否、この伊集院叡智が、君ら〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉よりも優れていることの証明になってくれっ!!」

　高らかに謳うたわれた叡智の声が大展望台中に響き渡り、自我を奪われた春日井がユラリと一歩前に踏み出し、私が委員長に託された木刀を構えようとした、その時――

　魅雷が消えた。

「なっ……？」

　見えたのは、赤い残像。感じたのは、微かすかな風圧。その場の誰にも知覚出来ぬ速さで、私とミャーの間を走り抜け、叡智のすぐ脇を擦り抜け、トリプルテールを靡なびかす小柄な少女が、渾こん身しんの右ストレートを春日井に見舞っていた。

　凄まじい速度に比例した、凄まじい威力に吹き飛ばされた春日井が、ガラス壁に叩きつけられる轟音が響いて、ようやく、私とミャーと叡智は、何が起こったのかを理解するのを許された。

　厚さ一メートル超。大展望台を覆う超硬質ガラスに大きな罅ひびが入っているのが見え、銀の鎧を纏った春日井が横たわっていた。

「……………………」

　たったそれだけで勝負が決まったのではないかと思えるほどの、魅雷の容よう赦しやない先制攻撃に、彼女以外の全員が絶句する中――

「ちっ」

　魅雷の舌打ちがやけに大きく聞こえ、見えない糸に操られているかのような人間離れした動作で、春日井が立ち上がった。その細い体にも、銀色の鎧にも、掠かすり傷一つ負っていない。

「――魅雷さんっ!?」

　ミャーが叫ぶ。彼女の目が向けられているのは、魅雷の右腕。ザックリと、鋭えい利りな刃物で切り裂かれたような傷が刻まれ、なめらかな白い肌を赤い液体が染めていた。

　ポタリと垂たれる血の雫の先、立ち尽くす春日井の、同じく右腕。鎧の中に収納されていたらしき銀の刃が、赤く濡れそぼっているのが見えた。

　ほんの一瞬の交こう錯さく。魅雷の拳に吹き飛ばされながらも、春日井は反撃していたのだ。

　叡智が、またしても、けたたましく笑い出した。

「素晴らしいッ!!　これが〈擬神リ・グエ・ラ〉の……僕の力だッ!!　さあ！　戦え〈擬神リ・グエ・ラ〉！　超えるのだ！　打ち倒すのだ！　〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉をォッ!!」

　創造主の歓喜に応えるかのように、春日井が体を前のめらせる。すると、その背中から銀色の棒が二本、ズルリと突き出た。先せん端たんが鋭く尖り、優美な曲線を描く剣にも似た細く薄い板状の棒は、鉄琴を叩き鳴らすような軽やかな音を立てて展開していく。

　それは翼だった。薄く研とぎ澄すまされた銀板で構築された、両翼三メートルはあろうかという、一対の翼。

　かつて天之上彌迦神が用いたことでも知られる、第一級行使〈皇鎧具現ゴルフオ・ヴイ・ンデ〉によって具現化される鎧は、それ自体が機械的な構造を持つ兵器である。春日井が装着している鎧に複数ある黒い宝玉のような物も、おそらくビームかレーザーか何かの砲門だ。

　命令に従って戦うだけの兵器と化した春日井を前に、魅雷は笑っていた。

「あたし、手加減苦手だからさ、下手したら九々を殺しちゃうかもしんないって思ってたけど……この分なら、全力でやっても大丈夫そうじゃん」

　口元に笑み、されど瞳に宿るは激怒の炎。その場に火柱立つかの如く、灼熱のオーラが放たれる。そして――赤の中でも尚紅あかい、真紅のラインが逬った。

　天才少女・天津風魅雷のみに許された紋様構築。彼女が描くは炎。編み上げるのは強きよう靭じんなる意志そのもの。赤き光条は、まさしく光の速さで駆け巡り、煌々と輝く紅蓮の舞台――炎の巫女が舞い踊る神楽かぐら殿でんを形作っていく。

　だが、常ならば優雅な舞で全てを魅了する赤き巫女は、炎の紋様の中央でじっと佇たたずみ、ただ一点を見つめていた。

　銀の鎧に戒められし友――春日井九々を。

「魅雷さんっ！　駄目ですよ！　九々さんと戦っちゃ駄目です！」

「待て、ミャー！　大丈夫だ！　魅雷を信じろ！」

　ミャーへの言葉は、自分に言い聞かせるための言葉でもあった。

　やがて、揺らめく炎の紋様が強烈な輝きを放ち、一瞬、世界を赤く染め上げる。

　光が収まり、夕闇の暗さを取り戻して尚、大展望台の中央だけは赤かった。

「あれ……前に見たのと、違う……？」

　紅蓮のオーラを放つ魅雷が纏っているのは、赤き改造制服でも、炎を象かたどる鎧でもない。純白の千ち早はやと、火炎の紋が染め抜かれた丈の短い緋ひ袴ばかまに、ルビーのような光沢を放つ赤い軽装鎧を組み合わせた、それは戦いくさ巫み女この装束だった。

　春日井の銀刀に切り裂かれた傷は跡形もなく消え失せ、その右手には刃も柄も房ふさ飾かざりまで赤一色の儀式刀。彼女の身を守るように宙に浮かんでいるのは、鼈べつ甲こう色いろをした六角六枚の盾。熱風に棚引く赤髪は、高い位置でポニーテールに結われている。

　その形ぎよう、その様、その姿をば称える神しん名めい。

　其それは〈迦か具ぐ雷らの魅み子こ〉という。

　動たる火炎を神の真しん静せいに封ずることで顕けん現げんす、天津風魅雷の固有行使である。

「ソウジ！　玉子！　九々はあたしが抑える！　アンタたちは、そっちのクソッタレをシメて、九々を元に戻す方法を吐かせろ！」

　春日井から目を逸らさず、コチラに背を向けたままの命令。魅雷はまだ冷静さを失っていない。怒りの激情の中にありながら、叡智を殺しても春日井を解放出来るとは限らないという私の言葉を聞いていたのだ。

「あの固有行使〈迦具雷の魅子〉は〈炎えん獅じ子しの女じよ帝てい〉よりも前に開発された行使で、攻撃よりも防御に重点を置いた戦闘形態なんだ」

　儀式刀と盾の存在がその証あかし。魅雷は素す手でのほうが強い。

　それに、神速の先制攻撃も、春日井の身を案じての判断だった。

〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉は〈獣化ロ・トン〉と同じく人体の組成に干渉する行使。対象者は体力を著しく損そん耗もうする。まして、春日井は自分の意思で行使を解けない。時間を掛けすぎれば命に関わるだろう。

「魅雷はまだ、春日井のことを諦めてはいない。大丈夫だよ、ミャー」

「はい……！」

　ミャーが顔を綻ほころばせて頷いた。

「ちょっと！　くっちゃっべってないで！　もう戦いは始まってんのよ!?」

　はいはい。こんな時にまで照れ隠ししなくてもいいだろうに。

　魅雷に返事をしてから、叡智に向き直り、八重委員長の木刀を両手で正眼に構える。

「ミャー。私は叡智に切り込む。指示を出すから、法力で援護を頼む。ただし、なるべく一箇所に立ち止まらず動き回るんだ。いいね？」

「は、はい！　頑張ります！」

　小さなガッツポーズつきの返事に、思わず頰が緩む。

「いい返事だ……それじゃあ、まずは〈列柱ゼ・クウ〉を構築、一拍遅らせて〈砂壁チエ・ム・ノ〉を構築。発動は指示があるまで待機。出来るな？」

　その二種の行使紋様を、ミャーは知らないはずだ。代わりに私が思い描く。発動箇所と、どのように使うのかも含めて。

「はいッ！」という、二つが重なって一つになった返事を残し、ミャーは両腕に緑の紋様を構築しながら、トテトテと走り、私から距離をとった。

「くはははははっ!!　二人揃ってＸクラスのクズの極きわみがッ！　コソコソと、どちらが先にやられるかの相談か!?　いいだろう！　〈擬神リ・グエ・ラ〉が魅雷君を屠ほふるまでの余よ暇かを、貴様らで潰すとしようか！　くくっはははははっ！」

　叡智が騒々しく笑いながら、二本の鞭を振り回した。床を抉り、破片をばらまく。

「叡智！　お前の笑い声はやかましくて耳みみ障ざわりなんだよ！　少し黙れッ!!」

　木刀を握り締め、真正面から叡智への突撃を敢かん行こうする。

　恐怖よりも、今は怒りに身を任す。

「九々！　少し痛くするかもしんないけど……我慢してよねッ!!」

　視界の端に、春日井に向かって地を這うように飛ぶ、赤き巫女の姿が見えた。

　親友に纏わりつく銀の鎖を断ち切るべく、少女は華麗な武ぶ踏とうを舞う。























　夜が駆け足で迫る大だい展てん望ぼう台だいに、二つの戦場が出現していた。

「おらぁッ!!」

　赤い残像しか捉とらえられぬほどの速度で肉にく薄はくし、赤き巫み女こたる魅み雷らいが、銀に戒いましめられし春日かすが井いに向かって、逆ぎやく袈け裟さに儀式刀を振り上げる。凄すさまじい力で振るわれた儀式刀から発せられた風圧が、ガラス壁に沿そって巡らされた回廊の一部を吹き飛ばす。

　しかし、春日井は無言、無表情で身を翻ひるがえし、剣けん閃せんを躱かわすと、そのまま翼を大きく広げて飛び上がっていた。













　魅雷は即座に跳ちよう躍やくして追う。巫女は翼などなくても当たり前のように宙を飛んだ。

　ドーム状の天てん井じよう近くまで飛んだ春日井は、流れるような動作で振り向き、魅雷を迎え撃つ体勢をとる。すると、鎧よろいの両肩と両りよう脛すねにある、四つの黒い宝玉のような物が光り輝いた。次の瞬間――

「……なに!?」

　銀の光条が魅雷に向かって放たれた。銀色のレーザーである。

　銃弾よりも速く、強烈な指向性でもって対象物を焼き貫つらぬくそれは、法ほう力りきによって解放される、射撃兵器としての〝貫通光砲レーザー〟だった。

「それが、どうした！」

　予期していなかった攻撃にも、魅雷は飛翔速度を落とすことなく回避。

　ところが、脇わきを通り過ぎたレーザーは、あらゆる予想予測を嘲あざ笑わらうかの如ごとく、いきなり直角に曲がった。

　驚きよう愕がくする魅雷をよそに、四筋のレーザーはさらに二度ほど進行方向を変え、今度は横合いから、再び魅雷を貫かんと迫る。

「こんっ……ちきしょうがッ！」

　避よけられないと悟さとった魅雷が空中で急停止。彼女に寄り添うように浮いている鼈べつ甲こう色いろの六角形の板が、魅雷の、身を守ろうとする意思に従って動き、四筋のレーザーの弾道を阻はばんで盾としての役割を見事に果たした。

　そこへ今度は、ガラスの天井を蹴って速度を得た春日井が、右腕だけでなく左腕の鎧からも銀刀を展開し、猛もう禽きん類るいが羽ばたくように両腕を振り翳かざして迫る。

　魅雷は無言で儀式刀を構え直し、六角板を組み合わせて大きな盾を形成、重力をも利用した春日井の突撃を受け止める構えをとる。

　刹せつ那なののち――両者は空中で激突。分厚いガラス壁がビリビリと震えるほどの衝撃波が起こった。

「ぐぅっ！」

　左腕の銀刀を儀式刀で、右腕の銀刀を六角板の盾で、それぞれ受け止めた魅雷。嚙かみ締しめた歯の間から苦しげな呻うめきが漏もれる。

　魅雷の苦く悶もんの表情に中には、親友と刃を交えなければならぬ葛かつ藤とうも混ざっているのだろう――と、私は思った。

　主に空中で展開される二人の戦いは、僅わずかに春日井が押しているように見える。魅雷としては春日井をなるべく傷つけたくないのだろうし、当然とも言えるだろう。加えて、戦う場の悪さもある。

　いくら大展望台が広大とは言え、同じ閉鎖空間に私やミャーがいる以上、魅雷はフルに炎熱系行使を使うことが出来ない。魅雷が最も得意とする戦法は圧倒的な火力で敵を焼き尽くす殲せん滅めつ戦せん。今は我が慢まんの戦いを強しいられている状況だ。

　そんな魅雷のためにも、春日井のためにも、私は私の戦いに集中せねば。

　こちらは、開戦を告げる号砲にも似た赤と銀の衝突があって、ようやく動き始めた。

「ミャー！　〈列柱ゼ・クウ〉発動！」

　指示を飛ばしながら、余裕の表情を見せている叡えい智ちに向かって走る。

　最初に打ち合わせたとおりチョコマカと走り回っているミャーから返事が聞こえた次の瞬間、叡智の前方一メートルほどの床から、電信柱ほどの太さと長さの柱が飛び出した。真上ではなく斜ななめに、叡智の頭部を狙って。

　私が思い描いたとおりの位置とタイミングだ。声に隠した意思を、ミャーは問題なく受け取ってくれていた。

　しかし、叡智は余裕を崩すことなく後方へ跳ちよう躍やくして回避する。大声で〈列柱ゼ・クウ〉だと指示を出しているのだから当然とも言える。

　だから、私は斜めに突き出た柱を駆け上り、頂点から跳躍した。

「ッ!?　猿さるか貴様は！」

　目を剝むいた叡智の頭上から落下しつつ、大上段に構えた木ぼく刀とうを全力で振り下ろす。

　鞭むちで受け止めるわけにもいかない叡智が、慌てた様子で大きく横っ飛びしたために、木刀の切っ先は目標を失い床へと叩きつけられる。

　――ズンッ！　世界が揺さぶられたかのような轟ごう音おんがした。

　砕くだかれた床の破片が舞う中で見えたのは、足下に形成された綺麗なクレーター。

「……なにこれ」

　――委員長、貴女あなたは木刀を戦術兵器にして何と戦うおつもりだったのですか？

　呆あつ気けにとられている場合ではない。素早く距離をとり木刀の破壊から逃れていた叡智が、行使紋様を展開するのが視界の端に見えた。ヤツも木刀の威力に驚いているようだが、幾き何か学がく模も様ようを描く銀色のラインにブレは見られない。

　流石さすがは唯ゆい制せい限げん、正確な上に速い紋様構築だ。しかし、正直すぎるな。教科書通りという印象。あれは……第四級〈雷針ルル・ゼス・ト・ス〉か。

「今だ！　〈砂壁チエ・ム・ノ〉の発動待機を解除！」

　私が叫ぶのと、叡智の紋様が完成し光り輝いたのは、ほぼ同時。しかし、行使の発動はミャーのほうが速かった。針状の雷が形成され、高速で撃ち放たれた時には、既すでに私と叡智を隔かく絶ぜつする高さ二メートルほどの黄おう土ど色いろの壁が出現していた。

　雷の針の直撃を受け、砂の壁が弾はじけ飛とぶが、青白い雷光は私まで届かない。

　巻まき起おこった砂さ塵じんに紛まぎれるように、再度、叡智に向かって走る。

「図に乗るなよぉっ！　クズどもがぁっ！」

　叡智の右手に持った太い鞭が、行使紋様に覆われている。視聴覚ホールで見たのと同じ紋様。機械蛇の行使、確か〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉という悪趣味な名前の。

　距離が遠い。構築を阻はばむのは無理か。立ち止まって迎え撃つ。

「くははっ！　そら！　また無ぶ様ざまに逃げ惑う様をみせてくれ！」

　銀色の輝きを振り払うようにして、鞭を基もとに生み出された機械の蛇が、ゆっくりと鎌首を擡もたげる。青い目を光らせ、ジャリジャリと金属音をさせながら、

『キシュォォォォォ！』

　獲物を威い嚇かくするように軽く一鳴き。

　ぐぐっと体をちぢこませ、爆発的な速力で突進――してくるかと思いきや、自分の尻尾しつぽの先を咥くわえてフラフープのような輪っかを形作ると、空中でギュイィィィと音を立てて高速回転を始め、そのままコチラへ向かって突っ込んできた。

　さながら、巨大な電動ノコギリである。

「ちょっ！　おいっ!?」

　完全に不意を突かれて、避けるという選択肢が思い浮かばず、木刀の柄つかを右手で握り、左手で峰みねを支え、床を削りながら迫る機械蛇を正面から受け止めてしまった。

「ぐっ……おぉぉぉ!?」

　ドンッ、という重い衝撃を両手に感じた。機械蛇の銀の装甲が、木刀と擦すれ合あって火花を散らす。目を焼く火花、耳を劈つんざく金属音、鼻に届く金かな物もの臭くささ……中学生の頃に、社会科見学で造船所を見に行った時のこと思い出した。

　まずい。木刀は保もってくれそうだが、私の腕に限界が来る。押し返すことも弾き返すことも出来んし……しゃあない。

「こんぬぉぉぉぉぉああぁぁぁぁぁっ!!」

　気合いを入れて、両腕を上に向かって突き上げ、背後に倒れ込む体勢をとった。

「――あだっ！」

　背中と腰を強したたかに床に打ち付けてしまったが、なんとか目もく論ろ見みは成功。機械蛇は低く飛び上がって、そのまま進行方向のガラス壁に衝突して止まった。

「あ、危なかったぁ……」

　危うく真まっ二ぷたつにされるところだった。あの機械蛇、視聴覚ホールで戦った時とは別物だ。多分、紋様の段階から攻撃パターンを増やしてあるのだろう。

「貴様っ！　その木刀はなんなんだ!?　何故折れない!?」

　私と同じかそれ以上に、叡智も驚いているようだった。言われて木刀を見ると、床を抉るような回転攻撃を受け止めたというのに、折れるどころか傷一つない。

「なんだと言われても困るが。〝八や重え桜ざくら〟と言えば分かるか？」

「やえ……そうか！　吾あが妻つま八や重えの木刀かっ！　貴様、なんてものを！」

　明らかに顔色が変わっていた。どうやら委員長の木刀の力を知っているらしい。

　いや……木刀の恐ろしさを、かな？

「私も驚いているんだよ。正直、ちょっと卑ひ怯きようかなと思うくらいだ」

　本当に、これがあるのに叡智に負けたりしたら、委員長に顔向け出来ない。

「よもや、使う人間の身体能力を強化する効果まであるとはな。道理で手渡された時から体が軽いと思った」

　装備しただけでステータスが超強化され、武器として使えば戦術兵器級。

　こういうのって確か、チート性能とか言うんだよな？　あんまり調子に乗って使いすぎると他のプレイヤーから非難されそうだ。

「クズがっ！　他人の力を利用して戦おうなどと、恥ずかしいと思わないのか！」

「その言葉、そっくりそのままお前に返す……という使い古されたフレーズを、よもや現実に使える日が来ようとは思わなかったよ」

　もしくは、お前にだけは言われたくない、でも可。

　だが、委員長の木刀のアルティメットパワーに酔よってもいられない。叡智を倒すだけなら確かに頼りになるが、今の目的は春日井を〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉の支配下から解放することだ。

　再び叡智に向かって突撃しながら、私は考えを巡らせた。

「ミャー！　次は〈炎弾カラ・カゲル・ル〉だ！　続けて〈轢断ゴ・ラ・シオン〉！」

　叡智まで三メートルという所で、背後から迫る機械蛇の気配を察知。咄とつ嗟さに横っ飛びしつつ、振り回される尻尾を木刀で受け流す。

　私の体勢が崩れた隙に、叡智が紋様を展開する。そこへミャーの〈炎弾カラ・カゲル・ル〉が飛来。叡智は法力で強化した太い鞭で、三つの火の塊を一瞬にして叩き落とすが、集中が途切れたせいか銀色のラインも掻かき消きえる。

　その光景を見てから、即座に後方へ跳躍。機械蛇が追撃の構えを見せた。しかし、叡智に迫る不可視の車輪――〈轢断ゴ・ラ・シオン〉を察知したのか、空中で身をくねらせて、叡智を庇かばい車輪を受け止める。重い衝撃音が轟とどろくも、機械蛇の銀の装甲は無傷。

「いいぞ、ミャー！　今の連係をもう一度だ！」

「はい！　荘司郎さん、怪我しないように気をつけてくださいね！」

　ミャーの返事は、声がダブって聞こえた。声でも心でも同じことを言うのか。本当に裏表のない子だ。子たち、でも間違ってはいないだろう。

　応、と返しながら、木刀を腰だめに構えて、あくまでも叡智への突撃を敢かん行こうする。

「猿のように跳ねたかと思えば、今度は猪いのししの真ま似ね事ごとか！　能がないな！」

　私が突撃しなければ、お前と機械蛇のどちらかがミャーを狙うと分かっているのに、どうして退ひける？

　いくら法力で強化されていようと、鞭で木刀を受けることは出来ない。私が突撃してくれば、必然的に対処を機械蛇に任せることになる。その隙を狙った叡智の紋様構築さえ阻はばんでしまえば、ミャーが攻撃される恐れもなくなるのだ。

　機械蛇の存在は確かに驚異だが、チートな木刀で身体能力を強化されている今、不意を突くようなアクロバティック攻撃にさえ気をつければ、後れをとることはない。

『キュゥゥシュァァァァッ!!』

　とは言え、油断できるほど優勢な戦運びでもないか……と、自じ戒かいしながら、突進してきた機械蛇の頭を、バットのスイングの要領で思い切り横殴りにする。

　ごぃんっ――大きな銅ど鑼らを殴りつけたような音と衝撃。機械蛇の頭は木刀の威い力りよくに弾かれる。だが、その反動を利用して、今度は尻尾を横よこ薙なぎに振るってきた。

「つぉッ!?　……ととっ」

　慌てて後ろに飛んで回避。また新しい攻撃パターンだな。

　機械蛇のトリッキーな動きにも、木刀の扱いにも慣れてはきたが、このまま膠こう着ちやく状態になるのは避けたい。こうしている間も、春日井の体力は急激に奪われているだろうし、本気で反撃出来ない魅雷も辛つらいだろう。叡智を倒し、解除法を吐かせるまで保つかどうか……かなりシビアな競争になる。

　確実を期するならば、アレを使うしかない……か。

　ペントハウスの陰かげから顔を覗のぞかせたミャーが、パアァッと表情を輝かせていた。無言で窘たしなめるとすぐに真面目な顔に戻ったけど。……不安だ。

　他にも問題は幾いくつかあるが……ともかく今は、師匠の教えにならい、ひたすらに観察みることに努めよう。

「叡智！　……否、連続下着窃盗犯！　春日井を解放して貴様を倒したあとは、盗んだ六十着の下着を押おう収しゆうさせてもらうぞ！」

　機械蛇の、頭を支点に尻尾を振り回す攻撃を紙かみ一ひと重えの所で躱しつつ叫ぶ。挑発とペース攪かく乱らんを兼ねた〝口こう撃げき〟である。

「ま、また僕を愚ぐ弄ろうする気か！　下着など盗んでいないと何度言えば分かる！」

　構築途中だった銀色の紋様がブレた。

「部員の前でだけ初う心ぶな少年を気取ろうと無駄なこと！　言え！　女子高生の体臭と汗とその他の体液が染み込んだ下着をどこに隠した！」

〈炎弾カラ・カゲル・ル〉が飛来するのを確認し、機械蛇を木刀で殴りつけてから、一いつ旦たん距離をとる。

「人の話を聞けよ!!　低脳の上に耳まで遠いのか貴様は！」

　やはり動揺している。〈炎弾カラ・カゲル・ル〉を叩き落とす動作も精せい彩さいを欠かいていた。

「そうか、分かったぞ！　伊集院家の実家に隠したのだな!?　古い土蔵の二階をコレクションルームに改装し、そこで盗品を愛めでるというわけか！　匂いを嗅かいだり、舐なめたり、しゃぶったりするだけでは飽あき足たらず、自分で身に着けてみたというのか!?」

「そ、そそそそんなことするわけないだろう!?　僕は変質者か!?」

「行為は否定すると？　ならば、盗んだことだけは認めるというのだな!?」

「違うッ!!」

　叡智の叫び声は、心なしか泣き声に聞こえた。

『キュシュァァァァッ！』

　コチラは本物の鳴き声を上げた機械蛇が、後退した私を再度の電動ノコギリ攻撃で追い詰めんと体を丸める。しかし、ミャーが叡智に向けて〈轢断ゴ・ラ・シオン〉を放つと、慌てたように叡智を庇う体勢をとった。

　攻撃を中断させてまで自分の守りに入らせる……やはり、叡智は必要以上にミャーの法力を警戒しているな。宙に描くのではなく肌に浮かぶ行使紋様に。

　馬鹿でもなければ天才でもない叡智は、その優秀さ故に、知らないもの、分からないこと、理解出来ない現象に対し、慎重を超えて臆おく病びようになるのだろう。

　それこそ、私の求める隙だ。切り札を用意した甲か斐いがあるというもの。

「橘たちばな荘そう司じ郎ろう！　色狂いのクズめっ！　貴様のその淫いん猥わいな讒ざん言げんを紡つむぐ汚けがらわしい口、二度と開けぬようにしてやるッ!!」

　額ひたいに青あお筋すじを浮かべて叫び、叡智は頭上の戦場を見上げる。

　赤と銀の閃せん光こう煌きらめく戦場――魅雷と春日井の戦いは、一方的な展開を見せていた。

　春日井の猛攻に対し、魅雷は紙一重で致命傷を避けるようなギリギリの防戦を強いられている。両者ともに傷は負っていないが、それは強力な身体強化による自己治癒力の増強あってのことだろう。魅雷の常ならぬ余裕のない表情を見れば、総合的なダメージ量は彼女の方が上であると、誰の目にも分かる。

「僕の〈擬神リ・グエ・ラ〉よ！　最優先命令を限定解除！　攻撃対象を天あま津つ風かぜ魅雷から橘荘司郎へ、一時変更！　対象の戦闘不能を確認次第、最優先命令を再さい履り行こうせよ！」

　両腕の銀刀を振りかぶり、魅雷へ肉薄せんとしていた春日井が、叡智の指示を受けて即座に身を翻ひるがえす。次の瞬間、鎧に組み込まれた全ての宝玉――計十二個から、魅雷に向け、一いつ斉せいに銀のレーザーを放った。

「くっ……そったれがぁっ!!」

　複雑な軌き道どうを描いて追い縋すがる銀光は十二条。六角六枚の盾では防ぎきれない。

　魅雷は悪態を吐いて後退し、強風に飛ばされる木の葉のように宙を舞いながら、それぞれのレーザーが自分に届くタイミングをずらしつつの対処を強いられる。

　その間、春日井九々を阻はばめる者は、誰もいない。

　ゾクリと、肌が粟あわ立だった。

　翼を振るわせた春日井が、変更された新たな攻撃対象を見下ろす。

　その目と、その感情の籠こもらぬ視線と、私の視線がかち合う。

　フォンッ――銀色の残像だけを残し、春日井が消えた。

「荘司郎さんっ！　逃げてぇっ！」

　ミャーの悲鳴が聞こえた時、私は既に走り出していた。

　――叡智に向かって。

　距離は目測で二十メートル強。私が辿たどり着ついて木刀を振るよりも速く、春日井の銀刀が私を刺し貫くと確信しているのだろう。叡智は余裕の態度を隠さない。

　背筋に寒気が走る。背後に気配を感じる。

　凄まじい速度で春日井が迫ってくるのが分かった。

　けれど――止まらない。

「ソウジに……触るなぁぁぁぁぁぁぁぁぁァッ!!」

　背後から響く魅雷の絶叫。そして爆発音。続けて、重たい金属が床に落下したような音。さらに、焼けつくような熱波が私の肌を撫でるのを感じた。

　銀色のレーザーを捌さばききった魅雷が、おそらくは春日井の予測を上回る速度で、その攻撃を阻んだのだろう。振り返らなくても分かる。

　魅雷は「九々を抑える」と言った。

　なら、抑えるだろう。考えるまでもないことだ。

　姿勢を低くして走り、木刀を握る手に力を込める。

　視線の先にいる叡智の表情からは、余裕が消え失せていた。

　機械蛇は緑の蔓つるに拘束され、主たる叡智を守りにいけない。動揺しながらも機転を利かせたミャーの〈巻蔓ジヤゼ・リ・トエ〉だ。数秒で引き千ち切ぎられるだろうが、それで十分。

「近寄るなぁっ!!」

　病的なまでに白い顔を焦あせりに強こわ張ばらせ、叡智が太い鞭を振り回す。ビュオンッと風切り音がして、左肩に激痛が走る。だが、足を止めるほどじゃない。

「叡智ッ!!」

　左足で踏み込む。腰を沈める。駆ける勢いをそのまま活いかす。

　叡智の脇腹をめがけ、渾こん身しんの力を込めて、木刀を横よこ薙なぎに振るう。

　込められた威力からすれば、直接当てなくても掠かする程度で事足りる――そう考えて振り切った木刀は、深く脇腹へとめり込んだ。




　伊集院叡智ではなく、春日井九々の脇腹に。




　内臓を押し潰つぶす鈍い感触と、背骨を叩く固い手応えを感じた。

「か、すがい……？」

　春日井が身を挺ていして叡智を庇ったのか――私が状況を判断するよりも早く、鎧の宝玉が輝きだす。

「――くぬぉ!?」

　いきなり、強烈な力で後方へと引っ張られた。

　一瞬遅れて、宝玉から銀のレーザーが放たれる。だが、鼈甲色の六角板が素早く割り込んできて銀光を阻んだ。

　私は、魅雷に後ろ襟えり首くびを引かれて後方へと下がりながら、その光景を見ていた。

「た、助かった。魅雷」

　安全圏まで後退したところで降ろされ、短く礼を告げた時――

「ぐ……がハッ」

　離れていても、その音は聞こえた。

「ゲホッ、ゴホッ……グッ」

　腹を押さえて、体を折り曲げ、咳せき込こむ度たびに、口から血が。

　木刀の一撃で内臓を損そん傷しようしたのか、春日井が黒ずんだ血を吐いていた。

　苦痛の欠片かけらも見えぬ、人形のような無表情で。

「……九々」

　振り返らなくても、後ろにいる魅雷がどんな表情をしているのか、分かった。

「ゴフッ……カ、ハ…………」

　何度も咳をし、血を吐き続け、足下に赤い水溜まりが出来た頃。

　唐突に、春日井は顔を上げた。

　西洋人形のような、白い顔。口の周りだけが、赤い。

　けれど、もう口から血は流れていなかった。

　押さえていた腹からも、木刀で打たれた跡は消えていた。

　第一級の行使によって強化された、自然治癒能力の発現。

　叡智が――けたたましく笑い出した。

「凄い！　素晴らしいぞ！　吾妻八重の木刀の一撃にも耐えるとは！　僕の〈擬神リ・グエ・ラ〉は、やはり〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉をも超越するのだ！　もうクズを狙う必要はない。最優先命令を再履行。攻撃対象を天津風魅雷に変更し、僕の優秀さの証明を成なせッ!!」

　シャン――春日井は、叡智の命令に応えるように翼を振るわせ、フワリと浮かび上がると、銀色の筋にしか見えない速さで突っ込んできた。それを、私の目の前で受け止め、押し止とどめる魅雷。二人は銀刀と儀式刀で鍔つば迫ぜり合いをしながら、一気に上昇した。

　再び上下に分かれた戦場。銀と赤の瞬またたきを見上げて、叡智が笑う。

　何が面白いんだ？　何が楽しいんだ？　何か愉ゆ快かいな物でも見えるのか？

「叡智ィ!!　お前は、もう笑うなッ!!」

　見ていられない。これ以上は。どうあっても。

　まだ機械蛇の動きを観察したかったが、もう駄目だ。これ以上戦い続けると、春日井の体力よりも、私たちの理性が保たない。

「ミャー！　構わん！　切り札を使え！　勇者の剣で叡智を叩き潰せッ!!」

　感情に任せた叫びに、理性による指示を隠す。表を目立たせ、裏を陰へと。

「はい！　やっちゃいます！」

　蔓つる植しよく物ぶつが手足に絡みついているような行使紋様を展開しつつ、ミャーが進み出て、叡智をキッと睨みつける。その玉虫色の瞳には、大粒の涙が溜まっていた。

「切り札だと……？　フンッ。クズの小細工が通用すると思うな！」

　居い丈たけ高だかに言い放ちながらも、叡智は一歩下がって紋様を展開し始めた。機械蛇も叡智を庇う体勢をとる。描いている紋様は……第三級〈巨壁ノ・ギイー・デン〉。この状況では防御以外に使い道のない行使だ。

　それが、慎重さ故の警戒ではなく、臆病から来る恐れだと、叡智は気づいていない。

「我、勇者の意志、勇者の魂を受け継ぐ者なり！　我が名において命じ、我が心において呼ぼう！　竜王の力秘めし剣よ！　今ここにっ！」

　ミャーが高らかに宣せん誓せいすると、緑の行使紋様が輝き、彼女の頭上に虹の輪っかが出現した。その中から、ゆっくりと、勿もつ体たい振ぶるように、プラスチック製の刀身に作り物の光を纏まとった、勇者の剣が降りてくる。

　発動したのは第五級の〈転送ウ・ル・ムー〉だが……通常、あんなエフェクトがかかることはない。ミャーがアレンジしたのだろう。流石と言うべきか、よくもまあと呆あきれるべきか。

　だが、その無駄な特殊効果も、叡智に対しては効果があった。顔に浮かんだ警戒の色は強まっている。

　これなら、切り札の裏のさらに奥の手を読まれる心配もない。

「聞けッ!!　沢山の女性から下着を盗み、荘司郎さんを虐いじめて、九々さんに酷ひどいことをした、悪しき心に魂を鎖とざされし哀あわれな囚人めしうどよ！　我が名は、アル……じゃない！　黒くろ奈な美み矢や！　伝説の勇者の名のもと……汝なんじを断だん罪ざいする！」

　言い放ち、ミャーは勇者の剣の切っ先を、叡智へと突きつける。

　その間に、私は木刀を床に突き立てる。そして、左手を横に、右手を引いて、弓を射る構えをとり、闇に紛まぎれる黒糸の行使紋様を展開する。

「見よッ!!　汝が罪を浄化する、光宿りし勇者の剣……その真の姿を！」

　ミャーの掲かかげた勇者の剣から、七色の光（ＬＥＤ）が放たれる。

　叡智が、機械蛇が、身構えながら、その輝きに見入る。

　私の周囲を駆け巡る黒いラインが収しゆう斂れんし、弓を、矢を、具現化する。

「勇者の剣、第二段階セカンド・シークエンス！　〈柄が長い形態ロングモード〉発動！」

　じゃきーん！　……と、ミャーが口で言うと、勇者の剣の柄が伸びて『ブレイブソード！　ロングモード！』というヘタレ勇者の声が響き渡った。













「……………………は？」

　そして、叡智と機械蛇が口をあんぐりと開けて固まった。

　よし。私が欲しかったのはこの硬直時間だ。弓矢の具現化は既に完了。あとは――

「ふっふっふ……驚くのはまだ早いですよ！　勇者の奥義を受けてみなさい！」

　――え？　まだ続くの？

　不ふ敵てきな笑みを浮かべたミャーが、ブルンブルンと危なっかしい手つきで勇者の剣を振り回し、なにやらブツブツと呟き始めた。

「森しん羅ら万ばん象しようを司つかさどる全ての命よ。我が声に応えよ。我が求めに応じよ。我は勇気を持って挑む者、今こそ縛いましめの鎖解き放つ時なり……」

　ミャーの、おそらくは詠えい唱しように呼応するように、勇者の剣の輝きが増していく。

「猛たける風、逸はやる雷、囀さえずる焰ほのおよ。古いにしえの竜王の力を呼び覚まし……悪をば断ず光と化せ！」

　バババッと委員長の影響が多分に見て取れるポーズを決め、柄だけが伸びて不格好になった勇者の剣を大上段に構える。

「最終奥義！　超究極爆裂閃光烈風竜王斬ファイナルギガブレイカー――ッ!!」

　気合いの漲みなぎった叫び声とともに勇者の剣が振り下ろされ、

『ずばぁぁっびしゃーぐおぉぉぉんばりばりぎゃぎゃぎゃどどどどかーんッ!!』

　と、凄まじい破壊力を想像させる大音声が響き渡った。




　響き渡った――だけだった。




　…………はっ!?　いかん！　私まで唖然としていた！　まさか、あんなエフェクトまで備えているとは。パチモンメーカー侮あなどりがたし。

　ともかく、叡智と機械蛇は未いまだ硬直したままだ。

　呼吸を整え、狙いをつけ、自身と同化した矢に意志を込める。

「叡智！　これで終しまいだ！」

　叫びながら、右手で番つがえた矢を解放する。

　鏑かぶら木ぎ善ぜん治じの時とは違う。鏃やじりを尖とがらせ、一切の手心を加えておらぬ漆黒の矢は、同色の闇をも切り裂く勢いで飛翔する。

「つっ!?　……あぁ!!」

　しかし、私の叫びに我に返っていた叡智は、すんでの所で上体を反そらし、矢は制服の胸の辺りを削けずっただけに終わった。

「く……くく……くっははははははぁ!!　なんだ今のは!?　それで不意を打ったつもりか！　クズの攻撃になど、当たってやるほうが難しい！」

「いいや。当たったさ」

　踏ふん反ぞり返って嘲笑う叡智の先。私の狙い撃った的。




　放たれた矢は、春日井九々の背中に深々と突き刺さっていた。




「なっ……んだとぉ!?　狙いは〈擬神リ・グエ・ラ〉かッ!!」

　特に何を打ち合わせたというわけではない。ただ見ていただけだ。

　魅雷は私が弓矢を具現化するのを見ていて、私は魅雷が春日井の腕を摑み取り、私と叡智の直線上へとぶん投げるのを見ていた。

　それだけで十分だった。考えるまでもないことだ。

　矢は背中から腹部までを突き通すほど深く刺さっているというのに、春日井は全く意に介かいさぬ様子で、魅雷との戦闘行動を続行するべく飛翔しようとした。

　それを見て、私は紋様の構築を開始する。

　春日井に突き刺さった矢を中心に、彼女を黒糸で閉じ込めるように。

「間接紋様構築!?　貴様、何を企たくらんでいる！」

　そう聞かれて答える馬鹿はいるまいよ。

　行使紋様は通常、自分の体を中心に構築するのが基本だが、それは絶対のルールではない。自分から離れた所に紋様を描くことも可能なのである。

　その技術を間接紋様構築と呼ぶのだが、難なん易い度どはかなり高い。自分を中心に据すえているなら、紋様がどのように広がっているか、ある程度は感覚的に把は握あく出来る。

　逆に、間接紋様構築では視覚に頼るしかないため、どうしても構築精度が落ちてしまうのだ。

　その問題点を解決するために、私は矢を放った。

　春日井に刺さった矢を、自分の代わりに紋様の中心に据えるのだ。

　あれは、そのためだけに具現化した矢だ。現に、広がる黒糸の紋様に纏わり付かれる春日井の背から矢は消え、黒いピンポン球のようなマーカーだけが残されている。

　その黒点を見つめ、描く紋様は――

「〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉かっ！」

　叫んだ叡智は、堪こらえきれぬという様子で爆笑していた。

　師匠が開発なされた奇絶の固有行使〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉。

　継続性行使を打ち消す、かの第一級行使を発動するには、二つの条件がある。

　一つは、行使者が対象の継続性行使の紋様を完全に把握していること。

　一つは、師匠が〈イカサマ師の天蚕糸〉と命名なされた特殊なラインを、対象の継続性行使の発動体に接続すること。

　春日井にかけられた〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉の紋様は、発動前に観察して把握済み。〈イカサマ師の天蚕糸〉は、既に発動体――この場合は春日井の体そのもの――に接続済み。

「貴様は途方もない愚か者だ！　学習能力皆無の猿以下の存在だ！　哀れだ！　哀れを誘う！　同じことを僕の〈蛇機ル・スト・ブラン・レ〉にやろうとして無ぶ様ざまに失敗したのを忘れていると見える！　くはははははははっ!!」

「……忘れているのは私じゃない」

　呟きは、叡智の嘲笑に掻き消される。

「お前のほうだよ、叡智」

　私の紋様に覆われ、黒い塊と化した春日井に、赤を纏う少女が迫る。

「見ろ。私には無理でも、彼女なら、第一級行使を発動出来るんだ」

　彼女は隕石のような勢いで、春日井だけを目指して飛ぶ。その右腕に、赤いオーラの中でも尚なお更さらに赤く煌めく紋様を纏わせて。

　叡智の顔から、笑みが吹き消えた。

「九々ぅぅぅッ!!」

　魅雷は親友の名を叫ぶ。呼ばれた親友――春日井は、無感情な視線を魅雷に向ける。

　銀の鎧に組み込まれた宝玉が輝き、十二条の銀光が放たれる。

　鼈甲色の六角板が六条まではレーザーを堰せく。しかし、残る六条は魅雷の体を貫き通す。左肩を、右ももを、左脛を、腹は二条が、残す一条は頰を掠める。

　それでも魅雷は怯まない。それでも魅雷は止まらない。

　春日井の眼前、懐ふところにまで踏み込んだ魅雷に、春日井は二本の銀刀を振り翳す。右の銀刀を儀式刀で、左の銀刀を六角板の盾で防ぐ。

「ねぇ……九々？　あたしはさ、アンタを助けることなんて出来ないよ。気持ちを押しつけるなんて出来ないよ」

　握り締めた右の拳こぶしから鮮烈なる赤の紋様が逬ほとばしる。

　私の黒と、魅雷の赤が結びつく。

「でも、九々と一緒に過ごした時間は、凄く楽しい時間だった」

　夜の帳とばりを下ろしたような黒の輝き。

　それを吹き消す朝日のような赤の煌きらめき。

「だから、あたしは取り戻しに来たの。春日井九々と過ごす、楽しくて幸せな時間を、奪い返しに来たんだ」

　師匠が編あみ出し、私が描いた〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉の紋様が、魅雷の右手へ受け渡される。

「絶対に……かえして、もらうッ!!」

　赤を纏い黒糸を引く右手が、春日井の胸に添えられて――




　シャリィィ――――――ン…………




　軽やかな鈴の音にも似た音を立て、銀の鎧が、砕け散った。

　縛いましめを解かれた春日井が、糸の切れた人形のように、力なく倒れ込む。

「九々……！」

　床に当たって、さらに細かく砕けた銀の欠片は、白銀の粉雪のように宙を舞った。

　紋様は消え去り、黒と赤の輝きの残ざん滓しが、銀の破片に乱反射して、二人の少女を穏やかに包み込む。

　友を救い出し、慈いつくしみ掻き抱いた魅雷は、自分のほうこそが救われたような笑顔を浮かべていた。




　二度とは見られぬであろう美しい光景を見届け、私は木刀を床から引き抜く。

「ぼ……僕の……僕の〈擬神リ・グエ・ラ〉が……僕の……」

　譫うわ言ごとのように呟く叡智の表情は、粉々に砕けていた。

「あ、あうえ……おうわあああぁぁぁぁあああああぁぁぁあぁぁあぁぁ!?」

　悲鳴は罅ひび割われていた。

　まったくもって、聞くに堪えない、喧やかましいだけの絶叫だった。

「……殺す……殺してやる!!　貴様ら全員この僕が！　クズも、クズも、魅雷も、吾妻八重も皆殺して！　優れたっ、僕のっ、力っ！　力をぉおぉぉッ!!」

　最も早はや、自分が何を言っているのかも分かるまい。

　狂気に血走った目を見開き、振り翳した腕から銀のラインが逬る。

　緻ち密みつさも巧こう緻ちさもない、グチャグチャにこんがらがった紋様だった。

「くひはっ！　くひゃ、くひはあははああはははああああああはははッ!!」

　おぞましい笑い声。哀れなほどに滑稽な醜しゆう態たい――

　それを打ち消すように、終止符を打つように、叡智の足下から、巨大な棘とげが生えた。

「――ひくっ!?」

　棘は振り翳した叡智の腕を掠り、醜い紋様を突き破った。

　さらに、次々と、同じく巨大な棘が床から生える。数十本の細く鋭い棘が、互いに交差し、間に叡智を挟み込むようにして、身動き一つ許さない速さで生えていく。

　最後に現れたのは、緑色に発光する三本の輪。

　驚愕して声も出せない様子の叡智を内に閉じ込め、光の輪は一気に内径を縮小。数十本の棘ごと、叡智を纏めるようにして、締め上げた。

「ぐわうぅぅ!?　な、なんっ……なんだ！　なんで……！　僕はぁっ！」

　小指一本の動きすら許さぬ、それは絶対の拘束だった。

　成したのは玉虫色の少女。両腕両足を用いても足らず、植物の蔓を思わせる紋様は、ミャーの頰や額ひたいにまで伸びていた。

『キッキシャアァァァァァッ!!』

　動けぬ主人に代わり、嘶いなないた機械蛇が、主の敵たる私へと、一直線に突進してくる。銀の風が如き猛進。だが――

「その攻撃パターンは……もう観察みたッ！」

　間合いギリギリまで引きつけて、思い切り木刀を横薙ぎに振るう。重い手応え。振り抜いた勢いに任せ、右足を軸に体を回転させる。

　頭を弾かれた機械蛇の次の攻撃。振り回された尻尾を、跳躍して回避する。

「ここ……だッ!!」

　一瞬、私を見失ってマゴつく機械蛇の上方から、木刀を銀色の装甲の隙間へと突き立てる。火花を散らし、切っ先が機械蛇の体を貫通する手応えがあった。

『ギュシュアァッ!?』

　力は緩めず、そのまま木刀に全体重をかけ、落下の勢いと、重力の手を借り、床の深くまで一気に貫く。

『ギッ！　ギュアァッ!?　ギッ……キュシュ……！』

　散々手こずらせてくれた機械蛇は、木刀で床へと縫いつけられていた。

　機械蛇の装甲は確かに硬い。委員長の木刀でも貫くのは難しい。だが、隙間はあるのだ。蛇のように柔じゆう軟なんな動きを実現するには、どうしても装甲一枚一枚が小さくなり、結果として隙間も多くなる。

　狙いやすい隙間と、豊富な攻撃パターンを見切るのに、時間はかかったがな。

　まな板に釘づけられたウナギのように、機械蛇はしばらくの間、床の上でのたくっていたが、次第に動きが鈍ってきて、最後に二、三度痙けい攣れんしたきり、動かなくなった。

「さて……残るは下着泥棒が一人か」

　棘と光の輪に拘こう束そくされている叡智は、まだ喧しく喚わめいていた。

「あぁぁっ！　貴様っ！　貴様ぁッ！　これは……なんだっ！　何故、描けない！　どうして紋様が構築出来ないんだ!?」

「知らないのか？　それは〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉を拘束するために開発された、第二級相当の軍事用拘束系行使だ。対象者の紋様構築を封じる効果がある」

　魅雷と弥撒祈先輩の殺し合いに巻き込まれた時の対策として、参考にならないかと覚えておいたのが役に立ったわけだ。

「第二級相当!?　軍事用だと!?　何故、そんな高等行使をＸクラスのクズが扱える!?」

　裏り界かいの住人であるミャーには、行使制限がかけられていないからだ。それに、Ｘクラスに編入されたのは、表ひよう界かいでの暮らしや学園生活に慣れていない彼女を、私がフォローするためである。編入試験の成績は、決して悪いものではなかった。

「それぐらい自分で考えろよ。お前は一いち六ろく制せい限げんのクズである私と違って、唯ゆい制せい限げんの優秀な行使者なんだろう？　劣等生に優等生が教えを請こうてどうするよ」

　動作を止めた機械蛇が鞭に戻るのを確認し、泥沼のような不快感だけに満たされていたこの戦いを終えるため、私は歩き出す。

　右腕に行使紋様を展開。身体強化に加え、基礎行使の〈強化ピユル・ククレ〉を中心に複数種類の紋様を組み合わせる。多少不格好だが良しとしよう。

「噓だ……！　こんな結果は噓だッ！　僕は唯制限だぞ!?　その僕が……一六制限のクズに、負けるなど、劣るなど！　このような解かいは間違っているッ！」

「それはそうだろうよ。私は――橘荘司郎は伊集院叡智に勝てない。お前自身が証明してみせた答えだ」

　人質の存在など関係なく、視聴覚ホールで叡智は私を圧倒していた。

「証明された解は覆らない。お前は私一人に負けたんじゃないんだ」

　私、ミャー、魅雷、そして委員長。

　四人の内の誰が欠けても、この状況の実現はありえなかっただろう。

〝裏技〟で私と意思の疎通が出来るミャーがいなければ、対〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉拘束行使で叡智を捕らえることは出来なかった。戦闘中の大声での指示は、全て〝裏技〟による意思疎通を悟られないためのブラフ。勇者の剣を用いた作戦も同様だ。時間制限のあるこの状況で、彼女は私が思い描いた紋様を確実に受け取り、実行してくれた。

　魅雷がいなければ、〈擬神リ・グエ・ラ〉と化した春日井を無傷で解放することは叶わなかったろう。彼女は〈イカサマ師の後出し戦法ムー・ル・ルツプ・クル・ムフト〉を使おうとしている私の意図に瞬時に気づき、即応してみせた。誰よりも長い時間を共有してきた魅雷だからこそ、出来ることだ。

　委員長に託たくされた木刀がなければ、私とミャーは叡智に勝てなかった。機械蛇の顎あぎ門とに、容易たやすく嚙み千ち切ぎられていたことだろう。何よりも、委員長の叡智を助けたいという意志こそが、私たちを〈支柱〉の頂上へと導いたのだ。

　対して、叡智は一人で戦っていた。自分を慕したってくれる部下を近づかせず、献身的に支えてくれる春日井から自我を奪い、一人きりで。

「簡単な計算だ。一六制限のクズにだって分かること。四と一が等号イコールで結ばれることはない。常に、四の側に大きく口を開いた不等号だけが、両者の間に存在している」

　叡智の正面に立つ。その濁った目を見つめる。吐き気を催もよおしそうな色だった。




「お前は、私たちに負けたんだよ、叡智」




　言葉は空むなしく掻き消される。目の前の男から発せられる、口汚い罵りの叫び声に。

　この期ごに及およんでも尚、叡智の口から飛び出すのは、負けを認めず、反省もせず、他人を見下し、自身を誇示し、慢まん心しんに溢あふれた呪いの言葉ばかり。

　私は意識的に叡智の言葉をシャットダウンすることにした。

　言いたいことはまだまだあった。委員長や春日井や魅雷が負った精神的苦痛を言葉に変えて、廃人になるまで罵り倒してやりたかった。

　だが、やめた。それは私の仕事じゃない。正義の風紀委員長の仕事だ。

　優しい八重委員長に、たっぷり叱られて、とっくり説教されて、完璧に矯きよう正せいされて、廃人ではなく、真人間に更こう生せいさせてもらえることだろう。それには、きっと長い時間がかかることだろうから、今日のところは私も我慢しよう。

　その代わり――

　黒糸の行使紋様が輝きを放つ。

　右腕が一回り大きくなったように感じた。紋様との一体感。

「クズがクズがクズがぁっ!!　僕は貴様らとは違う！　特別！　格別！　由緒ある伊集院家の次期当主！　偉大な行使者、伊集院永えい璽じの息子！　跪ひざまずけよ！　遜へりくだれよ！」

　目を閉じて、意識を集中して。

「僕は、僕は貴様らよりも優れた存在――」

「その代わり、一発ブン殴らせろ」

　吐き出す呪いごと粉砕すべく、私は叡智の顔面に渾こん身しんの右ストレートを見舞った。

　全力で、全身で、腕を振り抜く。

　扱いうる限りの行使で強化した右の拳は、悲鳴を上げさせることさえ許さず、衝撃が、棘や光の輪をも破砕し、叡智はそれらの破片と縺もつれ合うようにして吹き飛んで、遠くのガラス壁へと叩きつけられた。

　魅雷の右ストレートとは違い、ガラス壁に罅を入れることは出来なかった。

　しかし、叡智が春日井のように起き上がることもなかった。

　ちょっとだけ、スカッとした。

「魅雷さん！　九々さん！」

　ミャーがすぐに立ち上がり、二人に向かって駆け出す。

「大丈夫ですか!?　怪我は!?　痛いところありませんか!?」

「へーきよ、へーき。九々も、眠ってるだけだからさ……」

　堪えきれなくなった涙をポロポロと流すミャーに、魅雷が笑いかけて答える。

　座る魅雷の膝ひざに頭を預け、横たわっている春日井九々。

　魅雷に髪を撫でられて眠る彼女の寝顔は、親友と動物園でデートをしている夢でも見ているかのように、とても穏やかで、安らぎに満ちていた。




　　　　　▽




　戦いは終わり――

「わぁ……！　見てください荘司郎さん！　お星様に手が届きそうです！」

　すっかり涙の乾いたミャーが、ピョンピョン飛び跳ねながら歓声を上げた。

「ああ、本当に綺麗だな。でも、はしゃぎすぎて転ぶなよ？」

　可愛らしい仕草に頰が緩むが、保護者としての注ちゆう意い喚かん起きはしておかねばな。

「大展望台は、学園一、星が近い場所だからね。思いっきりジャンプすれば本当に届いちゃうかも！」

　やめてください、と本気で制止した。委員長が全力でジャンプしたら、大たい気き圏けんを易やす々やすと突破して、月くらいまでなら平気な顔で行けそうだから怖い。

「星が近いっつったって、たかだか千メートルでしょ？　はっきり星明かりが見えるのは、地上よりも大気中の不純物が少ないってだけよ」

　身も蓋もないことを言う割に、魅雷もまた、二人に倣ならって星空を見上げている。

　戦いが終わって、大展望台に残っているのは、私、ミャー、魅雷、委員長の四人だけになっていた。〈支柱〉の電源と法力駆く動どうが再起動され、大展望台のそこかしこを、淡い光を放つ蛍けい光こう球きゆうがフワフワと漂っている。夢のように幻想的な光景だ。

　叡智と春日井の二人は、風紀委員の医療班によって、既に病院へと搬送されている。ともに命に別状はない。春日井は〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉で精神に干渉されていたが、精神汚染などの心配はなく、体力を著いちじるしく消しよう耗もうしているだけで外傷などもなかった。むしろ、私が殴り飛ばした叡智のほうが全治に時間がかかるであろうとのことだ。

　他の宇宙真理探究会メンバーも一人残らず逮捕されている。藤ふじ村むら紀き沙さ・沙さ紀きのコンビと戦い、身み柄がらを委員に託たくした委員長は、医療班に少し遅れて大展望台に上がってきた。格下相手にもきっちりピンチに陥おちいってから、お約束の大逆転勝利を収めたようだ。正義の味方の鑑かがみである。

　とは言え、委員長は当然の如く無傷であり、私とミャーも医療班の応急処置を受けたが、疲労しているだけで特に治療が必要な怪我はなかった。

　ミャーが頻しきりと心配していた、春日井のレーザーに貫かれた魅雷の怪我も、医療班が到着した頃には、跡も残さず綺麗に完治していた。

　叡智の創り出した神に擬なぞらえられし存在――〈擬神リ・グエ・ラ〉では〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉を超えられないことの証明のように、私には思えた。

　考えてみると、叡智にとっての神とは、父である伊集院永璽だったのではないだろうか。自身の優秀さの証明を求めたのも、偉大な父への尊敬と憧れが、歪んだ形で発露した衝動……だったのかもしれない。

　確かなことは分からん。きっと叡智本人にだって分からないだろう。

　ただ、ヤツが証明を求めた果てに編み出した〈破獄擬神エー・リ・グエ・ラ・ゲメル〉が、名称からして〈鬼人開獄エー・レフア・テラ・ブレア・レイ〉を意識していることは分かる。

　あの第一級相当の新行使は、他人の体を触媒に、自身の神を――大好きだった亡き父の、せめて尊敬に値する力だけでも呼び戻したいという、哀れな子供の欲求を満たすための…………いや、やめておこう。

　喪そう失しつを経験したことのない私が、父を亡くした子供の気持ちを想像したところで、それは単なる妄想にすぎない。無む為いの極きわみだ。

　けれど、手の届かない存在への、胸が焦がれるほどの憧れは、私にも分かる。

「あっ！　八重さん！　北のほうに、でっかくてピカピカ光るお星様が見えます！」

「おおっ！　本当だね！　きっとあれは正義の星だよ、ミャーちゃん！」

「北極星でしょーが。折せつ角かく綺麗な星空なんだから、妙な星を浮かべないでよ」

　微笑ましい三人の会話に苦笑しつつ、私も星空を見上げる。

　吸い込まれそうなほど、広く深い星空だった。確かに、地上から見上げるよりも、ずっと多くの星が瞬いているように見える。

　だが、手を伸ばしても、届くことはないだろう。人の力で到達するにはあまりにも遠く、決して摑むことの叶わぬ輝きだ。

　それでも、私はこの星空を見上げていたいと思う。ずっと、一秒でも長く。そのための努力なら、どんなことでもしようと思った。星たちに愛想を尽かされて、夜の闇に見失ってしまわぬように。

　しかし、叡智は違った。高く高く、星空の中心へと上って、幾いく億おくの瞬きの中の一つになりたいと願ったのだ。たとえ、自分を慕う者たちの亡なき骸がらを積み上げ、それを踏み台にしてでも。

　その願望が、その手段が、間違っていたと断ずる勇気は私にはない。

　けれど、不ふ愉ゆ快かいな気分にはなった。そう思えた自分に、安堵した。

「今は、それだけでいいか」

　少女たち三人の会話は、星座占いの話題へと移っていた。まだまだ言葉が尽きる気配はない。いつになったら地上に戻れることやら。

　明るい話し声を聞きながら、私は、いつまでも星空を眺めていた――

「橘先輩!!」

　――と、人が綺麗に纏まとめようとしていたところに、なんだいきなり。

「一いちノの宮みや？　……と、竹たけ田だか？」

　二人だけではない。声のした背後に振り向くと、もう大展望台に用はないはずの風紀委員がズラリと雁がん首くびを揃えて立っていた。全員が女子である。

　資料庫で私を下着泥棒に仕立てようとした女子委員たちだった。

「どうしたの？　何かあったの？」

　首を傾げた委員長が質問したが、私には彼女たちの用件に見当がついた。興奮に紅潮させている顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。偽ぎ証しようの罰を受けに来たのだろう。

「橘先輩、私たち、噓を吐いていたんです」

「偽証の件だろう？　それについては真犯人である叡智も捕まえたし、もう――」

　私の言葉を遮り、息を荒げて叫んだのは、体育会系のドＭ、竹田畝うね美みだった。

「違うんです!!　本当は下着泥棒なんていないんです!!」

「……なんだって？」

　困惑する私をよそに、竹田に続いて女子委員たちは次々に証言した。

　要約すると、連続下着窃盗事件そのものが、彼女らの捏ねつ造ぞうであったらしい。

　まず、私が退院した日に合わせて、下着窃盗事件が発生したという虚きよ偽ぎの報告を委員長にする。委員長は多忙である上に委員たちを信頼しているため「捜査は委員だけで十分」と言われれば、事件解決後に報告書に目を通すだけで済ませてしまう。

　そうやって実際には起きていない下着窃盗事件を五つ捏造した女子委員らは、資料庫の窃盗が起きた際、実在の事件と絡めたほうがより確実に私に嫌疑をかけられると考え、全ての事件が同じ手口であると再度の報告を行い、存在しない下着泥棒が生まれた。

　それは私のことであり、同時に伊集院叡智のことである。

　女子委員らは最後に、揃って「ごめんなさい」と頭を下げた。皆、息が荒かった。

　眩くらむ頭を振り「なんで事件の捏造などしたのか」と問うと、一ノ宮が唇を尖らせながら答えた。

「だって、最近の先輩、ちゃんと苛いじめてくれないから」

　彼氏に向かって「最近ちょっと冷たいよ」と非難するような口ぶりだった。

　入院していた期間も含めてここ十日間、私は風紀委員の活動に参加していなかった。退院したばかりでは辛かろうという委員長の厚意だったのだが、その間、彼女たちは私に苛めてもらえなくて欲求不満を募らせていたのだという。

　だからって事件を捏造してまで苛めてもらいたがるとは。委員たちは、そんなにも私のことを慕ってくれていたのか。何故だろう、ちっとも嬉しくない。

「でも、次は折せつ檻かんしてもらえるんですよね!!　だから自首することにしたんです!!」

　サンタクロース宛の手紙を書く子供のように、大きな目を輝かせて竹田が言った。他の女子委員たちも、似たような期待に満ちた眼まな差ざしを押しつけてくる。

　突入作戦の前に私が言った「次にやったら本当に折檻するぞ？」という冗談めかした言葉を本気にとったらしい。目め眩まいがした。

　近くで話を聞いていたミャーは、よく状況を理解していないようで、不思議そうに首を傾げている。魅雷は女子委員たちが現れた時点で大展望台の隅すみに逃げていた。委員長は「あはは……」と苦笑するだけで、沙さ汰たは私に任せる気のようだ。

　目を瞑って、じっくり一分間ほど考える。

　そして……要求どおり折檻してやることに決めた。

「一ノ宮」

「は、はいっ。先輩、私はとんでもない粗そ相そうをしてしまいました。ですから、お、お仕置きを、二度とこのようなことがないよう、苛か烈れつな躾しつけをこのメスブ――」

「君は、なんと素晴らしい女性なのだろう」

　一ノ宮は涎よだれを垂らした表情のまま固まった。

「冷たい中にも柔らかさと母性を感じさせる美貌、無駄がなく楚そ々そとした所しよ作さ、なんと魅力に溢れていることでしょう。そして何より、定まった役職のない風紀委員会において、書記としての仕事を自ら率そつ先せんして引き受ける優しさ……いつも感謝しています」

　頰を撫で、優しく微笑みながら囁く。すると――

「いやあああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　大展望台のガラス壁が震えるほどの悲鳴をあげ、私の手は振り払われた。

「ひぃ……いやっ、いやぁぁっ！　なんですか、なんなんですか！　気持ち悪い！　心にもないことをベラベラとっ!?」

「何を仰います。全て私の本心ですとも。この橘荘司郎、貴女に仕えろと言われれば、喜んで身を捧げる所存にございます。それほどに、貴女は素晴らしい」

　またも絶叫した一ノ宮は、遂に蹲ってガタガタと震え始めてしまった。

　お仕置きや折檻に悦よろこびを感じるのなら、逆に優しい言葉での賞賛や感謝は嫌がるのではないか……と思ったのだが、予想以上の効果だ。

　早速、他の女子委員一人一人に対しても、知りうる限りの美び辞じ麗れい句くと、歯の浮くようなセリフで褒めちぎってやると――

「うわあぁっ!?　こんなのっ、こんなのボクの好きな先輩じゃないっ!!」

「ひっ、ひぃぃぃぃぃっ!?　おやめくださいおやめください許して許してぇ……」

「可愛いとか美人とか、そんな酷いこと言わないでよぉっ！　嫌ぁっ！」

「怖い……おぞましい……誰か……耳を……私の耳……焼いて……潰して……」

「うえ～ん!!　ごめんなしゃいぃっ！　もうじないがら許じてくらしゃぃ～！」

　――悲鳴を上げるわ泣き崩れるわ縋りついて許しを請こうわの大混乱。

　大展望台に阿鼻叫喚の地獄が出現していた。

　まあ、筋金入りのドＭたちのことだ、三日もすれば、この逆折檻すらも焦らしプレイの一種として快楽に変えてしまうのだろうけれど。それまでの間は、精せい々ぜい献けん身しん的てきに尽つくして苦しめてやろう。下着泥棒のまま散った叡智への、せめてもの報いだ。

「不肖、この橘荘司郎。常日頃、風紀委員として骨を折ってくださっている皆様の慰労のため、今日より一週間、従僕として仕えさせていただきます。お嬢様方、なんなりとお申し付けくださいませ」

「やめてっ!!　やめてぇぇえええぇぇぇぇえええええぇっ!!」

　罪深きドＭどもの悲鳴は、星降る夜の大展望台に、いつまでも谺こだましていた。























　結論から言うと、逆折せつ檻かんの効果は二日も保もたなかった。

〈支し柱ちゆう〉占せん拠きよ事件から二日後、早朝に風紀委員会の本部へと今回の事件に関する報告書を提出しに行った時には、女子委員らは私の遜へりくだった態度に対し、悲鳴ではなく愉ゆ悦えつの喘あえぎ声を返すようになっていた。人はこれを処しよ置ちなしと言う。

　その日の放課後、私は行きつけのミカガミ記念総合病院を訪れていた。

「ほわぁ……看護師さんもお医者さんも、皆さん、荘そう司じ郎ろうさんに挨あい拶さつしてくれるんですねー。お顔が広いです」

「アンタ、何が楽しくて病院なんかに通い詰めてんのよ？　薬品臭に興奮する性せい癖へきでもあったっけ？」

「……主に、君と弥み撒さ祈き先せん輩ぱいの手によって送り込まれているのだが」

　一応、たまに将棋の相手をしている年配の病院長に「孫娘の婿むこに来ないか」と誘われていることは伏せておいたほうが良さそうだ。救急車ならともかく、この歳としで霊れい柩きゆう車しやに乗るのは御ご免めんである。

「でも、どうして皆さん、荘司郎さんを見て一瞬ビックリするんでしょうね？」

　それは、無傷の状態で訪れることが珍しいからだろう。なんでも、若い看護師の間では、ギプスや再生補助器具を装着していない私を院内で見かけると幸せになれる、なんて噂うわさまで流れているとか。人を勝手に都市伝説にしないでほしい。

　ともかく、今日の私は患者ではなく、見舞客として病院の自動ドアをくぐった。

　より正確に言うと、春日かすが井い九く々くの見舞いに来た魅み雷らいの付つき添そいである。

　風紀委員に応急処置を受けたのち、ミカガミ記念総合病院へと搬はん送そうされた春日井は、占拠事件の解決から十時間後、夜が明けた頃に意識を取り戻した。それから丸一日を費やした精密検査の結果「肉体・精神ともに異常はないが体力回復のために最大一週間の入院を要する」という診断が下され、面会謝絶が解除されたのが本日未明のこと。

　兵でもないのに神速を尊とうとぶ魅雷は、電光石火の速さで見舞いを決断し、同行の意志を示したのがミャー、付き添えと命令されたのが私であった。

　まあ、風紀委員としては、事件に関わった人間の様子は把は握あくしておかねばならないので、命じられなくても来るつもりではあったのだけれども。

　ところで、さっきから事件事件と呼んではいるが、二日前に〈支柱〉で起きた出来事は、世間的には火災事故ということになっている。八や重え委員長の奔ほん走そうに、弥撒祈先輩の尽じん力りよくの賜たま物ものだ。一体どんなルートを介かいして如い何かなる力を用いたのかは、怖いので聞いていない。弥撒祈先輩も「知らないほうがいいよ」と微笑ほほえんでいた。

「魅雷さん、九々さんの病室はどちらでしたっけ？」

「え？　あー、どこだったかな？」

「一般病棟の三階だよ。今朝、検査病棟から移されたんだ」

　病院から連絡を受けて、いの一番に魅雷へと伝えた情報である。

「そーそー、そうだったわね。エレベータは、どこかしらーっと」

　見舞い用の花束を買ったあたりから、魅雷は挙きよ動どう不ふ審しんだった。

　緊張しているのだろう。無理もない。春日井とは、視聴覚ホールで口論の末すえに別れて以来なのだ。親友という絆きずなが今も解ほつれずにいるか、不安に思って当然だ。

　度々、足を止めては、宙に視線を彷徨さまよわせて短く溜ため息いきを吐つき頭を振って自分に言い聞かせるように頷うなずく、という一連の動作を繰り返すのに忙しい魅雷と、彼女のそんな様子に全く気づいていないらしく病院内を興味深げにキョロキョロと見回しているミャーを連れ、連絡通路へと向かう。

　すると、意外な人物に出くわした。

「よぉ！　荘司郎！　俺っちの見舞いに来てくれたのかよー、嬉うれしいねぇ」

　パジャマ姿の高たか須す優ゆう一いちだった。

「あ？　誰よアンタ。荘司郎の知り合い？」

「ひど!?　ジョークにしたってひでーよ！　人間の尊厳を踏みにじってるよ！」

「うっさいわね。あたしたちにはロリコンで変態の知り合いなんかいないの！」

「ちゃんと覚えてんじゃん！　……ってロリコンじゃねーし！」

　変態であることは認めるんだな。ロリコンとどちらのほうがマシかは、判断の難しいところではあるが。

「こんにちは！　カスイチさん！」

「あ、こんにちは～……って、黒くろ奈なまでカスイチ呼ばわり!?」

　ミャーは変態相手にもちゃんと挨拶出来るんだなぁ、偉い偉い。

「で、得意のノリツッコミも出たところで聞くが……高須、お前、何してるんだ？」

「何ってそりゃ、お前さん。入院しているに決まっているじゃない？」

　渋しぶ々しぶながら話を聞いていやると、二日前、視聴覚ホールで魅雷の右アッパーを食らって吹っ飛んだ高須は、親切な野次馬に介かい抱ほうしてもらい、部室棟の管理人の通報で駆けつけた風紀委員に、ここミカガミ記念総合病院に搬送されたのだそうだ。

　魅雷の攻撃を受けていながら、驚くべきことに僅わずか二日で回復し、明日には退院するらしい。呆あきれるほどの生命力だ。

「入院しているなら病室で大人おとなしくしていろよ。なんだってこんな――」

　所をほっつき歩いているんだ……と、言いかけて、高須が歩いてきた方角に何があるのかに気づき、私は絶句した。魅雷も同時に気づいたようで、一歩後ずさった。

「あん？　どうしたよ？　向こうに何があるって――」

　振り向いた高須の視線の先、廊下の突き当たりの扉には、こう書かれていた。

　――『小児病棟　入り口』――

　魅雷が右の拳こぶしを握り締め、赤いオーラを放ち始めた。

「……ち、ちげーよ！　誤解だって！　確かに小児病棟に行ってたけど、ただ幼女――じゃない、幼い子供たちを励はげましただけで、まだ何もしてないって！」

「まだ？」

「げっ!?　ち……違うよ。天あま津つ風かぜさん、違いますよ？」

　見苦しい言い訳を吐き続ける高須の姿は、病気や怪我で心細い思いをしている幼児の心の隙すき間まにつけ込み己が淫いん猥わいなる欲望を果たさんとする幼女強姦魔――それ以外の何者にも見えなかった。

「今度こそ……くたばりやがれクサレロリコン野郎がぁっ!!」

　魅雷が真まっ赤かに染まった拳を振りかぶる。しかし――

「あっ！　逃げた！」

　高須は到底人間には実現不可能ではないかという速度で逃げ出した。

「待ちやがれコラァッ！」

　魅雷が気炎を叫んだ時には、高須の姿は廊下の果てへと消えていた。脱だつ兎との如ごとくと言うか……カサカサと這い回る黒い虫の如き速さである。

「くぅ……あのロリコンめぇ……次こそは絶対焼却処分にしてやる！」

「ほえぇ……カスイチさんは、はぐれカスイチさんだったんですねぇ」

　いきり立つ魅雷をドウドウと宥なだめ、妙な感想を述べるミャーに脱力しつつ、春日井の病室へと向かう。

　高須のお陰かげなどと言いたくはないが、魅雷の緊張は大分ほぐれたようだった。




　目的の病室は廊下の突き当たり、女性用の四人部屋だった。

　その中で春日井に宛あてがわれていたのは、窓際のベッドである。

　赤い花束を抱えた魅雷を先頭に進んでいくと、仕切りのカーテンが開け放たれた向こう、薄いカーテンを通して夏日に照らされたベッドの上に、上半身を起こして本を読んでいる春日井九々の姿があった。

　春日井は、いつも上げている髪を下ろしていて、少し幼くなったように見えた。頰ほおが痩こけたりすることもなく、入院中ではあるが比較的健康そうである。

　迷っているのか、魅雷は声もかけずに立ち止まっていた。

「……あ」

　私たち……いや、魅雷に気づいた春日井が顔を上げ、一瞬、驚いた表情を見せる。そしてすぐ、バツが悪そうに伏せてしまった。

「…………み」

　幾いく度どかの躊躇ためらいののち、意を決して口にしようとした言葉は、多分、親友の名前だったのだろう。私には推すい測そくすることしか出来ない。

　何故ならば、駆けだした魅雷が、ベッドの上に飛び乗るようにして、春日井を抱き締めたからである。

　いきなりのことに呆ぼう然ぜんとしている春日井を、チェックの柄のパジャマに皺しわが出来るくらいきつく、強く抱き締め、魅雷は言った。

「よかった……！　九々が、無事で……本当に……よかったよぅ……！」

　春日井の瞳から、輝く雫しずくが、落ちた。

　一粒、二粒、三粒目が頰を伝った時、春日井は絞しぼり出だすように、声を上げた。

「み、みら……えっく……魅雷ぃ……！　ひうっ……魅雷……うああぁぁぁぁ！」

　魅雷に負けないくらいの力で抱き返し、春日井は泣いた。

　大声で、子供のように、感謝の言葉も、責せめる言葉もなく、泣きじゃくった。

　向かいのベッドに横たわる女性が、何事かという表情で見ていても、気にせず。

「魅雷……魅雷ぃ……！」

「九々、九々……！」

　友の名を呼び、二人は抱き合う。

　私は、隣に立つミャーの、貰もらい泣なきの涙と鼻水を拭きながら、気づかれぬように自分の目尻も拭ぬぐう。

　天津風魅雷と春日井九々の絆は、銀の鎖などよりも、遙はるかに強いものだった。
















　　　　　▽




　ハンカチを十分に湿しめらせ、ポケットティッシュが尽きた頃、揃そろって目の周りを腫はらしながら、私たちは笑い合った。

「九々。これ、お見舞い。あたしが選んだのよ」

「ありがとう、魅雷。可愛い花だね。それに……橘たちばな、君くんと――」

「黒奈美み矢やです！　ミャーって呼んでください。改めてよろしくお願いしますっ」

「はい。私は三年の春日井九々です。ふふっ、よろしくね？」

　魅雷が赤一色の花束を渡し、ミャーがペコリとお辞じ儀ぎをしながら自己紹介すると、ごく自然と、まるで数年来の友人同士のように、賑にぎやかな談だん笑しようの時が訪れる。

　ベッドを中心とした笑いの輪に、罪悪感や気遣いや遠慮のための席は一つとして用意されてはいなかった。

「聞いてくださいっ！　私、はくぶつがくけんきゅーかい、に入部したんです！」

　まず、話題の中心になったのはミャーだった。昨日の放課後の内に終わらせた入部試験の顚てん末まつを、パタパタと身振り手振りつきで語る。

　学園最大の南なん方ぽう図書館の大きさにビックリしたこと、東とう方ほう図書館で司書の女性と仲良くなったこと、北ほつ方ぽう図書館の児童書のコーナーで勇者の活躍を描いた絵本を沢たく山さん借かりたこと、今度の土曜日の新入部員歓迎会が楽しみなこと――

　魅雷の手前、入部試験がどれほど困難だったかを強調するのが大変だった。

「そりゃ、色んなとこ行ったわよ。動物園に水族館に、東京まで出たこともあったし」

　次の語り部は魅雷だった。話すのは春日井との思い出話、二人でデートした時の話が中心だ。

　動物園に行ったらネコ科の肉食動物のほとんどが魅雷を怖がって檻おりから出てこなかったこと、水族館でイルカショーを見たら悪戯いたずら好ずきのイルカに水をかけられて二人ともびしょ濡れになったこと、渋谷を歩いていたらナンパ野郎にしつこく絡まれてキレた魅雷がぶちのめしたこと――

　私と春日井は、相あい槌づちを打つのと、ツッコミを入れるのと、腹を抱えて笑うのとで、大忙しだった。

　話題は尽きない。笑い声も途と絶だえない。

　夏の日差しよりも明るい時間だった。




「……ねぇ、橘君。探究会は、どう……なるの、かな？」

　春日井の質問は、楽しい雰ふん囲い気きを壊さないよう、精一杯タイミングを見み計はからってのものだった。やはり、宇宙真理探究会のことが気になるのだろう。

「もうしばらく風紀委員の取り調べは続くだろうが、占拠事件は事故として処理されたからな。部員たちに停学などの処分が下ることはないだろう。委員長は、探究会の今後に関しては、副部長である春日井に一任する気でいるようだ。近い内に、委員長本人が見舞いがてら話を聞きに来るから、詳しいことはその時に確認してくれ」

「そう……八重お姉ちゃんにも、迷惑かけちゃったな」

　思わず零こぼれた、という感じの呟つぶやきだった。春日井の横顔には委員長への罪悪感が見て取れたが、これは委員長本人が綺麗さっぱり払ふつ拭しよくしてくれることだろう。魅雷と同じように、出会い頭で抱きついたりするかもしれない。

　私は、敢あえて叡えい智ちを省いた探究会の話をした。春日井も聞こうとはしなかった。振り切るにも割り切るにも、まだ時間がかかりそうだった。

　叡智は今、八重委員長の実家――吾あが妻つまの本家にいる……らしい。委員長は祖そ父ふである吾妻関かん山ざん氏の手も借り、みっちりと更こう生せいさせる気でいるようだ。

　次期当主を軟なん禁きんされた格好の伊集院家が何か言ってこないのかと心配になるが、詳しい話は聞いていない。触れちゃいけないことのような気がするので。委員長も「うん、ジロー君は知らないほうがいいよ。私もよくわかんないし」と笑っていたしな。

　ただ、これから叡智は知ることになるのだろう、ということだけは分かる。八重委員長の思いやりが、決して哀れみや同情から生ずるものではないと、身をもって。

「あ、そうだ」

　話の途中で思い出し、私はポケットからメモ帳を取り出した。西方図書館で魅雷に告白していた三つ編み女子の落とし物だ。

「これ、持ち主は探究会の部員の誰かだと思うんだが、春日井は誰のメモ帳か心当たりはないか？」

　下着メーカーの羅ら列れつは事件と無関係だと分かったが、資料庫の隠し撮り写真が挟まっていた以上、持ち主は探究会に属する人物であるとみて間違いはないはず。

「え？　え～っと……それは……その…………み、魅雷ぃ」

　何故か、春日井は戸惑いの表情を浮かべ、横目で魅雷に助けを求めた。救助要請を受け取った魅雷は、半眼で私を睨にらみながら言った。

「あっきれた……アンタ、まだ気づいてなかったの？」

「気づくって、何に？　なんで君が呆れるんだ？」

「うわ……コイツマジだ。しゃーないわねー。九々、ちょっといい？」

　深い溜息を一つ吐くと、春日井の髪を弄いじり始めた。慣れた手つきで、春日井の長い髪を緩ゆるく三つ編みにし、机に置かれていた丸いレンズの眼鏡めがねを春日井にかける。

　すると――

「あぁっ!?　魅雷に告白してた三つ編み女子!?」

　ベッドの上に、チェック柄のパジャマを着た、魅雷に求婚していた女子が出現した。

「あはは……ホントに気づいてなかったのね」

「まぁったく……今度、良い眼科紹介してあげるわ、ソウジ」

　三つ編み女子＝春日井が苦笑し、魅雷が半ば同情混じりの呆れの表情を浮かべた。

　私は混乱している頭を振る。目を擦こする。自分の主観的世界に対し、あらゆる角度から疑問を抱き、検証してみる。だが、何をどうしても目の前の現実は変わらず、春日井は紛まごう事なき三つ編み女子であった。

「えっ、ちょっ、なんっ……じゃあ、あの図書館での告白はもしや――」

「ええ。いつもの代理告白だったの。叡智様の代わり」

「じゃ……じゃあ、メモ帳に書かれてた下着メーカーの羅列は!?」

「あれは……その……か、可愛い……えと……勝負下着……的な、ね？　魅雷っ？」

「片思いしてる九々を見てらんなかったからさ、背中を押すつもりで、あたしがリサーチしたのを教えてあげたのよ」

　私は今度こそ言葉を失った。

「探究会の副部長として行動する時は、制服も替えていたし、なるべく目立たないようにって気をつけてはいたけど……」

「だからって気づくでしょ、フツー。変装してたわけじゃねーんだし。大体、九々と初めて会った玉たま子こは気づいてたんでしょ？」

「は、はい。視聴覚ホールで見た時はわかりませんでしたけど、〈しちゅー〉で戦っている間に気づきました。荘司郎さんは……えーっと」

　見ないで！　そんな哀れな者を見るような目で見ないで！

「……こ、コホン。な、なんだ？　えー、とりあえず……このメモ帳は春日井に返すとしてだな。私はちょっと……お手洗いに」

　いたたまれないとはまさにこのこと。ちょっと頭を病やんでいる人を見るような視線から逃れるべく、私は席を中座することにした。

「あっ、ソウジ！　それなら、この花、花か瓶びんに生けてきてよ！」

　花束を押しつけられ、そそくさと病室から出る。逃げるように。

　後ろから聞こえる歓談の笑い声が私への失笑に聞こえた。くそぅ……！




　病室の隣には、トイレの他に、共同の洗面所が用意されていた。二台の洗濯機が備え付けられていて、患者の洗顔や身み繕づくろいの他、衣服の洗濯も出来るようだ。隅々まで清掃が行き届いていて、実に清潔な空間だった。

　棚に並べられていた幾つかの花瓶の中から、透明なガラス製の花瓶を選び、それを水で軽く濯すすぐ。

　ほぼ無心で作業していた。流麗な水音は、思考すらも綺麗に濯ぐ効果がある。

　しばらくして、

「橘君？　私も手伝うわ」

　洗面所の入り口に立っていた春日井の声に、我に返った。

「春日井か。……どうした？」

　手伝いが目的でないことくらいは、彼女の顔を見ればすぐに分かった。

「ちょっと、話がしたくて。二人は隣となりのベッドのお姉さんとお喋りしているわ」

　お見舞いのお菓子を分けてもらったから、と春日井は肩にかけた三つ編みを弄りながら言った。

「そうか。それなら、花の水切りをしてもらっていいか？」

「ええ。任せて」春日井は棚から洗面器を取り出し、それに水を溜め始めた。

　私は濯いだ花瓶をタオルで拭き、丁寧に水気を取る。

　静せい寂じやくを洗うように、洗面器を叩く水の音が満ちる。

「私ね……魅雷が叡智様に振り向かないなんてこと、最初から分かってた」

　タオルを強く擦りつけた花瓶が、キュウと音を立てた。

「酔よっていたのよ、私は。叡智様に――好きな人のために、自分の気持ちを殺して尽くす、私自身に。叡智様にじゃなくて、恋する自分に、恋していたの」

　でも、魅雷は違った――春日井は、水が溜まっていく洗面器を見下ろして、言った。

「あの子は本当に恋していたの。全身で、全力で、自分の人生全てを懸かけて、恋をしていた。……私、打ちのめされちゃった。思い知らされた気がしたの、お前は恋なんかしていないって、自分が好きなだけなんだって」

　廊下を、看護師が忙しげにパタパタと足音を響かせ、通り過ぎた。

「だから、私は必死になって、魅雷を叡智様に振り向かせようとした。そうやって、彼女の恋が偽にせ物ものだって、証明しようとしたの。でも――」

「無理、だっただろ」

　私の先回りに、春日井はクスリと笑った。邪悪さの欠片もない笑顔だった。

「うん。……やっぱり、ちゃんと分かってるね、魅雷のこと」

　蛇じや口ぐちを閉め、水の溜まった洗面器に、包みを取り去った花の束を浸つける。

「魅雷の恋は、本物だったの。誰にも邪魔の出来ない、この世で一番綺麗な恋。それが分かった時、私ね……応援したいなって、思っちゃったの。叡智様に振り向かせようとしていたのに、魅雷を攻略してやろうって思っていたのに――」

　いつの間にか、私のほうが攻略されちゃってたみたい――魅雷と同じことを、春日井は言った。魅雷と同じ表情で、言った。

「懲こりない奴って思われるかもしれないけど、私はまだ、叡智様のことが好き。でも、魅雷のことも好きなの。好きに……なっちゃった」

　そう言って、春日井は、しばらく黙って洗面器の水面を見つめていた。

「ごめん……ハサミ、取ってくれる？」

「ん？　ああ」

　急に声をかけられて、自分の手が止まっていたことに気づく。春日井の横顔に、見み惚ほれていたのかもしれなかった。

　ハサミは花瓶が並べられている棚の下のほう、引き出しの中にあった。柄に病院の名前が記されている。手渡すと、春日井は「ありがと」と短く言って、水に浸した花の茎を切り始めた。私も、花瓶についた残りの水滴を拭き取り、水を注ぐ。

「ねぇ、橘君。魅雷のこと、幸せにしてあげてね？　きっと、貴方にしか出来ない、貴方しかしてはいけないことだと思うから」

　――ミャーちゃんのこともね、という予想外の一文を付け足され、危うく花瓶を落としそうになった。

「二人ともを、幸せに？　そりゃ、かなり難しい注文なのだが……」

　現代日本では重婚は犯罪行為である。

「そうかしら？　『恋愛二重奏　～ツインズ・ラブ・ソング～』の主人公の和かず也や君は、双子の女の子を二人とも幸せにしていたけれど？」

「……それは、ひょっとしてゲームの話か？」

「ええ。今年の春に、パソコンからコンシューマーに移植された、恋愛アドベンチャーゲームよ。メインヒロインは全て双子で、コンシューマー版ではメイドの双子姉妹が新たな攻略対象ヒロインとして追加されたの。貴方も『パパらぶ』ってライトノベル知らない？　そのイラストを描いた、鷹たかＮＯのさんという人が原画を担当しているのだけど」

「いや、悪いけど全く知らない」

「あら……そうなの」

　そこで残念そうな顔をする春日井であってほしくなかった。

「魅雷に聞いてはいたが、本当に恋愛ゲームをやっているんだな」

「探究会の部員に勧められたのがきっかけでね。様々な形の恋愛を疑似体験出来て、とても参考になるのよ。あとで、貴方にもオススメの作品を何本か貸してあげるわ。魅雷によく似た幼馴染みヒロインが登場するゲームもあるから」

　ああ……ほんの一分足らずで春日井九々への印象が百八十度変わってしまったよ。魅雷の『真ま面じ目めだし頭もいいのに、どっかズレてる』という言い方は、実に的を射た評価であったらしい。

　適当に「機会があったらプレイしてみるよ」と答えつつ、水切りをした花を受け取り、花瓶に生ける。……と。

「ちょっと！　なにしてんのよ二人とも！」

　何故か焦った様子の魅雷が私たちを呼びに来た。

「ごめんね、魅雷。ちょっと話し込んじゃったみたい。心配しているようなことにはならないから、安心して」

「は、はぁ？　べ……別に心配なんてしてないし。ただ、隣のお姉さんにお菓子もらったからみんなで食べようと思っただけだし」

　顔を赤くしてゴニョゴニョと何やら呟いている魅雷を、九々は妹を愛めでる姉のような微笑みを浮かべて見ていた。そして、私に向かって囁く。

「ほら、今よ。抱き締めてあげて」

「何故に？　意味が分からない」

「もう……鈍感ね。魅雷は、貴方が私と仲良くなっちゃうんじゃないかって心配しているの。簡単に言えば、やきもちね。だから、ここで優しく抱き締めて、耳元で『俺の目には君しか映らないんだよ』って言ってあげれば、フラグが立つわ」

　そんな自信満々の笑顔でギャルゲー理論を説とかれても困るんですけど。

　でもまあ、折せつ角かくのアドバイス、魅雷を幸せにするために少し参考にするとしようか。

「ほら、魅雷。ミャーも待っているんだろう？　行こう」

　モジモジとした仕し草ぐさでスカートの裾すそを握っていた魅雷の手を取った。抱き締めなかったのは、流石さすがに結婚エンドへのフラグを立てる勇気はないからである。

「あ……う、うん」

　既に赤かった顔をさらに赤くし、魅雷は意外にも素直に従った。

　春日井は、私がヘタレな選択肢を選んだにもかかわらず、満足げに微笑ほほえんでいた。もしかして、私を焚たきつけるためにわざと過激なアドバイスをした……のだろうか。

　病室に戻ると、お菓子を口いっぱいに頰張ったミャーが、隣のベッドのお姉さんと談笑していた。

「ほぉじろーふぁんっ。おふぁひもらっひゃいまひたぁ」

「物を口に入れながら喋っちゃいけません」

　リスみたいで可愛らしいが、ミャー自身のためにも、お行儀の悪さは窘たしなめないといけない。良い子のミャーは、すぐに口を閉じて咀そ嚼しやくに集中した。聞き分けはいい。

「あんた、全部一人で食べちゃう気じゃないでしょうね？」

「んぐんぐ……ごっくん。そんな、ちゃんと皆さんの分は残してますよぅ」

「ふふっ。それじゃ、私もいただいていいですか？」

　魅雷と春日井は、お姉さんに断ってから椅子に座り、お菓子をいただいた。

　途端に咲き乱れるガールズトークの花園。

　特にミャーは、あまり触れ合う機会のない年上のお姉さんに興きよう味み津しん々しんだ。

「えぇっ、妹さんが高等部にいらっしゃるんですか？　会ってみたいです！」

　見舞いにお菓子を持ってきてくれたのは妹だと聞いて、ミャーが歓声を上げた。今日の午後にも来る予定らしい。こりゃ、その妹君に会うまで帰れそうにないな。

　そこからは、女同士のお喋りらしく、話題が転々とした。女性のファッションなどにはとんと疎うとい私には、理解が追いつかない。まあ、華やかな会話は、傍で聞いているだけでも楽しい気分になるものだ。

　話題と同じく咲き乱れる少女たちの笑顔。ミャーも、魅雷も、九々も、それぞれ違う笑顔だが、どれも私にとって大切な笑顔だ。

　守りたい、なんて格好の良いことは言えない。けれど、見ていたい、とは思う。

　だから、そのために努力しよう。誰かの悪意に奪われてしまわぬように。何よりも、彼女たちに愛あい想そを尽かされてしまわないように。

「だが、まずするべきは――」

　パンツだ。

　風紀委員会本部の保管庫から消えていたパンツ。私が学校の階段の踊り場で拾い、全ての始まりとなったパンツは、未いまだ見つかっていない。持ち主が不明であることも含めて、あのパンツには謎が多い。

　私としては、アレをあまり放置しておきたくはないのだ。ミャーや〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉と出会わせてくれたのは感謝しているが、同時に災さい厄やくをももたらす呪いのアイテムの如き働きもする以上、なるべく早く取り戻し、持ち主に返却したい。

「あ、ちょっと風を入れますね。外はいい天気ですよー」

　ミャーが、病室の窓を大きく開け放った。

　夏の匂いを孕はらんだ風が、私の体を撫でる。

　まるで季節外れの春一番のように強い――

「キャッ！」

　どこかで聞いたような短い悲鳴がして、私は病室の入り口に目をやった。

　……パンツだ。

　入り口近くに立っていた女性のスカートが、あられもなく捲めくり上あげられ、パンツのみならず、白く健康的な太ももや、可愛らしいお臍へそまでもが晒さらされていた。

　誤解のないように言っておきたい。私が女性の顔よりもまずパンツを見てしまったのは浅ましい欲望に突き動かされての行動ではなく、彼女が穿はいていたパンツ――その薄桃色のパンツに、見覚えのある紙片がくくりつけられていたからである。




　それは、遺失物として回収した物品につけられる、風紀委員の鑑かん札さつだった。




「……馬鹿な」

　衝撃を受けて眩んでいた頭がようやく動き始める。

　激しい動どう悸きにせっつかれるように、視線を少しずつ上に上げていく。

　初夏らしい爽やかなデザインのワンピース、芸術的な曲線を描くくびれたウエスト、胸部の膨ふくらみは、男子の夢としか表現のしようがない頂点の突起が作り出す皺から見て、ブラジャーという枷かせから解放されていることが一目で分かった。




　そして、羞しゆう恥ちに染まる頰の色は――橙だいだい。




「早さつ速そく見られてしまった……。ホントにエッチさんなのだな」

　困ったように眉根を寄せながらも、少女は微笑み、凝視する私の視線から逃れるように、その場から立ち去った。




　膝ひざの裏に届くほどに長い、玉虫色の髪を棚引かせて。




「……………………」

　唖あ然ぜんとして言葉の出ない私をよそに、ミャーたちはガールズトークに花を咲かせている。どうやら、彼女の存在に気づかなかったようだ。

　言葉には到底出来ぬ思考が、私の脳内を駆け巡っていた。

　疑問、仮説、否定、疑問、提案、拒否、疑問、疑問、疑問、疑問、疑問――。

「まさか……八人目だって、いうのか」

　裏り界かいは〝個〟の世界である。表界という〝群〟の世界に憧れた裏界は、自分の中にいる他人として、ミャーたち、七つの個性を創造した。

　そうだ。だから、八番目の個性が創られたとしても、不思議では、ない。

　いや、それどころか、裏界が表界を真似て、自分の中に似せた世界を創ろうとしたのなら、表界にいる人間と同じ数の個性が生み出されたとしても――

「荘司郎さーん？　どうしたんですか？　お菓子、おいしいですよ？」

「早く来ないと、最後の一つ、食べちゃうわよっ」

　お菓子を片手に私を呼ぶ少女たち。可愛らしく、美しく、愛しいが、同時に私のことを散々に悩ませてくれる存在。八人目も、やはり、そうなのだろうか。

「それは、考えるまでもない……か」

　まあ、いいさ。いいとも。いいだろう。私も覚悟を決めるとしよう。

　七ソウマが八リインに増えたって大して変わらん。それ以上でも……頑張れるさ。

　裏界だって、私が守りたい〝私の現実〟の一部なんだ。

　ひっくるめてしまおうじゃないか。大切な人たちの生きる表界も、大切な人そのものの裏界も、私を形作る現実だと。

　世界ごと、纏めて全部抱き締めて、失わないように必死で努力しようじゃないか。

　そう決意するきっかけを与えてくれたのが、一枚のパンツだというのは、些いささかならず情けないことではあるがな。

　ともかくも、先の見えぬ私の現実で、確かなことは一つ。




　どうやら、私の〝パンツ騒動〟は、まだまだ終わってはくれないようである。





表裏世界のソーマキューブ　パンツはどこに消えた？　了










　あとがき　　　　　記　二〇一一年八月四日（木）




　アッカリ～ン！（最近この挨あい拶さつが流は行やってるんですよね？　……え、挨拶じゃない？　ははは、ご冗じよう談だんを）

　人生二度目のあとがき。どうも、乙おと姫ひめ式しきです。




『表ひよう裏り世せ界かいのソーマキューブ』第二巻をお届けしました。

　どうでしたかね？　お気に召していただけたのなら幸いにござる。




　今日、八月四日はアレです。『HUNTER×HUNTER』第二十九巻の発売日です。

　家に帰るまで待ちきれなくて、つい電車の中で読んじゃいましたよ。途中で、隣となりの席にギャルっぽい女子高生が座ったけど、そのまま読み続けてやったさ。

　読めば誰もが思うことだろうが敢あえて言おう……面白いとッ!!

　来週からは連載が再開されるそうで、さらに秋からは新アニメも始まるとか。非常に楽しみです。ｗｋｔｋ（←最近覚えた言葉。「ワクワクでトキメキ」の略ですよね？　……え、違う？　ははは、私は騙だまされないぜ）。




　さて、アニメと言えば『日常』ですが（え？　話の展開がゴーイン？　……なるほど、ゴーイングマイウェイの略、つまり好きなようにやれということですね。わかります）、皆さんは観てますか？　私は観ています！

　個人的には、みおちゃんが好きです。特に第二話と第十六話のアレは何回繰くり返かえし観ても笑えますね、ぷふっ。みおちゃん本人は必死なんですけど、それが逆に……ぷぷーっ。いつか『日常』みたいなノリの話を書いてみたいですなぁ。

　……お前の筆力と作風じゃ無理とか言うな！　た、確かにムズいかもしれんけども！




　あ。ムズいと言えば『メルルのアトリエ』ですよね。

　何度やってもマスク・ド・Ｇが倒せない!!　あのオッサン強すぎる……カタギじゃないな。ちょっと歌でも作ってニコニコ動画に投稿したくなるくらい強く感じます。

　ただクリアするだけなら、私の嫁ことミミ様のツンデレっぷりに２ニ８ヤ２ニ８ヤしつつ、のんびりまったり進めてもクリアできるんですけど、攻略本まで買っちゃった以上、やっぱりエンディングだけでもコンプしたいわけで。そうなると、戦闘上位エンドを見るための最大の障壁、マスク・ド・Ｇ戦を突破せねばならぬ。

　一週目なんか何もできずに瞬殺されました。二週目でようやく一太刀浴あびせてやりましたが、私の婿ことステルクさんの与えたダメージが……三。まさに全私が泣き崩れた瞬間でありました。

　現在三週目に突入し、次こそはと雪せつ辱じよくを狙って牙を研といでます。具体的には、王家の風格、マスタースキル、パワーヒッターなどの強力な特性のついた装備品を調合しようと思います。そのためにまず必要な特性のついた素材を……（以下、軽くワープ）（そして帰還）……おや？　担当さんに「自由に書いて……いいんだよ（キラッ）」と、背景に花束を出現させつつ言われて、少し調子に乗ってしまったようです。小説と全然関係ない話であとがき埋めるとこでした。てへっ☆　いっけなーいっ☆




　最後に謝しや辞じを。

　tsucacoさん、素す晴ばらしいイラストを描いてくださって、ありがとうございました。特に、魅雷の戦闘モードと擬神のデザインは失神ものの出来でした。個人的なお願いですが、ＰＣ壁紙サイズのカラーイラスト描いてくれませんか？　なんなら正式な仕事として依頼したいくらいです。お、お金ならあるわよ？

　そして、読者の皆さんにも、最上級の感謝を送ります。本当に本当にありがとうございました。ちなみに、この感謝は品質１２０です。特性はロイヤル御用達。

『表裏世界のソーマキューブ』は、残念ながら、この第二巻で完結ということになりましたが、新しいシリーズに向けて全力全開全身全霊で頑張りますので、応援よろしくお願いします！

　それでは、次は人生三度目のあとがきでお会いしましょう。きゃはっ☆
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